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「
宣
言
」

　
聖
書
に
曰
く
生
命
の
水
の
河
あ
り
、
其
水
澄
く〔

き
〕

徹
り
て
水
晶
の
如
し
、
神
と
羔

こ
ひ
つ
じの

宝〔
く
ら
い
〕坐

よ
り
出
づ
、
河
の
左
右
に
生
命
の
樹
あ
り
、
其
樹
の
葉
は
万
国
の
民
を
医

〔
い
や
〕す

べ
し

と
、（
黙
示
録
廿〔

廿
二
〕三

章
一
二
節
）、
余
輩
は
天
上
天
下
此
福

〔
ふ
く
い
ん
〕

音
を
除
い
て
国
民
を
医
す
者

の
他
に
あ
る
を
知
ら
ず
、
此
誌
豈

〔
あ
に
〕今

日
に
於
て
出
で
ざ
る
べ
け
ん
や
。

〔
一
、
二
〕

『聖書之研究』創刊号（1900 年 9 月）
� 今井館教友会所蔵資料



詩「二月上旬」（「二月中旬」の異稿）� 今井館教友会所蔵資料

即
ち
此
世
の
中
は
是
は
決
し
て
悪
魔
が
支
配
す
る
世
の
中
に
あ
ら
ず
し
て
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、
神
の
世
の

中
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
信
ず
る
事
で
あ
る
。
失
望
の
世
の
中
に
あ
ら
ず
し
て
、
望
み
の

世
の
中
で
あ
る
こ
と
を
信
ず
る
事
で
あ
る
、
此
世
の
中
は
悲
み
の
世
の
中
で
な
く
し
て
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喜
び
の
世
の
中
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で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
我
々
の
生
涯
に
実
行
し
て
其
生
涯
を
世
の
中
の
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此
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と
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こ
と
で
あ
り
ま
す
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。
其
遺
物
は
誰
に
も
出
来
る
遺
物

で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

『後世への最大遺物』
� 今井館教友会所蔵資料
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は
じ
め
に
　

―
　

内
村
鑑
三
と
信
仰
詩
・
訳
詩
・
短
歌
に
つ
い
て

　

日
本
近
代
の
夜
明
け
に
生
ま
れ
、
近
代
の
戦
争
の
時
代
を
経
て
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
初
期
ま
で
生
涯
一
人
の
キ
リ
ス
ト
者
、
伝
道
者
と
し
て
生
き
た
内
村
鑑
三
（
一
八
六

一
―
一
九
三
〇
年
）
と
い
う
無
教
会
主
義
の
創
始
者
が
い
る
。
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想

と
信
仰
の
希
望
の
水
脈
は
、
一ひ

と

条す
じ

の
生
命
の
河
と
し
て
後
世
へ
、
未
来
へ
通
じ
て
い
る
。

　

内
村
鑑
三
は
、
明
治
維
新
の
七
年
前
に
、
江
戸
小
石
川
鳶
坂
上
（
現
、
文
京
区
本
郷
）

の
高
崎
藩
の
武
士
長
屋
で
誕
生
し
、
武
士
の
子
と
し
て
儒
教
的
環
境
で
育
つ
。
一
六
歳

の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
を
招
聘
し
て
建
学
さ
れ
た
開
拓
使
附
属

札
幌
農
学
校
に
、
太
田
（
新
渡
戸
）
稲
造
ら
と
と
も
に
二
期
生
と
し
て
入
学
す
る
。
そ

こ
で
ク
ラ
ー
ク
に
よ
っ
て
蒔
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
出
会
い
、「
イ
エ
ス
を
信
ず
る
者

の
契
約
」（Covenant of Believers in Jesus

）
に
署
名
し
、
一
八
七
八
年
に
一
七
歳
で
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
宣
教
師
Ｍ
・
Ｃ
・
ハ
リ
ス
か
ら
洗
礼
を
受
け
る
。
卒
業
後
の
一

時
期
、
開
拓
使
御
用
係
の
官
吏
と
し
て
漁
業
調
査
等
に
関
わ
る
が
、
最
初
の
若
き
結
婚

の
失
敗
も
影
響
し
て
、
内
部
の
「
真
空
」
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
苦
悩
の
渦
の
な
か
で

キ
リ
ス
ト
教
大
国
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
ア
マ
ス
ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー
総
長
と
運
命
的
に
出
会
い
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ

て
贖
罪
の
「
霊
的
回
心
」
を
経
験
す
る
。
日
本
を
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
国
に
す
る
夢
を

抱
い
て
帰
国
し
た
あ
と
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
の
宣
教
師
ら
と
の
軋
轢
、
第
一

高
等
中
学
校
教
育
勅
語
奉
読
式
で
の
「
不
敬
事
件
」
な
ど
が
あ
り
、
教
会
、
教
派
に
よ

ら
な
い
無
教
会
信
仰
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
清
戦
争
を
義
の
戦
争
と
論
じ
た

こ
と
を
恥
じ
、
日
露
戦
争
以
後
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
「
非
戦
論
」
の
立
場
を
貫
く
と

と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
誌
上
の
「
信エ

ク

レ

シ

ア

仰
共
同
体
」
と
し
て
『
聖
書
之
研
究
』
を
創
刊

し
、
主
筆
と
し
て
三
〇
年
間
、
二
つ
の
「
Ｊ
」（Jesus

とJapan

）
の
も
と
旧
新
約
聖

書
の
研
究
・
講
解
と
と
も
に
、「
福
音
」
の
伝
道
者
と
し
て
生
き
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
は
キ
リ
ス
ト
の
「
再
臨
」
と
「
再
臨
信
仰
」
へ
い
き
つ
く
の
で
あ
る
。

　

内
村
鑑
三
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
創
刊
し
た
『
聖
書
之
研
究
』（
全
三
五

七
号
）
に
、
旧
新
約
聖
書
六
六
書
の
講
解
を
は
じ
め
、
無
教
会
信
仰
に
よ
る
キ
リ
ス
ト

教
思
想
、
福
音
に
つ
い
て
著
述
し
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
全
四
〇
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九

八
〇
―
一
九
八
四
年
）、『
内
村
鑑
三
信
仰
著
作
全
集
』
全
二
五
巻
（
教
文
館
、
一
九
六
二

―
一
九
六
六
年
）、『
内
村
鑑
三
聖
書
注
解
全
集
』
全
一
七
巻
（
教
文
館
、
一
九
六
〇
―
一

九
六
二
年
）、『H

ow
 I Becam

e a Christian

』『Representative M
en of Japan

』

な
ど
、
英
文
も
含
む
多
数
の
著
作
を
後
世
に
残
し
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
だ
け
で
は

な
く
、
広
く
社
会
に
、
世
界
も
含
む
多
く
の
人
々
に
影
響
を
与
え
つ
づ
け
て
い
る
。
そ

の
研
究
書
、
評
伝
は
、
国
内
外
を
含
め
、
厖
大
な
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
内
村
鑑
三
は
信
仰
、
聖
書
研
究
に
か
か
る
著
作
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
代
と

い
う
時
代
と
日
本
の
同
時
代
の
文
学
を
論
じ
た
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」「
如

何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
な
ど
の
代
表
的
文
学
論
も
あ
る
。
ま
た
、
ダ
ン
テ
、
ミ

ル
ト
ン
、
ゲ
ー
テ
、
バ
ニ
ヤ
ン
な
ど
の
世
界
文
学
に
も
目
を
向
け
る
と
と
も
に
、
悲
嘆

の
魂
の
慰
め
と
な
る
「
寒
中
の
木
の
芽
」、「
天
然
」
宇
宙
の
美
と
歓
喜
の
き
ら
め
く

「
春
の
到
来
」、
キ
リ
ス
ト
教
的
非
戦
論
へ
と
つ
な
が
る
「
寡
婦
の
除
夜
」、
天
職
を
体

現
し
た
「
桶
職
」、
信
仰
詩
「
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
」、
再
臨
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
我
等
は

四
人
で
あ
る
」
等
々
、
自
ら
も
二
〇
篇
ほ
ど
の
信
仰
詩
と
、
日
記
（「
日
々
の
生
涯
」

「
一
日
一
生
」
と
し
て
『
聖
書
之
研
究
』
に
連
載
）
を
含
む
と
一
〇
〇
首
も
の
短
歌
を
発
表

し
て
い
る
。

　

内
村
鑑
三
の
信
仰
宇
宙
の
片
鱗
を
あ
ら
わ
し
た
「
天
地
の
花
な
る
薔
薇

4

4

4

4

4

4

4

4

」（『
聖
書
之

研
究
』
五
四
号
、
一
九
〇
四
年
七
月
二
一
日
）
と
い
う
、
雑
誌
の
頁
の
埋
め
草
に
使
わ
れ

た
、
わ
ず
か
四
行
の
詩
が
あ
る
。

其
花
に
伴
ふ
て
刺

〔
と
げ
〕あ

る
は

　
　

其
、
地
の
産
な
る
の
証

〔
あ
か
し
〕な

り
、
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其
刺
に
伴
ふ
て
花
あ
る
は

　
　

天
の
之
に
宿
る
の
徴

〔
し
る
し
〕な

り
。

　

薔
薇
の
鋭
き
刺
は
地
の
産
を
、
美
し
き
花
は
天
の
宿
り
を
証あ

か
しす

る
、
天
然
の
徴し

る
しで

あ

る
。
讃
え
る
べ
き
天
に
裏
づ
け
ら
れ
な
い
地
は
な
く
、
暗
鬱
な
る
地
に
は
天
の
光
が
射

す
の
で
あ
る
。
天
地
は
創
造
的
、
進
化
的
宇
宙
で
あ
る
。

　

ま
た
、
初
期
の
英
文
の
読
書
記
録
で
あ
るLiterary N

otes

や
、
訳
詩
集
『
愛
吟
』

な
ど
に
見
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
、
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ア
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
、
ホ

イ
ッ
ト
マ
ン
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
、
テ
ニ
ソ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
な
ど
数
多
く
の
米
英
等

キ
リ
ス
ト
教
詩
人
の
詩
を
、
自
ら
の
信
仰
に
基
づ
き
、
本
書
に
収
め
た
だ
け
で
も
約
七

〇
篇
、
彼
が
「
精
神
訳
」
と
呼
ん
だ
よ
う
な
「
信
仰
訳
詩
」
と
し
て
、
近
代
文
学
的
に

も
評
価
が
高
い
独
自
な
翻
訳
・
意
訳
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
述
の
な
か
に
収
め
る
こ

と
で
信
仰
的
世
界
を
多
面
的
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
繰
り
返
し
引
用
さ
れ

て
い
る
詩
も
数
多
く
あ
る
。
内
村
鑑
三
研
究
に
お
い
て
は
、
文
学
的
領
域
に
あ
た
る
詩
、

訳
詩
、
短
歌
等
の
作
品
集
成
、
お
よ
び
解
題
、
解
説
、
文
学
観
か
ら
な
る
研
究
資
料
集

は
、
重
要
な
研
究
領
域
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
『
内
村
鑑
三
の
信
仰
詩
・
訳
詩
・
短
歌
等
集
成
―
附
、
解
題
・
解
説
、
文
学

観
、
略
年
譜
』
は
、
内
村
鑑
三
研
究
の
文
学
的
基
礎
資
料
と
な
る
と
と
も
に
、
内
村
鑑

三
の
信
仰
と
福
音
を
文
学
的
側
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
で
、
二
〇
二
一
年
で
生
誕
一
六

〇
年
を
迎
え
た
内
村
鑑
三
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
そ
の
人
物
像
に
新
た
な
光
を
あ
て
、

内
村
鑑
三
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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る
詩
』（
無
名
氏
）�…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32

ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
の
夢
（
ラ
ツ
セ
ル
、
ロ
ー
エ
ル
）�

…
…
…
…
…
33

〔
羽は

翼ね

あ
ら
ば
何い

づ
こ処

に
飛と

ば
ん
わ
が
魂た

ま

よ
〕（
ヘ
ン
リ
ー
、
バ
ー
ト

ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

〔
噫

〔
あ
あ
〕聖せ
い

霊れ
い

よ
、
爾

〔
な
ん
じ
〕は

諸す
べ

て
の
宮み

殿や

に
勝ま

さ

り
〕（
ミ
ル
ト
ン
）�

…
…
…
35

〔
月
日
と
星ほ

し

の
巧こ

う

造ぞ
う

に
〕（『
フ
ァ
ー
ス
ト
』）（
ゲ
ー
テ
）�

…
…
…
…
…
35

〔
我
も
は
や
懼お

そ

れ
ず
〕（W

hittier

）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

〔
然
ら
ば
我
は
何
な
る
か
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

充み

た
さ
れ
し
希き

望ぼ
う

（
ホ
ウ
ヰ
チ
ヤ
ル
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37

〔
冬
已

〔
す
で
〕に

老
ひ
て
力
尽
き
〕（
ゲ
ー
テ
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

〔
意
を
留
め
よ
〕（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

〔
罪
に
枯
死
す
る
我
等
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

〕（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
39

〔
我
は
世
界
の
持
主
な
り
〕（
エ
マ
ル
ソ
ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
39

航
海
中
（
ヱ
ラ
、
フ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
夫
人
作
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
40

戦
士
の
祈
禱
（
バ
ウ
ル
、
ダ
ン
バ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40

〔
土
塀
の
上
に
生
ふ
花
よ
〕（
テ
ニ
ソ
ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
41



― 6 ―

水
仙
花
（
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42

物
の
前
後
（
ホ
レ
ー
シ
ヤ
ス
、
ボ
ナ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
43

誠ま
こ
と信

な
る
主　

“Not�seldom
,�clad�in�radiant�vest.

”（
詩
人
ヲ

ル
ヅ
ヲ
ス
作
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

短
命
（
ベ
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

ラ
ウ
ン
フ
ウ
ル
公
の
夢
（
ラ
ッ
セ
ル
、
ロ
ー
エ
ル
）�

…
…
…
…
…
…
45

夕
暮
の
歌
（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

死
に
臨
ん
で
余
の
霊
魂
に
告
ぐ
（
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
）�

…
…
…
…
…
…
47

二
基
の
墓
（
ブ
ラ
ィ
ア
ン
ト
）�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
47

〔
凡

〔
す
べ
〕て

変
り
易
き
も
の
は
〕（
ゲ
ー
テ
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

紫
む
ら
さ
き

竜り
ん

胆だ
う

に
贈
る
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
）�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

〔
冷つ

め

た
き
大
理
石
の
中
に
於
て
在
ら
ず
〕（
ウ
ー
ラ
ン
ト
）�

…
…
…
…
49

〔
其そ

は
五
十
年
前
な
り
し
〕（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
49

〔
嗚〔

あ

呼あ
〕

、
何
れ
の
僧
侶
よ
り
も
〕（
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
）�
…
…
…
…
…
…
50

同
盟
国

5

5

5

（
テ
ニ
ソ
ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

真
人
の
祖
国
（
ロ
ー
エ
ル
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

天
国
を
望
む
（
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ト
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

〔
小
児
あ
り
、
其
手
を
拡
げ
〕（
ワ
ル
ト　

ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
）�

…
…
…
52

『
シ
ロ
ア
ム
の
細
流
』　

“By�Cool�Siloam
ʼs�Shady�Rill.

”（
ヒ
ー

バ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
53

光
り
輝
く
讃
美
の
里
〔
フ
ラ
ン
セ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
ア
ル
ス
タ
イ
ン
〕�

�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
54

人
生
の
詩
（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

万
物
悉
く
可
な
り
（
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
）�

…
…
…
…
…
…
55

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
詩
集
に
於
け
る
基
督
の
再
来
（
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
）�

…
56

詩
人
カ
ウ
パ
ー
の
再
臨
歌
（
カ
ウ
パ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

〔
我
は
汝
は
我
を
離
れ
て
〕（
ヰ
ツ
チ
ヤ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

〔
路
傍
に
花は

な

咲さ

く
〕（
ウ
オ
ル
ヅ
オ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
58

〔
大
い
な
る
神
よ
〕（
ウ
オ
ル
ヅ
ヲ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
58

〔
天
然
の
堅
き
〕（
ウ
オ
ル
ヅ
オ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
58

〔
地
球
上
に
我
が
属
す
べ
き
〕（
ワ
ル
ヅ
ワ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
59

〔
突つ

つ

立た

つ
山
の
曝さ

ら

せ
る
胸
に
〕（
ミ
ル
ト
ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
59

〔
真
実
に
し
て
〕〔
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ト
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
59

〔
汝
は
暴
風
吹
き
荒
れ
し
〕（
ホ
ヰ
ツ
チ
ヤ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
60

三　
『
愛
吟
』（
抜
粋
）・
解
題

愛
吟�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

詩
人
の
胸
中
（
ロ
バ
ー
ト
、
ラ
ブ
マ
ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

カ
ン
ゾ
ー
ナ
（
小
歌
）（
サ
ボ
ナ
ロ
ー
ラ
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

無
限
大
（
テ
ニ
ソ
ン
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

堅
き
城
は
我
等
の
神
な
り
（
ル
ー
テ
ル
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64

ロ
イ
ド
、
ガ
リ
ソ
ン
（
ロ
ー
ヱ
ル
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65

急
が
ず
に
、
休
ま
ず
に
（
ゲ
ー
テ
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
66

今
日
（
ト
マ
ス
、
カ
ー
ラ
イ
ル
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

夕
暮
（
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
レ
ツ
ケ
ル
ト
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

ヱ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ン
（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
68

汝
の
恐
怖
を
風
に
任
か
せ
よ
（
ゲ
ヤ
ハ
ー
ト
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
68

吼
よ
夜
の
風
（
ヘ
ン
リ
ー
、
キ
ル
ク
、
ホ
ワ
イ
ト
）�

…
…
…
…
…
…
69

美
は
し
き
ジ
オ
ン�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
69

世
々
の
岩
な
る
神
よ　
（
詩
篇
九
十
編
に
依
る
）（
エ
ド
ワ
ー
ド
、
エ

イ
チ
、
ビ
カ
ス
テ
ス
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
70

涙な
み
だ（

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
夫
人
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
71

更
に
高
き
信
仰
（
ジ
エ
ー
ム
ス
、
バ
ッ
カ
ム
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
71

春
の
日
は
琥
珀
の
光
を
放
ち
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
）�

…
…
…
…
…
…
…
72
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志
望
（
マ
リ
ヤ
ン
、
エ
バ
ン
ス
婦
「
ジ
ョ
ー
ジ
、
エ
リ
オ
ッ
ト
」）�…
…
72

汝
の
友
（「
イ
ン
ヂ
ヤ
ナ
ポ
リ
ス
、
ジ
ヤ
ア
ー
ナ
ル
」
の
載
す
る
処
）�…
73

偉
大
な
る
人
（
ア
デ
レ
イ
ド
、
プ
ロ
ク
ト
ル
夫
人
）�

…
…
…
…
…
…
73

我
の
要

〔
も
と
〕む

る
も
の�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
73

善よ

き
術す

べ�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
74

四　

短
歌
・
解
題

【
短
歌
】妻

の
柩
を
送
り
て
詠
め
る�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
75

〔
三
芳
野
の
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
75

〔
来
て
見
ん
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
75

〔
い
た
づ
ら
に
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
75

〔
三
年
経
し
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

〔
な
き
人
の
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

花
を
見
て
感
あ
り�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

病
後
の
歓
喜�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

〔
思
ひ
や
る
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77

〔
紅も

み
ぢ葉

せ
る
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77

今
年
の
秋�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77

〔
我
心
は
り
ま
が
灘
や
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77

秋
日
曳
杖�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77

晩
秋
日
光
山
中
の
探
勝�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
78

関
東
平
原
の
小
春�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
78

春
の
曙�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
78

〔
箒は

ゝ
き

川が
は

岸き
し

を
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
78

北
海
道
訪
問
日
記�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

誘
惑
に
勝
つ
の
途�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

支
那
と
日
本�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

〔
百も

も

年と
せ

の
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

〔
現う

つ

世し
よ

の
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

【
短
歌
・
日
記
】

〔
来
り
観
よ
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

〔
喜
び
も
悲
し
み
も
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

〔
我わ

が
前ま

え

に
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

〔
聖み

ふ
み書

も
て
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

〔
我わ

れ

は
た
ゞ
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

〔
木き

曾そ

山や
ま

の
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

〔
湯ゆ

河が

原は
ら

や
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

〔
上あ

が

り
下お

り
多
き
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

〔
今い

ま

頃ご
ろ

は
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

〔
泊
る
べ
き
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

〔
戦
は
一
先
づ
止
ん
で
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

〔
故ふ

る

郷さ
と

の
山
と
川
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

〔
火
に
怒
る
山
も
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

〔
霧き

り

凝こ

り
て
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

〔
人
は
去
り
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

〔
吹
く
風
を
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

〔
千ち

く
ま曲

川が
は

岸
に
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

〔
温
か
き
足
と
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

〔
我
子
を
ば
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

〔
メ
キ
シ
コ
や
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

〔
我
が
友
に
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84
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〔
ヘ
ル
モ
ン
の
山
を
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

〔
日
に
日
に
と
か
は
る
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

〔
西
の
う
み
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

〔
文ぶ

ん

明め
い

の
音お

と

と
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
85

〔
人
の
子
の
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
85

〔
故ふ

る
さ
と国

は
悪あ

く

魔ま

の
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
85

〔
三
笠
山
人
の
心
は
…
〕�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
85

〔
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凡
例

一
、
詩

　

詩
は
、
発
表
年
の
順
序
に
従
い
配
列
し
、
題
名
が
あ
る
も
の
は
題
名
、
著
書
の
な

か
に
記
さ
れ
た
等
に
よ
り
題
名
が
な
い
詩
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
部
分
を
〔　

〕
で
補

記
し
た
。
詩
の
最
後
に
は
、
発
表
雑
誌
名
、
著
書
（
出
版
社
、
出
版
年
、
元
号
）、
号

数
、
西
暦
、
丸
括
弧
内
に
は
元
号
を
付
記
し
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
の
巻
数
、
頁
数

を
記
載
し
た
。

著
書
の
例

　
『
地
理
学
考
』、
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
、『
内
村
鑑
三
全
集
』

第
二
巻
（
以
下
、
全
集
は
巻
数
の
み
に
略
）、
三
八
一
―
三
八
三
頁
。

雑
誌
掲
載
例

　
『
国
民
之
友
』
二
七
七
号
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
月
四
日
、
第
三
巻
、

二
〇
五
頁
。

二
、
訳
詩

　

訳
詩
は
、
発
表
年
の
順
序
に
従
い
配
列
し
、
題
名
が
あ
る
も
の
は
題
名
、
題
名
が

な
い
詩
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
部
分
を
〔　

〕
で
補
記
し
、
題
名
の
下
に
丸
括
弧
で
著

者
が
用
い
た
作
者
名
等
を
付
記
し
た
。
訳
詩
の
最
後
に
は
、
発
表
雑
誌
名
、
著
書

（
出
版
社
、
出
版
年
、
元
号
）、
号
数
、
西
暦
、
丸
括
弧
内
に
は
元
号
を
付
記
し
、『
内

村
鑑
三
全
集
』
等
の
巻
数
、
頁
数
を
記
載
し
た
。

　

訳
詩
集
『
愛
吟
』
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
章
に
改
め
た
。『
愛
吟
』
の
詩
は
、

『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
四
巻
「
愛
吟
」
か
ら
抜
粋
し
た
。
そ
の
さ
い
、
カ
ー
ラ
イ
ル

「
コ
ロ
ム
ウ
エ
ル
伝
」
の
「
ダ
ン
バ
ー
の
戦
争
」
は
省
き
、
既
出
詩
は
初
出
掲
載
で

扱
い
、『
愛
吟
』
初
出
詩
は
『
愛
吟
』
の
な
か
に
収
め
た
。『
愛
吟
』
の
原
詩
「A

I-
GIN

（Favorite 
Singing

）」
は
、
原
題
名
、
作
者
名
を
記
載
し
、
原
詩
本
文
は
省

略
し
た
（
原
詩
は
、
全
集
第
四
巻
所
収
『
愛
吟
』
を
参
照
）。

　
「
余
の
特
愛
の
讃
美
歌
」
に
掲
載
さ
れ
た
讃
美
歌
、「
聖
詩
訳
解
」
の
な
か
の
詩
篇

等
、
旧
新
約
聖
書
中
の
聖
句
な
ど
は
、
訳
詩
か
ら
省
い
た
。

著
書
の
例

　
〔
羽は

翼ね

あ
ら
ば
何い

づ
こ処

に
飛と

ば
む
わ
が
魂た

ま

よ
〕（
ヘ
ン
リ
ー
、
バ
ー
ト
ン
）、『
求
安
録
』、

第
二
巻
、
一
六
四
頁
。

雑
誌
掲
載
例

　
『
東
京
独
立
雑
誌
』
一
一
号
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
〇
月
二
五
日
、
第

六
巻
、
一
七
一
―
一
七
三
頁
。

三
、
短
歌

　

短
歌
は
、
発
表
年
の
順
序
に
従
い
配
列
し
、
題
名
が
あ
る
も
の
は
題
名
、
題
名
が

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
発
表
誌
、
著
書
等
の
前
に
、
冒
頭
部
分
を
〔　

〕
で
記
し

た
。
短
歌
の
最
後
に
は
、
発
表
雑
誌
名
、
著
書
（
出
版
社
、
出
版
年
、
元
号
）、
号
数
、

西
暦
、
丸
括
弧
内
に
は
元
号
を
付
記
し
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
の
巻
数
、
頁
数
を
記

載
し
た
。
短
歌
・
日
記
は
、
日
記
の
日
付
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
の
巻
数
、
頁
数
を

記
載
し
た
。
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雑
誌
掲
載
例

　
「
花
を
見
て
感
あ
り
」『
聖
書
之
研
究
』
六
三
号
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
四

月
二
〇
日
、
第
一
三
巻
、
一
三
四
頁
。

日
記
掲
載
例

　
〔
来
り
観
よ
…
〕「
日
記
」
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
五
日
、
第
三
三
巻
、
一

四
二
頁
。

四
、
解
題

　

解
題
は
、
詩
、
訳
詩
、
短
歌
の
次
に
、「
〇
」
以
下
に
解
題
を
記
載
し
た
。
解
題

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
詩
は
信
仰
・
文
学
的
解
釈
の
観
点
か
ら
、
発
表
さ
れ
た
詩
等

の
時
代
・
社
会
背
景
、
内
村
鑑
三
の
評
伝
的
・
信
仰
的
考
察
、
掲
載
誌
・
著
作
等
の

概
要
な
ど
を
主
な
要
点
と
し
た
。
訳
詩
に
つ
い
て
は
、
作
者
名
は
著
者
の
表
記
に
従

い
、
原
詩
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
収
め
、
詩
は
作
者
名
と
、
適
宜
生
没
年
を

付
記
し
た
。
解
題
の
な
か
の
「
内
村
鑑
三
」
は
、「
著
者
」
と
表
記
し
、『
内
村
鑑
三

全
集
』
は
巻
数
の
み
に
略
記
し
た
。

五
、
解
説
・
文
学
観

　

詩
、
訳
詩
、『
愛
吟
』（
抜
粋
）、
短
歌
ご
と
に
、
解
題
を
も
と
に
、
文
学
的
特
徴
、

信
仰
的
解
釈
、
評
伝
的
理
解
を
も
と
に
解
説
し
た
。
内
村
鑑
三
の
文
学
観
は
、「
何

故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」（『
国
民
之
友
』
二
五
六
号
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年

七
月
一
三
日
）、「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」（『
国
民
之
友
』
二
六
五
、
二
六
六

号
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
〇
月
一
二
、
一
九
日
）
な
ど
を
も
と
に
、
そ
の
信

仰
的
意
義
と
と
も
に
概
観
し
た
。

六
、
略
年
譜
・
文
献
リ
ス
ト

　

内
村
鑑
三
の
略
年
譜
は
、
西
暦
、
年
齢
を
記
載
し
た
あ
と
、
事
項
、
著
書
、
論
文

名
等
を
記
載
し
、
詩
に
つ
い
て
は
、
発
表
年
月
の
も
と
、
題
名
、
執
筆
時
期
、
掲
載

誌
、
号
数
を
記
載
し
た
。
文
献
リ
ス
ト
は
、
内
村
鑑
三
と
信
仰
詩
・
訳
詩
・
短
歌
等

に
関
連
し
、
参
考
に
し
た
論
文
、
著
書
を
著
者
名
順
に
配
列
し
た
。

七
、
聖
書

　

聖
書
は
、
主
に
『
聖
書
（
口
語
訳
）』（
日
本
聖
書
協
会
発
行
、
一
九
五
五
年
）、『
聖

書　

聖
書
協
会
共
同
訳

―
旧
約
聖
書
続
編
付
き
』（
日
本
聖
書
協
会
発
行
、
二
〇
一

八
年
）、『
文
語
訳　

新
約
聖
書
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、『
文
語
訳　

舊
新
約

聖
書
』（
日
本
聖
書
協
会
発
行
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
用
い
た
。

八
、
典
拠
・
参
考

　

詩
・
訳
詩
・
短
歌
等
の
集
成
、
著
者
の
著
述
の
引
用
に
つ
い
て
は
、『
内
村
鑑
三

全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
―
一
九
八
四
年
）
を
基
本
的
典
拠
と
し
、『
聖
書
之
研

究
』（
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
九
月
三
〇
日
―
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
四
月
二
五

日
）、
全
三
五
七
号
を
参
照
し
た
。
解
題
等
に
つ
い
て
は
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
の
各

巻
に
付
さ
れ
た
著
述
の
「
解
題
」
を
参
考
に
し
、
第
四
〇
巻
所
収
の
内
村
鑑
三
の

「
年
譜
」
を
参
照
し
た
。

　

解
題
・
解
説
等
の
執
筆
に
お
い
て
は
、
小
林
孝
𠮷
『
内
村
鑑
三
―
私
は
一
基
督

者
で
あ
る
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
六
年
）、
同
『
内
村
鑑
三
の
聖
書
講
解
―
神

の
言
の
コ
ス
モ
ス
と
再
臨
信
仰
』（
教
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）、
同
「
内
村
鑑
三
の
聖

書
講
解
と
再
臨
信
仰
―
臨
り
つ
つ
あ
る
イ
エ
ス
」（『
内
村
鑑
三
研
究
』
第
五
五
号
、

教
文
館
、
二
〇
二
二
年
四
月
）
等
の
拙
著
・
論
文
を
も
と
に
、
巻
末
の
参
考
文
献
を

適
宜
参
照
し
た
。
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一
　
詩
・
解
題

海
海
よ
、
海
よ
、
我
を
寛ひ

ろ

く
せ
よ
、

俗
界
の
権
者
我
を
擒

〔
と
り
こ
〕に

し
、

そ
の
古
俗
と
旧
習
と
は
我
を
檻
し
、

我
を
し
て
我
が
羽
翼
を
伸

〔
の
ば
〕し

得
ざ
ら
し
む
。

我
は
海
鷗
の
自
由
を
慕
ふ
な
り
、

我
は
鸊か

い
つ
ぶ
り鷉

の
飛
力
を
羨
む
な
り
、

無
窮
の
霊
を
有
す
る
我
は

此
圧
迫
狭
隘
に
堪
ゆ
る
能
は
ざ
る
な
り
。

海
よ
、
海
よ
、
我
を
清
く
せ
よ
、

腐
敗
は
平
原
都
城
を
襲
へ
り
、

山
間
の
仙
境
亦

〔
ま
た

陋ろ
う

習し
ゆ
う
〕に

化
せ
り
、

浩
然
の
気
我
今
之
を
全
土
に
求
む
る
能
は
ず
。

洋
面
到
る
処
酸
気
多
し
、

海
上
波
静
か
な
る
時
風
に
香
味
あ
り
、

清
浄
を
愛
す
る
我
の
霊
は

此
穢
此
汚
に
堪
ゆ
る
能
は
ざ
る
な
り
。

海
よ
、
海
よ
、
我
を
強
く
せ
よ
、

配
慮
は
我
の
英
気
を
挫

〔
く
じ
〕け

り
、

辛
労
は
我
の
思
惟
を
圧
せ
り
、

我
精
我
筋
将

〔
ま
さ
〕に

縮
滅
せ
ん
と
欲
す
。

濤
〔
と
う

上じ
よ
う
〕風

に
逆
ふ
時
我
に
胆
力
生
る
、

船
頭
梶
を
禦
す
る
時
我
に
懼
怖
な
し
、

活
動
を
要
す
る
我
の
生
は

此
軟
此
弱
に
堪
ゆ
る
能
は
ざ
る
な
り
。

（『
地
理
学
考
』、
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
、『
内
村
鑑
三
全

集
』
第
二
巻
（
以
下
、
全
集
は
巻
数
の
み
に
略
、
三
八
一
―
三
八
三
頁
））
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○『
地
理
学
考
』
は
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
警
醒
社
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
（
五

月
一
〇
日
発
行
）、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、『
地
人
論
』
と
改
題
さ
れ
た
。
後

に
、『
愛
吟
』（
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
七
年
）
に
「
附
録　

海
」
と
し
て
再
録
さ
れ

た
。『
地
理
学
考
』
の
「
自
序
」
に
は
、「
此

〔
こ
の
〕書

は
十
数
年
間
に
渉

〔
わ
た
〕る

著
者
の
地
理
学

上
の
考
察
よ
り
成
れ
り
」（
第
二
巻
、
三
五
三
頁
）
と
記
さ
れ
、
万
国
地
誌
に
歴
史
を

加
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
目
次
に
よ
る
と
、
第
一
章
「
地
理
学
研
究
の
目
的
」

か
ら
地
理
学
の
歴
史
、
地
理
学
と
摂
理
、
亜
細
亜
、
欧
羅
巴
、
亜
米
利
加
、
東
洋
、

日
本
、
南
三
大
陸
ま
で
、
全
一
〇
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
冒
頭
に
は
、
研

究
の
目
的
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
之
を
空
間
の
無
限
大
に
比
す
れ
ば

塵〔
じ
ん

埃あ
い
〕の

細
微
な
る
も
尚〔

な
〕ほ

大
に
過
ぐ
る
が
如
く
（
中
略
）
此
小
豆
大
の
地
球
こ
そ
吾

人
生
命
の
繫

〔
つ
な
〕が

る
所
に
し
て
、
我
は
此
地
に
素

〔
は
じ
〕め

て
生
を
有
し
、
此
地
に
育
せ
ら
れ
、

此
地
に
自
覚
し
、
此
地
に
愛
し
、
愛
せ
ら
れ
、
終
に
此
地
に
死
骸
を
遺
し
て
逝〔

ゆ
〕く

、

我
に
生
を
給
せ
し
地
球
、
我
の
生
命
を
与
ふ
る
地
球
、
我
の
遺
骨
を
托
す
る
地
球
、

我
之
を
研
究
せ
ず
し
て
休
ま
ん
や
」（
第
二
巻
、
三
五
六
頁
）。
こ
れ
は
内
村
鑑
三

（
以
下
、
著
者
と
略
）
の
基
督
教
青
年
会
第
六
回
夏
期
学
校
で
の
講
演
「
後
世
へ
の
最

大
遺
物
」（
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
一
六
―
一
七
日
）
と
も
通
じ
て
い
る
。
本

詩
は
、
第
三
章
「
地
理
学
と
歴
史
其
二
」
の
な
か
の
「
海
国
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

『
愛
吟
』
の
目
次
に
は
、「
自
作
「
地
人
論
」
に
載
す
」
と
記
さ
れ
た
詩
「
海
」
の
前

に
は
、「
海
国
」
と
題
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
五
行
ほ
ど
の
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。「
渺
茫
た
る
海
面
是
広
闊
の
代
名
詞
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
山
間
の
頑
民

0

0

0

0

0

、
市
街
の
怯
夫

0

0

0

0

0

、
天0

涯
無
限
蒼
浪
の
上
に
浮
ぶ
に
及
ん
で
素
め
て
宇
宙
の
大
を
悟
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
狭
隘
圧
制
の
憎
む

0

0

0

0

0

0

0

べ
き
を
知
覚
す

0

0

0

0

0

0

」（
同
、
三
八
一
頁
）。
我
等
は
海
を
臨
ん
で
世
界
の
民
と
な
り
、
退

歩
と
嫉
妬
は
陸
の
物
で
あ
り
、
進
取
と
寛
容
は
海
の
産
な
り
…
…
と
。

楽
し
き
生
涯
（
韻
な
き
紀
律
な
き
一
片
の
真
情
）

我
の
諂

〔
へ
つ
ら
〕ふ

べ
き
人
な
し

我
の
組
す
べ
き
党
派
な
し

我
の
戴
く
べ
き
僧
侶
な
し

我
の
維
持
す
べ
き
爵
位
な
し

我
に
事

〔
つ
か
〕ふ

べ
き
の
神
あ
り

我
に
愛
す
べ
き
の
国
あ
り

我
に
救
ふ
べ
き
の
人
あ
り

我
に
養
ふ
べ
き
の
父
母
と
妻
子
あ
り

周
囲
の
山
何
ぞ
青
き

加
茂
の
水
何
ぞ
清
き

空
の
星
何
ぞ
高
き

朝
の
風
何
ぞ
爽さ

は

き

一
函
の
書
に
千
古
の
智
恵
あ
り

以
て
英
雄
と
共
に
語
る
を
得
べ
し

一
茎
の
筆
に
奇
異
の
力
あ
り

以
て
志
を
千
載
に
述
る
を
得
べ
し

我
に
友
を
容
る
ゝ
の
室
あ
り

我
に
情
を
綴
る
ゝ
の
ペ
ン
あ
り

炉
辺
団
坐
し
て
時
事
を
慨
し

異
域
書
を
飛
し
て
孤
独
を
慰
む

翁
は
机
に
凭

〔
も
た
〕れ

媼
〔
お
う
な
〕は

針
に
あ
り

婦
は
厨く

り
やに

急せ

は
し
く
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児
は
万
歳
を
舞
ふ

感
謝
し
て
日
光
を
迎
へ

感
謝
し
て
麁〔

そ

膳ぜ
ん
〕に

対
し

感
謝
し
て
天
職
を
執
り

感
謝
し
て
眠
に
就
く

生
を
得
る
何
ぞ
楽
し
き

讃
歌
絶
ゆ
る
間
な
し

（『
国
民
之
友
』
二
七
七
号
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
月
四
日
、
第
三
巻
、

二
〇
五
―
二
〇
七
頁
）

○『
国
民
之
友
』（
民
友
社
）
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
二
月
か
ら
一
八
九
九

（
明
治
三
二
）
年
八
月
ま
で
発
行
さ
れ
た
総
合
雑
誌
で
あ
る
。
主
筆
は
徳
富
蘇
峰
（
一

八
六
三
―
一
九
五
七
年
）
で
、
明
治
二
〇
年
代
を
代
表
す
る
論
壇
、
文
壇
誌
で
も

あ
っ
た
。
思
想
家
と
し
て
は
、
中
江
兆
民
、
植
村
正
久
、
新
渡
戸
稲
造
、
内
村
鑑
三

ら
が
寄
稿
し
た
。
著
者
は
、
本
誌
に
渡
米
記
「
流
竄
録
」（
二
三
三
―
二
五
一
号
）、

日
清
戦
争
を
清
国
の
覚
醒
の
た
め
の
「
義
戦
」（
日
露
戦
争
以
後
は
、
そ
れ
を
恥
じ
キ

リ
ス
ト
教
的
非
戦
論
の
立
場
に
立
つ
）
と
位
置
づ
け
た
「
日
中
戦
争
の
義
」（
訳
文
）

（
二
三
四
号
）、「
日
中
戦
争
の
目
的
如
何
」（
二
三
七
号
）、「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ

る
乎
」（
二
五
六
号
）、「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」（
二
六
五
―
二
六
六
号
）、

「
時
勢
の
観
察
」（
三
〇
九
号
）、
詩
で
は
「
楽
し
き
生
涯
」（
二
七
七
号
）、「
寒
中
の

木
の
芽
」（
二
八
四
号
）、「〔
正
義
は
口
に
あ
り
〕」（
三
〇
九
号
）
な
ど
を
発
表
し
て

い
る
。
徳
富
蘇
峰
は
、
立
場
の
違
い
を
超
え
て
著
者
に
多
く
の
原
稿
を
依
頼
し
、
貧

窮
す
る
生
活
を
経
済
的
に
支
え
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
思
い
出
」（
鈴
木
俊
郎
編
『
回

想
の
内
村
鑑
三
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
）
の
な
か
で
、「
内
村
さ
ん
の
よ
う
な
人

が
明
治
に
産
出
し
た
こ
と
は
明
治
の
光
だ
と
思
う
。
あ
の
人
は
必
ず
後
に
傳
わ
る
人

だ
と
思
う
」（
七
―
八
頁
）
と
回
顧
し
て
い
る
。
本
詩
は
、『
国
民
之
友
』
の
「
藻
塩

草
」
欄
に
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
年
八
月
―
一
八
九
五
年
三

月
）
後
の
社
会
を
背
景
に
し
た
、
著
者
の
信
仰
と
思
想
が
顕
わ
れ
て
い
る
。『
小
憤

慨
錄
下
』（
少
年
園
営
業
部
、
一
八
九
八
年
）
に
、
題
名
に
「（
明
治
廿
九
年
元
旦
京
都

流
寓
に
於
て
）」
と
付
記
し
て
、「
寡
婦
の
除
夜
」
と
と
も
に
再
録
さ
れ
た
。

寒
中
の
木
の
芽

一
、
春
の
枝
に
花
あ
り

　
　

夏
の
枝
に
葉
あ
り

　
　

秋
の
枝
に
果
あ
り

　
　

冬
の
枝
に
慰

な
ぐ
さ
めあ

り

二
、
花
散
り
て
後
に

　
　

葉
落
ち
て
後
に

　
　

果
失
せ
て
後
に

　
　

芽
は
枝
に
顕
は
る

三
、
嗚〔

あ

呼あ
〕

憂
に
沈
む
も
の
よ

　
　

嗚
呼
不
幸
を
か
こ
つ
も
の
よ

　
　

嗚
呼
冀
望
の
失
せ
し
も
の
よ

　
　

春
陽
の
期
近
し

四
、
春
の
枝
に
花
あ
り

　
　

夏
の
枝
に
葉
あ
り

　
　

秋
の
枝
に
果
あ
り

　
　

冬
の
枝
に
慰
あ
り
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（『
国
民
之
友
』
二
八
四
号
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
二
月
二
二
日
、
第
三

巻
、
二
〇
八
頁
）

○
本
詩
は
、『H

ow
�I�Becam

e�a�Christian

』（
警
醒
社
書
店
、
一
九
八
五
年
）
刊
行
の

翌
年
二
月
、
三
五
歳
を
前
に
『
国
民
之
友
』（
二
八
四
号
）
の
「
藻
塩
草
」
欄
に
発

表
さ
れ
た
。
著
者
に
と
っ
て
、
自
然
、
天
然
は
そ
の
ま
ま
神
の
意
の
顕
わ
れ
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
四
季
と
と
も
に
希
望
と
慰
め
が
あ
っ
た
。
春
は
「
花
」、
夏
は
「
葉
」、
秋

は
「
果
」、
冬
は
「
慰

な
ぐ
さ
め

」
が
あ
り
、
神
の
創
造
に
よ
る
天
然
宇
宙
が
あ
る
。
著
者

に
と
っ
て
、
北
海
道
の
札
幌
農
学
校
の
周
り
の
自
然
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
マ
ス
ト
の

風
景
も
、
こ
の
天
然
宇
宙
の
す
べ
て
は
、
そ
の
ま
ま
無
教
会
の
教
会
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
警
醒
社
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
伝
道
之
精

神
』（
二
月
一
〇
日
発
行
）
の
「
如
何
に
し
て
宗
教
界
今
日
の
乱
麻
に
処
せ
ん
乎
」
に

は
、
当
時
の
「
混こ

ん

沌と
ん

た
る
時
代
」、
思
想
の
「
暗あ

ん

黒こ
く

時
代
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
象
徴
的
に
記
し
て
い
る
。「
自し

然ぜ
ん

は
昼ひ

る

を
与
へ
て
亦
夜
を
給
せ
り
、
盛せ

い

夏か

に
植
生

の
繁は

ん

茂も

す
る
あ
り
て
厳げ

ん

冬と
う

に
草
木
の
凋し

ほ

れ
る
あ
り
、
暗
黒
と
厳
冬
と
は
休
養
の
為
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
り

0

0

、
我
等
が
外
に
伸の

び

る
能

〔
あ
た
〕は

ざ
る
時
は
内
に
強き

や
う固こ

な
る
を
得
べ
し
、
暗あ

ん

黒こ
く

宇
宙
を

掩お
ほ

ひ
鳥て

う

獣じ
ゆ
う巣す

に
就〔

つ
〕き

し
時
、
孤こ

燈と
う

の
下
、
暖だ

ん

炉ろ

の
辺へ

ん

、
一
家
の
団だ

ん

欒ら
ん

、
友
人
の
対た

い

座ざ

あ
る
に
あ
ら
ず
や
、
働
く
の
み
が
生
涯
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
厳
風
梢
を
払
ひ

9

9

9

9

9

9

、

霜
雪
寒
深
き
時

9

9

9

9

9

9

、
疎
林
9

9

凋9

零
し
て
紅
花
緑
葉
眼
を
歓
ば
さ
ゞ
る
時

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
是
れ
植
生
の
根

9

9

9

9

9

9

を
深
ふ
す
る
時
な
ら
ず
や

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
冬
な
く
し
て
春
の
来
る
な
し
」（
第
二
巻
、
三
四
八
頁
、

「
内
村
鑑
三
の
文
学
観
」、
参
照
）。

〔
正
義
は
口
に
あ
り
〕

正
義
は
口
に
あ
り
、

攻
略
は
腹
に
あ
り
、

義
は
名
の
為
に
求
め
、

名
は
利
の
為
に
貴
ぶ
。

身
は
党
則
に
縛
ら
れ
て
自
由
を
唱
へ
、

心
は
利
慾
に
駆
ら
れ
て
愛
国
を
叫
ぶ
、

　

衆
愚
の
声
に
震
へ
、

　

寡
婦
の
涙
に
動
か
ず
。

野
の
獣
に
断
あ
り
、

　

彼
に
断
な
し
、

空
の
鳥
に
情
あ
り
、

　

彼
に
情
な
し
。

風
と
共
に
飛
び
、

草
と
共
に
靡

〔
な
び
〕き

、

偽
善
者
の
偽
善
者
、

奴
隷
の
奴
隷
。（『

国
民
の
友
』
三
〇
九
号
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
八
月
一
五
日
、
第
三

巻
、
二
三
〇
―
一
三
一
頁
）

○『
国
民
の
友
』
三
〇
九
号
の
「
藻
塩
草
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
時
勢
の
観
察
」
の
な

か
の
「
其
一
、
公
徳
と
私
徳
の
分
離

4

4

4

4

4

4

4

4

」
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
。「
時
勢
の
観
察
」

の
冒
頭
に
は
、「（Facit�indignatio�versum

.

）〔
義
憤
は
韻
文
を
助
く
〕」
と
記
さ
れ

て
い
る
。「
其
一
」
で
、
著
者
は
明
治
二
〇
年
代
最
後
の
年
の
時
勢
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
公
徳
は
私
徳
を
離
れ
て
論
ず
る
べ
き
か
。
個
人
的
偽
善

者
は
政
治
的
偽
善
者
で
あ
る
。
義
の
名
で
利
を
求
め
る
も
の
、
紙
上
で
天
下
の
大
義

を
称
え
情
に
鈍
い
新
聞
記
者
、
著
書
で
理
想
的
人
物
を
描
き
自
ら
は
理
想
を
追
わ
な

い
文
学
者
、
勅
語
に
低
頭
し
な
け
れ
ば
売
国
奴
の
名
を
付
し
な
が
ら
下
品
な
小
説
を
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嗜
む
学
生
、
虚
業
家
で
あ
る
実
業
家
、
隣
国
の
独
立
を
称
え
な
が
ら
自
国
の
強
大
を

計
る
国
民
、
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
偽
善
者
で
あ
り
、「
面め

ん

を
被
る
役
者

0

0

0

0

0

」「
愛
国
者

9

9

9

の
人
形
な
り

9

9

9

9

9

」（
第
三
巻
、
二
三
〇
頁
）
と
い
い
、「
嗚〔

あ

呼あ
〕

若
し
ア
ル
モ
ヂ
ユ
ス
の
秘

術
あ
り
て
彼
等
の
楽
屋
に
入
る
を
得
る
な
ら
ば
」（
同
前
）
の
後
、
長
い
「
…
…
」

を
付
し
、
こ
の
詩
を
続
け
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
不
敬
事
件
」
や
「
義
の
戦
争
」
が

影
を
落
と
し
て
い
る
。
著
者
に
は
、
エ
レ
ミ
ヤ
な
ど
旧
約
の
預
言
者
へ
も
通
ず
る
、

「
寡
婦
の
涙
」
に
動
じ
ず
「
断
」
と
「
情
」
な
き
膨
張
国
家
へ
と
進
む
近
代
日
本
社

会
へ
、
国
民
へ
の
信
仰
的
「
義
憤
」
が
流
れ
て
い
る
。

寡
婦
の
除
夜

月つ
き

清ゝ
よ

し
、
星ほ

し

白ゝ
ろ

し
、

霜し
も

深ふ
か

し
、
夜よ

る

寒さ
む

し
、

家い
え

貧ま
づ

し
、
友と

も

尠す
く
なし

、

歳と
し

尽つ
き

て
人ひ

と

帰か
へ

ら
ず
、

思お
も
ひは

走は
し

る
西に

し

の
海う

み

涙な
ん
だは

凍こ
ほ

る
威ゐ

海か
い

湾わ
ん

南み
な
みの

島し
ま

に
船ふ

な

出で

せ
し

恋こ
ひ

し
き
人
の
迹あ

と

ゆ
か
し

人
に
は
春は

る

の
晴は

れ

衣ご
ろ
も

軍い
く
さ
い
さ
ほ功

の
祝い

は
ひ

酒ざ
け

我
に
は
仮か

り
の
侘わ

び

住す
ま
ひ

独
り
手た

向む
く

る
閼あ

伽か

の
水み

づ

我わ
れ

空む
な
しふ

し
て
人ひ

と

は
充み

つ

我
衰お

と
ろへ

て
国く

に

栄さ
か

ふ

貞て
い

を
冥め

い

土ど

の
夫つ

ま

に
尽つ

く

し

節せ
つ

を
戦せ

ん

後ご

の
国く

に

に
全ま

つ
たふ

す

月つ
き

清き
よ

し
、
星ほ

し

白し
ろ

し
、

霜し
も

深ふ
か

し
、
夜よ

る

寒さ
む

し
、

家い
え

貧ま
づ

し
、
友と

も

尠す
く
なし

、

歳と
し

尽つ

き
て
人ひ

と

帰か
へ

ら
ず
。

（『
福
音
新
報
』
七
八
号
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
二
月
二
五
日
、
第
三

巻
、
二
七
三
―
二
七
四
頁
）

○
ア
ジ
ア
を
巻
き
込
ん
だ
世
界
的
な
帝
国
主
義
の
な
か
で
、
日
清
戦
争
は
ひ
と
た
び
終

結
す
る
が
、
以
後
日
露
、
ア
ジ
ア
侵
略
の
一
五
年
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
ま
で
、
戦
争

の
半
世
紀
が
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
日
清
戦
争
は
、
日
本
の
勝
利
で
終
わ
り
、

多
額
の
賠
償
金
、
台
湾
、
澎
湖
島
諸
島
、
遼
東
半
島
を
得
る
が
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
の
三
国
干
渉
に
よ
り
遼
東
半
島
を
返
還
す
る
。
そ
の
戦
争
は
、「
義
戦
」

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
年
後
、
そ
ん
な
日
本
社
会
の
年
末
の
風
景
を
詩

に
し
て
、『
福
音
新
報
』（
七
八
号
）
に
発
表
す
る
。『
福
音
新
報
』
は
、
植
村
正
久

が
創
刊
し
た
キ
リ
ス
ト
教
週
間
新
聞
（
一
八
九
一
―
一
九
四
二
年
）
で
、
前
誌
は

『
福
音
週
報
』（
一
八
九
〇
―
九
一
年
）、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
廃
刊
、
四
カ
月
後

に
復
刊
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
『
日
本
基
督
教
新
報
』
に
統
合
さ
れ
た

（『
世
界
大
百
科
事
典
第
二
版
』、
平
凡
社
）。
詩
は
、『
小
憤
慨
錄
下
』
に
「
寡や

も
め婦

の
除

夜
」
と
し
て
再
録
さ
れ
、
字
句
を
一
部
改
め
る
と
と
も
に
、「（
明
治
廿
九
年
の
歳
末
、

軍
人
が
戰
勝
に
誇
る
を
憤
り
て
詠
め
る
）」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
自
ら
の

「
愚
」「
不
信
仰
」
を
恥
じ
、
日
露
戦
争
へ
と
傾
く
日
本
社
会
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ

る
「
非
戦
論
」「
戦
争
廃
止
論
」
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
な
か
で
、

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
月
二
〇
日
発
行
の
『
聖
書
之
研
究
』
六
〇
号
「〔
新
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年
の
誓
ひ
他
〕」
に
は
、「
寡
婦
の
声
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
非
戦
の
声
は
微

〔
か
す
か
〕な

り
、
然
れ
ど
も
寡
婦
が
其
杖
と
し
て
頼
む
一
人
の
男
子
を
召
集

さ
れ
し
時
に
彼
女
の
心
底
に
微
な
る
非
戦
の
声
揚
る
」（「
微
な
る
非
戦
論
」、
第
一
三

巻
、
五
頁
）、「
寡
婦
の
声
は
勿

〔
も
ち

論ろ
ん
〕天

下
を
動
か
す
に
足
ら
ず
、
然
れ
ど
も
彼
等
も
亦

其
憂
愁
を
訴
ふ
る
の
権
利
を
有
す
」（「
寡
婦
の
声
」、
同
、
六
頁
）、「
寡
婦
の
声
は
地

に
於
て
は
聴
か
れ
ず
、
然
れ
ど
も
天
に
於
て
は
神
を
動
か
す
の
力
を
有
す
」（「
慧か

し
こき

政
治
家
」、
同
前
）。
著
者
の
非
戦
論
に
は
、「
寡
婦
の
声
」
が
響
い
て
い
る
。
ま
た
、

歌
人
・
与
謝
野
晶
子
は
出
征
し
た
弟
・
鳳
籌
三
郎
を
想
い
、「
旅
順
口
包
囲
軍
の
中

に
在
る
弟
を
歎
き
て
」
と
付
記
し
た
詩
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
勿
れ
」（『
明
星
』
一

九
〇
四
年
九
月
号
）
を
発
表
し
た
。

新
詠

霖
雨
の
空そ

ら

は
霽は

れ
に
け
り

　

日
の
太
陽
は
照
り
に
け
り

神
は
此
日
を
祝
し
け
ん

　

特
に
此
日
を
祝
し
け
ん

疑ぎ

団だ
ん

の
雲
は
晴
れ
に
け
り

　

義
の
太
陽
は
昇の

ぼ

り
け
り

神
は
此
身
を
恵
み
け
ん

　

特
に
此
身
を
恵
み
け
ん

此
日
此
身
を
我
が
神
よ

　

活い

け
る
犠に

牲へ

と
し
受
け
給
へ

我
と
我
等
を
恵
み
て
ぞ

　

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
火
を
降く

だ

せ
。

（『
聖
書
之
研
究
』
二
四
号
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
八
月
二
五
日
、
第
一

〇
巻
、
二
七
二
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』（
聖
書
研
究
社
、
月
刊
）
は
、
主
幹
・
内
村
鑑
三
と
し
て
一
九
〇
〇

（
明
治
三
三
）
年
九
月
三
〇
日
に
創
刊
さ
れ
、
以
後
無
教
会
の
エ
ク
レ
シ
ア
と
し
て
、

内
村
鑑
三
の
死
（
一
九
三
〇
年
三
月
二
八
日
）
の
翌
月
で
あ
る
四
月
二
五
日
ま
で
、

三
〇
年
間
、
全
三
五
七
号
発
行
さ
れ
た
。『
聖
書
之
研
究
』
は
、「
基
督
の
為
國
の
為

（Pro�
Christ�

et�
Patria.

）
を
表
紙
に
記
し
、
第
一
号
は
、
ロ
マ
書
第
一
章
一
六
節

「
我
は
福
音
を
耻
と
せ
ず
、
此
福
音
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
始
め
、
ギ
リ
シ
ヤ
人
、
總
て
信

ず
る
者
を
救
は
ん
と
の
神
の
大
能
な
れ
ば
な
り
。
保
羅
」
を
掲
げ
、
次
の
よ
う
な
文

章
を
載
せ
て
い
る
。「
聖
書
に
曰
く
生
命
の
水
の
河
あ
り
、
其
水
澄
く〔

き
〕徹

り
て
水
晶

の
如
し
、
神
と
羔

こ
ひ
つ
じの

宝〔
く
ら
い
〕坐

よ
り
出
づ
、
河
の
左
右
に
生
命
の
樹
あ
り
、
其
樹
の
葉
は

万
国
の
民
を
医

〔
い
や
〕す

べ
し
と
、（
黙
示
録
廿〔

廿

三二
〕

章
一
二
節
）、
余
輩
は
天
上
天
下
此
福

〔
ふ
く

音い
ん
〕

を
除
い
て
国
民
を
医
す
者
の
他
に
あ
る
を
知
ら
ず
、
此
誌
豈

〔
あ
に
〕今

日
に
於
て
出
で
ざ
る

べ
け
ん
や
」（
第
八
巻
、
二
八
二
頁
、
口
絵
参
照
）。
こ
の
「
生
命
の
水
の
河
」
は
、
そ

の
信
仰
的
生
涯
を
か
け
た
本
誌
に
、
著
者
は
旧
約
三
九
書
、
新
約
二
七
書
の
聖
書
講

解
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
福
音
・
信
仰
的
著
述
、
詩
、
訳
詩
、
随
筆
等
を
掲
載
し
た
。

本
詩
の
前
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
置
か
れ
て
い
る
。「
七
月
三
十
一
日
講
談

会
園
遊
会
の
日
、
霖

〔
り
ん

雨う
〕

霽
れ
、
久
振
り
に
て
日
光
を
仰
ぐ
、
時
に
我
が
同
志
中
心
に

新
光
明
に
接
せ
し
者
多
き
を
想
ひ
、
彼
等
の
歓

〔
よ
ろ
こ
び
〕を

我
が
心
に
移
し
て
左
〔
解
題
で
は

「
右
」
に
掲
載
、
以
下
、
同
じ
〕
の
一
詩
を
賦
す
」（
第
一
〇
巻
、
二
七
二
頁
）。
参
加

者
の
一
人
で
あ
る
「
東
京　

鹿
子
木
員
信
（
通
學
）」
は
、
そ
の
感
想
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。「
七
月
卅
一
日
の
夕
べ
我
講
談
會
の
附
物
た
る
園
遊
會
は
開
か
れ

ぬ
。
終
日
朦
朧
た
り
し
空
は
次
第
に
輝
き
そ
め
ぬ
（
中
略
）
而
し
て
其
高
き
〳
〵
天

穹
が
光
り
輝
く
寶
石
も
て
飾
ら
る
ゝ
壯
大
な
る
神
の
聖
工
を
、
然
れ
共
例
令
其
が
僅

か
に
十
七
年
九
ヶ
月
の
短
生
涯
な
り
し
と
雖
未
だ
斯
か
る
感
謝
の
念
を
も
て
一
度
も

神
の
惠
に
接
せ
ざ
り
き
、
…
…
」（『
聖
書
之
研
究
』
二
四
号
、
七
四
頁
）。

〔
一
、
二
〕
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陸
中
花
巻
の
十
二
月
廿
日

外そ
と

に
は
雪ゆ

き

は
二
尺

し
や
く

余あ
ま

り
、

寒か
ん

気き

は
膚は

だ
えを

劈つ
ん
ざく

ば
か
り
、

北き
た

上か
み

の
水み

づ

は
浩こ

う

々〳
〵

と
流な

が

れ
、

岩い
わ

手て

の
峰み

ね

は
遙え

う

々〳
〵

と
聳そ

び

ゆ
、

内う
ち

に
は
同ど

う

志し

は
四
十
余あ

ま

り
、

歓く
わ
ん喜き

は
胸む

ね

に
溢あ

ふ

る
ゝ
ば
か
り
、

讃さ
ん

美び

の
歌う

た

は
洋や

う

々〳
〵

と
挙あ

が

り
、

感か
ん

謝し
や

の
声こ

え

は
咽え

つ

々〳
〵

と
聞き

こ

ゆ
、

嗚あ

哉ゝ
美う

る

は
し
き
此
集あ

つ
ま
り合

、

聖み

霊た
ま

は
奥あ

ふ
う羽

の
野の

に
下
れ
り
、

我わ
れ

儕ら

は
深み

雪ゆ
き

の
中
に
在
て
、

栄さ
か
え光

の
天み

く
に国

に
居
る
乎〔

か
〕と

想お
も

へ
り
、

（『
聖
書
之
研
究
』
四
八
号
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
月
二
一
日
、
第
一

二
巻
、
二
九
―
三
〇
頁
）

○
全
集
第
一
二
巻
の
「
解
題
」（
五
〇
〇
―
五
〇
一
頁
）、
山
本
泰
次
郎
『
内
村
鑑
三
と

ひ
と
り
の
弟
子

―
斉
藤
宗
次
郎
あ
て
の
書
簡
に
よ
る
』（
教
文
館
、
一
九
八
一
年
）

等
に
は
、
そ
の
経
緯
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
東
京
独
立
雑
誌
』
第
一

四
号
以
来
、
内
村
を
敬
愛
し
て
い
た
花
巻
在
住
の
斉
藤
宗
次
郎
は
、
内
村
を
継
ぐ
非

戦
論
者
と
し
て
兵
役
と
軍
事
費
を
含
む
国
税
の
納
入
を
拒
否
す
る
旨
を
師
・
内
村
に

手
紙
で
知
ら
せ
る
（
一
九
〇
三
年
一
二
月
六
日
付
）。
内
村
は
、「
今
日
書
面
を
以
て

0

0

0

0

0

0

0

御
問
合
せ
の
件
は
頗
る
重
大
な
る
事
件
に
御
座
候
間
御
面
会
の
上

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
篤
と
小
生
意
見

0

0

0

0

0

0

を
申
上
ぐ
る
ま
で
は
確
定
御
控
へ
願
上
候

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
山
本
、
一
〇
二
頁
）
と
、
一
二

月
八
日
付
の
書
簡
を
送
る
。
そ
の
後
、
内
村
は
一
二
月
一
九
日
、
二
〇
日
と
「
秘
密

に
」（「
解
題
」）
に
花
巻
を
訪
れ
、
斉
藤
に
自
分
の
意
見
と
と
も
に
再
考
を
促
し
、

集
ま
っ
た
教
友
に
聖
書
講
義
と
説
教
を
行
う
。
帰
宅
し
た
内
村
か
ら
、
斉
藤
に
詩

「
陸
中
花
巻
の
十
二
月
廿
日
」
が
届
く
。
書
簡
に
は
、「
右
は
今
日
東
京
市
中
喧
騒
の

中
を
歩
み
な
が
ら
思
ひ
出
し
ま
し
た
か
ら
寫
し
て
差
上
げ
ま
す
。　

十
二
月
廿
三
日

夜
」（
鈴
木
範
久
「
第
11
巻
に
つ
い
て
」、
全
集
月
報
5
、
八
頁
、
書
簡
写
し
）
と
付
記
さ

れ
て
い
た
。
山
本
泰
次
郎
の
前
著
に
よ
る
と
、「
日
露
戦
争
開
戦
の
直
前
、
斉
藤
は

キ
リ
ス
ト
信
者
と
し
て
非
戦
主
義
を
貫
こ
う
と
決
意
し
た
。
そ
し
て
銃
殺
刑
を
覚
悟

の
上
、
兵
役
、
納
税
を
拒
否
し
よ
う
と
し
て
、
内
村
に
相
談
し
た
。
内
村
は
福
音
の

精
神
を
説
い
て
、
こ
れ
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
。
こ
れ
が
花
巻
非
戦
論
事
件
で
あ

る
」（
九
九
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
内
村
は
午
前
二
時
に
花
巻
に
つ
く
と
、
吹
雪

の
な
か
を
斉
藤
ら
が
引
く
橇
で
斉
藤
の
家
に
着
く
。
翌
日
、
二
人
は
六
〇
セ
ン
チ
ほ

ど
積
も
っ
た
雪
を
踏
ん
で
、
北
上
川
畔
ま
で
散
歩
す
る
。
朝
日
に
輝
く
銀
世
界
…
…
。

途
中
、
内
村
は
、
斉
藤
に
い
う
。「
今
朝
は
あ
の
よ
う
に
話
し
た
が
、
し
か
し
も
し

そ
れ
が
君
の
良
心
の
命
令
で
あ
る
な
ら
ば
、
や
り
た
ま
え
」（
一
〇
五
頁
）
と
。
斉

藤
は
、
答
え
る
。「
わ
た
し
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
も
う
ア
ン
ナ
馬
鹿
の
事
は

致
し
ま
せ
ん
」（
一
〇
五
―
一
〇
六
頁
）。
こ
こ
に
は
二
人
の
非
戦
論
者
が
い
る
。
花

巻
の
深
雪
の
な
か
で
、
歓
喜
、
讃
美
、
栄
光
が
あ
る
。

天
地
の
花
な
る
薔
薇

其
花
に
伴
ふ
て
刺

〔
と
げ
〕あ

る
は

　
　

其
、
地
の
産
な
る
の
証

〔
あ
か
し
〕な

り
、

其
刺
に
伴
ふ
て
花
あ
る
は

　
　

天
の
之
に
宿
る
の
徴

〔
し
る
し
〕な

り
。

（『
聖
書
之
研
究
』
五
四
号
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
七
月
二
一
日
、
第
一
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二
巻
、
二
五
四
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
五
四
号
の
「
贖
罪
説
と
近
世
思
想
（
一
）」（
デ
ン
ニ
ー
原
著
、
宮
川

巳
作
纂
譯
）
の
最
後
の
五
行
ほ
ど
の
誌
面
の
空
白
に
題
名
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る

（
四
〇
頁
）。
題
名
「
天
地
の
花
な
る
薔
薇
」
に
は
、
黒
丸
の
強
調
点
が
付
さ
れ
て
い

る
。
地
の
証あ

か
しと

し
て
花
に
は
刺
が
、
刺
に
は
天
を
宿
す
花
が
伴
う
の
で
あ
る
。
天
地

に
あ
る
も
の
に
は
、
花
と
刺
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
著
者
の
信
仰
宇
宙
で
も
あ
る
。

春
は
来
り
つ
ゝ
あ
る

雪ゆ
き

は
降ふ

り
つ
ゝ
あ
る

　

然し

か
し
春は

る

は
来き

た

り
つ
ゝ
あ
る

寒さ
む
さは

強つ
よ

く
あ
る

　

然し

か
し
春は

る

は
来き

た

り
つ
ゝ
あ
る

　
　

春
は
来
り
つ
ゝ
あ
る

　
　

春
は
来
り
つ
ゝ
あ
る

　

雪
の
降
る
に
も
拘か

ゝ

は
ら
ず

　

寒
の
強つ

よ

き
に
も
拘か

ゝ

は
ら
ず

　
　

春
は
来
り
つ
ゝ
あ
る

慰な
ぐ
さめ

よ
苦く

る

し
め
る
友
よ

汝
の
患な

や
み難

多お
ほ

き
に
も
拘
は
ら
ず

汝
の
苦い

た
み痛

強つ
よ

き
に
も
拘
は
ら
ず

　

春
は
汝
に
も
ま
た
来き

た

り
つ
ゝ
あ
る

（『
新
希
望
』
七
三
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
三
月
一
〇
日
、
第
一
四
巻
、

六
一
頁
）

○『
新
希
望
』
七
三
号
の
「
雑
録
」（「
病
中
雑
記
（
病
気
御
見
舞
御
礼
の
辞
に
代
ふ
）」
に

は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
然
か
し
疾
病
に
基
く
無
為
の
五
週
間

は
余
輩
に
取
り
て
決
し
て
無
益
で
は
な
か
つ
た
、
余
輩
は
之
に
由
て
神
よ
り
多
く
の

新
ら
し
き
教
訓
を
得
た
、
余
輩
は
病
癒〔

い
〕え

て
後
に
更
に
一
歩
神
に
近
く
な
つ
た
や
う

に
感
ず
る
、
…
…
」（
第
一
四
巻
、
五
八
頁
）。
本
詩
は
、「
角
筈
生
」
の
署
名
の
も
と
、

そ
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
、『
歓
喜
と
希
望
』（
聖
書
研
究
社
、
一
九
〇
九
年
）『
信
仰
日

記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
九
年
）
に
再
録
さ
れ
た
。
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
、

六
月
一
日
発
行
の
六
四
号
か
ら
、『
聖
書
之
研
究
』
は
『
新
希
望
』
に
改
題
さ
れ
、

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
五
月
一
〇
日
発
行
の
七
四
号
ま
で
同
誌
名
で
発
行
さ
れ

た
。春

の
到
来

佳よ

き
期と

き

は
来
れ
り

春
は
来
れ
り

花
は
咲さ

か
ん
と
す

鳥
は
歌
は
ん
と
す

小を

川が
わ

の
氷こ

ほ
りは

解と

け
て

其
辺ふ

ち

に
菫す

み
れ

笑わ
ら

ふ
。

佳よ

き
期と

き

は
来
れ
り

聖み

霊た
ま

は
降く

だ

れ
り

栄さ
か
え光

は
顕あ

ら
はれ

ん
と
す

讃さ
ん

美び

は
揚あ

が

ら
ん
と
す

心
の
疑ぎ

団だ
ん

は
釈と

け
て

其
衷う

ち

に
歓く

わ
ん喜き

溢あ
ふ

る
。
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佳よ

き
期と

き

は
来
れ
り

春
は
来
れ
り

春
は
外そ

と

よ
り
も
来
れ
り

亦
内う

ち

よ
り
も
来
れ
り
。

（『
新
希
望
』
七
四
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
一
〇
日
、
第
一
四
巻
、

一
二
九
頁
）

○『
新
希
望
』
の
「
雜
録
」（「
雅
各
書
の
研
究
（
七
）」）
の
最
後
の
頁
の
下
段
に
掲
載
さ

れ
た
（
六
二
頁
）。
そ
の
次
頁
に
は
、「
本
誌
名
称
復
舊
に
就
き
謹
告
」
と
し
て
、
以

下
の
よ
う
に
誌
名
を
戻
す
社
告
を
載
せ
て
い
る
。「
本
誌
は
も
と
『
聖
書
之
研
究
』

と
稱
し
た
り
し
が
昨
年
五
月
『
新
希
望
』
と
改
題
せ
り
、
而
し
て
改
題
は
少
し
く
社

會
の
意
嚮
に
適か

な

ひ
た
り
け
ん
、
讀
者
は
改
題
以
前
に
比
し
殆
ん
ど
三
割
を
増
加
せ
り
。

（
中
略
）『
聖
書
之
研
究
』
の
名
は
ま
た
海
外
に
ま
で
知
れ
渡
る
に
至
れ
り
、
…
…
」

（
六
三
頁
）、「
余
輩
は
美
名
を
以
て
世
を
余
輩
に
引ひ

き

附つ

け
ん
こ
と
を
懼
れ
茲
に
再
び

不
人
望
な
る
『
聖
書
之
研
究
』
に
歸
ら
ん
と
欲
す
」（
六
三
―
六
四
頁
）。

秋
酣
な
り

コ
ス
モ
ス
開
き
、
茶さ

ゞ

梅ん
か

咲
き
、
木も

く

犀せ
い

匂
ひ
、
菊
花
薫
る
、
燈
前
夜
静
か
に
し
て
筆
勢
急

な
り
、
知
る
天
啓
豊
か
に
し
て
秋
酣

〔
た
け
な
わ
〕な

る
を
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
〇
四
号
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
一
月
一
〇
日
、

第
一
六
巻
、
一
二
〇
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
に
は
、
巻
頭
に
「
所
感
」
と
し
て
、
著
者
に
よ
る
一
〇
篇
ほ
ど
の

短
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
信
仰
的
結
晶
と
し
て
の
散
文
詩
、
自
然
・
天
然
、

宇
宙
の
映
す
象
徴
詩
で
も
あ
る
。
本
詩
は
、
詩
の
形
態
を
と
っ
て
い
な
い
が
、『
聖

書
之
研
究
』
一
〇
四
号
「
所
感
」
の
冒
頭
に
置
か
れ
、『
歓
喜
と
希
望
』
に
再
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
秋
酣
」
の
風
景
で
あ
り
、「
天
啓
豊
か
」
な
信
仰
詩
で
も
あ

る
。「
秋
酣
な
り
」
の
次
に
は
、「
人
生
の
四
期
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
人
生
の
春

は
、
勇
気
、
希
望
、
夢
、
愛
、
し
か
し
花
の
み
で
実
が
な
く
、
希
望
は
憂
愁
、
歓
喜

に
は
煩
悶
が
伴
い
、
夏
は
神
の
存
在
さ
え
も
疑
う
時
期
、
秋
は
感
涙
、
思
惟
、
沈
黙
、

感
謝
、
祈
り
、
実
は
熟
し
楽
し
き
時
期
、
人
生
の
冬
は
、
絶
望
で
は
な
く
、
来
ら
ん

春
を
待
ち
望
み
、
父
の
家
に
還
る
…
…
と
。
著
者
に
と
っ
て
、
天
然
宇
宙
も
、
人
生

も
「
四
期
（
季
）」
と
い
う
信
仰
的
宇
宙
の
な
か
を
巡
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

著
者
は
四
七
歳
、
実
が
熟
す
る
時
期
で
あ
る
。
冬
は
、
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
を
望
み
、

父
の
家
に
還
る
、
そ
ん
な
再
臨
待
望
の
時
期
で
あ
る
。『
聖
書
之
研
究
』
同
号
の

「
雜
録
」
に
は
、「
目
黑
の
秋
に
想
ふ
」（
署
名
「
あ
、
い
、
生
」）
と
い
う
、
以
下
の

よ
う
な
文
章
が
あ
る
。「
神
の
至
聖
所
は
嚴
粛
な
る
自
然
の
沈
默
な
り
、
風
徐
に
人

の
世
の
秋
を
齎
す
時
神
は
し
と
や
か
に
人
の
子
の
靈
魂
の
戸
を
ぞ
叩
き
給
ふ
な
る

―
吾
は
目
黑
の
秋
に
默
せ
り
」（
四
六
頁
）。

二
月
中
旬

風
は
ま
だ
寒
く
あ
る
、

土つ
ち

は
ま
だ
堅か

た

く
凍こ

ほ

る
、

青あ
を

き
は
未
だ
野
を
飾か

ざ

ら
な
い
、

清き
よ

き
は
未
だ
空そ

ら

に
響ひ

ゞ

か
な
い
、

冬
は
未
だ
我
等
を
去
ら
な
い
、

彼
の
威ゐ

力り
よ
くは

今
尚〔

な
〕ほ

我
等
を
圧あ

つ

す
る
。

然さ

れ
ど
日
は
稍や

々ゝ
長
く
な
つ
た
、

温あ
た
ゝか

き
風
は
時
に
は
来き

た

る
、

芹せ
り

は
泉い

づ
みの

ほ
と
り
に
生は

え
て
、

魚う
を

は
時と

き

々〴
〵

巣す

を
出
て
遊あ

そ

ぶ
、
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冬
の
威ゐ

力り
よ
くは

す
で
に
挫く

ぢ

け
た
、

春
の
到た

う

来ら
い

は
遠
く
は
な
い
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
二
八
号
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
二
月
一
〇
日
、
第

一
八
巻
、
七
〇
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
二
八
号
の
「
マ
シ
ユ
ウ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
宗
教
観
」（
畔
上
賢

造
）
の
最
後
の
頁
の
下
段
に
掲
載
さ
れ
た
（
署
名
は
「
曳
杖
生
」、
四
八
頁
）。
本
号
に

は
、
前
年
に
静
岡
の
富
士
青
年
会
々
館
で
の
講
演
の
大
意
「
信
仰
の
必
要
」
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
び
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
信
仰
で
あ
る
、

信
仰
で
あ
る
、
神
を
識
る
の
唯
一
の
道
は
信
仰
で
あ
る
、
其
恩め

ぐ
み択

に
与
か
る
の
唯
一

の
方
法
は
信
仰
で
あ
る
、
…
…
」（
第
一
八
巻
、
六
九
頁
）。
著
者
は
、
風
が
冷
た
く
、

土
が
ま
だ
凍
る
「
二
月
中
旬
」
の
風
景
に
、
芹
が
生
え
、
魚
が
遊
ぶ
「
春
の
到
来
」

を
近
く
に
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
神
の
愛
な
る
「
恩め

ぐ
み択

」
が
満
ち
て
い
る
（
口

絵
参
照
）。

我
等
は
四
人
で
あ
る

我
等
は
四
人
で
あ
つ
た
、

而
〔
し
か
〕し

て
今
尚〔

な
〕ほ

四
人
で
あ
る
、

戸
籍
帳
簿
に
一
人
の
名
は
消
え
、

四
角
の
食
台
の
一
方
は
空む

な

し
く
、

四し

部ぶ

合が
つ

奏そ
う

の
一
部
は
欠
け
て
、

讃
美
の
調
子
は
乱
さ
れ
し
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

、

而
か
も
我
等
は
今
尚
ほ
四
人
で
あ
る
。

我
等
は
今
尚
ほ
四
人
で
あ
る
、

地
の
帳
簿
に
一
人
の
名
は
消
え
て
、

天
の
記
録
に
一
人
の
名
は
殖ふ

え
た
、

三
度
の
食
時
に
空く

う

席せ
き

は
出で

来き

た
が
、

残
る
三
人
は
よ
り

0

0

親
し
く
成
つ
た
、

彼
女
は
今
は
我
等
の
衷う

ち

に
居
る
、

一
人
は
三
人
を
縛
る
愛
の
絆き

づ
なと

な
つ
た
。

然
し
我
等
は
何い

時つ

ま
で
も
斯〔

か
〕く

あ
る
の
で
は
な
い
、

我
等
は
後
に
又
前
の
如
く
四
人
に
成
る
の
で
あ
る
、

神
の
菰ら

つ
ぱの

鳴な

り
響ひ

ゞ

く
時
、

寝ね
ぶ

れ
る
者
が
皆
な
起お

き
上あ

が

る
時
、

主
が
再
た
び
此
地
に
臨き

た

り
給
ふ
時
、

新
ら
し
き
エ
ル
サ
レ
ム
が
天
よ
り
降
る
時
、

我
等
は
再
た
び
四
人
に
成
る
の
で
あ
る
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
三
九
号
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
二
月
一
〇
日
、
第

一
九
巻
、
四
六
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
三
九
号
は
、
ル
ツ
の
死
の
翌
月
の
二
月
一
〇
日
発
行
さ
れ
、
全

体
的
に
「
ル
ツ
號
」（「
こ
と
は
り
」）
と
な
り
、
ル
ツ
が
日
曜
学
校
に
学
ん
だ
角
筈
レ

バ
ノ
ン
教
会
の
牧
師
・
福
田
錠
二
「
主
の
用
也
」、
東
京
牛
込
教
会
牧
師
・
田
島
進

な
ど
の
弔
辞
、
著
者
の
「
今
日
の
此
式
を
私
供
は
葬
式
と
見〔

み

做な
〕

さ
な
い
の
で
あ
り
ま

す
、
今
日
の
此
式
は
是
れ
ル
ツ
子
の
結
婚
式
で
あ
り
ま
す
」「
今
日
は
是
れ
ル
ツ
子

の
晴
れ
の
祝い

は
ひ儀

の
日
で
あ
り
ま
す
」（
第
一
九
巻
、
三
三
頁
）
と
述
べ
た
「
謝
辞
」、

村
山
元
子
の
追
悼
詩
「
雜
司
ヶ
谷
の
里
に
靜
に
眠
り
給
ふ
内
村
ル
ツ
子
嬢
の
御
上
を

思
ひ
ま
つ
り
て
」、『
愛
吟
』
よ
り
再
録
さ
れ
た
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
詩
「
短
命
」、

最
後
に
「
我
等
は
四
人
で
あ
る
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
号
に
は
、
冒
頭
「
如い

何か

許ば
か
りの

愛
ぞ
」
の
次
に
、「
神
は
愛
な
り
」
と
い
う
、
以
下
の
よ
う
な
短
文
が
載
っ
て

い
る
。「
人
生
に
悲
痛
多
し
、
然
れ
ど
も
神
は
愛
な
り
、
す
べ
て
の
生
命
は
死
を
以
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て
終
る
、
然
れ
ど
も
神
は
愛
な
り
、
神
は
少
女
の
綻ほ

こ
ろび

ん
と
す
る
蕾つ

ぼ
みの

生
命
を
さ
へ

取と
り

去さ

り
給
ふ
、
然
れ
ど
も
彼
は
愛
な
り
、
神
は
愛
な
り
、
然
り
、
神
は
愛
な
り
、
世

は
廃す

た

れ
、
地
は
壊く

づ

れ
、
愛
す
る
者
は
悉

〔
こ
と
ご
と
〕く

失
す
る
と
も
神
は
愛
な
り
」（
第
一
九
巻
、

二
六
頁
）。「
我
等
は
四
人
で
あ
る
」
は
、
著
者
の
信
仰
の
生
涯
が
い
き
つ
く
「
再
臨

信
仰
」
の
生
ま
れ
く
る
水
源
地
と
な
る
詩
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
再
臨
＝

臨き
た

り
つ
つ
あ
る
イ
エ
ス
―
再
臨
信
仰
の
原
響
が
木
霊
し
て
い
る
。
死
は
再
会
へ
の

入
口
に
し
て
、
楽パ

ラ
ダ
イ
ス
・
ロ
ス
ト

園
喪
失
後
に
、「
新
ら
し
き
エ
ル
サ
レ
ム
が
天
よ
り
降
る
時
」

（
楽パ

ラ
ダ
イ
ス
・
リ
ゲ
イ
ン
ド

園
回
復
）＝
再

セ
カ
ン
ド
・
カ
ミ
ン
グ

臨
は
、
未
来
社
会
の
希
望
と
な
る
。「
我
等
は
四
人
で
あ

つ
た
、
而

〔
し
か
〕し

て
今
尚〔

な
〕ほ

四
人
で
あ
る
」。
ル
ツ
の
死
の
四
年
後
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
渦
中
で
、
友
人
Ｄ
・
Ｃ
・
ベ
ル
か
ら
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
八
月
一
日
付
書
簡

と
と
も
に
、『
日
曜
学
校
時
報
』（T

he�Sunday�School�T
im

es,June�24�

）
が
届
く
と
、

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
Ｃ
・
Ｇ
・
ト
ラ
ン
ブ
ル
の
「
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
は
果
し
て
実
際

的
問
題
な
ら
ざ
る
乎
」
が
著
者
を
再
臨
信
仰
に
誘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
八
月
二

四
日
付
の
著
者
の
ベ
ル
宛
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。「
長

い
間
私
の
心
か
ら
消
え
て
い
た
古
い
信
仰
を
、
新
し
く
よ
み
が
え
ら
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
今
や
私
はπαρονδία

（
再パ

ル
ー
ジ
ャ臨

）
こ
そ
聖
書
の
鍵
で
あ
り
、
こ
れ
を
欠

い
て
は
、
聖
者
〔
書
〕
は
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
一
つ
の
大
き
な
謎
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
」（
山
本
泰
次
郎
『
内
村
鑑
三

―
信
仰
・
生
涯
・
友
情
』、
東
海
大

学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
、
五
〇
五
頁
、
補
記
引
用
者
）。
ル
ツ
の
死
に
発
し
た
再
臨
信

仰
の
水
脈
は
、
こ
こ
に
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
詩
は
著
者
が
札
幌
農
学
校

の
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
（W

illiam
�
W

ordsw
orth

、

「〔
意
を
留
め
よ
〕（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）」「〔
罪
に
枯
死
す
る
我
等
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

〕（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）」

等
も
参
照
）
の
詩
「
わ
た
し
た
ち
は
七
人
（W

e�
are�

Seven

）」
と
も
通
じ
て
い
る

（
今
高
義
也
『
内
村
鑑
三
の
世
界
像
　

―
　

伝
統
・
信
仰
・
詩
歌
』
第
六
章
）。

『
其
日
其
時
』

其
日
其
時
を
知
る
者
は
唯

〔
た
だ
〕我

父
の
み
、
天
の
使
者
も
誰
も
知
る
者
な
し
。
馬〔

マ
タ
イ
〕太

伝

廿
四
章
卅
六
節
。

其
日
其
時
を
我
は
知
ら
ず
、

然
れ
ど
も
知
る
必
ず
或
る
時
、

我
は
面

〔
か
お
〕と

面
を
合あ

は

し
て
彼
を
見
、

我
が
知
ら
る
ゝ
如
く
彼
を
知
ら
ん
事
を
。

其
日
其
時
を
我
は
知
ら
ず
、

然
れ
ど
も
知
る
必
ず
或
る
時
、

我
は
再
た
び
我
が
愛
す
る
者
と
会あ

ひ
、

而
〔
し
か
〕し

て
復〔

ま
〕た

死
あ
ら
ず
哀な

げ
き哭

悲か
な

痛し
み

あ
ら
ざ
る
事
を
。

其
日
其
時
を
我
は
知
ら
ず
、

然
れ
ど
も
知
る
必
ず
或
る
時
、

我
が
希の

ぞ
み望

は
悉

〔
こ
と
ご
と
〕く

充
た
さ
れ
、

我
が
涙な

み
だは

尽
〔
こ
と
ご
と
〕く

拭ぬ
ぐ

は
れ
ん
こ
と
を
。

其
日
其
時
を
我
は
知
ら
ず
、

我
は
又
之
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ず
、

我
は
聖ち

父ゝ
の
約
束
を
信
ず
、

我
は
安し

づ
か静

に
其
日
の
到
る
を
待
つ
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
四
三
号
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
六
月
一
〇
日
、
第

一
九
巻
、
一
五
五
―
一
五
六
頁
）

○「
其
日
其
時
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
再
臨
の
「
大
い
な
る
日
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
ル
ツ

と
の
再
会
と
い
う
希
望
の
日
で
も
あ
る
。「
待
望
生
」
と
署
名
さ
れ
た
こ
の
詩
は
、
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『
信
仰
日
記
』
に
再
録
さ
れ
た
。
著
者
は
、
再
臨
信
仰
を
確
信
し
て
以
後
、「
基
督
信

者
と
其
希
望
」（『
聖
書
之
研
究
』
二
一
二
号
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
三
月
一
〇
日
）

の
な
か
で
、
約
束
と
恩
恵
の
待
望
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の

文
章
を
こ
う
結
ん
で
い
る
。「
真
に
父
を
信
ず
る
子
に
取
て
は
寧
ろ
待
た
せ
ら
る
ゝ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
以
て
喜
び
と
な
す

0

0

0

0

0

0

0

0

、
十
年
可
な
り
百
年
可
な
り
五
百
年
可
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
否
千
年
を
一
日

9

9

9

9

9

9

の
如
く
見
給
ふ
神
の
約
束
を
信
じ
て
我
等
は
墳
墓
の
中
に
待
ち
望
む
事
一
万
年
と
雖

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ど
も
敢
て
長
し
と
し
な
い
の
で
あ
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」（
第
二
四
巻
、
一
〇
四
頁
）。
著
者
が
付
記
し

た
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
二
四
章
三
六
節
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
そ

の
日ひ

そ
の
時と

き

を
知し

る
者も

の

な
し
、
天て

ん

の
使つ

か
ひた

ち
も
知し

ら
ず
子こ

も
知し

ら
ず
、
た
だ
父ち

ち

の
み

知し

り
給た

ま

ふ
」（『
文
語
訳
新
約
聖
書
』）。「
其
日
其
時
」
が
来
る
と
き
、
愛
す
る
人
と
再

び
会
い
、「
我
等
は
四
人
」
と
な
り
、
死
に
よ
る
悲
嘆
も
な
く
、
流
れ
る
涙
は
拭
わ

れ
る
、
た
だ
そ
の
日
を
「
待
望
生
」
は
平
安
と
と
も
に
待
つ
の
で
あ
る
。

イ
エ
ス
を
思
ふ
て

イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は

我
が
貧ま

づ

し
き
も
悲
し
か
ら
ず

他ひ

人と

の
富
め
る
も
羨

う
ら
や
まし

か
ら
ず

イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は

唯た
ゞ

感か
ん

謝し
や

に
溢あ

ふ

る
ゝ
の
み
。

イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は

身
の
患わ

づ

難ら
ひ

も
苦く

る

し
か
ら
ず

其
の
幸さ

い

福は
ひ

も
慕し

た

は
し
か
ら
ず

イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
に

唯
平や

す
き康

と
満ま

ん

足ぞ
く

と
の
み
有
り
。

イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は

事こ
と

の
失し

つ

敗ぱ
い

に
失し

つ

望ぼ
う

せ
ず

其
の
成せ

い

功こ
う

に
雀じ

や
く

躍や
く

せ
ず

イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は

永え
い

久き
う

の
勝し

よ
う利り

者し
や

た
る
な
り
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
四
九
号
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
二
月
一
〇
日
、
第

一
九
巻
、
二
九
二
頁
）

○
一
九
一
二
（
明
治
四
五
・
大
正
元
）
年
は
、
ル
ツ
の
死
と
と
も
に
始
ま
り
、
再
会
の

希
望
と
と
も
に
悲
嘆
の
一
年
で
あ
っ
た
。「
我
等
は
四
人
で
あ
る
」「『
其
日
其
時
』」

「
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
」「
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
四
つ
の
詩
は
、
す
べ
て
が
ル
ツ
の

死
と
再
臨
信
仰
に
関
わ
っ
て
い
る
。「
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
」
は
、『
聖
書
之
研
究
』
一

四
九
号
の
巻
頭
に
置
か
れ
、
次
い
で
「
二
種
の
神
学
」
と
い
う
、
以
下
の
よ
う
な
文

章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
頭
脳
を
以
て
聖
書
を
解
釈
せ
ん
と
す
る
時
に
「
新
神
学
」

あ
り
、
心
霊
を
以
て
之
を
実
験
せ
ん
と
す
る
時
に
「
旧
神
学
」
あ
り
、「
新
神
学
」

の
新
な
る
は
其
新
な
る
が
故
に
非
ず
、
其
変
遷
窮

き
は
ま
りな

き
が
故
な
り
、「
旧
神
学
」
の

旧
な
る
は
其
旧
な
る
が
故
に
非
ず
、
其
万
世
不
易
な
る
が
故
な
り
、
思し

索さ
く

は
易え

き

変へ
ん

し
、

実
験
は
不ふ

易え
き

な
り
、
余
輩
は
新
を
追
ふ
て
「
新
神
学
」
に
往
か
ざ
る
べ
し
、
又
旧
を

諱い

み
て
「
旧
神
学
」
を
去
ら
ざ
る
べ
し
」（
第
一
九
巻
、
二
九
三
頁
）。
著
者
は
ひ
た

す
ら
イ
エ
ス
を
思
い
、
感
謝
に
溢
れ
、
そ
こ
に
は
平
穏
と
満
足
が
あ
り
、
失
敗
に
失

望
す
る
こ
と
な
く
、
成
功
に
は
雀
躍
し
な
い
で
、
彼
は
信
仰
に
お
い
て
イ
エ
ス
と
と

も
に
あ
る
「
永え

い

久き
う

の
勝し

よ
う利り

者し
や

」
な
の
で
あ
る
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

ク
リ
ス
マ
ス
は
又
来
り
け
り
、
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而し
か

も
今こ

ん

年ね
ん

の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、

去き
よ

年ね
ん

の
そ
れ
の
如
く
な
ら
ず
。

ク
リ
ス
マ
ス
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

ク
リ
ス
マ
ス
は
又
来
り
け
り
、

楽た
の
しか

り
し
一ひ

と

群む
れ

の
小こ

羊ひ
つ
じは

、

今
は
別
れ
て
二
所
に
在
り
。

ク
リ
ス
マ
ス
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

ク
リ
ス
マ
ス
は
又
来
り
け
り
、

我
等
は
此こ

処こ

に
之
を
守
り
、

彼
女
は
彼か

し
こ所

に
之
を
祝い

は

ふ
。

ク
リ
ス
マ
ス
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

ク
リ
ス
マ
ス
は
又
来
り
け
り
、

我
等
に
耐た

え
難
き
悲か

な

痛し
み

あ
り
、

又
言い

ひ

尽つ
く

さ
れ
ぬ
歓よ

ろ
こ
び喜

あ
り
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
四
九
号
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
二
月
一
〇
日
、
第

一
九
巻
、
三
一
六
―
三
一
七
頁
）

○
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
去
年
と
違
い
、
ル
ツ
不
在
の

ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
る
。「
楽た

の

か
り
し
一ひ

と

群む
れ

の
子こ

羊ひ
つ
じ」

は
別
れ
て
「
二
所
」
と
な
り
、

我
等
に
は
絶
え
難
い
悲
痛
と
、
い
い
つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
歓
喜
が
あ
る
。『
聖

書
之
研
究
』
一
四
九
号
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
た
詩
「
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
」（
五
三

―
五
四
頁
）
の
前
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
ル
ツ
子
の
ク
リ
ス
マ
ス　

明
治
四
十
二

年
十
二
月
廿
四
日
附
、
鉛
筆
を
以
て
書
か
れ
た
る
彼
女
の
日
記
よ
り
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
今
日
は
待
ち
に
待
つ
た
私
共
の
一
年
中
に
於
け
る
一
番
嬉
し
い
又
一
番

樂
し
い
日
な
の
で
あ
り
ま
す
、
今
日
こ
そ
は
ヱ
ス
様
の
御
生
れ
に
な
つ
た
ク
リ
ス
マ

ス
で
あ
り
ま
す
、
家
で
も
其
祝
賀
式
を
行
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
…
…
」（
五
二
頁
）。

こ
の
ル
ツ
一
五
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
午
後
六
時
三
〇
分
、
讃
美
歌
「
一
二
一
番
花

ち
り
失
せ
て
は
」
で
開
会
さ
れ
、
聖
書
朗
読
、
著
者
の
祈
禱
、
講
話
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
る
（
五
三
頁
）。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ

一
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
、
希
望
の
野
、

　
　

墨メ

其キ

西シ

哥コ

の
南
方
に
在
り
、

　
　

ソ
コ
ヌ
ス
コ
の
峰み

ね

高
く
、

　
　

太
平
洋
の
水
闊ひ

ろ

し
。

二
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
、
希
望
の
野
、

　
　

護ご

謨む
の

樹き

の
汁し

る

滴し
た
ゝれ

、

　
　

珈こ
ー
ひ
ー

琲
豆
の
芳に

ほ
ひ香

鋭す
る
どく

、

　
　

玉も
ろ
こ
し

蜀
黍
の
黄こ

が
ね金

輝か
ゞ
やく

。

三
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
、
希
望
の
野
、

　
　

我
が
教と

友も

の
集
ま
る
所
、

　
　

我
が
理
想
の
行
は
る
ゝ
所
、

　
　

自
由
と
独
立
の
郷さ

と

。

四
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
、
希
望
の
野
、

　
　

新
大
陸
の
新
日
本
、

　
　

聖
書
は
鋤す

き

を
助
け
て
、

　
　

天
は
地
と
接せ

つ

吻ぷ
ん

す
。
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（『
聖
書
之
研
究
』
一
五
六
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
七
月
一
〇
日
、
第
二

〇
巻
、
四
七
―
四
八
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
五
六
号
の
最
後
の
頁
に
「
内
村
生
」
の
署
名
で
掲
載
さ
れ
た
詩

に
は
、
次
の
よ
う
な
前
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
在
墨メ

其キ

西シ

哥コ

国
エ
ス
ク
イ
ン
ト
ラ

高
田
政
助
氏
よ
り
の
書
面
の
一
節
に
曰

〔
い
わ
〕く

「
最
上
の
土
地
三
百
町
歩
貰
ひ
受
け
候

…
…
農
場
の
名
をE

エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ

speranza

（
希
望
）
と
名
附
け
申
候
、
先
年
先
生
の
『
研
究
』

誌
が
『
新
希
望
』
と
改
題
に
な
り
し
時
、
小
生
は
同
志
に
向
ひ
、
も
し
未
来
に
於
て

農
場
を
建
る
時
に
は
『
希
望
農
場
』
と
名
附
け
ん
と
申
居
り
候
処
、
幸
に
も
愈

〔
い
よ

々い
よ
〕

此
〔
こ
の

度た
び
〕其

運
び
に
向
ひ
大
に
喜
び
居
候
」
云
々
と
」（
第
二
〇
巻
、
四
七
頁
）。
そ
の
背

景
は
、
全
集
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
高
田
政
助
は
、
ル
ツ
の

存
命
中
、
内
村
家
に
勤
め
た
キ
ヨ
の
夫
で
、
本
詩
は
著
者
が
高
田
夫
妻
に
贈
っ
た
も

の
で
あ
る
。
滋
賀
県
の
代
議
士
・
藤
野
辰
次
郎
が
榎
本
武
揚
の
メ
キ
シ
コ
へ
の
入
植

事
業
を
引
き
継
い
だ
と
き
、
著
者
の
弟
子
・
布
施
常
松
と
と
も
に
高
田
政
助
が
メ
キ

シ
コ
に
移
住
し
て
農
場
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
農
場
は
、
自
由
と
独
立
、
天
と

地
が
接
吻
す
る
希

エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ

望
の
地
で
あ
る
。
詩
は
、『
信
仰
日
記
』
に
再
録
さ
れ
た
。

建
碑

武む
さ
し蔵

野の

の
真ま

中な
か

、

女を
み
な
へ
し

郎
花
の
咲さ

く
所と

こ
ろ、

雑ぞ
う

司し

ヶが

谷や

の
森も

り

に
、

我わ

が
ル
ツ
子こ

は
眠ね

む

る
。

大だ
い

理り

石せ
き

の
三み

塊
か
た
ま
り、

長な
が

門と

秋あ
き

吉よ
し

の
産さ

ん

、

友と
も

人
の
愛あ

い

に
刻き

ざ

ま
る
、

再ま

た
会あ

ふ
日ひ

ま
で
の
碑ひ

。

日ひ

は
富ふ

士じ

の
嶺

い
た
ゞ
きに

入い

り
、

月つ
き

は
欅け

や
きの

枝え
だ

に
懸か

ゝ

る
、

椋む
く

鳥ど
り

は
鳥ね

ぐ
ら栖

に
帰か

へ

り
て
、

夕ゆ
う

暮ぐ
れ

の
霞か

す
み

低ひ
く

し
。

残の
こ

る
は
父ふ

た

母お
や

と
弟

を
と
う
と、

静し
づ

か
に
眠ね

む

る
地ち

下か

の
彼か

の

女ぢ
よ

、

祈い
の

る
天て

ん

上じ
や
うの

祝し
ゆ
く

福ふ
く

、

望の
ぞ

む
再さ

い

会く
わ
いの

歓よ
ろ
こ
び喜

。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
六
二
号
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
一
月
一
〇
日
、
第
二

〇
巻
、
二
四
五
―
二
四
六
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
六
二
号
の
最
後
の
頁
（
四
八
頁
）
に
無
署
名
で
掲
載
さ
れ
た
本

詩
に
は
、
次
の
よ
う
な
前
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
ル
ツ
子
の
墓
碑
成
る
、
友
人
の

寄
贈
に
か
ゝ
る
、
我
家
不
相
応
の
墓
石
な
り
、
本
間
俊
平
君
、
其
所
有
の
石
山
よ
り

最
良
の
大
理
石
を
採
掘
し
入
費
と
労
力
と
を
惜
ま
ず
、
之
に
加
工
せ
ら
れ
し
者
な
り
、

「
再ま

た
会あ

ふ
日
ま
で
」
の
碑
と
称
す
、
逝
き
し
者
の
栄
光
、
残
り
し
者
の
慰
藉
、
多

数
の
友
人
の
同
情
を
記と

ゞ

め
て
、
永
へ
に
信
、
愛
、
望
の
記
念
と
し
て
存
す
べ
し
、
去

年
十
二
月
十
一
日
、
遺
族
三
人
其
前
に
於
て
簡
単
な
る
建
碑
の
式
を
行
ふ
」（
第
二

〇
巻
、
二
四
五
頁
）。
そ
の
四
年
後
、『
聖
書
之
研
究
』
二
一
〇
号
に
は
、
無
署
名
で

著
者
に
よ
る
「
一
月
十
二
日
」（
ル
ツ
召
天
の
日
）
と
い
う
、
以
下
の
よ
う
な
短
文
が

載
っ
て
い
る
。「
一
日
は
永
遠
の
瞬
間
で
あ
る
、
一
人
は
人
類
の
一
滴
で
あ
る
（
中

略
）
斯こ

の

日ひ

我
等
の
愛
す
る
一
人
の
少
女
は
我
等
を
去
り
て
我
等
の
天
地
は
一
変
し
た
、

斯こ
の

日ひ

聖み

国く
に

の
門
は
我
等
の
た
め
に
開
か
れ
た
（
中
略
）
我
等
は
永
遠
に
一
月
十
二
日

を
忘
れ
な
い
」（
第
二
四
巻
、
三
九
頁
）。
後
に
、
こ
の
「
再ま

た
会あ

ふ
日ひ

ま
で
の
碑ひ

」
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を
も
つ
内
村
家
の
ル
ツ
の
墓
は
多
磨
墓
地
に
移
さ
れ
た
。

桶
職

一
、
我わ

れ

は
唯た

ゞ

桶を
け

を
作つ

く

る
事こ

と

を
知し

る
、

　
　

其そ
の

他ほ
か

の
事こ

と

を
知し

ら
な
い
、

　
　

政せ
い

治ぢ

を
知し

ら
な
い
宗し

う

教け
う

を
知し

ら
な
い
、

　
　

唯た
だ

善よ

き
桶を

け

を
作つ

く

る
事こ

と

を
知し

る
。

二
、
我わ

れ

は
我わ

が

桶を
け

を
売う

ら
ん
と
て
外そ

と

に
行ゆ

か
な
い
、

　
　

人ひ
と

は
我わ

が

桶を
け

を
買か

は
ん
と
て
我わ

が

許も
と

に
来き

た

る
、

　
　

我わ
れ

は
人ひ

と

の
我わ

れ

に
就つ

い
て
知し

ら
ん
こ
と
を
求も

と

め
な
い

　
　

我わ
れ

は
唯た

ゞ

家い
へ

に
あ
り
て
強つ

よ

き
善よ

き
桶を

け

を
作つ

く

る
。

三
、
月つ

き

は
満み

ち
て
又ま

た

虧か

け
る
、

　
　

歳と
し

は
去さ

り
て
又ま

た

来き

た
る
、

　
　

世よ

は
変か

は

り
行ゆ

く
も
我わ

れ

は
変か

は

ら
な
い
、

　
　

我わ
れ

は
家い

へ

に
在あ

り
て
善よ

き
桶を

け

を
作つ

く

る
。

四
、
我わ

れ

は
政せ

い

治ぢ

の
故ゆ

え

を
以も

つ

て
人ひ

と

と
争あ

ら
そは

な
い
、

　
　

我わ
が

宗し
う

教け
う

を
人ひ

と

に
強し

ひ
ん
と
為し

な
い
、

　
　

我わ
れ

は
唯た

ゞ

善よ

き
強つ

よ

き
桶を

け

を
作つ

く

り
て
、

　
　

独ひ
と

り
立た

ち

て
甚は

な
はだ

安や
す
ら
か泰

で
あ
る
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
六
五
号
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
一
〇
日
、
第
二

〇
巻
、
三
三
三
―
三
三
四
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
六
五
号
の
最
後
の
頁
（
五
二
頁
）
に
「
柏
木
生
」
の
署
名
で
掲

載
さ
れ
た
本
詩
に
は
、
次
の
よ
う
な
前
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
去
る
二
月
某
日
余〔

わ
〕

れ
一
日
の
閑
を
得
た
れ
ば
杖
を
三
浦
半
島
に
曳
け
り
、
時
に
相
模
湾
を
隔
て
ゝ
富
士

の
美
貌
を
望
む
辺あ

た
りに

、
一
人
の
桶
職
の
家
に
在
り
て
其
業
に
励
む
を
見
た
り
、
都
会

人
士
の
益
な
き
野
心
に
駆
ら
れ
て
騒
然
た
る
に
対
し
、
彼
の
静
粛
な
る
勤
勉
の
欽よ

ろ
こぶ

べ
く
あ
り
た
れ
ば
、
彼
の
心
を
歌
は
ん
と
て
歩
を
運は

こ

び
な
が
ら
左
の
一
篇
を
口
ず
さ

び
ぬ
」（
第
二
〇
巻
、
三
三
三
頁
）。
ま
た
、
前
年
の
『
聖
書
之
研
究
』
一
五
九
号
に

は
、「
天
職
発
見
の
途
」
と
い
う
、
以
下
の
よ
う
な
短
文
が
あ
る
。「
己
が
天
職
を
知

ら
ん
と
欲
す
る
者
多
し
、
言
ふ
、
我
に
し
て
若〔

も
〕し

我
天
職
を
知
る
を
得
ん
乎
、
我
は

我
が
全
力
を
注
ぎ
て
之
に
当
ら
ん
と
。（
中
略
）
汝
の
全
力
を
注
ぎ
て
汝
が
今
日
従

事
し
つ
ゝ
あ
る
仕
事
に
当
る
べ
し
、
然
ら
ば
遠
か
ら
ず
し
て
汝
は
汝
の
天
職
に
到
達

す
る
を
得
べ
し
（
中
略
）
此
外
別
に
天
職
発
見
の
途

〔
み
ち
〕あ

る
な
し
、
平
々
坦
々
た
る
途

な
り
と
雖
も
其
終
点
は
希
望
の
邑ま

ち

な
り
、
感
謝
と
歓
喜
と
の
京み

や
こ城

な
り
」（
第
二
〇

巻
、
一
〇
八
頁
）。
こ
の
文
章
に
は
、
著
者
は
「
伝
道
の
書
」
第
九
章
一
〇
節
を
引
用

し
て
い
る
。「
凡す

べ

て
汝な

ん
ぢの

手て

に
堪た

ふ
る
こ
と
は
力ち

か
らを

つ
く
し
て
こ
れ
を
為な

せ
」（『
舊

新
約
聖
書
』）。「
天
職
」
発
見
の
途
は
、「
希
望
の
邑ま

ち

」
へ
と
通
ず
る
。
ま
た
、「
天

職
」
こ
そ
は
、
こ
の
美
し
い
地
球
に
、
社
会
に
遺
す
べ
き
「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」

（M
em

ento

）
で
も
あ
る
。
二
〇
年
前
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
一
六
―
一

七
日
、
三
三
歳
の
著
者
は
、
箱
根
で
開
催
さ
れ
た
基
督
教
青
年
会
第
六
回
夏
期
学
校

で
、「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
と
題
し
た
演
説
を
行
っ
た
。
冒
頭
で
、
幼
児
期
に
父

に
教
わ
っ
た
頼
山
陽
が
一
三
歳
の
と
き
に
つ
く
っ
た
漢
詩
を
紹
介
し
た
。「
十

〔
じ
ゆ
う

有ゆ
う

三さ
ん

春し
ゆ
ん

秋じ
ゆ
う、

逝ゆ
く

者も
の
は

已す
で
に

如み
ず
の

水ご
と
し、

天て
ん

地ち

無し

始じ
ゆ
う

終な
く

、
人じ

ん

生せ
い

有せ
い

生し

死あ
り

、
安

い
ず
く
ん
ぞ
こ
じ
ん
に
る
い
し
て

得
類
古
人
、
千せ

ん
ざ

載い
せ
い

列し
に
れ

青つ
す
る

史を
え
ん
〕」（

第
四
巻
、
二
五
一
頁
）。
天
地
に
は
始
終
な
く
、
人
に
は
生
死
が

あ
る
、
そ
ん
な
生
涯
と
社
会
に
、
こ
の
世
に
生
き
た
証

あ
か
し

＝「
メ
メ
ン
ト
」
を
遺
し
て

逝
き
た
い
と
い
う
。
後
世
に
遺
す
も
の
、
そ
れ
は
「
金
」「
事
業
」「
思
想
」
も
大
事

だ
が
、
最
大
遺
物
で
は
な
い
と
い
い
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
即
ち
此
世
の
中

0

0

0

0

0

0

は
是
は
決
し
て
悪
魔
が
支
配
す
る
世
の
中
に
あ
ら
ず
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
神
の
世
の
中
で
あ
る
と

云
ふ
事
を
信
ず
る
事
で
あ
る
。
失
望
の
世
の
中
に
あ
ら
ず
し
て
、
望
み
の
世
の
中
で
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あ
る
こ
と
を
信
ず
る
事
で
あ
る
、
此
世
の
中
は
悲
み
の
世
の
中
で
な
く
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
喜
び

0

0

の
世
の
中

0

0

0

0

で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
我
々
の
生
涯
に
実
行
し
て
其
生
涯
を
世
の
中
の
贈

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

物
と
し
て
此
世
を
去
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
其
遺
物
は
誰
に
も
出
来
る
遺
物

で
は
な
い
か
と
思
ふ
」（
同
、
二
八
一
頁
、
口
絵
参
照
）。
真
面
目
に
生
き
た
一
生
涯
、

そ
れ
こ
そ
が
後
世
へ
の
最
大
遺
物
で
あ
る
、
と
。
三
浦
半
島
で
出
会
っ
た
、
政
治
も

宗
教
を
知
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
桶
作
り
の
仕
事
に
励
む
桶
職
人
に
、
著
者
は
安
泰
に
独

り
立
つ
「
天
職
」
を
見
た
の
で
あ
る
。

秋
の
夕ゆ

う
べ　

秋あ
き

が
来き

た
、

涼す
ゞ

し
き
心こ

ゝ

地ち

よ
き
秋あ

き

が
来き

た

嗚あ

呼ゝ
愛あ

い

す
べ
き
秋あ

き

よ
。

老ろ
う

が
来き

た
。

静し
づ
かな

る
黙し

め
し示

に
富と

め
る
老ろ

う

が
来き

た
、

嗚あ

呼ゝ
楽た

の

し
き
老ろ

う

よ
。

此こ
の

後の
ち

に
冬ふ

ゆ

が
来く

る
、

冷つ
め

た
き
死し

と
墓は

か

と
が
来く

る
、

然し
か

る
後の

ち

に
復ふ

く

活く
わ
つの

春は
る

が
来く

る
、

而し
か

し
て
最い

や

後は
て

に
永え

い

久き
う

変か
は

ら
ざ
る
、

清き
よ

き
涼す

ゞ

し
き
神か

み

の
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
夏な

つ

が
来く

る
、

嗚あ

呼ゝ
感か

ん

謝し
や

に
充み

て

る
生し

や
う

涯が
い

よ
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
九
五
号
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第

二
二
巻
、
四
二
九
―
四
三
〇
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
九
五
号
の
二
頁
目
上
段
に
「
曳
杖
生
」
の
署
名
で
掲
載
さ
れ
、

下
段
以
降
は
「
希
望
の
生
涯
」「
歓
喜
の
極
」「
完
全
な
る
人
生
」「
信
仰
と
待
望
」

と
続
い
て
い
る
。「
希
望
の
生
涯
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
我
は
後う

し
ろ

を
見
な
い
、
前
を
見
る
、
過
去
を
顧
み
な
い
、
未
来
を
望
む
」「
我
は
我わ

が

救す
く
ひ

主ぬ
し

イ
エ

ス
キ
リ
ス
ト
の
其〔

そ

処こ
〕

よ
り
降
り
臨き

た

る
を
待
つ
」（
第
二
二
巻
、
四
三
一
頁
）。「
信
仰
と

待
望
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。「
世
に
彼
の
再
臨
を
促
す
者
は
信
者
の

待
望
で
あ
る
」「
ヱ
ホ
バ
は
地
の
極は

て

ま
で
も
戦
争
を
廃や

め
し
め
弓
を
折
り
戈ほ

こ

を
断た

ち

戦い
く
さ

車く
る
まを

火
に
て
焚
き
給
ふ
（
詩
篇
四
十
六
）、
然
り
人
に
非
ず
ヱ
ホ
バ
で
あ
る
、
彼9

が
臨
り
給
ひ
て
の
み
此
事
は
成
る
の
で
あ
る
」（
同
、
四
三
三
頁
）。
第
一
次
世
界
大

戦
下
、
Ｄ
・
Ｃ
・
ベ
ル
か
ら
『
日
曜
学
校
時
報
』
が
届
い
た
、
そ
の
一
カ
月
程
後
の

詩
で
あ
る
。
秋
、
老
、
冬
、
死
、
墓
の
あ
と
に
は
、
復
活
の
春
が
、
楽パ

ラ
ダ
イ
ス園

の
夏
が
来

る
、
さ
ら
に
は
再
臨
の
イ
エ
ス
が
臨き

た

り
つ
つ
あ
る
。「
嗚あ

呼ゝ
感か

ん

謝し
や

に
充み

て

る
生し

や
う

涯が
い

よ
」。

〔
秋
は
秋
と
し
て
善
し
〕

秋
は
秋
と
し
て
善
し
、
冬
は
冬
と
し
て
善
し
。
春
は
春
と
し
て
善
し
、
夏
は
夏
と
し
て

善
し
。
貧
は
貧
と
し
て
善
し
、
富
は
富
と
し
て
善
し
。
老
は
老
と
し
て
善
し
、
若に

や
くは

若

と
し
て
善
し
。
神
に
依
り
頼
み
て
如〔

い

何か
〕

な
る
時
期
も
如
何
な
る
境
遇
も
善
か
ら
ざ
る
は

な
し
。
多
分
死
は
生
丈〔

だ
〕け

善
く
、
或

〔
あ
る
い
〕は

生
以
上
に
善
く
あ
ら
ん
。

（「
日
記
」
一
九
二
六
年
一
一
月
三
〇
日
、
第
三
五
巻
、
一
二
四
頁
）

○
著
者
の
死
の
四
年
前
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
一
月
三
〇
日
の
日
記
に
記
さ

れ
た
、
題
名
も
な
く
、
詩
形
式
を
も
た
な
い
詩
で
あ
る
。「
秋
の
夕ゆ

う
べ」

以
降
一
〇
年

間
、
詩
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
期
間
は
、
再
臨
信
仰
に
希
望
を
託
し
た
一
〇

年
間
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
日
記
に
は
、
詩
の
前
に
、
日
付
（
火
）、
天
気
（
晴
）

の
あ
と
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
朝
起
き
て
霜
を
庭
に
見
た
。
柿
の
葉
は

落
ち
て
実
は
小
な
る
提

〔
ち
ょ
う

灯ち
ん
〕の

如
く
に
枝
に
垂
る
。
朝
日
に
対
し
左
の
如
く
に
口
す



― 29 ―

さ
ん
だ
」（
第
三
五
巻
、
一
二
四
頁
）。
秋
、
冬
、
春
、
夏
、
貧
、
富
、
老
、
若
、
死
、

神
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
境
遇
、
物
事
は
、
す
べ
て
善
し
―
宇
宙
万
物
人
生
悉
く
可
な

り
。
こ
こ
に
著
者
に
よ
る
信
仰
詩
の
福
音
的
宇
宙
が
あ
る
。
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二　

訳
詩
・
解
題

〔
如い

何か

な
れ
ば
艱か

ん
難な

ん
に
を
る
者
に
光ひ

か
りを

賜た
ま

ひ
〕

如い

何か

な
れ
ば
艱か

ん

難な
ん

に
を
る
者
に
光ひ

か
りを

賜た
ま

ひ
、

心
苦く

る
しむ

者
に
生せ

い

命め
い

を
賜た

ま

ひ
し
や
、

斯か

か
る
も
の
は
死し

を
望の

ぞ

む
な
れ
ど
も
来
ら
ず
、

こ
れ
を
も
と
む
る
は
蔵か

く

れ
た
る
宝た

か
らを

掘ほ

る
よ
り
も
甚は

な

は
だ
し
、

も
し
墳ふ

ん

墓ぼ

を
尋た

づ

ね
て
獲え

ば

大お
ほ

ひ
に
喜よ

ろ
こび

楽た
の

し
む
な
り
、

其
道み

ち

か
く
れ
神
に
取と

り

籠こ
め

ら
れ
を
る
人
に

如い

何か

な
れ
ば
光ひ

か
り明

を
賜た

ま

ふ
や
、

（『
基
督
信
徒
の
慰
』、
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
（
以
下
、

出
版
社
、
出
版
年
、
略
）、『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
巻
（
以
下
、
巻
数
の
み
に

略
）、
六
一
頁
。

○
内
村
鑑
三
（
以
下
、
著
者
に
略
）
が
三
二
歳
に
な
る
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
、

最
初
の
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
基
督
信
徒
の
慰
』（
二
月
二
五
日
発
行
）
に
収

め
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
二
三
歳
で
、
内
部
に

「
真
空
」
を
抱
え
て
キ
リ
ス
ト
教
大
国
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ア
マ
ス
ト
大
学
で
シ
ー

リ
ー
総
長
の
言
葉
で
贖
罪
の
回
心
を
経
験
し
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
、
二
つ

の
「
Ｊ
」（Jesus

とJapan

）
の
も
と
、
祖
国
を
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
国
に
す
る
夢

を
抱
い
て
、
異
教
国
・
日
本
に
帰
国
す
る
。
だ
が
、
宣
教
師
と
の
対
立
な
ど
で
、
北

越
学
館
な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
教
師
を
辞
職
し
、
一
八
九
一
（
明
治
二

四
）
年
一
月
に
は
、
第
一
高
等
学
校
教
育
勅
語
奉
読
式
で
の
低
頭
の
仕
方
が
「
不
敬

事
件
」
に
発
展
し
、
二
人
目
の
妻
か
ず
は
心
労
の
た
め
に
、
結
婚
生
活
わ
ず
か
一
年

九
カ
月
で
死
去
す
る
。
大
阪
の
泰
西
学
館
に
赴
任
し
て
い
た
著
者
は
、
そ
ん
な
相
次

ぐ
苦
難
と
困
窮
す
る
生
活
の
な
か
で
、『
基
督
信
徒
の
慰
』
を
書
き
下
ろ
し
た
。
内

容
は
、「
愛
す
る
も
の
ゝ
失
せ
し
時
」「
国
人
に
捨
て
ら
れ
し
時
」「
基
督
教
会
に
捨

て
ら
れ
し
時
」「
事
業
に
失
敗
せ
し
時
」「
貧
に
迫
り
し
時
」「
不
治
の
病
に
罹
り
し

時
」
の
全
六
章
か
ら
な
り
、
自
伝
で
は
な
い
が
、
一
信
徒
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
悲

嘆
が
激
し
く
渦
巻
い
て
い
る
。
本
詩
は
、
第
六
章
「
不ふ

治ぢ

の
病や

ま
ひに

罹か
か

り
し
時と

き

」
に
収



録
さ
れ
、「
此
快く

わ
い

楽ら
く

世せ

界か
い

も
病や

め
る
我
に
取と

り
て
は
一
の
用よ

う

あ
る
な
し
」（
第
二
巻
、

六
〇
頁
）
と
書
き
、「
死し

は
我
に
取と

り
て
は
最さ

い

上じ
や
うの

賜た
ま

物も
の

な
り
」（
同
前
）
の
後
に
置

か
れ
、
詩
の
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
続
い
て
い
る
。「
顧

か
へ
り
みれ

ば
過す

ぎ

に
し
年
の

我
の
生し

や
う

涯が
い

、
我
の
失し

つ

敗ぱ
い

、
我
之
を
思
へ
ば
後こ

う

悔く
わ
い

殆ほ
と

ん
ど
堪た

ゆ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ

り
」（
同
、
六
一
頁
）。
本
訳
詩
に
は
、
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

『
或
る
詩
』（
無
名
氏
）

我わ
れ

の
こ
の
世
に
つ
か
は
さ
れ
し
は
、

わ
が
意い

を
世
に
張は

る
た
め
な
ら
で
、

神か
み

の
恵め

ぐ
みを

う
け
ん
た
め
、

そ
の
み
む
ね
を
ば
と
げ
ん
為た

め
な
り
。

な
み
だ
の
谷た

に

や
笑ゑ

み

の
園そ

の

、

か
な
し
み
は
来こ

ん
よ
ろ
こ
び
と
、

よ
ろ
こ
び
受う

け
ん
ふ
た
つ
と
も
、

神か
み

の
み
こ
ゝ
ろ
な
ら
ば
こ
そ
。

勇ゆ
う

者し
や

の
た
け
き
力ち

か
らを

も
、

教け
う

師し

の
も
ゆ
る
雄ゆ

う

弁べ
ん

も
、

わ
れ
望の

ぞ

ま
ぬ
に
あ
ら
ね
ど
も
、

み
む
ね
の
ま
ゝ
に
あ
る
に
は
し
か
じ
。

弱よ
は

き
此こ

の

身み

は
い
か
に
し
て
、

そ
の
つ
と
め
を
ば
は
つ
べ
き
や
、

わ
れ
は
知し

ら
ね
ど
神か

み

は
し
る
、

神か
み

に
頼よ

る
身み

は
無む

益や
く

な
ら
ぬ
を
。

小せ
う

な
る
つ
と
め
小
な
ら
ず
、

よ
を
蓋を

ふ
と
て
も
大だ

い

な
ら
ず
、

小
は
わ
が
意い

を
な
す
に
あ
り
、

大だ
い

は
み
む
ね
に
よ
る
に
あ
り
。

わ
が
手て

を
取と

れ
よ
わ
が
神か

み

よ
、

我わ
が

行ゆ

く
み
ち
を
導み

ち
びけ

よ
、

わ
れ
の
目め

あ
て的

は
御み

意む
ね

を
ば
、

為な

す
が
忍し

の

ぶ
に
あ
る
な
ら
ば
。

（『
基
督
信
徒
の
慰
』、
第
二
巻
、
六
五
頁
、『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
四
九
―
三

五
一
頁
）

○
本
訳
詩
は
、
第
六
章
「
不ふ

治ぢ

の
病や

ま
ひに

罹か
ゝ

り
し
時と

き

」
の
な
か
に
、
作
者
名
は
記
さ
れ
ず

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
詩
に
続
く
文
章
で
は
、
汝
、
病
床
に
あ
る
が
故
に
、
こ
の
世

に
存
す
る
こ
と
は
無
用
で
あ
る
と
い
う
か
、
戦
争
に
で
な
い
兵
卒
は
、
山
奥
に
咲
く

蘭
は
、
海
底
に
生
茂
る
珊
瑚
は
無
用
で
あ
る
と
い
う
か
と
問
い
、
六
章
の
最
後
に
は
、

不
治
の
病
に
怖
れ
る
こ
と
な
く
、
快
復
の
望
み
と
そ
れ
に
耐
え
る
慰
め
の
快
楽
が
あ

る
と
と
も
に
、「
生い

の
ち命

に
勝ま

さ

る
宝た

か
ら

と
希の

ぞ
み望

と
を
汝
の
有い

う

す
る
あ
り
、
又
病び

や
う

中ち
う

の
天て

ん

職し
よ
くあ

る
な
り
、
汝な

ん
ぢは

絶ぜ
つ

望ば
う

す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」（
第
二
巻
、
七
一
頁
）
と
、
自

ら
を
励
ま
す
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
著
者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
と
し
て
、
本
書

に
お
い
て
、
こ
の
世
の
悲
嘆
と
受
苦
に
絶
望
す
る
こ
と
な
く
、
真
の
慰
め
は
神
と
と

も
に
あ
る
こ
と
を
一
信
徒
の
自
分
自
身
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
た
。
不
敬
事
件
で
妻

か
ず
を
失
い
、
日
本
の
国
人
（
民
）
に
捨
て
ら
れ
、
教
会
か
ら
も
非
難
を
受
け
、
事

業
に
も
失
敗
し
た
、
日
本
の
一
人
の
ヨ
ブ
で
あ
る
著
者
に
と
っ
て
、
本
書
は
、
ど
の

よ
う
な
現
実
の
悲
嘆
も
希
望
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
信
仰
に
お
い
て
告
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
る
春
、
山
上
で
イ
エ
ス
の
語
る
「
幸さ

い

福は
ひ

な
る
か
な
、
心こ

こ
ろ

― 32 ―
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の
貧ま

づ

し
き
者も

の

。
天て

ん

国こ
く

は
そ
の
人ひ

と

の
も
の
な
り
。
…
…
」（「
マ
タ
イ
伝
福
音
書
」
第
五

章
三
節
、『
文
語
訳
新
約
聖
書
』）
と
通
じ
て
い
る
。
本
訳
詩
は
、『
愛
吟
』
に
収
録
さ

れ
る
に
あ
た
り
、「『
或
る
詩
』（
無
名
氏
）」
と
題
さ
れ
、
一
部
語
句
、
句
読
点
が
改

め
ら
れ
て
い
る
。

ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
の
夢
（
ラ
ッ
セ
ル
、
ロ
ー
エ
ル
）

見
よ
、
わ
れ
な
る
ぞ
懼お

そ

る
ゝ
な
、

聖
き
盃

さ
か
づ
き

求
め
ん
と

諸し
よ

国こ
く

を
巡め

ぐ

る
も
益え

き

ぞ
な
し
、

見
よ
、
さ
か
づ
き
は
そ
こ
に
あ
り

小
川
に
く
み
し
手て

杓し
や
くあ

り
、

さ
き
て
与
へ
し
其
パ
ン
は

さ
か
れ
し
我
の
躰か

ら
だな

り
、

そ
の
冷ひ

や

水み
づ

は
十
字
架
の

上
よ
り
流
れ
し
我
血
な
り
、

貧
き
人
と
と
も
に
す
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

食
こ
そ
実
に
や

9

9

9

9

9

9

聖
餐
な
り
。

（『
求
安
録
』、
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
（
以
下
、
出
版
社
、

出
版
年
、
略
）、
第
二
巻
一
五
九
―
一
六
〇
頁
、『
伝
道
之
精
神
』、
第
二
巻
、

三
二
九
―
三
三
〇
頁
）

○『
求
安
録
』
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
は
、『
基

督
信
徒
の
慰
』
刊
行
後
の
四
月
下
旬
、
泰
西
学
館
を
辞
め
て
熊
本
英
学
校
に
七
月
一

一
日
ま
で
赴
任
し
、
八
月
に
熊
本
市
郊
外
の
託
摩
ヶ
原
の
槙
樹
の
下
で
、
古
い
鞄
を

台
に
し
て
二
冊
目
の
宗
教
書
で
あ
る
本
書
を
書
き
上
げ
た
。
本
書
は
、
上
下
二
部
か

ら
な
り
、「
安
」
を
「
求
」
め
る
信
仰
告
白
の
書
で
あ
る
。
冒
頭
「
自じ

序ぢ
よ

に
代か

ふ
」

に
は
、「
口く

ち

あ
ひ
て
腸

は
ら
わ
たみ

せ
る
柘じ

や
く
ろ榴

か
な
。」（
第
二
巻
、
一
三
五
頁
）
と
い
う
芭
蕉
の

句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、『
基
督
信
徒
の
慰
』『
伝
道
之
精
神
』（
警
醒
社

書
店
、
一
八
九
四
年
）
と
と
も
に
、
初
期
の
信
仰
著
作
で
あ
る
（「〔
如い

何か

な
れ
ば
艱か

ん

難な
ん

に
を
る
者
に
光ひ

か
りを

賜た
ま

ひ
〕」「『
或
る
詩
』（
無
名
氏
）」
等
の
解
題
、
参
照
）。
本
訳
詩
は
、

『
求
安
録
』
の
上
の
部
「
脱だ

つ

罪ざ
い

術じ
ゆ
つ　

其
四　

慈じ

善ぜ
ん

事じ
げ
ふ業

」
の
な
か
で
引
用
さ
れ
て
い

る
。
著
者
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
同
、
一
五
八
―
一
五
九
頁
）。
中
古
時
代

の
君
主
「
ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
」
は
、
最
後
の
晩
餐
で
用
い
ら
れ
た
「
金き

ん

の
盃

さ
か
づ
き」

を

探
し
に
城
門
を
で
る
と
、
そ
こ
に
「
癩ら

い

病び
や
う

を
患う

れ
ふ

る
も
の
」（
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
）
が

来
て
施
し
を
乞
う
。
だ
が
、
彼
は
先
を
急
ぎ
、
怒
り
、
懐
中
よ
り
金
貨
一
個
を
地
上

に
投
じ
る
。
欧
州
諸
国
を
巡
り
、
や
が
て
老
い
、
貧
困
が
迫
り
、
目
的
を
果
せ
な
い

ま
ま
再
び
城
門
に
帰
る
と
、
そ
の
貧
者
・
患
者
が
そ
こ
に
い
る
。
ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル

公
に
は
、
彼
に
与
え
る
金
銀
が
な
く
、
一
個
の
パ
ン
の
半
分
と
、
腰
の
手
杓
で
小
川

の
冷
水
を
汲
み
与
え
る
。
す
る
と
、「
乞こ

つ

食じ
き

の
患く

わ
ん

者じ
や

」
は
、「
栄え

い

光く
わ
うあ

る
基
督
」
と

な
り
、
ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
に
祝
福
を
与
え
る
。
著
者
は
、「
読よ

ん

で
こ
ゝ
に
至
て
余

は
歓く

わ
ん喜き

を
以
て
充み

た
さ
れ
た
り
」（
同
、
一
六
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。『
伝
道
之
精
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神
』
の
「
其
六　

人
の
為
に
す
る
伝
道
」
の
な
か
に
も
、
ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
の
紹

介
と
と
も
に
、
同
じ
詩
が
収
め
れ
て
い
る
。
訳
詩
は
「
ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
の
夢
」

（Sir�Launfalʼs�D
ream

、「
ラ
ウ
ン
フ
ウ
ル
公
の
夢
」、
参
照
）
で
、
作
者
は
ア
メ
リ
カ

の
詩
人Jam

es�Russell�Low
ell

（
一
八
一
九
―
一
八
九
一
年
）。
原
詩
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。「Lo,�it�is�I,�be�not�afraid!/In�m

any�clim
es�w

ithout�avail/
T

hou�hast�spent�thy�life�for�the�H
oly�Grail;/Behold,�it�is�here

―this�
cup�w

hich�thou/D
idst�fill�at�the�stream

let�for�m
e�but�now

;/T
his�crust�

is�m
y�body�broken�for�thee,/T

his�w
ater�H

is�blood�that�died�on�the�
tree;/T

he�H
oly�Supper�is�kept,�indeed,/In�w

hatso�w
e�share�w

ith�
anotherʼs�need;

」（
同
、
一
五
九
頁
）。『
伝
道
之
精
神
』
に
再
掲
す
る
に
あ
た
っ
て
、

本
訳
詩
の
あ
と
に
「
著
者
申
す
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
余
は

此
佳
話
を
前
著
求
安
録
に
掲
げ
以
て
慈
善
事
業
が
余
の
衷
心
の
渇
望
を
充
た
す
能
は

ざ
る
を
叙
述
せ
り
、
是
余
の
実
撿
の
有
の
ま
ゝ
を
記
せ
し
な
れ
ど
も
読
者
或
は
之
に

依
て
此
美
談
の
真
味
を
失
ふ
を
怖
る
、「
ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
の
夢
」
な
る
韻
文
の

作
者
ラ
ツ
セ
ル
、
ロ
ー
エ
ル
氏
が
之
を
も
の
せ
し
原
意
は
全
く
余
の
今
此
に
論
ず
る

人
性
的
宗
教
を
奨
励
せ
ん
が
為
に
せ
し
な
り
、
然
る
に
之
を
以
て
儀
式
外
形
的
慈
善

を
以
て
足
れ
り
と
教
へ
し
如
き
に
解
せ
し
は
全
く
著
者
の
誤
解
に
基
き
し
も
の
な
り

（
中
略
）
依
て
今
再
び
之
を
爰

〔
こ
こ
〕に

引
用
し
、
以
て
其
真
意
味
を
世
に
紹
介
し
、
並

〔
あ
わ
〕せ

て
著
者
の
思
慮
の
浅
か
り
し
を
表
白
す
」（
同
、
三
三
〇
頁
）。

〔
羽は

翼ね

あ
ら
ば
何い

づ
こ処

に
飛と

ば
ん
わ
が
魂た

ま

よ
〕（
ヘ
ン
リ
ー
、
バ
ー

ト
ン
）

羽は

翼ね

あ
ら
ば
何い

づ
こ処

に
飛と

ば
む
わ
が
魂た

ま

よ
、

事
業
へ
乎
、
心
よ
り
せ
ぬ
事
業
へ
乎
。

永と
こ
し
へ久

の
あ
ら
し
は
こ
ゝ
に
吹
か
ぬ
か
や
、

事
業
に
は
、
死し

せ
る
う
は
べ
の
事
業
に
は
。

恐お
そ

る
べ
き
声こ

ゑ

も
て
事
業
答
へ
け
る
、

こ
ゝ
に
な
し
、
ま
ど
へ
る
魂た

ま

よ
こ
ゝ
を
去さ

れ
。

（『
求
安
録
』、
第
二
巻
、
一
六
四
頁
）

○『
求
安
録
』
の
上
の
部
「
脱だ

つ

罪ざ
い

術じ
ゆ
つ　

其
四　

慈じ

善ぜ
ん

事じ

業げ
ふ

」
の
な
か
で
、「
ラ
ウ
ン
フ

ホ
ー
ル
公
の
夢
」
の
あ
と
に
、
慈
善
事
業
に
つ
い
て
ふ
れ
た
部
分
で
引
用
さ
れ
て
い

る
。
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
、
著
者
は
エ
ル
ウ
ィ
ン
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
知

的
障
が
い
児
養
護
院
で
、
博
愛
主
義
者
の
Ｉ
・
Ｎ
・
カ
ー
リ
ン
院
長
と
出
会
い
、
そ

こ
の
看
護
人
と
な
る
。
一
八
八
五
年
一
月
一
日
か
ら
七
月
二
七
日
ま
で
の
知
的
障
が

い
児
の
看
護
人
の
体
験
は
、『
流
竄
録
』（『
国
民
之
友
』
二
三
三
―
二
五
一
号
、
一
八

九
四
（
明
治
二
七
）
年
八
月
二
三
日
―
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
二
三
日
）
に
記

さ
れ
て
い
る
。『
求
安
録
』
に
は
、「
信
仰
不
相
応
の
慈
善
程
危
険
な
る
も
の
は
あ
ら

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ざ
る
な
り

9

9

9

9

」（
第
二
巻
、
一
六
二
頁
）、「
余
は
安あ

ん

心し
ん

術じ
ゆ
つ

と
し
て
慈
善
事
業
の
無む

益え
き

な

る
を
悟さ

と

れ
り
、
否い

な
無む

功こ
う

な
る
の
み
な
ら
ず
余
は
一
層そ

う

余
の
欠け

つ

点て
ん

を
摘て

き

示し

せ
ら
れ
、

尚
一
層
の
懼お

そ
れ怖

を
抱い

だ

き
、
前
日
に
勝ま

さ

り
て
心し

ん

霊れ
い

未み

来ら
い

の
危き

険け
ん

を
感か

ん

ず
る
に
至
れ
り
」

（
同
、
一
六
三
―
一
六
四
頁
）
と
述
べ
、
続
け
て
本
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
原
詩
は
、

「O
�T

H
A

T
�I�H

A
D

�W
IN

GS�LIK
E�A

�D
O

V
E

!

」
の
一
節
で
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。「W

here�w
ouldst�thou�fly?�T

o�w
orks

―to�em
pty�form

s/W
ith�thy�

dove�w
ings?/W

ill�these�give�shelter�from
�eternal�storm

s

―/T
hese�

poor�dead�things?/A
nd�

“working

”�answ
ers�w

ith�a�voice�severe,/

“Turn�
back,�m

istaken�soul!�Rest�is�not�here!

”（H
enry�Burton,�in�Sunday�M

aga-
zine.

）」（
同
、
一
六
四
頁
、「T

he�Sunday�M
agazine

（London,�ISBIST
ER�A

N
D

�
CO

M
PA

N
Y

）」
で
は
「T

o�w
orks

」
の
あ
と
に
「?

」
が
、「dove�w

ings

」
は
「dove-

w
ings

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）。
作
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
讃
美
歌
詩
人H

enry�
Bur-

ton

（
一
八
四
〇
―
一
九
三
〇
年
）。
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〔
噫

〔
あ
あ
〕聖せ
い

霊れ
い

よ
、
爾

〔
な
ん
じ
〕は

諸す
べ

て
の
宮み

殿や

に
勝ま

さ
り
〕（
ミ
ル
ト
ン
）

噫
〔
あ
あ
〕聖せ
い

霊れ
い

よ
、
爾

〔
な
ん
じ
〕は

諸す
べ

て
の
宮み

殿や

に
勝ま

さ

り

浄き
よ

く
し
て
正
し
き
心
を
受じ

ゆ

納の
う

し
賜た

ま

ふ
、

真し
ん

理り

は
爾
に
存
す
、
願
く
は
我
を
教
へ
よ
、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

我
の
暗く

ら

き
を
輝て

ら

し
、
我
の
低ひ

く

き
を
高た

か

め
、

此
問
題
の
広く

わ
う

遠ゑ
ん

な
る
に
憶お

く

せ
ず
、

我
を
し
て
永え

い

久き
う

の
摂せ

つ

理り

を
講こ

う

じ
、

天て
ん

道だ
う

の
是ぜ

な
る
こ
と
を
弁べ

ん

ぜ
し
め
よ
。

（『
求
安
録
』、
第
二
巻
、
一
八
六
頁
）

○『
求
安
録
』
の
下
の
部
「
罪つ

み

の
原げ

ん

理り

」
に
、
リ
バ
イ
バ
ル
、
学
問
、
慈
善
事
業
、
伝

道
な
ど
、「
世
の
称
す
る
忘ぼ

う

罪ざ
い

術じ
ゆ
つは

一
と
し
て
功
力
を
有
す
る
も
の
な
し
」（
第
二
巻
、

一
八
五
頁
）、「
我
に
世
の
充み

た

す
能

〔
あ
た
〕は

ざ
る
の
慾
あ
り
、
人
の
み
は
満ま

ん

足ぞ
く

し
能
は
ざ
る

動ど
う

物ぶ
つ

な
る
か
」（
同
前
）
と
述
べ
、
本
訳
詩
を
収
め
て
い
る
。
原
詩
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。「
“O�Spirit,�that�dost�prefer/Before�all�tem

ples�the�upright�
heart�

and�
pure,/Instruct�

m
e,�

for�
thou�

know
ʼst;

…
…
…
…
…
…/

…
…
…
…
…w

hat�in�m
e�is�dark/Illum

ine;�w
hat�is�low

,�raise�and�sup-
port;/T

hat�to�the�height�of�this�great�argum
ent/I�m

ay�assert�eternal�
Providence,/A

nd�justify�the�w
ays�of�God�to�m

en.

”―M
ilton.

」（
同
、
一
八

五
―
一
八
六
頁
）。
作
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人John�M

ilton

（
一
六
〇
八
―
一
六
七

四
年
）。

〔
月
日
と
星ほ

し
の
巧こ

う
造ぞ

う
に
〕（『
フ
ァ
ー
ス
ト
』）（
ゲ
ー
テ
）

月
日
と
星ほ

し

の
巧こ

う

造ぞ
う

に　
　
　
　
　

我
の
批ひ

難な
ん

す
べ
き
は
な
し

た
ゞ
は
か
な
さ
は
人
の
子
が　
　

己お
の
れと

己
が
身
を
攻せ

む
る

よ
ろ
づ
の
物
の
頭か

し
らな

る　
　
　
　

人
こ
そ
も
と
の
す
が
た
に
て

今
も
昔
も
変か

は

り
な
き　
　
　
　
　

驚お
ど
ろき

入
た
る
奇き

物ぶ
つ

な
り

天
の
光ひ

か
りが

彼
の
身み

に　
　
　
　
　

宿や
ど

り
し
事
の
な
か
り
せ
ば

彼
の
命い

の
ちは

今
よ
り
も　
　
　
　
　

堪た

へ
易や

す

か
り
し
も
の
な
ら
め

道だ
う

理り

と
称と

な

へ
て
道
理
を
ば　
　
　

己お
の
れを

責せ

む
る
器き

具ぐ

と
な
し

獣け
も
のに

劣お
と

る
獣
ま
で　
　
　
　
　
　

下げ

落ら
く

す
る
こ
そ
憐あ

は

れ
な
れ

神
の
許
可
に
て
我
は
謂い

ふ　
　
　

人
て
ふ
も
の
は
夏な

つ

の
日
に

草く
さ

叢む
ら

に
棲す

む
ば
つ
た
虫　
　
　
　

長
き
後う

し
ろろ

の
す
ね
足あ

し

に

飛と

ん
で
跳は

ね

た
り
は
ね
て
と
び　
　

古
き
あ
だ
言ご

と

く
り
か
へ
す

心
静し

づ

か
に
草く

さ

叢む
ら

の　
　
　
　
　
　

中
に
落お

ち

付つ

き
居を

り
か
ね
て

糞ふ
ん

の
塊

か
た
ま
りあ

る
毎
に　
　
　
　
　
　

そ
の
鼻は

な

端さ
き

を
突つ

き

入い

れ
る

（『
求
安
録
』、
第
二
巻
、
一
九
四
頁
）

○『
求
安
録
』
の
下
の
部
「
罪つ

み

の
原げ

ん

理り

」
の
な
か
で
、
著
者
は
「
罪
と
は
何
ぞ
や
」（
第

二
巻
、
一
八
六
頁
）、「
善
」
と
は
と
問
い
、「
善
と
は
神
な
り

5

5

5

5

5

5

」（
同
、
一
八
九
頁
）
と

答
え
、
神
に
帰
す
る
人
が
「
善
人
」
に
し
て
、「
罪
よ
り
免
か
る
ゝ
の
法
只
此
一
途

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

あ
る
の
み

9

9

9

9

」（
同
前
）
と
述
べ
て
い
る
。
次
い
で
、「
創
世
記
」
の
人
類
の
堕
罪
に
つ

い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、
宗
教
界
の
「
柔じ

う

弱じ
や
く

社し
や

会く
わ
い」

と
権
力
に
つ
い
て
は
、「
教

会
は
天
国
に
最
も
近ち

か

く
し
て
最
も
遠と

ほ

き
処
な
り
、
悪あ

く

鬼き〔

已す
で
〕に

聖せ
い

殿で
ん

を
奪う

ば

へ
り
、
人
生

の
荒く

わ
う

漠ば
く

実
に
察さ

つ

す
べ
き
な
り
」（
同
、
一
九
四
頁
）、「
如

〔
か
く
の

此ご
と
く
〕に

し
て
人
は
人
の
敵て

き

と

な
り
、
己
は
己
の
敵
と
な
り
、
不ふ

平へ
い

不ふ

満ま
ん

や
る
か
た
な
く
、
此
完く

わ
ん備び

せ
る
宇う

宙ち
う

に

生う
ま

れ
な
が
ら
人
類
程
憐あ

は

れ
む
べ
き
動ど

う

物ぶ
つ

は
な
き
に
至
れ
り
。
／
詩し

人じ
ん

ゲ
ー
テ
の
メ

フ
ィ
ス
ト
ー
（
悪あ

く

魔ま

）
が
神か

み

に
訴う

つ
たへ

し
語
に
曰
く
」（
同
前
）
と
し
て
、
魂
の
遍
歴
を

描
く
ゲ
ー
テ
の
長
篇
劇
詩
『
フ
ァ
ー
ス
ト
』（
第
一
部
一
八
〇
六
年
完
成
、
一
八
〇
八

年
刊
、
第
二
部
一
八
三
一
年
完
成
、
死
後
刊
、
桑
原
武
夫
編
『
西
洋
文
学
』
第
二
版
、
岩
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波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
の
「
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
」
の
言
葉
を
引
用
し
て
い

る
。『
フ
ァ
ー
ス
ト
』
は
、
渡
米
中
に
ア
マ
ス
ト
大
学
で
読
了
し
た
（
亀
井
俊
介
『
内

村
鑑
三
』、
一
三
四
―
一
三
五
頁
）。「
罪つ

み

の
原げ

ん

理り

」
は
、
以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い

る
。「
嗚あ

呼ゝ
若
し
人
心
無む

声せ
い

の
叫き

う

号が
う

を
集し

ふ

合が
ふ

し
得
る
細さ

い

音お
ん

器き

（M
icrophone

）
あ
り

て
吾
人
を
し
て
其
声
を
聞き

く
を
得
せ
し
め
れ
ば
悲ひ

哀あ
い

の
声
は
天
を
裂さ

き
地ち

を
動
か
す

も
な
ほ
足
ら
ざ
ら
ん
、
嗚あ

呼ゝ
我
を
救す

く

ふ
も
の
あ
ら
ざ
る
か
、
…
…
」（
同
、
一
九
六
―

一
九
七
頁
）。
作
者
は
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
・
作
家Johann�W

olfgang�von�Goethe

（
一
七
四
九
―
一
八
三
二
年
）。

〔
我
も
は
や
懼お

そ
れ
ず
〕（W

hittier

）

我
も
は
や
懼お

そ

れ
ず

曇く
も

り
し
自し

然ぜ
ん

の
面お

も

か
げ
も

今
は
笑わ

ら
ひを

含ふ
く

み
け
り
、

限
り
あ
る
も
の
、
朽く

ち
る
も
の
、

感
じ
得
る
も
の
す
べ
て
皆
、

触ふ
る

る
聖み

霊た
ま

の
羽は

音お
と

し
て

希き

望ぼ
う

の
讃さ

ん

美び

唱と
な

へ
け
る
。

（『
求
安
録
』、
第
二
巻
、
二
二
五
頁
、
第
一
一
巻
、
四
五
九
頁
）

○『
求
安
録
』
の
下
の
部
「
楽ら

く

園ゑ
ん

の
回く

わ
い

復ふ
く　

Paradise�
Regainned.

」
の
な
か
で
、

「
以〔

イ

賽ザ

亜ヤ
〕

」「
約〔

ヨ
ハ
ネ
〕翰

伝
」「
使
徒
行
伝
」「
詩
篇
」
な
ど
を
引
用
し
た
あ
と
、「
愛
の
泉せ

ん

源げ
ん

は
神
な
り
、
我
神
に
接せ

つ

し
て
後
、
愛
我
を
充み

た
し
而

し
か
し
て

后の
ち

又
我
よ
り
流な

が

れ
出
る
な

り
」（
第
二
巻
、
二
二
三
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
次
い
で
、「
わ
れ
神
と
和わ

合ご
ふ

し
て
よ

り
我
に
平へ

い

和わ

を
与
へ
得
ざ
り
し
学
問
も
今
は
再
び
無む

限げ
ん

の
快く

わ
い

楽ら
く

と
慰い

藉せ
き

と
を
我
に

給
す
る
に
至
れ
り
、
宇う

宙ち
う

は
真
に
壮そ

う

厳げ
ん

な
る
大だ

い

美び

術じ
ゆ
つ

と
な
り
た
り
」（
同
、
二
二
四

頁
）
の
あ
と
、
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ア
の
詩
を
引
用
し
、
こ
う
続
け
て
い
る
。「
歴れ

史き
し

は
大だ

い

戯ぎ

曲き
よ
く

と
し
て
味あ

じ
は

ふ
べ
く
、
地ち

球き
う

は
大だ

い

花く
わ

園ゑ
ん

と
し
て
眺な

が

む
べ
し
、
…
…
」（
同
、
二
二

五
頁
）。
著
者
は
、『
月
曜
講
演
』（
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
八
年
）
の
「
第
三
章　

米

国
詩
人
」
の
な
か
で
、W

hittier

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ホ
イ

ツ
チ
エ
ル
は
信
仰
厚
き
ク
エ
カ
ア
派
の
信
者
な
り
き
。
同
派
の
主
義
と
し
て
極
力
戦

争
を
排
斥
し
平
和
を
担
保
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
あ
り
」（
第
五
巻
、
三
六
四
頁
）。
ま

た
、
本
訳
詩
は
「
来
世
は
有
耶
無
耶
」（『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
、
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）
年
一
〇
日
一
五
日
）
の
「
其
五　

生
涯
の
実
験
よ
り
生
ず
る
来
世
の
希
望

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」

に
再
録
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
第
二
一
章
の
「
神
、
彼
等
の
目

の
涕

〔
な
み
だ
〕を

悉
く
拭
ひ
と
り
、
復
た
死
あ
ら
ず
、
哀
み
痛
み
有
る
こ
と
な
し
、
蓋そ

は

前ま
へ
の

事こ
と

す
で
に
過
去
れ
ば
な
り
（
第
四
節
）」
を
掲
げ
た
あ
と
、「
来
世
の
希
望
が
私
に
供
せ

ら
れ
た
時
に
私
は
始
め
て
気い

息き

を
吐つ

い
た
の
で
あ
り
ま
す
（
中
略
）
其
時
に
私
は
詩

人
ホ
ヰ
ッ
チ
ヤ
ー
の
句
を
借
り
て
謡
ひ
ま
し
た
」（
第
一
一
巻
、
四
五
八
―
四
五
九
頁
）

と
述
べ
引
用
し
て
い
る
。
著
者
は
、「
来
世
は
有
耶
無
耶
」
の
最
後
の
部
分
に
、
以

下
の
よ
う
に
記
し
た
。「
私
よ
り
来
世
の
希
望
を
奪
ふ
者
は
私
の
生
命
を
奪
ふ
者
で

あ
り
ま
す
、
是
れ
な
く
し
て
人
生
は
私
に
は
無
味
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
私
の
「
存

在
理
由
」
は
確
か
に
「
来
世
の
存
在
」
に
在
り
ま
す
」（
同
、
四
五
九
頁
）。
原
詩
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。「I�

fear�no�m
ore.�T

he�clouded�face/O
f�N

ature�
sm

iles;�through�all�her�things/O
f�tim

e�and�space�and�sense�I�trace/
T

he�m
oving�of�the�Spiritʼs�w

ings,/A
nd�hear�the�song�of�hope�he�sings.

―W
hittier

」（
同
、
二
二
五
頁
）。
作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
の
詩

人John�Greenleaf�W
hittier

（
一
八
〇
七
―
一
八
九
二
年
）。

〔
然
ら
ば
我
は
何
な
る
か
〕

然
ら
ば
我
は
何
な
る
か
、

夜よ

暗く
ら

く
し
て
泣な

く
赤あ

か

児ご

、

光ひ
か
りほ

し
さ
に
泣
く
赤
児
、
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泣
く
よ
り
ほ
か
に
言こ

と

語ば

な
し
。

（『
求
安
録
』、
第
二
巻
、
二
四
九
頁
）

○『
求
安
録
』
は
、
上
の
部
の
「
悲ひ

嘆た
ん

」
か
ら
下
の
部
の
「
最さ

い

終し
う

問も
ん

題だ
い

」
ま
で
、
本
書

全
体
が
罪
と
の
格
闘
の
告
白
で
あ
る
。
全
体
の
結
び
で
あ
る
「
最さ

い

終し
う

問も
ん

題だ
い

」
は
、

「
余
は
平へ

い

安あ
ん

を
得
る
途み

ち

を
知
れ
り
」「
余
は
全
く
余
を
救
ふ
力
な
き
も
の
な
る
を
悟さ

と

れ

り
」「
力
な
き
我
、
わ
が
能
ふ
こ
と
は
祈
る
こ
と
の
み

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」（
第
二
巻
、
二
四
九
頁
）
と

記
し
、
本
訳
詩
で
結
ん
で
い
る
。「
光ひ

か
り」

を
求
め
て
「
泣な

く
赤あ

か

児ご

」
と
は
著
者
自
身

で
あ
り
、
そ
の
泣
き
声
は
、
神
へ
と
届
く
祈
り
の
「
言こ

と

語ば

」
と
な
る
。
そ
こ
に
「
基

督
信
徒
の
慰
」
が
あ
る
。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
“But�w

hat�am
�I?/

A
n�infant�crying�in�the�night:�A

n�infant�crying�for�the�light:�A
nd�no�

language�but�a�cry.

”」（
同
、
二
四
九
頁
）。
本
訳
詩
に
は
、
作
者
名
、
題
名
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。

充み

た
さ
れ
し
希き

望ぼ
う

（
ホ
ウ
ヰ
チ
ヤ
ル
）

学が
く

校か
う

帰か
へ

り
の
ふ
た
り
の
女む

す
め子こ

、

た
が
ひ
の
目も

く

的て
き

問と

ひ
合あ

は

せ
し
に
、

彼か
の

女ぢ
よ

は
云い

へ
り
、
妾わ

ら
わは

女ぢ
よ

王わ
う

と
な
り
て
治を

さ

め
ん
、

是こ
の

女ぢ
よ

は
云い

へ
り
、
妾わ

ら
わは

広ひ
ろ

く
世せ

界か
い

を
見み

ん
と
。

年と
し

経へ

て
後の

ち

に
復ま

た
会あ

ひ
し
時と

き

、

た
が
ひ
の
位ゐ

置ち

を
問と

ひ
合あ

は

せ
し
に
、

彼か
の

女ぢ
よ

は
云い

へ
り
、
妾わ

ら
わは

実
に
女ぢ

よ

王わ
う

と
な
れ
り
、

貧ま
づ

し
き
人
の
妻つ

ま

に
は
あ
れ
ど
、

楽た
の

し
き
家か

族ぞ
く

は
妾わ

ら
わの

民た
み

な
り
、

実じ
つ

な
る
夫を

つ
とは

妾わ
ら
わの

王わ
う

な
り
、

愛あ
い

の
勤つ

と
めは

妾わ
ら
わの

律り
つ

な
り
、

そ
な
た
は
如い

何か

に
成な

り

行ゆ

き
に
し
や
。

是こ
の

女ぢ
よ

は
云い

へ
り
、
広ひ

ろ

き
世せ

界か
い

は
昔む

か
しも

今い
ま

も

未ま

だ
見み

ぬ
国く

に

と
な
り
て
の
こ
り
ぬ
、

愛あ
い

と
義ぎ

務む

と
の
境さ

か
えを

越こ

え
て
、

妾わ
ら
わの

足あ
し

は
出い

で

し
こ
と
な
し
。

広ひ
ろ

き
世せ

界か
い

の
そ
の
音お

と

信づ
れ

に

妾わ
ら
わは

耳み
ゝ

を
傾か

た
むけ

も
せ
ず
、

妾わ
ら
わの

母は
ゝ

の
病や

ま
ひの

寝ね

間ま

は

妾わ
ら
わの

世せ

界か
い

に
あ
る
ぞ
か
し
。

両ふ
た
り人

互た
が
ひに

手て

を
取と

り
合あ

は

せ
、

喜よ
ろ
こび

涙な
み
だに

む
せ
び
て
泣な

け
り
、

神か
み

は
幼え

う

時じ

の
願ね

が
ひを

聞き

け
り
、

我わ
れ

等ら

の
望の

ぞ

み
充み

た
さ
れ
た
り
と
。

（『
貞
操
美
談
路
得
記
』、
福
音
社
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
、
第
二
巻
、

二
九
八
―
二
九
九
頁
、『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
四
六
―
三
四
七
頁
）

○『
貞
操
美
談
路
得
記
』
は
、
旧
約
聖
書
「
ル
ツ
記
」
の
著
者
に
よ
る
最
初
の
注
解
書

で
あ
る
。
自
序
に
は
、「
明
治
二
十
六
年
十
月　

京
都
に
於
て
」
と
記
さ
れ
、「
此こ

の

書し
よ

脱だ
つ

稿か
う

は
本
年
七
月
下
旬
に
あ
り
た
り
」（
第
二
巻
、
二
五
八
頁
）
と
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
は
、
四
月
に
泰
西
学
館
を
辞
め
、
熊
本
英
学
校
に
赴
任
し
、
八
月
に
『
求
安

録
』
を
刊
行
し
、
一
一
月
に
は
『H

ow
�I�Becam

e�a�Christian

』
を
脱
稿
し
て
い

る
。
本
文
は
、「
緒
言
」「
第
一
段
」
か
ら
「
第
七
段
」「
末
段
」
ま
で
、
全
八
段
で
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構
成
さ
れ
た
「
ル
ツ
記
」
注
解
で
あ
る
。
表
紙
に
は
、「
一
名
媳
と
姑
の
福
音
」
と

副
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
ル
ツ
記
」
は
、
モ
ア
ブ
の
女
ル
ツ
（
媳
）
と
ベ
ツ
レ
ヘ

ム
の
女
ナ
オ
ミ
（
姑
）
を
主
人
公
に
し
た
、
ユ
ダ
ヤ
の
地
の
労
働
や
情
愛
を
描
い
た

美
し
い
詩
的
田
園
物
語
で
あ
る
。
著
者
は
、
刊
行
後
三
カ
月
後
に
誕
生
す
る
一
人
娘

を
「
ル
ツ
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
注
解
書
の
「
末
段
」
に
、
本
詩
が

「
極き

よ
く美び

な
る
一
編ぺ

ん

」（
第
二
巻
、
二
九
八
頁
）
と
し
て
引
用
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。「
基き

り

督す
と

教け
う

が
家か

族ぞ
く

制せ
い

度ど

を
改か

い

良り
や
うす

る
は
其そ

の

奴ど

隷れ
い

制せ
い

度ど

を
廃は

い

止し

せ
し
と
同ど

う

一い
つ

な
る
方は

う

法ほ
ふ

に
因よ

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
…
…
」（
同
、
三
〇
一
頁
）。
本
訳
詩
は
、
麦

の
詩
の
物
語
「
ル
ツ
記
」
と
も
、
奴
隷
制
廃
止
を
提
唱
し
た
作
者John�Greenleaf�

W
hittier

の
信
仰
詩
の
世
界
と
も
通
じ
て
い
る
。
第
七
段
「
喜き

楽ら
く

の
回く

わ
い

復ふ
く　

感か
ん

謝し
や

の
寡や

も
め婦

」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
小せ

う

婦ふ

ル
ツ
、
ナ
オ
ミ
の
伝で

ん

記き

は

各か
く

人じ
ん

の
伝で

ん

記き

に
し
て
亦ま

た

国こ
く

民み
ん

の
歴れ

き

史し

な
り
、
宇う

宙ち
う

の
大た

い

法ほ
ふ

な
り
、
汝な

ん
ぢ

暗あ
ん

夜や

に
独ひ

と

り

涙な
み
だに

沈し
づ

む
も
の
よ
、
汝な

ん
ぢの

救す
く
ひは

遠と
ほ

か
ら
ざ
る
な
り
」（
同
、
二
九
一
頁
）。
原
題
は
、

「GRA
N

T
ED

�W
ISH

ES.

」（
第
四
巻
、
三
七
八
頁
）。

〔
冬
已

〔
す
で
〕に

老
ひ
て
力
尽
き
〕（
ゲ
ー
テ
）

冬
已

〔
す
で
〕に

老
ひ
て
力
尽
き
、　　
　

山
里
指
し
て
逃
げ
去
れ
り
、

只
を
り
〳
〵
に
い
と
脆

〔
も
ろ
〕き

、　　

其
射
る
雹

〔
あ
ら
れ
〕の

後
ろ
矢
に
、

青
き
野
原
は
白
み
け
り
、

（『
国
民
之
友
』
二
六
五
―
二
六
六
号
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
〇
月
一

二
、
一
九
日
、「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」、
第
三
巻
、
一
九
二
頁
）

○『
国
民
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
著
者
の
代
表
的
文
学
論
で
あ
る
、「
大
文
学
は
出

〔
い
で
〕ざ

る

乎〔
か
〕、

大
文
学
は
出
ざ
る
乎
…
…
」
か
ら
始
ま
る
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」
と
、

詩
人
は
「
愛
の
書
記

9

9

9

9

た
る
な
り
」（
第
三
巻
、
一
八
六
頁
）
と
記
す
「
如
何
に
し
て
大

文
学
を
得
ん
乎
」
の
「
自
然
の
観
察
」
の
な
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
ゲ
ー
テ
が

非
凡
の
解
剖
学
者
に
し
て
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
に
先

〔
さ
き
だ
〕つ

五
十
年
已

〔
す
で
〕に

進
化
論
の
枢
点
に
達
せ

し
事
は
人
の
能
く
知
る
処
な
り
、
然
れ
ど
も
彼
の
特
技
は
気
界
の
現
象
を
叙
す
る
に

あ
り
し
が
如
し
」
と
述
べ
、
本
訳
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。「D

er�alte�W
inter�in�seiner�Schw

äche/Zog�sich�in�rauhe�Berge�
zurück./V

on�dorther�sendet�er,�fliehend,�nur/O
hnm

ächtige�Schauer�
körnigen�Eises/In�Streifen�über�die�grünende�Flur.

」（
第
三
巻
、
一
九
二

頁
）。
作
者
は
、Johann�W

olfgang�von�Goethe

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

〔
意
を
留
め
よ
〕（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）

意
を
留
め
よ
爾

〔
な
ん
じ
〕の

心
の
耳
朶
に
、
反
響
此
の
如
き
も
の
ゝ
触
る
ゝ
時
、
静
聴
熟
思
し
て

心
に
収
め
よ
、
是
れ
神
の
声
―
神
の
声
な
れ
ば
な
り
、

（『
国
民
之
友
』、
同
前
、「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」、
第
三
巻
、
一
九

三
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
の
な
か
で
、
ゲ
ー
テ
の
「〔
冬
已

〔
す
で
〕に

老
ひ
て
力
尽
き
〕」
に
次
い
で
、「
自
然
の
専
門
詩
人
」（
第
三
巻
、
一
九
二
頁
）
と
し

て
「
ヰ
リ
ヤ
ム
、
オ
ル
ヅ
オ
ス
」
を
挙
げ
、
彼
に
よ
っ
て
「
自
然
は
新
註
解
を
得
た

り
」（
同
前
）
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
人
は
神
に
像

〔
か
た
ど
〕り

て
造
ら
れ
自

然
は
神
の
可
覚
的
自
現
（Self-revelaton�of�God

）
な
り
」（
同
、
一
九
三
頁
）。
原
詩

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「O

ften�as�thy�inw
ard�ear/Catches�such�re-

bounds,�bew
are

―/Listen,�ponder,�hold�them
�dear;/For�of�God

―of�
God�they�are.

」（
同
前
）。
著
者
に
と
っ
て
、「
自
然
」
と
は
神
の
顕
わ
れ
な
の
で

あ
る
。
作
者
は
、
湖
水
地
方
で
生
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
を
代
表
す
る

「
湖レ

イ
ク
・
ポ
エ
ッ
ト

水
詩
人
」W

illiam
�W

ordsw
orth

（
一
七
七
〇
―
一
八
五
〇
年
）。
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〔
罪
に
枯
死
す
る
我
等
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

〕（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）

罪
に
枯
死
す
る
我
等
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

、
亦
た
道
に
憑〔

よ
〕る

人
の
子
な
り
、
苦
寒
堅
氷
の
冬
よ
り
呼

ば
れ
、
起
て
陽
和
の
正
気
に
沐
し
、
清
爽
限
り
な
き
夏
に
、
古
稀
の
憂
慮
を
没
せ
ざ
ら

ん
や
、

（『
国
民
之
友
』、
同
前
、「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」、
第
三
巻
、
一
九

四
頁
）

○「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
の
「〔
意
を
留
め
よ
〕」
の
次
に
、「
春
寒
漸
く
去

る
の
候
、
路
傍
に
蓮
馨
花
の
咲
け
る
を
見
て
左
の
壮
句
あ
り
」（
第
三
巻
、
一
九
三

頁
）
に
続
け
て
、
本
詩
を
引
用
し
て
い
る
。
引
用
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
茎
の
野
草
、
七
十
の
老
詩
人
に
此
冀
望
の
讃
美
歌
を
供
す
」「
詩
人
オ
ル
ヅ
オ
ス

出
〔
い
で
〕て

自
然
は
霊
化
さ
れ
し
の
感
あ
り
」（
同
、
一
九
四
頁
）。「
如
何
に
し
て
大
文
学

を
得
ん
乎
」
の
「
自
然
の
観
察
」
は
、
こ
う
結
ば
れ
て
い
る
。「
未
来
の
大
文
学
は

5

5

5

5

5

5

5

敬
虔
を
以
て
す
る
自
然
の
密
察
よ
り
来
る

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

」（
同
、
一
九
七
頁
）。
原
詩
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。「Sin-blighted�though�w

e�are,�w
e�too,/T

he�reasoning�Sons�
of�M

en,/From
�our�oblivious�w

inter�called/Shall�rise,�and�breathe�
again,/A

nd�in�eternal�sum
m

er�lose/O
ur�threescore�years�and�ten.

」（
同
、

一
九
三
―
一
九
四
頁
）。
作
者
は
、W

illiam
�W

ordsw
orth

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

〔
我
は
世
界
の
持
主
な
り
〕（
エ
マ
ル
ソ
ン
）

我
は
世
界
の
持
主
な
り
、

森
羅
万
象
我
物
な
り
、

シ
ー
ザ
の
手
腕
プ
ラ
ト
の
脳
、

イ
エ
ス
の
心
も
沙
翁
の
技
も

（「
史
学
の
研
究
」、
一
八
九
五
―
一
八
九
六
（
明
治
二
八
―
二
九
）
年
〔
推
定
〕、

『
小
憤
慨
録
上
』、
少
年
園
営
業
部
、
一
八
九
八
年
、
第
三
巻
、
二
七
六
頁
）

○『
小
憤
慨
録
上
』
は
、
一
八
八
九
年
七
月
よ
り
一
八
九
八
年
一
〇
月
ま
で
に
、
新

聞
・
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
文
、
談
話
等
が
「
教
育
」「
宗
教
」「
文
学
」「
慈
善
」

に
分
け
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
文
学
」
篇
に
は
、「
文
学
局
概
観
」「
米
国
詩
人
」

（『
月
曜
講
演
』（
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
八
年
）
の
第
三
章
）「
史
学
の
研
究
」「
伝
記
学

の
研
究
」「
西
洋
文
明
の
心
髄
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
詩
は
、「
我
は
過
去

9

9

9

9

の
結
果
に
し
て
未
来
の
源
因
な
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」（
第
三
巻
、
二
七
五
頁
、
以
下
同
じ
）
か
ら
は
じ

ま
る
「
史
学
の
研
究
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、「
我
」
は
日
本
二
〇
〇
〇

年
間
の
「
作
」
に
し
て
「
東
洋
一
孤
島
」
の
国
民
で
あ
る
こ
と
に
安
ん
じ
ず
、
世
界

の
市
民
に
な
る
こ
と
で
「
広
闊
雑
駁
な
る
我
」
に
な
る
と
い
い
、
こ
う
続
け
る
。
ユ

ダ
ヤ
人
に
は
「
神
」、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
は
「
思
惟
」、
ロ
ー
マ
人
に
は
「
律
」、
ド
イ

ツ
人
に
は
信
仰
の
「
独
立
」、
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
「
憲
法
」、
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
「
文

化
」
等
、「
世
界
偉
人
の
協
同
に
由
り
て
成
り
し
日
本

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
之
を
知
る
に
全
世
界
の
歴

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

史
的
智
識
を
要
す

9

9

9

9

9

9

9

」（
同
、
二
七
五
―
二
七
六
頁
）。
次
い
で
、「
哲
人
エ
マ
ル
ソ
ン
の

言
実
に
然
り
」
と
記
し
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
哲
学
者
で
、
カ
ー
ラ
イ
ル
と
も
親
交

の
あ
っ
た
エ
マ
ソ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
著
者
は
、『
日
曜
講
演
』
第
一
章

「
カ
ー
ラ
イ
ル
を
学
ぶ
の
利
と
害
」
の
な
か
で
、
カ
ー
ラ
イ
ル
に
学
ぶ
第
一
の
材
料

は
、「
著
述
9

9

」
で
、
次
は
「
書9

翰9

」、
な
か
で
も
エ
マ
ソ
ン
と
の
往
復
書
簡
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
（
第
五
巻
、
三
二
七
頁
）。
原
題
は
「T

he�
Inform

ing�
Spirit

」
で
、

引
用
部
分
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
“I�am

�ow
ner�of�the�sphere,/O

f�the�
seven�stars�and�the�solar�year,/O

f�Cæ
sarʼs�hand�and�Platoʼs�brain,/O

f�
Lord�Christʼs�heart�and�Shakespeareʼs�strain.

”」（
第
三
巻
、
二
七
六
頁
）。
作

者
は
、Ralph�W

aldo�Em
erson

（
一
八
〇
三
―
一
八
八
二
年
）。
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航
海
中
（
ヱ
ラ
、
フ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
夫
人
作
）

風
は
何

〔
い
ず
〕れ

の
方

〔
か
た
〕よ

り
吹
く
も

か
く
吹
か
ま
し
と
待
つ
人
あ
れ
ば

　

東
よ
り
す
る
も
西
よ
り
す
る
も

　

吹
く
其
風
を
善

〔
よ
し
〕と

定
め
ん

波
路
を
行
く
は
我
の
み
な
ら
ず

海
〔
う
な

原ば
ら
〕遠

く
漕
ぎ
出
る

津
々
浦
々
の
百

〔
も
も

千ち

舟ぶ
ね
〕

我
に
追
風
吹
く
時
は

逆
〔
さ
か

波な
み
〕高

く
捲

〔
ま
く
〕り

来
て

磯
根
に
触
る
ゝ
舟
も
あ
ら
ん

然〔
さ
〕ら

ば
我
舟
行〔

や
〕ら

ん
と
て

我
に
方〔

む

向き
〕

好
き
風
を
祈
ら
じ

行
る
も
行
ら
ぬ
も
い
と
高
き

神
の
指
図
に
任
し
つ
ゝ

浪
立
つ
時
も
凪〔

な
〕ぐ

時
も

何〔
い
〕か

な
る
風
の
吹
く
時
も

心
安
く
ぞ
我
が
舟
の

梶
〔
か
じ
〕を

ば
彼
の
手
に
委
ね

危
き
波
路
過
ぎ
越
し
て

我
が
行
く
先
に
着
く
ぞ
嬉
し
き

さ
ら
ば
何
か
な
る
風
吹
く
も

か
く
吹
か
ま
し
と
待
つ
人
あ
れ
ば

　

東
よ
り〔

す
〕る

も
西
よ
り
す
る
も

　

吹
く
其
風
を
善
と
定
め
ん

（『
日
本
人
』
四
一
号
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
四
月
二
〇
日
、
第
四
巻
、

一
一
九
―
一
二
〇
頁
、『
愛
吟
』、
三
三
六
―
三
三
七
頁
）

○
本
訳
詩
は
、
評
論
雑
誌
『
日
本
人
』（
一
八
八
八
年
四
月
―
一
九
二
三
年
九
月
、
政
教

社
）
の
四
一
号
に
発
表
さ
れ
、
原
題
「EN

�V
O

Y
A

GE.

」（
原
詩
、
第
四
巻
、
三
七
五

―
三
七
六
頁
）
が
付
さ
れ
、
著
者
の
訳
詩
集
『
愛
吟
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

年
の
二
月
一
六
日
に
は
、
黒
岩
周
六
（
涙
香
）
に
英
文
欄
主
筆
で
招
か
れ
た
『
万
朝

報
』（
朝
報
社
）
に
執
筆
を
開
始
し
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
、「
戦
争
廃

止
論
」（
六
月
三
〇
日
）
を
発
表
し
、
一
〇
月
に
は
同
誌
が
日
露
戦
争
主
戦
論
に
転
じ

た
た
め
に
幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
ら
と
と
も
に
退
社
す
る
。
本
訳
詩
の
最
後
に
は
、

「
訳
者
註
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
曰
く
保
守
風
、
曰

く
欧
化
風
、
保
守
風
吹
き
し
が
故
に
和
学
者
は
財
産
を
作
り
、
神
主
は
顕
位
に
登
れ

り
、
よ
し
之
が
為
に
洋
学
者
は
饑
餓
に
泣
き
、
基
督
信
徒
は
迫
害
せ
ら
れ
し
も
、
幾

多
の
守
旧
家
は
幸
運
を
賀
し
佳
節
を
祝
し
た
り
、
皇
天
素

〔
も
と
〕是

れ
同
仁
、
豈

〔
あ
に
〕是

に
厚
く

し
て
彼
に
薄
き
の
理
あ
ら
ん
や
、
吹
け
よ
保
守
風
、
帆
を
挙
げ
よ
、
神
主
と
和
学
者

と
摂
理
が
汝
を
許
す
間
は
汝
が
栄
ふ
べ
き
の
時
な
り
」（
同
、
一
二
〇
―
一
二
一
頁
）。

作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人Ella�W

heeler�W
ilcox

（
一
八
五
〇
―
一
九
一
九
年
）。

戦
士
の
祈
禱
（
バ
ウ
ル
、
ダ
ン
バ
ー
）

過
る
頃
我
れ
或
る
人
の
祈
る
を
聞
け
り
。

　
『
全
能
に
し
て
当
る
べ
か
ら
ざ
る
神
よ
、

願
く
は
我
を
し
て
争
闘
を
避
け
し
め
、

　

爾
〔
な
ん
じ
〕、

我
の
為
に
戦
ひ
給
へ
』
と
。

我
は
自
身
偽
善
者
な
る
や
も
知
ら
ず
、
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又
斯
く
祈
り
し
人
の
反
て
義
人
な
る
や
も
知
ら
ず
、

然
れ
ど
も
我
の
祈
禱
は
戦
士
の
祈
禱
な
り
、

　

願
く
は
戦
ふ
の
勇
気
を
我
に
与
へ
よ
と
。

我
は
爾
が
我
が
為
め
に
途
を
開
き

　

我
が
前
よ
り
強

〔
き
よ
う

勁け
い
〕の

敵
を
排

〔
は
ら
〕ひ

給
へ
と
願
は
ず
。

我
は
只
、
ア
ヽ
神
よ
、
夜
と
な
く
昼
と
な
く

　

戦
ふ
の
勇
気
を
我
に
給
へ
と
祈
る
。

敵
人
我
に
逼

〔
せ
ま
〕る

時
に
我
を
し
て
惧

〔
お
そ
〕れ

慄
〔
お
の
の
〕く

な
く

　

又
怯

〔
き
よ
う

者じ
や
〕の

敗
を
取
ら
ざ
ら
し
め
よ
。

我
は
只
願
ふ
、
我
が
剣
の
鈍
ら
ざ
る
が
た
め

　

戦
ふ
の
勇
気
を
我
に
給
へ
と
。

我
を
し
て
常
に
我
が
背
を
敵
に
示
さ
ゞ
ら
し
め

　

我
が
鎧
を
磨
き
て
常
に
堅
甲
に
我
が
身
を
固
め
し
め
よ
、

我
は
願
ふ
、
神
よ
、
我
れ
正
義
の
打
撃
を
加
ふ
る
為
に

　

戦
ふ
の
勇
気
を
我
に
給
へ
と
。

而
し
て
日
暮
れ
て
、
戦
闘
終
る
時
に

　

死
の
寝
室
に
我
を
導
き
給
ひ
て
、

勝
敗
孰

〔
い
ず
〕れ

に
決
す
る
も
只
我
に
給
ふ
に

　

戦
後
永
久
の
休
息
を
以
て
せ
よ
。

（『
東
京
独
立
雑
誌
』
一
一
号
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
〇
月
二
五
日
、

第
六
巻
、
一
七
一
―
一
七
三
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
東
京
独
立
雑
誌
』
一
一
号
「
記
者
之
領
分
」
に
、「
決
心
」
他
と
と
も

に
掲
載
さ
れ
た
「
秋
夜
雑
感
」
の
次
に
掲
載
さ
れ
た
。『
東
京
独
立
雑
誌
』（
一
八
九

八
（
明
治
三
一
）
年
六
月
―
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
七
月
、
一
―
七
二
号
）
は
、
主

筆
・
内
村
鑑
三
、
持
主
山
県
悌
三
郎
（
一
八
九
九
年
一
月
か
ら
内
村
鑑
三
が
主
筆
兼
持

主
）
で
あ
っ
た
。「
秋
夜
雑
感
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
終
わ
っ
て
い
る
。「
ビ
ス
マ
ー

ク
の
独〔

ド
イ
ツ
〕逸

と
、
伊
藤
侯
、
樺
山
伯
、
高
島
子
の
日
本
、
国
威
の
発
揚
と
自
民
の
畏
縮
、

軍
人
の
栄
華
と
文
学
者
の
饑
餲
、
日
本
国
は
世
界
の
表
面
に
大
に
し
て
日
本
人
は
心

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

の
中
に
益
々
小
な
り

5

5

5

5

5

5

5

5

」（
第
六
巻
、
一
七
一
頁
）。
そ
の
後
、
縦
の
罫
が
引
か
れ
本
訳

詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人Paul�Laurence�D

unbar

（
一
八
七
二
―
一
九
〇
六
年
）。

〔
土
塀
の
上
に
生
ふ
花
よ
〕（
テ
ニ
ソ
ン
）

土
塀
の
上
に
生
ふ
花
よ

我
は
汝
を
手
に
摘
み
取
れ
り
。
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微
き
花
よ
、
根
こ
そ
ぎ
に

我
は
汝
を
我
手
に
持
て
り
。

根
も
枝
も
葉
も
皆
な
諸
共
に

我
若
し
汝
を
解
し
得
ば
、

我
は
解
せ
ん
、
神
を
も
、
人
も
。

（「〔
外
国
語
の
研
究
〕」『
東
京
独
立
雑
誌
』
一
九
―
二
八
号
、
一
八
九
九
（
明

治
三
二
）
年
一
月
一
五
日
―
四
月
一
五
日
、
第
六
巻
、
三
四
八
―
三
四
九
頁
）

○「〔
外
国
語
の
研
究
〕」
は
、『
東
京
独
立
雑
誌
』
に
八
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
、

『
外
国
語
の
研
究
』（
東
京
独
立
雑
誌
社
、
一
八
九
九
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、「
外

国
語
研
究
の
利
益
」
か
ら
「
西
班
牙
語
の
研
究
」
ま
で
、
全
九
章
か
ら
な
る
外
国
語

に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
本
詩
は
、「
外
国
語
研
究
の
方
法
」
の
「
六
、
毎
日
少
な

4

4

4

4

く
も
愛

4

4

4

篇4

の
一
句
を
諳
ん
ぜ
よ

4

4

4

4

4

4

4

4

」
の
後
に
、「
若
し
春
陽
の
来
復
と
共
に
天
然
の
壮

美
に
打
た
れ
ん
乎
、
テ
ニ
ソ
ン
の
左
の
一
句
は
詩
的
、
吾
人
に
無
尽
の
富
を
供
す
る

も
の
な
ら
ん
」
に
続
け
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「Flow
er�in�the�crannied�w

all,/I�pluck�you�out�of�the�cranny,/H
old�you�

here�in�m
y�hand,/Little�flow

er,�root�and�all,/A
nd�if�I�could�understand/

W
hat�you�are,�root�and�all,�and�all�in�all,/I�should�know

�w
hat�God�and�

m
an�

is.

」。
作
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
を
代
表
す
る
詩
人A

lfred�
Lord�T

ennyson

（
一
八
〇
九
―
一
八
九
二
年
）。

水
仙
花
（
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ス
）

谷
と
小
山
の
上
に
高
く
懸
る

浮
雲
の
如
く
に
独
り
遙

〔
マ
マ
〕ひ

し
時

意
〔
お
も
〕は

ず
も
余
は
花
の
一
群
を
見
た
り

黄
金
色
の
水
仙
花
に
遭〔

あ
〕へ

り

湖
水
の
辺
り
に
樹
木
の
下
に

風
に
吹
か
れ
て
踊
り
つ
ゝ
あ
る

天
の
川
原
に
燦

〔
き
ら
め
〕く

星
の

熒
〔
け
い

々け
い
〕と

し
て
相
聯
な
る
如
く

彼
等
は
湾
の
緑
に
沿
ふ
て

果
て
し
な
く
水
の
端
に
伸
び
ぬ

余
は
一
目
に
一
千
を
算
へ
ぬ

頭か
む
り

振
り
つ
ゝ
踊
れ
る
花
を
、

小
波
も
亦
彼
等
と
共
に
踊
れ
り

然
し
彼
等
は
波
に
劣
ら
ざ
り
き

斯
く
も
楽
し
き
朋と

友も

と
在
り
て

詩
人
は
楽
し
か
ら
ざ
る
を
得
ず
、

余
は
眺
め
た
り
、
凝み

視つ

め
た
り
、
然
し

余
の
得
し
富
を
知
ら
ざ
り
き

以
後
幾
回
と
な
く
詩
思
に
沈
み

独
り
榻せ

う
ぎに

横
は
り
し
時

彼
等
は
余
の
心
に
映
り
て

単
独
の
時
の
慰
藉
と
は
な
り
ぬ

其
時
余
の
心
は
歓
喜
を
以
て

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

溢5

れ5

水
仙
花
と
共
に
踊
り
ぬ

5

5

5

5

5

5

5

5

5

（『
東
京
独
立
雑
誌
』
三
七
―
三
九
号
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
七
月
一
五
、

二
五
日
、
八
月
五
日
、
第
七
巻
、
一
九
二
―
一
九
四
頁
）

○『
東
京
独
立
雑
誌
』
の
「
講
壇
」
に
三
回
連
載
さ
れ
た
「
如
何
に
し
て
夏
を
過
さ
ん
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乎
」
に
引
用
さ
れ
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
な
か
で
「
地
理
4

4

学4

」「
地
質
学

4

4

4

」「
星
学
4

4

」「
礦
物
学

4

4

4

」「
植
物
学

4

4

4

」「
動
物
学

4

4

4

」「
昆
虫
学

4

4

4

」
な
ど
の
研

究
を
紹
介
し
、「
純
粋
の
天
然
詩
人
」
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
「
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ス
」
と
ア

メ
リ
カ
の
「
ト
ロ
ー
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
を
楽
し
む
に
は
、
そ

の
小
品
が
適
し
て
い
る
と
述
べ
、「D

affodils

（
水
仙
花
）」
を
引
用
し
て
い
る
。
天

然
の
な
か
の
「
水
仙
花
」
は
、
詩
人
に
は
信
仰
の
溢
れ
る
「
歓
喜
」
を
映
し
て
い
る
。

著
者
は
、「
ウ
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ス
の
詩
に
就
て
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
七
六
号
、
一
九
一
五

（
大
正
四
）
年
三
月
一
〇
日
）
の
な
か
で
、「
天
然
詩
人
」
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
「
天
然
」

に
つ
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ヘ
ッ
ケ
ル
と
較
べ
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
謙9

遜9

で
あ
る
、
従
順
9

9

で
あ
る
、
歓
喜
9

9

で
あ
る
、
満
足
9

9

で
あ
る
、
希
望
9

9

で
あ
る
、
永9

生9

で
あ
る
と
」（
第
二
一
巻
、
二
四
五
頁
）。
作
者
は
、W

illiam
�

W
ordsw

orth

（「〔
意
を
留
め
よ
〕」、「〔
罪
に
枯
死
す
る
我
等
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

〕」、
参
照
）。

物
の
前
後
（
ホ
レ
ー
シ
ヤ
ス
、
ボ
ナ
ー
）

真ま
こ
とな

る
事
は
先
に
し
て
美
な
る
事
は
後
な
り

　

美
な
る
事
が
先
に
し
て
真
な
る
事
が
後
な
る
に
非
ず

先
づ
有

〔
あ
り
〕の

儘
〔
ま
ま
〕の

森
と
岩
と
沢
と
あ
り
て

　

然
る
後
に
香
は
し
き
美
は
し
き
園
は
あ
る
な
り
。

善
な
る
事
は
先
に
し
て
美
な
る
事
は
後
な
り

　

美
な
る
事
は
先
に
し
て
善
な
る
事
は
後
な
る
に
非
ず

先
づ
荒
き
野
に
固
き
種
を
下
し
て

　

然
る
後
に
花
は
開
き
枝
は
茂
る
な
り
。

喜
ば
し
き
事
は
先
に
し
て
悲
し
き
事
は
後
な
る
に
非
ず

　

悲
し
き
こ
と
は
先
に
し
て
喜
ば
し
き
事
は
後
に
来
る
な
り

一
度
び
は
涙
に
咽

〔
む
せ
〕び

て
（
そ
は
泣
か
ざ
る
者
と
て
は
世
に
な
け
れ
ば
）

　

然
る
後
に
憂う

き

を
忘
れ
て
踊
り
喜
ぶ
な
り
。

光ひ
か
りは

先
に
し
て
暗

く
ら
や
みは

後
に
来
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず

　

先
づ
暗
黒
を
経
過
し
て
然
る
後
に
光
明
は
臨
む
な
り

先
づ
黒
雲
天
を
掩
ふ
て
然
る
後
に
霓に

じ

顕
は
る

　

先
づ
一
度
び
墓
に
降
り
て
然
る
後
に
天
に
昇
る
な
り
。

（『
東
京
独
立
雑
誌
』
四
〇
号
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
八
月
一
五
日
、
第

七
巻
、
二
四
一
―
二
四
二
頁
）

○
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
は
、
本
訳
詩
が
掲
載
さ
れ
た
『
東
京
独
立
雑
誌
』（
二

七
―
五
三
号
）
に
、「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
婦
人
観
」「
英
和
時
事
問
答
」
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
時
事
、
信
仰
に
関
す
る
文
章
を
執
筆
し
て
い
る
。
五
三
号
の
「
記
者
之
領

分
」
に
は
、「
詩
人
の
事
業
」
と
題
し
た
、
以
下
の
よ
う
な
短
文
を
発
表
し
て
い
る
。

「
詩
人
幽
居
し
て
詩
を
作
る
、
時
人
彼
を
評
し
て
曰
ふ
、「
彼
れ
無〔

む

為い
〕

の
人
世
に
用
な

き
の
事
を
な
す
」
と
、
然
る
に
時
至
り
て
彼
の
思
想
の
事
実
と
な
り
て
顕
は
る
る
や
、

剣
〔
け
ん

戟げ
き
〕是

が
為
め
に
動
き
、
山
岳
是
が
為
に
震
ひ
、
社
会
は
其
根
柢
よ
り
改
造
せ
ら

れ
て
民
に
蘇
生
の
感
あ
り
、
時
人
亦
彼
を
評
し
て
曰
ふ
、「
偉
大
な
る
哉

〔
か
な
〕詩

人
、
彼

の
作
は
実
に
革
命
の
声
な
り
し
」
と
」（
第
七
巻
、
一
四
一
頁
）。
作
者
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
長
老
派
の
牧
師
で
讃
美
歌
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
るH

oratius�
Bonar

（
一
八
〇
八
―
一
八
八
九
年
）。
真
は
先
に
し
て
美
は
後
、
森
、
岩
、
沢
が

あ
っ
て
「
美
は
し
き
園
」
が
、
涙
あ
っ
て
歓
喜
が
、
墓
に
下
っ
て
天
に
昇
る

―

「
物
の
前
後
」（T

he�D
ivine�O

rder

）
は
、
神
に
よ
る
聖
な
る
順
序
で
あ
り
、
そ
れ

は
著
者
の
信
仰
で
も
あ
る
。
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誠ま
こ
と信

な
る
主 

“Not seldom
, clad in radiant vest.

”（
詩
人
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ス
作
）

　
　
　

一

錦き
ん

繡し
う

に
纏ま

と

は
れ
て
昇の

ぼ

り
し
朝あ

さ

日ひ

は

　

却か
へ
つて

其
日
の
雨
を
醸か

も

し

晴は

れ
渡わ

た

り
し
夕ゆ

ふ
べの

空そ
ら

は

　

続つ
ゞ

く
日ひ

よ
り和

の
兆し

る
し候

に
あ
ら
ず
。

　
　
　

二

最い

と
滑な

め
らか

な
る
海
も
時
に
は

　

之
に
頼た

よ

る
の
小
舟
を
欺あ

ざ
むき

若〔
も
〕し

上し
や
う

天て
ん

の
星
を
頼た

の

ま
ば

　

彼
等
も
亦

〔
ま
た
〕不ふ

実じ
つ

な
る
こ
と
あ
り
。

　
　
　

三

枝え
だ

広ひ
ろ

々〴
〵

と
伸の

べ
し
立た

ち

木き

も

　

電で
ん

光く
わ
う

蒼あ
を

穹ぞ
ら

を
劈つ

ん
ざく

時
は

其
木こ

影か
げ

に
身
を
寄
せ
し
者
を

　

天て
ん

火く
わ

の
難な

ん

よ
り
護ま

も

る
能

〔
あ
た
〕は

ず
。

　
　
　

四

然さ

れ
ど
爾な

ん
ぢは

誠ま
こ
と信

な
り
、
肉
に
宿や

ど

り
し
主
よ

　

謙へ
り

遜く
だ

り
て
人
の
為
に
死
せ
し
者
よ

爾
の
微え

笑み

に
譎い

つ

詐は
り

な
し
、
爾
の
約や

く

束そ
く

は

　

世
は
変か

は

る
と
も
変
る
こ
と
な
し
。

　
　
　

五

我
は
宝み

く
ら座

の
前ま

へ

に
平ひ

れ

伏ふ

し

　

単ひ
と
へに

爾
の
平や

す
き康

を
乞
へ
り

而〔
し
〕か

し
て
平
康
の
み
に
あ
ら
で

　

上う
は

向む

く
確か

く

信し
ん

は
与あ

た

へ
ら
れ
ぬ
。

（『
聖
書
之
研
究
』
二
七
号
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
一
一
月
一
〇
日
、
第

一
〇
巻
、
三
四
一
―
三
四
三
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
聖
書
之
研
究
』
二
七
号
の
「
清
想
」
欄
に
掲
載
さ
れ
、『
信
仰
日
記

―
附
歌
こ
ゝ
ろ
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
九
年
）
に
原
詩
「T

he�Faithful�Lord

」

と
と
も
に
再
録
さ
れ
た
。
山
本
泰
次
郎
『
内
村
鑑
三

―
信
仰
・
生
涯
・
友
情
』

（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
る
と
、
著
者
は
ア
メ
リ
カ
の
信
仰
の
友
人

Ｄ
・
Ｃ
・
ベ
ル
宛
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
一
一
月
八
日
付
書
簡
に
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。「
主
の
い
ま
し
た
も
う
こ
と
の
何
と
真
に
し
て
、
主
の
約
束
の
何

と
確
か
な
る
事
よ
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
「
朝
日
は
輝
く
衣
き
て
、
欺
き
昇
る
こ
と
あ

れ
ど
」
な
る
句
を
も
っ
て
始
ま
る
詩
を
ご
承
知
で
す
か
。
こ
れ
は
私
の
特
愛
の
詩
で

す
」（
四
三
五
頁
）。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
こ
の
部
分
は
、
著
者
は
「
錦き

ん

繡し
う

に
纏ま

と

は
れ
て

昇の
ぼ

り
し
朝あ

さ

日ひ

は
」
と
詩
的
に
訳
し
て
い
る
。
作
者
は
、W

illiam
�

W
ordsw

orth

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

短
命
（
ベ
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）

木
の
嵩か

さ

を
増
す
が
如
く

伸
び
て
必
ず
好よ

き
人
な
ら
ず

橿か
し

は
三
百
年
を
経
て

枯
れ
て
仆た

ふ

れ
て
丸ま

る

太た

た
る
の
み
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其
日
限
り
の
百ゆ

合り

の
花
は

　

五さ
つ
き月

の
園そ

の

に
は
る
か
麗う

る

は
し

た
と
へ
其
夜
仆
ふ
れ
て
も
死
す
も

光ひ
か
り輝

の
草
と
花
と
に
あ
り
き

美
は
精せ

い

細さ
い

の
器う

つ
わに

現
は
れ

生
は
短た

ん

期き

の
命
に
全
し

（『
聖
書
之
研
究
』
三
七
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
四
月
九
日
、
第
一
一

巻
、
二
〇
六
―
二
〇
七
頁
、『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
二
九
―
三
三
〇
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
聖
書
之
研
究
』
三
七
号
の
「
家
庭
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、「
人
は
誰
も

花
を
好
む
、
花
を
好
ま
な
い
者
は
人
に
し
て
人
で
な
い
、
花
は
天
然
の
言こ

と
ば辞

で
あ

る
」（
第
一
一
巻
、
二
〇
四
頁
、
以
下
同
じ
）
か
ら
始
ま
る
「
余
の
好
む
花
」
に
引
用

さ
れ
、『
愛
吟
』
に
収
録
さ
れ
た
。
著
者
は
、
こ
の
な
か
で
花
は
無
言
の
言
葉
で
、

「
沈
黙
の
言
語

9

9

9

9

9

」
で
あ
り
、「
余
も
花
を
愛
す
る
」
と
書
い
て
い
る
。
著
者
の
好
む
花

は
、
梅
、
桜
、
菫す

み
れ菜

、
薔
薇
、
菊
な
ど
で
は
な
く
、
一
つ
は
春
遅
く
に
咲
く
「
を
だ
4

4

ま
き
4

4

（
耬
斗
菜
）」
で
あ
る
と
い
い
、「
ベ
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
歌
ひ
し
「
短
命
」
の

歌
は
実
に
彼
女
に
当あ

て

箝は
ま

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
同
、
二
〇
六
頁
）
と
述
べ
、
本

訳
詩
を
引
用
し
て
い
る
。「
余
の
好
む
花
」
は
、「
春
の
部
」（「
秋
の
部
」
で
は
「
紫

竜り
ん

胆ど
う

」、「
紫

む
ら
さ
き

竜り
ん

胆だ
う

に
贈
る
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
）」、
参
照
）
と
し
て
『
歓
喜
と
希
望
』

に
再
録
さ
れ
た
。『
愛
吟
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
楠
正
行

の
生
涯
、
木
村
重
成
の
生
涯
、
詩
人
キ
ル
ク
、
ホ
ワ
イ
ト
の
生
涯
、
美
術
家
ラ
フ
イ

エ
ル
の
生
涯
、
是こ

れ

皆
短
く
し
て
美
な
る
生
涯
な
り
き
、
齢
耳
順
に
垂

な
ん
〳
〵と

し
、
位
人
臣

を
極
め
、
尚
も
美
勲
偉
功
の
人
世
に
供
す
る
な
く
、
錦
繡
に
纏

〔
ま
と
〕は

れ
な
が
ら
終

〔
つ
い
〕に

丸

太
と
な
り
て
朽
果
つ
、
悲
し
む
べ
く
憐
れ
む
べ
き
生
涯
な
ら
ず
や
」（
第
四
巻
、
三
三

〇
頁
）。
原
題
は
、「A

�SH
O

RT
�LIFE.

」
で
、
作
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
、
劇

作
家
のBen�Jonson

（
一
五
七
二
―
一
六
三
七
年
）（
著
者
はBen�Johnson

と
表
記
）。

ラ
ウ
ン
フ
ウ
ル
公
の
夢
（
ラ
ッ
セ
ル
、
ロ
ー
エ
ル
）

歓
喜
は
来
り
、
悲
哀
は
去
る
、
何
故
か
我
等
は
知
ら
ず
、

　

万
事
は
今
は
喜き

悦え
つ

な
り
、

　

万
事
は
今
は
向か

う

上じ
や
うな

り
、

今
や
誠
実
な
ら
ん
と
す
る
は

草
と
空そ

ら

と
が
青
か
ら
ん
よ
り
も
易
し

　

是
れ
人
生
の
常
道
な
り
、

誰
か
雲
の
行
路
を
知
ら
ん
や
、

霽〔
は
〕れ

し
空そ

ら

に
其
迹あ

と

な
し
。

眼
は
其
流
せ
し
涙
を
忘
れ
、

身
は
其
痛
み
と
悲
し
み
と
を
忘
る
、

心
は
春
の
壮さ

う

時じ

に
還
り
、

忿い
か
り怒

と
仇う

ら
み恨

の
創さ

う

痍い

は
深
く
、

雪
も
て
蔽
は
れ
し
火
山
の
如
く
に
、

静
け
き
過
去
の
下
に
葬
ら
る
。

（『
聖
書
之
研
究
』
四
二
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
七
月
二
三
日
、
第
一

一
巻
、
三
〇
七
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
聖
書
之
研
究
』
四
二
号
の
「
所
感
」
に
、「
三
年
前
の
今
日
」
と
題
し

て
、
以
下
の
よ
う
に
は
じ
ま
る
文
章
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
明
治
三
十
三
年
七
月

十
二
日
、
此
日
は
是
れ
余
に
取
り
て
は
終
生
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
日
で
あ
る
、
此
日
旧

東
京
独
立
雑
誌
は
潰つ

ぶ

れ
た
、
此
日
余
が
友
人
は
袖
を
連
ね
て
余
を
独
り
遺の

こ

し
去
つ
た
、

余
は
其
時
に
余
の
心
血
を
絞
つ
て
泣
い
た　

然
し
余
を
去
り
し
余
の
友
人
は
余
の
心

の
苦
痛
を
見
て
悦
ん
だ
」（
第
一
一
巻
、
三
〇
五
頁
）。
三
年
前
の
こ
の
日
と
は
、
そ

れ
は
七
月
五
日
に
『
東
京
独
立
雑
誌
』
を
廃
刊
と
し
た
後
、
東
京
独
立
雑
誌
社
を
解
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散
し
た
七
月
一
二
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
辛
い
日
で
あ
る
と
同
時
に
、「
恩

恵
の
日
」（
同
前
）
と
な
っ
た
。
そ
の
三
カ
月
後
、
九
月
三
〇
日
に
著
者
が
三
〇
年

間
に
わ
た
っ
て
信
仰
的
生
涯
を
か
け
る
誌
上
の
エ
ク
レ
シ
ア
『
聖
書
之
研
究
』
が
創

刊
さ
れ
た
。
こ
の
文
章
の
最
後
に
、「
明
治
三
十
六
年
七
月
十
二
日
、
角
筈
の
古
巣

に
於
て
誌
す
」（
同
、
三
〇
六
頁
）
と
し
て
、
詩
の
最
後
に
「（
ラ
ッ
セ
ル
、
ロ
ー
エ
ル

作
『
ラ
ウ
ン
フ
ウ
ル
公
の
夢
』
の
一
節
、
意
訳
）」
と
付
記
さ
れ
、
三
年
前
の
七
月
一

二
日
、
著
者
の
心
情
を
表
わ
す
詩
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
ロ
ー
エ
ル

に
つ
い
て
、「
米
国
詩
人
」（『
福
音
新
報
』
一
〇
九
号
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
七

月
三
〇
日
）
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
ロ
ー
ヱ
ル
は
ロ
ン
グ
フ
ヱ
ロ
ー
の

後あ
と

を
継つ

ぎ

て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大だ

い

学が
く

に
近き

ん

世せ
い

語ご

学が
く

の
講こ

う

師し

た
り　

ま
た
ス
ペ
イ
ン
及
び
英ゑ

い

国こ
く

に
使し

節せ
つ

た
り
し
こ
と
あ
り
き
。
余
は
道だ

う

徳と
く

的て
き

詩し

歌か

中ち
う

、
未い

ま

だ
ロ
ー
ヱ
ル
の
詩し

の
如ご

と

く
高こ

う

尚し
よ
う

雄ゆ
う

大だ
い

な
る
想さ

う

あ
る
を
見
ず
」（
第
四
巻
、
三
八
六
―
三
八
七
頁
）。
原
詩
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。「Joy�com

es,�grief�goes,�w
e�know

�not�how
;/Every-

thing�is�happy�now
,/Everything�is�upw

ard�striving;/ʼT
�is�as�easy�now

�
for�the�heart�to�be�true/A

s�for�grass�to�be�green�or�skies�to�be�blue,�

―/ʼT
�is�the�natural�w

ay�of�living:/W
ho�know

s�w
hither�the�clouds�

have�fled?/In�the�unscarred�heaven�they�leave�no�w
ake/A

nd�the�eyes�
forget�the�tears�they�have�shed,/T

he�heart�forgets�its�sorrow
�and�

ache;/T
he�soul�partakes�the�seasonʼs�youth,/and�the�sulphureous�rifts�

of�passion�and�w
oe/Lie�deepʼneath�a�silence�pure�and�sm

ooth,/Like�
burnt-out�craters�healed�w

ith�snow
/From

�

“The�V
ision�of�Sir�Launfal.

”」

（
第
一
一
巻
、
三
〇
六
―
三
〇
七
頁
）。
作
者
は
、Jam

es�Russell�Low
ell

（「
ラ
ウ
ン

フ
ホ
ー
ル
公
の
夢
」、
参
照
）。
著
者
は
、『T

he�V
ision�of�Sir�Launfal

』
を
、「
ラ

ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
の
夢
」「
ラ
ウ
ン
フ
ウ
ル
公
の
夢
」
と
表
記
し
て
い
る
。

夕
暮
の
歌
（
オ
ル
ヅ
オ
ス
）

我
が
肩
上
の
羽
翼
の
動
く
を
感
ず
、
然
れ
ど
も
我
れ
尚
ほ
此
処
に
止
て
遠
く
望
め
ば
、

玲れ
い

瓏ろ
う

た
る
階
段
の
天
に
ま
で
達
し
て
、
之
に
到
る
の
途
を
示
す
を
見
る
。

（『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
〇
月
一
五
日
、
第

一
一
巻
、
四
五
三
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
の
「
問
答
」
に
は
、「
来
世
は
有
耶
無
耶
」
と
い
う
文
章
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
其
一　

基
督
信
者
の
来
世
観

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」「
其
二　

来
世
存
在

4

4

4

4

4

4

に
関
す
る
聖
書
の
示
顕

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」「
其
三　

人
類
の
本
能
に
顕
は
れ
た
る
未
来
観
念

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」「
其
四　
4

4

来
世
存
在
に
関
す
る
偉
人
の
証
言

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」「
其
五　

生
涯
の
実
験
よ
り
生
ず
る
来
世
の
希

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

望4

」
か
ら
成
り
、「
問
」「
答
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
と
っ
て
「
来
世
」
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
希
望
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
十
字
架
」
の
死
か
ら
「
復
活
」

「
再
臨
」
信
仰
へ
と
続
い
て
い
る
。
本
訳
詩
は
、「
其
四　

来
世
存
在
に
関
す
る
偉
人

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
証
言

4

4

4

」
の
な
か
で
、「
問
、（
前
略
）
ド
ー
ゾ
大
詩
人
の
来
世
観
に
就
て
少
し
御
話

し
下
さ
い
」
に
対
す
る
「
答
」
と
し
て
、「
先
づ
詩
人
オ
ル
ヅ
オ
ス
か
ら
申
上
ま
せ

う
な
ら
ば
、
私
は
彼
の
詩
集
の
中
か
ら
何
れ
を
先
き
に
引
き
て
お
話
し
申
し
て
宜
し〔

い
〕

か
甚
だ
惑
ひ
ま
す
、
有
名
な
「
霊
魂
不
朽
の
詩
」「
我
等
は
七
人
な
り
」
等
は
人
の

多
く
賞
讃
す
る
所
の
作
で
あ
り
ま
す
、
然
し
来
世
存
在
に
関
す
る
彼
の
最
後
の
証
明

と
も
称
す
べ
き
者
は
彼
の
老
年
の
作
な
る
「
夕
暮
の
歌
」（Evening�O

de

）
で
あ
る

と
思
ひ
ま
す
、
彼
は
夕
日
の
西
山
に
春う

す
づく

の
を
見
ま
し
て
彼
の
感
慨
を
述
べ
て
申
し

ま
し
た
」（
第
一
一
巻
、
四
五
三
頁
、
以
下
同
じ
）
と
書
き
、
本
訳
詩
を
掲
載
し
て
い

る
。
詩
の
引
用
の
あ
と
に
は
、「
如ど

何う

で
あ
り
ま
す
か
、
今
や
老
詩
人
は
彼
の
羽つ

ば
さ翼

を
張
つ
て
天
に
昇
ら
ん
と
す
る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
記
し
て
い
る
。
原

詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「W

ings�on�m
y�shoulder�seem

�to�play:/But,�
rooted�here,�I�stand�and�gaze,/O

n�those�bright�steps�that�heavenw
ard�

raise/T
heir�practicable�w

ay.

」。
作
者
は
、W

illiam
�W

ordsw
orth

（
前
掲
詩
、

参
照
）。
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死
に
臨
ん
で
余
の
霊
魂
に
告
ぐ
（
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
）

歓
べ
よ
、
同
船
の
侶と

伴も

よ
、
歓
べ
よ
、

（
余
は
喜
ん
で
死
に
臨
ん
で
余
の
霊
魂
に
斯
く
告
げ
ぬ
）

我
等
の
生
命
は
終
り
ぬ
、
我
等
の
生
命
は
始
ま
り
ぬ
、

永な
が

の
、
永な

が

の
間
の
碇
泊
地
を
我
等
は
去
ら
ん
と
す
、

船
は
終
に
纜

と
も
づ
なを

断た
て

り
、
我
心
が
飛
立
つ
な
り
、

彼
女
は
岸
を
離
れ
て
速
か
に
進
む
な
り
、

歓
べ
よ
、
同
船
の
侶
伴
よ
、
歓
べ
よ
。

（『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
〇
月
一
五
日
、
第

一
一
巻
、
四
五
四
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
夕
暮
の
歌
」
に
次
い
で
、「
其
四
4

4　

来
世
存
在
に
関
す
る
偉
人
の
証

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

言4

」
の
な
か
に
、「
詩
人
臨
終
の
歌
と
し
て
最
も
勇
壮
な
る
も
の
は
米
国
の
平
民
詩

人
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
の
「
死
に
臨
ん
で
余
の
霊
魂
に
告
ぐ
」
る
の
歌
で
あ
り
ま
す
」

（
第
一
一
巻
、
四
五
三
頁
）
と
述
べ
、
こ
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、「
是

れ
は
死
の
声
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
栄
転
の
祝
賀
の
声
で
あ
り
ま
す
」（
同
、
四
五
四

頁
）
と
記
し
て
い
る
。
原
題
は
、「
死
の
歌
」（D

eath�
Song

、『
平
民
詩
人
』
改
版
、

七
一
頁
）。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「Joy!�Shipm

ate

―Joy!/

（Pleasʼd�to�
m

y�soul�at�death�I�cry;

）/O
ur�life�is�closed,�our�life�begins;/T

he�long,�
long�anchorage�w

e�leave./T
he�ship�is�clear�at�last

―she�leaps,/She�
sw

iftly�courses�from
�the�shore;/Joy!�Shipm

ate

―Joy!

」（
同
、
四
五
三
―
四

五
四
頁
）。
作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
民
的
詩
人W

alt�
W

hitm
an

（
一
八
一
九
―
一

八
九
二
年
）
で
あ
る
。
本
詩
は
、『
平
民
詩
人
』
改
版
（
警
醒
社
書
店
、
一
九
二
四
年
）

の
「
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
が
死
の
歌
」
に
「
死
の
歌
」
と
題
し
て
、
畔
上
賢
造
訳
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
註
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
僅
か
に
七
行

―
然
れ
ど
も
如
何
ば
か
り
の
欣
喜
の
此
の
中
に
籠
れ
る
ぞ
や
。
こ
れ
詩
人
が
死
に

際
し
て
己
れ
の
靈
に
告
ぐ
る
の
語
で
あ
る
」（
畔
上
賢
造
、
七
二
頁
）。

二
基
の
墓
（
ブ
ラ
ィ
ア
ン
ト
）

是
れ
惨
酷
な
る
信
仰
な
り
、
之
を
信
ず
る
莫

〔
な
か
〕れ

、

死
は
善
人
に
取
つ
て
は
安
き
境
遇
な
り
、

彼
等
は
此
処
に
あ
り
、
か
の
辜つ

み

な
き
夫ふ

妻さ
い

は
此
処
を
離
れ
ず
、

　
　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

静
か
に
、
忍
ん
で
、
憤い

か
り恚

と
怨う

ら
み恨

な
く
、

年
月
、
駒
の
如
く
に
速と

く
走
る
間
に
、

彼
等
は
且
つ
祈
り
且
つ
俟〔

ま
〕つ

て
此
辺
を
去
ら
ず
、

彼
等
の
肉
躰
が
地
を
離
れ
て
出
で
来
る
ま
で
。

（『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
〇
月
一
五
日
、
第

一
一
巻
、
四
五
五
―
四
五
六
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
死
に
臨
ん
で
余
の
霊
魂
に
告
ぐ
」
に
次
い
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
其4

四4　

来
世
存
在
に
関
す
る
偉
人
の
証
言

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
の
な
か
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
掲
載

さ
れ
て
い
る
。「「
死
」
は
彼
の
特
愛
の
詩
題
で
あ
り
ま
し
た
、
彼
は
時
に
は
死
の
威

権
に
圧
せ
ら
れ
ま
し
て
、
死
後
の
生
命
に
就
て
は
歌
ひ
得
ま
せ
ん
で
し
た
、
然
し
な

が
ら
詩
人
た
る
彼
は
死
の
呑
む
所
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
彼
も
亦
死
に
打
勝
つ

て
墓
を
破
る
の
信
仰
を
持
つ
て
居
り
ま
し
た
、
彼
は
「
二
基
の
墓
」
と
題
し
て
或
る

無
名
の
老
夫
婦
の
死
後
を
弔と

む
らひ

し
歌
に
於
て
、
人
生
の
は
か
な
さ

0

0

0

0

を
述
べ
た
後あ

と

で
死

は
万
事
を
終
る
と
云
ふ
世
間
普
通
の
信
仰
を
排
斥
し
て
言
ひ
ま
し
た
」（
第
一
一
巻
、

四
五
四
―
四
五
五
頁
）。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「ʼT

is�
a�

cruel�
creed,�

believe�it�not;/D
eath�to�the�good�is�a�m

ilder�lot./T
hey�are�here,�they�

are�here

―that�harm
less�pair,/

＊
＊
＊
＊/Patient,�and�peaceful,�and�pas-
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sionless;/A
s�seasons�on�seasons�sw

iftly�pass,/T
hey�w

atch�and�w
ait�

and�linger�around/T
ill�the�day�w

hen�their�bodies�leave�the�ground.

」

（
同
、
四
五
五
頁
）。
原
題
は
、「T

he�
T

w
o�

Graves

」。
作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の

「
天
然
詩
人
」（
同
、
四
九
三
頁
）W

illiam
�Cullen�Bryant

（
一
七
九
四
―
一
八
七
八

年
）。

〔
凡

〔
す
べ
〕て
変
り
易
き
も
の
は
〕（
ゲ
ー
テ
）

凡
〔
す
べ
〕て

変
り
易
き
も
の
は
、
単
に
比
喩
に
過
ぎ
ず
、

達
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
此
処
に
事
実
と
成
る
、

口
に
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
此
処
に
行
は
る
、

限か
ぎ
りな

く
女
ら
し
き
も
の
は
我
等
を
此
処
に
引
附
く
。

（『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
〇
日
一
五
日
、
第

一
一
巻
、
四
五
六
―
四
五
七
頁
）

○
著
者
は
、「
其
五
4

4　

生
涯
の
実
験
よ
り
生
ず
る
来
世
の
希
望

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
の
な
か
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
後
、
本
訳
詩
を
引
用
し
て
い
る
。「
現
世
は
我
等
の
理
想
を
行
ふ
に
は
、

余
り
に
不
完
全
な
る
所
で
あ
り
ま
す
、
若
し
斯こ

の
よ世

が
万
事
を
終
る
も
の
で
あ
り
ま
す

な
ら
ば
、
人
と
し
て
此
処
に
生
れ
来
り
ま
し
た
の
は
最
大
不
幸
で
あ
る
と
思
ひ
ま

す
」「
故
に
詩
人
ゲ
ー
テ
は
来
世
を
望
ん
で
言
ひ
ま
し
た
」（
第
一
一
巻
、
四
五
六
頁
）。

作
者
は
、Johann�W
olfgang�von�Goethe

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

紫
む
ら
さ
き
竜り

ん
胆だ

う
に
贈
る
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
）

汝
、
秋
の
露
を
以
て
輝
く
花
よ
、

空そ

天ら

の
色
を
以
て
彩い

ろ

飾ど
ら

れ
て
、

汝
は
皮は

だ
へ膚

に
し
み
わ
た
る

0

0

0

0

0

寒
き
夜
に
、

静
か
な
る
日
が
次
い
で
来
る
時
に
開
く
。

汝
は
菫す

菜み

花れ

が
小
川
と
泉
の
辺ほ

と
りに

、

首か
う
べを

垂
れ
る
時
に
来
ら
ず
、

又
耬お

だ
ま
き

斗
菜
が
紫む

ら

衣さ
き

を
着き

て
、

巣す

鳥ど
り

の
床と

こ

に
凭よ

り
か
ゝ
る
時
に
開
か
ず
。

汝
は
待
つ
こ
と
遅
く
し
て
独
り
来
る
、

林
は
枯
れ
て
鳥
は
飛
び
去
り
、

霜
と
短
き
秋
の
日
と
が
、

冬
の
近
き
を
告
ぐ
る
時
に
来
る
。

其
時
汝
の
優や

さ
し
き
静
か
な
る
眼
は
、

紫
の
袖
を
翳か

ざ

し
て
空そ

天ら

を
望
む
、

其
蒼あ

を

き
こ
と
、
恰
も
蒼あ

を

き
空そ

天ら

が
、

其
天て

ん

井じ
や
うよ

り
花
を
落お

と

と
せ
し
が
如
し
。

余
は
望
む
余
も
汝
の
如
く
に
、

死
の
期と

き

が
余
に
近
づ
く
時
に
、

希
望
は
余
の
心
の
中
に
咲
い
て

世
を
逝〔

さ
〕り

つ
ゝ
も
天
を
望
ま
ん
こ
と
を
。

（『
聖
書
之
研
究
』
四
六
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
一
月
一
九
日
、
第

一
一
巻
、
四
九
三
―
四
九
四
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
余
の
愛
す
る
秋
の
花
」（『
聖
書
之
研
究
』
四
六
号
「
家
庭
」）
の
な
か
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
余
の
愛
す
る
秋
の
花
」
は
、
春
の
花
は
女
性
的
で
あ
る
が
、

秋
の
花
は
男
性
的
な
「
桔
梗
」「
菊
」「
薊
」
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
平
凡
で
、
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ま
た
「
舶
来
の
コ
ズ
モ
ス
」
も
愛
す
る
花
で
は
な
い
、
と
著
者
は
語
る
。
だ
が
、

「
米
国
の
天
然
詩
人
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
」（
第
一
一
巻
、
四
九
三
頁
）
の
詩
集
を
愛
誦
し

て
い
る
と
き
、
秋
の
花
「
紫
竜
胆
」
を
見
つ
け
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
「
紫

む
ら
さ
き

竜り
ん

胆だ
う

に
贈
る
」（T

o�the�Fringed�Gentian

）
を
再
読
、
三
唱
し
、
暗
誦
す
る
。
以
後
、

一
年
後
に
は
伊
豆
の
伊
東
で
の
伝
道
の
帰
路
、「
大
輪り

ん

の
紫

む
ら
さ
き

竜り
ん

胆だ
う

が
鮮あ

ざ
や

か
な
る
野の

薊あ
ざ
みと

共
に
到
る
所
に
路
傍
に
添
う
て
咲
い
て
居
る
の
を
見
た
」（
同
、
四
九
五
頁
）

の
で
あ
る
。「
紫
竜
胆
！　

彼
が
余
の
愛
す
る
秋
の
花
で
あ
る
」（
同
前
）。
作
者
は
、

W
illiam

�Cullen�Bryant
（「
二
基
の
墓
」、
参
照
）。
著
者
は
、「
米
国
詩
人
」（『
福
音

新
報
』
一
〇
九
号
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
七
月
三
〇
日
）
の
な
か
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
は
法は

う

律り
つ

学が
く

に
暁ぎ

よ
う

通つ
う

し
、
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

者し
や

及
び
そ
の

所し
よ

有ゆ
う

主し
ゆ

と
し
て
一
生せ

う

を
送お

く

れ
り
。
其
最

も
つ
と

も
著ち

よ

名め
い

な
る
詩し

は
サ
ノ
ト
プ
シ
ス
〔T

hana-
topsis

〕
に
し
て
、
死し

を
歌う

た

へ
る
者
な
り
」（
第
四
巻
、
三
八
六
頁
、
補
記
筆
者
）。

〔
冷つ

め
た
き
大
理
石
の
中
に
於
て
在
ら
ず
〕（
ウ
ー
ラ
ン
ト
）

冷つ
め

た
き
大
理
石
の
中
に
於
て
在
ら
ず

苔こ
け

む
す
死
せ
る
教
堂
に
於
て
在
ら
ず

常
に
新
鮮
な
る
橿か

し

の
小
森
の
中
に

独
逸
人
の
神
は
在い

ま

し
且
つ
動
き
給
ふ
。

（『
聖
書
之
研
究
』
七
八
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
八
月
一
〇
日
、
第
一

四
巻
、
二
四
三
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
独
逸
人
の
無
教
会
歌
」
の
な
か
に
、「
独〔

ド
イ
ツ
〕逸

国
愛
国
詩
人
ウ
ー
ラ
ン
ト

の
作
の
一
節
」（
第
一
四
巻
、
二
四
三
頁
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
無
教
会
信
仰

の
著
者
は
、「
新
教
会
」（『
新
希
望
』
七
四
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
一
〇

日
）
と
題
し
た
文
章
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
監
督
な
し
、
牧
師
な
し
、

伝
道
師
な
し
、
憲
法
な
し
、
洗
礼
な
し
、
聖
餐
式
な
し
、
按
手
札
な
し
、
楽
器
と
教

壇
と
を
備
へ
た
る
教
会
な
し
、
神
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
あ
り
、
聖
霊
あ
り
、
神
と
人
と

を
愛
す
る
心
あ
り
、
其
教
会
堂
は
上
に
蒼
穹
を
張
り
、
下
に
青
草
を
布〔

し
〕き

た
る
天
然

な
り
」（
同
、
六
六
頁
）。
ド
イ
ツ
人
の
神
は
、
大
理
石
の
中
や
教
会
堂
に
な
く
、
樫

の
森
の
中
に
あ
る
。
著
者
に
と
っ
て
も
、
教
会
堂
の
天
井
は
蒼
穹
、
床
は
青
草
、

木
々
の
間
で
は
鳥
が
歌
う
、
そ
ん
な
天
然
の
教
会
で
あ
る
。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。「N

icht�in�kalten�M
arm

orsteinen,/N
icht�in�T

em
peln�dum

pf�
und�tot,/In�den�frischen�Eichenhainen/W

ebt�und�rauscht�der�deutsche　

Gott.

」（
同
、
二
四
三
頁
）。
原
題
「Freie�K

unst

」
の
一
節
で
あ
る
。
作
者
は
、
ド

イ
ツ
の
叙
情
詩
人Ludw

ig�U
hland

（
一
七
八
七
―
一
八
六
二
年
）。

〔
其そ

は
五
十
年
前
な
り
し
〕（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
）

其そ

は
五
十
年
前
な
り
し

美
は
し
き
五さ

つ
き月

の
月
に
於
て

　

は
〔
美
〕

し
き
パ
イ
デ
ヴ
ォ
ー
の
谷
に
於
て

赤あ
か

子ご

は
其
揺ゆ

り

籠か
ご

の
中
に
臥
せ
り

老
ひ
た
る
乳う

母ば

の
天
然
は

彼
を
彼
女
の
膝
に
抱だ

き

上あ

げ

言
へ
る
や
う
『
茲

〔
こ
こ
〕に

一
つ
の
物も

の

語が
た
りあ

り

汝
の
父
は
之
を
書
き
給
へ
り
』

『
来
れ
、
我
と
偕

〔
と
も
〕に

遊
べ
よ
、

人
の
未
だ
践ふ

ま
ざ
る
地
に
到
れ
よ
、

而
し
て
其そ

所こ

に
人
の
未
だ
読
ま
ざ
る

神
の
自
筆
を
以
て
せ
る
記
録
を
読
め
よ
』
と
。

　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ガ
シ
第
五
十
回
誕
辰
』
の
中
の
三
節
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（『
聖
書
之
研
究
』
八
〇
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第

一
四
巻
、
二
九
二
―
二
九
三
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
神
学
耶
農
学
耶

―
実
験
的
に
科
学
と
宗
教
と
の
関
係
を
論
ず
」
の

な
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
原
詩
名
は
、「T

he�Fiftieth�Birthday�of�A
gassiz,�

M
ay�28,�1857

」
で
、「
詩
人
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
は
彼
の
理
想
的
科
学
者
ル
イ
・
ア

ガ
シ
に
就
て
歌
ふ
て
言
ふ
た
」（
第
一
四
巻
、
二
九
二
頁
）
と
書
き
、
こ
の
訳
詩
を
収

め
て
い
る
。
詩
の
あ
と
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
科
学
者
の
精
神

は
是
れ
で
あ
る
、
嬰お

さ

児な
ご

の
精
神
で
あ
る
、
天
然
の
事
実
を
有

〔
あ
り
〕の

儘
〔
ま
ま
〕に

信
ず
る
こ
と
で

あ
る
、
奇
蹟
な
れ
ば
と
て
驚
か
な
い
、
又
疑
は
な
い
、
事
実
は
事
実
と
し
て
信
じ
る
、

爾
う
し
て
神
に
感
謝
す
る
」（
同
、
二
九
三
頁
）。Jean�Louis�Rudolphe�A

gassiz

（
一
八
〇
七
―
一
八
七
三
年
）
は
、
ス
イ
ス
生
ま
れ
の
博
物
学
者
。
作
者
は
、
ア
メ
リ

カ
の
詩
人H

enry�W
adw

orth�Longfellow
（
一
八
〇
七
―
一
八
八
二
年
）。

〔
嗚〔

あ

呼あ
〕

、
何
れ
の
僧
侶
よ
り
も
〕（
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
）

嗚〔
あ

呼あ
〕

、
何
れ
の
僧
侶
よ
り
も
、
我
が
霊た

ま
し
い魂

よ
、
我
等
は
篤
く
神
を
信
ず
、

然
れ
ど
神
の
深ふ

か
き

事こ
と

を
以
て
我
等
は
弄

も
て
あ
そば

ん
と
せ
ず
。

（『
聖
書
之
研
究
』
八
〇
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第

一
四
巻
、
二
九
六
頁
）

○「
天
然
を
友
と
し
て
我
等
は
僧
侶
よ
り
膏あ

ぶ
らを

注
〔
そ
そ
〕が

れ
ん
と
は
為し

な
い
、
天
然
の
子
供

な
る
我
等
は
詩
人
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
言
を
藉か

り
て
言
ふ
」（
第
一
四
巻
、
二
九
五
頁
）

と
書
い
た
あ
と
、
本
訳
詩
を
引
用
し
て
い
る
。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「A
h,�m

ore�than�any�priest,�O
�soul,�w

e�too�believe�in�God;/But�w
ith�the�

m
ystery�of�God,�w

e�dare�not�dally.

」（
同
前
）。
作
者
は
、W

alt�W
hitm

an

（「
死
に
臨
ん
で
余
の
霊
魂
に
告
ぐ
」
等
、
参
照
）。

同
盟
国

5

5

5

（
テ
ニ
ソ
ン
）

実ま
こ
とに

吾
人
に
誠
実
な
る
同
盟
国
あ
り
、

然
れ
ど
彼
れ
心
に
何
を
謀
る
乎〔

か
〕、

悪
魔
の
み
能
く
之
を
知
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
詩
人
テ
ニ
ソ
ン
作
『
戦
争
』
の
一
節
）

（『
聖
書
之
研
究
』
八
四
号
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
二
月
一
〇
日
、
第
一

四
巻
、
四
六
〇
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
八
四
号
の
「
雑
録
」
に
、「
同
盟
反
対
の
神
言
」（「
以〔

イ

賽ザ

亜ヤ
〕

書
三
十

一
章
一
、
二
、
三
節
」）「
非
同
盟
的
政
策

5

5

5

5

5

5

」（「
北
米
合
衆
国
第
三
大
統
領
ト
マ
ス
・

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
就
職
演
説
の
一
節
（
千
八
百
〇
一
年
）」
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。

原
詩
は
、「
“True�that�w

e�have�a�faithful�A
lly,/But�O

nly�the�D
evil�

know
s�w

hat�he�m
eans!

”」（
第
一
四
巻
、
四
六
〇
頁
）。
作
者
は
、A

lfred�Lord�
T

ennyson

（「〔
土
塀
の
上
に
生
ふ
花
よ
〕」
等
、
参
照
）。

真
人
の
祖
国
（
ロ
ー
エ
ル
）

真
人
の
祖
国
は
何〔

い
ず
こ
〕処

に
在
る
や
、

　

彼
が
偶
然
に
生
れ
来
り
し
国
乎
、

　

愛
に
焦こ

が

る
ゝ
彼
の
霊
は

斯〔
か
〕か

る
境
界
に
限
ら
る
ゝ
を
拒
む
に
非
ず
や
、

嗚〔
あ

呼あ
〕

然
り
、
彼
の
祖
国
は
碧あ

を

空ぞ
ら

の
如
く
に

広
く
し
て
且〔

か
〕つ

自
由
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

そ
は
単
に
自
由
の
存
す
る
所
乎
、

　

そ
は
神
が
神
に
し
て
人
が
人
成
る
所
乎
、
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彼
が
人
を
愛
す
る
の
情
は

是
よ
り
も
広
き
区
域
を
要も

と

む
る
に
非
ず
や
、

嗚
呼
、
然
り
、
彼
の
祖
国
は
碧あ

を

空ぞ
ら

の
如
く
に
、

広
く
し
て
且
つ
自
由
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

其
那
辺
た
る
を
問
は
ず
、
人
が
其
心
に

　

歓よ
ろ
こ
び喜

の
冠

か
ん
む
りを

着き

、
悲か

な

哀し
み

の
足あ

し

械か
せ

を
穿は

く
所
、

　

其
那
辺
た
る
を
問
は
ず
、
人
の
霊
が

真
且
つ
美
な
る
生
涯
を
追お

ひ

求も
と

む
る
所
、

其〔
そ

処こ
〕

に
真
人
の
大
な
る
故
郷
は
存
す
、

是
れ
彼
の
世
界
大
の
祖
国
な
り
。

一
人
の
奴
隷
が
泣
き
悲
む
所
、

　

人
が
人
を
助
け
得
る
所
、

　

神
に
感
謝
せ
よ
、
我
兄
弟
よ
、

地
の
其
一
点
が
我
が
有

〔
も
の
〕に

し
て
又
汝
の
有
な
り
、

其
処
に
真
人
の
大
な
る
故
郷
は
存
す
、

是
れ
彼
の
世
界
大
の
祖
国
な
り
。

（『
聖
書
之
研
究
』
八
九
号
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
七
月
一
〇
日
、
第
一

五
巻
、
一
三
二
―
一
三
三
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
緑
蔭
独
語
」（『
聖
書
之
研
究
』
八
九
号
「
談
話
」）
の
な
か
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、「
余
輩
は
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
者
の
一
人
で
あ
る
積
り
で

あ
る
、
然
し
『
教
界
』
の
一
人
で
は
な
い
積
り
で
あ
る
、
教
界
9

9

と
云
ふ
は
俗
界
9

9

と
云

ふ
と
多
く
異
ら
な
い
」（
第
一
五
巻
、
一
二
八
頁
）
と
は
じ
ま
り
、
著
者
は
第
一
に
人
、

第
二
に
武
士
、
第
三
に
基
督
者
、
情
、
義
、
愛
の
人
、
平
民
、
平
信
徒
と
な
る
こ
と

を
望
む
と
書
き
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
救
い
主
に
し
て
愛
の
人
キ
リ
ス
ト

は
、「
単
独
の
人
」（
同
、
一
三
一
頁
）
で
あ
り
、「
故
に
基
督
者
と
は
神
よ
り
愛
を
受

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

け
て
之
を
人
に
頒
つ
者
で
あ
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」（
同
、
一
三
二
頁
）。
次
い
で
、「
我
が
友
は
全
世
界

に
居
る
、
茲

〔
こ
こ
〕に

於
て
か
余
輩
は
詩
人
ロ
ー
エ
ル
の
『
真
人
の
祖
国
』
の
一
篇
を
想
ひ

出
さ
ゞ
る
を
得
な
い
」（
同
前
）
と
し
て
本
訳
詩
を
引
用
し
、
こ
の
文
章
を
こ
う
結

ん
で
い
る
。「
祖
国
は
此
櫟く

ぬ
ぎ

林ば
や
しの

蔭
に
も
在
る
、
其
下
を
逍

〔
し
よ
う

徉よ
う
〕す

る
余
輩
の
小さ

ゝ
やか

な
る
心
の
中
に
も
在
る
」（
同
、
一
三
四
頁
）。
作
者
は
、Jam

es�
Russell�

Low
ell

（
前
掲
詩
、
参
照
）。「
真
人
の
祖
国
」（
原
題
、T

he�
Fatherland

）
と
は
、
神
が
神
に

し
て
、
人
が
人
な
る
自
由
な
故
郷
で
あ
る
。

天
国
を
望
む
（
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ト
）

我
れ
天
の
第す

ま
ひ宅

に
入
る
の

　

我
が
特
権
を
確た

し
かめ

ら
る
ゝ
時
に

我
は
す
べ
て
の
恐
怖
に
遑い

と
まを

告
げ

　

我
が
流
る
ゝ
涙
を
拭
は
ん
。

縦
〔
た
と
〕へ

全
地
は
我
に
逆さ

か
らひ

て
立
ち

　

石せ
き

火く
わ

の
槍や

り

を
我
に
投
ぐ
る
も

我
は
サ
タ
ン
の
激
怒
を
笑
ひ

　

我
は
恚い

か

れ
る
世
に
向
は
ん
。

憂
愁
は
洪
水
の
如
く
に
来
れ

　

苦
悶
は
暴
風
の
如
く
に
荒
れ
よ
、

我
は
た
ゞ
我
家
に
着
か
ん
こ
と
を
、

　

我
神
、
我
国
、
我
が
諸す

べ
て凡

に
至
ら
ん
こ
と
を
。

其〔
そ

処こ
〕

に
天
の
静
か
な
る
海
に
、
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我
は
我
が
疲
れ
し
霊
を
浴
せ
ん
、

而
〔
し
か
〕し

て
配
慮
の
漣

〔
さ
ざ

波な
み
〕す

ら
も

　

我
が
静
か
な
る
胸
を
超
え
じ
。

（『
聖
書
之
研
究
』
九
二
号
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第

一
五
巻
、
二
四
〇
―
二
四
一
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
聖
書
之
研
究
』
九
二
号
の
「
雑
録
」
に
収
め
ら
れ
、『
歓
喜
と
希
望
』

『
信
仰
日
記
』
に
再
録
さ
れ
た
。
原
詩
は
、「W

here�I�Read�M
y�T

itle�Clear

」。

作
者
は
、Isaac�W

atts

（
一
六
七
四
―
一
七
四
八
年
）
で
、「
英
国
の
会
衆
派
牧
師
。

讃
美
歌
作
詞
家
。
合
理
主
義
的
傾
向
を
持
っ
た
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
彼
の
讃

美
歌
は
、
作
者
の
在
世
中
も
没
後
も
多
く
の
人
々
に
愛
唱
さ
れ
た
」（「
解
題
」
第
一

五
巻
、
五
二
五
頁
）。「
雑
録
」
に
は
、
著
者
の
「
余
の
北
海
の
乳
母　

札
幌
農
學
校
」

「
課
題　

余
は
如
何
に
し
て
基
督
に
來
り
し
乎
」
と
と
も
に
読
者
の
実
験
録
が
掲
載

さ
れ
、
そ
の
後
に
本
訳
詩
が
置
か
れ
、
最
後
に
「
内
村
生
」
の
署
名
で
、
以
下
の
よ

う
な
結
び
を
も
つ
「
批
評
家
に
告
ぐ
」
が
載
っ
て
い
る
。「
余
輩
は
人
を
容
れ
ざ
る

に
非
ず
、
骨
の
な
さ
、
信
仰
の
な
き
、
勇
氣
の
な
き
人
を
容
れ
ざ
る
の
み
、
敢
て
告

ぐ
」（『
聖
書
之
研
究
』
九
二
号
、
五
二
頁
）。
本
訳
詩
の
一
連
は
、「
永
生
の
冀
望
」

（『
福
音
新
報
』
七
二
号
、
一
八
九
六
（
明
治
二
六
）
年
一
一
月
一
三
日
）
に
、
以
下
の
よ

う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。「
若も

し
天て

ん

上じ
や
うの

名め
い

簿ぼ

の
録ろ

く

に
／
た
し
か
に
我わ

が

名な

を
記き

す
る
を

読
ま
ば
／
我
は
懼く

怖ふ

に
別わ

か
れを

告つ

げ
て
／
流な

が

る
ゝ
涙な

み
だを

拭ぬ
ぐ

は
ん
」（
第
三
巻
、
二
六
六
―

二
六
七
頁
）。

〔
小
児
あ
り
、
其
手
を
拡
げ
〕（
ワ
ル
ト　
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
）

『
小
児
あ
り
、
其
手
を
拡
げ
、
我
に
草
一
茎
を
齎も

た
らし

て
曰
く
草
と
は
何
ぞ
や
と
、

我
れ
如
何
に
し
て
小
児
に
答
へ
ん
や
、
我
は
之
に
就
て
彼
が
知
る
よ
り
以
上
を
知
ら

ず
。

我
は
想
ふ
、
之
れ
我
が
天
性
の
旗
号
な
る
べ
し
、
希
望
の
緑み

ど
りの

色
に
し
あ
れ
ば
。

或
ひ
は
想
ふ
、
之
れ
神
の
手は

ん

巾け
ち

な
る
べ
し
、

香
水
滴し

た
ゝら

し
た
る
紀か

念た

品み

に
し
て
故わ

意ざ

と
道
に
遣
さ
れ
し
者
な
る
べ
し
、

其そ
の

隅す
み

に
持
主
の
名
は
記し

る

さ
れ
て
我
等
は
其
、
誰
の
も
の
な
る
乎
を
知
る
を
得
べ
し
。

或
ひ
は
想
ふ
、
之
れ
「
広
き
国
に
も
狭
き
国
に
も
、
均
し
く
萌
芽
し

黒
人
の
中
に
も
亦
白
人
の
中
に
も
同
じ
く
発
生
す
」
て
ふ
意
味
を
通
ず
る

万
国
共
通
の
象
形
文
字
な
る
べ
し
。

我
は
更
に
思
ふ
、
之
れ
墓
場
に
生は

ふ
る
長
く
し
て
美
し
い
頭か

み

の
髪け

な
る
べ
し
。

心
し
て
我
は
汝
を
手
に
取
る
べ
し
、
汝
、
波な

み

打う

た
る
頭か

み

の
髪け

よ
、

汝
或
ひ
は
若
き
人
等
の
胸
よ
り
生
へ
し
者
な
ら
ん
、

我
れ
若
し
彼
等
と
識
り
し
な
ら
ば
、
多
分
彼
等
を
愛
せ
し
な
ら
ん
、

或
ひ
は
老
ひ
た
る
人
よ
り
な
る
乎
、
或
ひ
は
母
の
懐
よ
り
生
ま
れ
て
間
も
な
く
取
り

去
ら
れ
し
赤あ

か

子ご

よ
り
な
る
乎
、

而
し
て
今
又
此
所
に
あ
り
て
汝
は
母
の
懐
た
り
』

（『
櫟
林
集　

第
壱
輯
』、
聖
書
研
究
社
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
第
一

六
巻
、
一
八
二
―
一
八
三
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
櫟
林
集　

第
壱
輯
』
の
「
詩
人　

ワ
ル
ト　

ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン　

W
A

LT
�

W
H

IT
M

A
N

」
の
な
か
の
「
彼
の
天
然
観
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
櫟

林
集　

第
壱
輯
』
の
「
明
治
四
十
二
年
壱
月
十
五
日
」
と
付
さ
れ
た
「
櫟
林
集
に
題

す
」（
序
文
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
角
筈
の
櫟
林
は
遠
か
ら
ず
し

て
枯
れ
む
、
然
れ
ど
も
櫟
林
に
養
は
れ
し
思
想
は
煙
滅
に
附
す
べ
か
ら
ず
、
是
れ
此

小
集
輯
の
あ
る
所〔

ゆ
え
ん
〕以

な
り
、
敢
て
之
を
櫟
林
在
住
以
来
の
友
人
に
献
ず
」（
第
一
六

巻
、
一
六
八
頁
）。
本
論
文
は
、「
地
と
人
」「
今
の
米
国
人
」「
米
国
の
希
望
」「
ワ
ル

ト　

ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
」「
彼
の
生
涯
」
等
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
「
彼
の
天
然

観
」
で
「
有
名
な
る
一
句
」（
同
、
一
八
二
頁
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
論
文
中

の
「
ワ
ル
ト　

ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
而



― 53 ―

し
て
此
天
職
〔
米
国
を
救
へ
よ
、
米
国
を
以
て
全
世
界
を
救
へ
よ
〕
を
以
て
生
れ
来

り
し
者
が
ワ
ル
ト
・
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
で
あ
る
、
純
粋
の
米
人
、
旧
世
界
の
痕
跡
を
だ

も
留
め
ず
、
其
骨
の
髄
ま
で
新
世
界
の
人
た
り
し
は
此

〔
こ
の
〕人

で
あ
る
」（
同
、
一
七
二

頁
、
補
記
、
筆
者
）。「
彼
の
天
然
観
」
で
は
、「
彼
は
唯
天
然
を
愛
し
た
、
非
常
に
愛

し
た
、
熱
切
に
愛
し
た
、
深
刻
に
愛
し
た
、
彼
の
天
然
観
は
寧
ろ
天
然
愛9

で
あ
つ

た
」（
同
、
一
八
二
頁
）
と
述
べ
、
本
訳
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
詩
「ʻW

hat�
is�Grass?ʼ

はʻT
he�song�of�M

yself.ʼ

の
第
六
節
か
ら
」（「
解
題
」
第
一
六
巻
、
五

四
〇
頁
）。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「A

�
child�

said�
W

hat 
is 

grass?�
fetching�it�to�m

e�w
ith�full�hands;/H

ow
�could�I�answ

er�the�child?　

I�do�
not�know

�w
hat�it�is�any�m

ore�than�he./I�guess�it�m
ust�be�the�flag�of�

m
y�disposition,�out�of�hopeful�green�stuff�w

oven./O
r�I�guess�it�is�the�

handkerchief�of�the�Lord,/A
�scented�gift�and�rem

em
brancer�designed-

ly�dropt/Bearing�the�ow
nerʼs�nam

e�som
ew

ay�in�the�corners,�that�w
e�

m
ay�see�and�rem

ark,�and�say�W
hose?/O

r�I�guess�it�is�a�uniform
�hiero-

glayphic,/A
nd�it�m

eans,�Sprouting�alike�in�broad�zones�and�narrow
�

zones,/Grow
ing�am

ong�black�folks�as�am
ong�w

hite.//A
nd�now

�it�
seem

s�to�m
e�the�beautiful�uncut�hair�of�graves./T

enderly�w
ill�I�use�

you�curling�grass,/It�m
ay�be�you�transpire�from

�the�breasts�of�young�
m

en,/It�m
ay�be�if�I�had�know

n�them
�I�w

ould�have�loved�them
,/It�m

ay�
be�you�are�from

�old�people,�or�from
�offspring�taken�soon�out�of�their�

m
othersʼ�laps,/A

nd�here�you�are�the�m
otherʼs�laps

」（
同
、
一
九
八
―
一
九

九
頁
）。
本
訳
詩
は
、『
平
民
詩
人
』（
内
村
鑑
三
・
畔
上
賢
造
合
著
、
警
醒
社
書
店
、
一

九
一
四
年
）
に
再
録
さ
れ
た
（
著
者
は
「
ワ
ル
ト　

ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
」、
畔
上
は
「
ア
ル

フ
レ
ッ
ド　

テ
ニ
ソ
ン
」「
ロ
ー
エ
ル
が
早
年
の
歌
」「
グ
リ
ー
ン
リ
フ　

ホ
ヰ
ッ
チ
ャ
」

「
ウ
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ス
が
晩
年
の
詩
」「
カ
レ
ン　

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
」）。
本
訳
詩
の
作
者
は
、

W
alt�W

hitm
an

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

『
シ
ロ
ア
ム
の
細
流
』 

“By C
ool Siloam

ʼs Shady Rill.

”（
ヒ
ー
バ
ー
）

涼す
ゞ

し
き
シ
ロ
ア
ム
の
細な

が
れ流

に
沿そ

ふ
て

　

如い

何か

に
美う

つ

く
し
く
百ゆ

合
花り

は
咲さ

く
よ

露つ
ゆ

け
き
シ
ヤ
ロ
ン
の
小こ

山や
ま

を
払は

ら

ふ

　

微か

風ぜ

は
如
何
に
香か

ぐ

は
し
き
か
な

涼す
ず

し
き
シ
ロ
ア
ム
の
細な

が
れ流

に
沿そ

ふ
て

　

百ゆ

合
花り

は
終

〔
つ
い
〕に

衰お
と
ろへ

ざ
る
を
得
ず

シ
ヤ
ロ
ン
の
小
山
の
裾す

そ

に
生は

ふ
る

　

薔ば

ら
薇
花
は
終
に
凋し

ぼ

ま
ざ
る
を
得
ず

生い
の
ち命

と
気い

息き

と
を
賜
ふ
神
よ

　

我
は
汝
の
恩め

ぐ
み恵

に
頼た

よ

る

我
れ
栄さ

か

ふ
時
も
衰お

と
ろふ

時
も

　

汝
の
属も

の

と
し
て
我
を
護ま

も

れ
よ

（『
聖
書
之
研
究
』
一
二
五
号
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
一
月
一
〇
日
、

第
一
八
巻
、
六
―
七
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
聖
書
之
研
究
』
一
二
五
号
の
巻
頭
に
、「〔
我
が
喜
び
他
〕」
と
と
も
に
、

「
内
村
生
訳
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、『
信
仰
日
記
』
の
「
附
録
歌
こ
ゝ
ろ
」
に
再
録
さ

れ
た
。「
シ
ロ
ア
ム
」
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
東
南
部
に
あ
る
池
で
、
泉
で
は
な
く
水

道
で
導
か
れ
た
貯
水
池
で
、
一
八
八
〇
年
に
発
見
さ
れ
た
（
同
誌
の
口
絵
に
「
シ
ロ

ア
ム
の
池
」
の
写
真
が
掲
載
）。
本
訳
詩
は
、
同
誌
二
頁
の
下
段
に
載
っ
て
い
る
が
、

上
段
の
余
白
に
「
結み

の
り実

の
秋
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
二
行
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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「
田
は
自お

の
づか

ら
実み

の

り
た
り
、
聖み

こ

語と
ば

は
実み

を
結
び
た
り
、
我
れ
実み

を
望
ま
ざ
る
に
実
り

た
り
、
驚
く
べ
き
か
な
聖み

こ

語と
ば

！
」（
第
一
八
巻
、
四
頁
）。
作
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
讃

美
歌
作
家Reginald�H

eber

（
一
七
八
三
―
一
八
二
六
年
）。

光
り
輝
く
讃
美
の
里
〔
フ
ラ
ン
セ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
ア
ル
ス
タ
イ
ン
〕

つ
み
か
さ
な
れ
る
雲く

も

間ま

を
過
ぎ
て

キ
リ
ス
ト
信
徒
の
心
の
空そ

ら

に

彼か
な
た方

の
光
は
潮う

し
ほの

如
く

喜
ば
し
く
も
心
を
充
た
す

多あ
ま

数た

群む
ら

が
る
清
き
友
の

絶
え
ず
奏か

な
づる

響ひ
ゞ
きの

音お
と

は

は
や
我
等
の
耳
に
触
れ
ぬ

　

川
の
彼か

な
た方

の
岸き

し

辺べ

に
立
ち
て

　

我
等
は
会あ

ふ
て
ま
た
離
れ
じ

　

四し

時じ

変か
は

ら
ぬ
涼す

ゞ

し
き
夏
の

　

光
り
輝
く
讃
美
の
里
に
。

旅た
び

路ぢ

の
終を

は
りく

る
ま
で
の

な
ほ
暫し

ば
ら
く時

の
疲つ

か

れ
足

夕ゆ
ふ

影か
げ

暗く
ら

く
な
る
ま
で
の

な
ほ
暫し

ば
ら
く時

の
憂う

き
仕し

事ご
と

暮
る
れ
ば
床
に
息い

こ

ひ
ね
て

眠
れ
ば
夜よ

る

は
直ぢ

き

あ
け
て

光
り
輝か

ゞ
やく

讃さ
ん

美び

の
里さ

と

に

我
等
は
起
き
て
ま
た
眠
ら
じ

　

川
の
彼か

な
た方

の
岸き

し

辺べ

に
立
ち
て

　

我
等
は
遇あ

ふ
て
ま
た
離は

な

れ
じ

　

四
時
か
は
ら
ぬ
す
ゞ
し
き
夏
の

　

光
り
輝
く
讃
美
の
里
に
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
三
八
号
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
一
月
一
五
日
、
第

一
九
巻
、
一
二
―
一
三
頁
、『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
四
〇
―
三
四
二
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
三
八
号
に
掲
載
の
「
我
等
の
希
望
」
の
最
後
に
、「（
数
回
死
を

宣
告
さ
れ
し
病
女
の
救
護
を
計
り
つ
ゝ
あ
る
間
に
草
す
）」
と
い
う
一
文
が
付
記
さ
れ
、

詩
の
題
名
が
記
さ
れ
ず
に
掲
載
さ
れ
た
（
第
一
九
巻
、
一
三
頁
）。『
愛
吟
』
に
収
め

ら
れ
た
詩
に
は
、「
光
り
輝
く
賛
美
の
里
」（
第
四
巻
、
三
四
〇
―
三
四
二
頁
）
の
題
名

（
こ
こ
で
は
「
賛
」
を
「
讃
」
に
し
て
題
名
と
し
た
）
と
、
次
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て

い
た
。「
キ
リ
ス
ト
信
徒
の
未
来
観
念
並
に
之
に
伴
ふ
復
活
の
信
仰
に
就
て
は
智
者

と
才
子
と
『
新
神
学
者
』
と
青
年
批
評
家
と
を
以
て
満
ち
充
ち
た
る
日
本
今
日
の
読

者
の
深
く
余
輩
を
憐
み
笑
ふ
処
な
る
べ
し
、
余
輩
の
迷
や
深
し
、
ア
ヽ
余
輩
の
迷
を

憐
れ
め
」（
第
四
巻
、
三
四
二
頁
）。『
愛
吟
』
で
は
、
作
者
名
は
な
い
が
、
全
集
の
解

題
に
よ
る
と
、
作
者
は
ア
メ
リ
カ
の
讃
美
歌
詩
人
フ
ラ
ン
セ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
ア
ル
ス

タ
イ
ン
（Frances�Jane�V

an�A
lstyne=Fanny�Crosby

、
一
八
二
〇
―
一
九
一
五

年
）
で
、
原
題
は
「T

H
E�BRIGH

T
�FO

REV
ER

」。『
聖
書
之
研
究
』
に
付
記
さ

れ
た
「
病
女
」
と
は
、
著
者
の
愛
娘
で
こ
の
年
の
一
月
一
二
日
に
、
数
え
年
一
九
歳

で
「
光
り
輝
く
讃
美
の
里
」
へ
と
旅
立
っ
た
ル
ツ
の
こ
と
で
あ
る
。
ル
ツ
は
、
三
年

ほ
ど
前
か
ら
病
気
が
ち
で
、
こ
れ
ま
で
「
数
回
」
死
を
宣
告
さ
れ
て
い
た
。『
聖
書

之
研
究
』
一
三
八
号
に
、
著
者
は
北
上
川
畔
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
高
橋
ツ
サ
子
の
二

七
歳
の
死
を
悼
ん
で
「
高
橋
ツ
サ
子
」
と
い
う
文
章
を
載
せ
、「
霊
の
娘む

す
めを

葬
り
帰

て
肉
の
娘
の
看
護
を
続
け
た
、
此
世
は
ま
こ
と
に
涙
の
谷
で
あ
る
、
神
な
く
キ
リ
ス

ト
な
く
し
て
は
居
る
に
堪
え
な
い
所
で
あ
る
、
然
れ
ど
も
、
嗚
呼
、
然
れ
ど
も
、
嗚

呼
福

さ
い
は

ひ
な
る
哉
我
等
! ! !�
」（
第
一
九
巻
、
二
五
頁
）
と
結
ん
で
い
る
。
ツ
サ
子
の
死
の

一
カ
月
半
後
、
ル
ツ
は
高
熱
、
衰
弱
で
病
名
不
明
の
ま
ま
死
去
し
た
。
臨
終
の
三
時

間
前
、
生
れ
て
初
め
て
の
聖
餐
式
で
、
細
い
手
で
「
主
の
血
」
を
飲
み
ほ
す
と
、
彼
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女
の
顔
に
は
「
歓
喜
の
光ひ

か
り

顕あ
ら

は
れ
」、「
感
謝
、
感
謝
」（「
祝
す
べ
き
哉
疾や

ま
ひ病

」、
第
一

九
巻
、
二
九
―
三
〇
頁
）
と
繰
り
返
し
、
最
後
に
「
モ
ー
往
き
ま
す
」（「
最
後
の
一

言
」、
同
、
三
〇
頁
）
と
告
げ
て
息
絶
え
た
。
著
者
の
再
臨
信
仰
は
、
こ
の
愛
す
る
ル

ツ
と
の
再
会
へ
の
希
望
と
と
も
に
あ
る
。
内
村
家
は
、
鑑
三
、
妻
し
づ
、
長
男
祐
之
、

そ
し
て
再
臨
の
「
大
い
な
る
日
」
に
は
、
再
び
ル
ツ
と
と
も
に
「
四
人
」
と
な
る
の

で
あ
る
。
著
者
は
、
死
に
ゆ
く
ル
ツ
を
前
に
し
た
「
我
等
の
希
望
」
に
、
こ
う
書
い

た
。「
我
等
の
希
望
は
死
し
て
復

〔
ふ
た
〕た

び
甦

よ
み
が
へり

、
聖き

よ

め
ら
れ
た
る
此
地
に
於
て
キ
リ
ス

ト
と
共
に
義
の
生
涯
を
楽
ま
ん
事
で
あ
る
（
中
略
）
故
に
希
望
と
は
此
地
が
元
の
楽

園
に
化
し
、
聖
徒
が
其
中
に
聖き

よ

き
義た

ゞ

し
き
生
涯
を
送
ら
ん
こ
と
で
あ
る
、
而

〔
し
か
〕し

て
基

督
信
者
の
希
望
と
は
此
希
望
で
あ
る
」（
同
、
七
頁
）。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に

建
て
ら
れ
た
ル
ツ
の
墓
碑
に
は
、「
再ま

た
會あ

ふ
日
ま
で
」
と
刻
ま
れ
た
（「
建
碑
」、

参
照
）。

人
生
の
詩
（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
）

我
に
告
ぐ
る
勿
れ
悲
し
き
調て

う

子し

を
以
て
、

　

人
生
は
単た

ゞ

に
空
し
き
夢
な
り
と
、

そ
は
霊た

ま
し
ひ魂

は
寝ね

ぶ

り
て
死
せ
ず

　

万
物
眼
に
見
ゆ
る
が
如
く
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

人
生
は
真ま

こ
と実

な
り
人
生
は
真ま

面じ

目め

な
り

　

而
し
て
墓
は
其
終
局
に
あ
ら
ざ
る
な
り

汝
は
塵ち

り

な
る
が
故
に
塵
に
帰
る
べ
し
と
は

　

霊
魂
に
就
て
言
は
れ
し
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

（『
聖
書
之
研
究
』
一
四
〇
号
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
三
月
一
〇
日
、
第

一
九
巻
、
五
〇
―
五
一
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
聖
書
之
研
究
』
一
四
〇
号
の
「〔
俗
人
の
宗
教
観
他
〕」
に
、「
死
者
の

た
め
に
泣
く
勿

〔
な
か
〕れ

／
之
れ
が
た
め
に
嗟な

げ

く
勿
れ
／
擄と

ら

は
れ
て
往
く
者
の
た
め
に
甚い

た

く

嗟な
げ

く
べ
し
／
そ
は
彼
は
再
び
帰
り
て
其
故ふ

る
さ
と園

を
見
ざ
る
べ
け
れ
ば
な
り
」（「
エ
レ
ミ

ヤ
書
」
第
二
二
章
一
〇
節
、
第
一
九
巻
、
四
九
頁
）
を
取
り
上
げ
た
「
悲
歎
」
等
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
号
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
一
月
一
二
日
、
愛

娘
ル
ツ
の
若
き
死
の
直
後
、
そ
の
悲
嘆
の
な
か
で
発
行
さ
れ
た
。
本
訳
詩
は
、「
信

仰
は
個
人
的
関
係
」
と
題
さ
れ
た
文
章
に
続
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ

の
な
か
で
「
基
督
教
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」「
イ
エ
ス
の
た
め
に
人
に
嫌
は
れ
、
世

に
憎
ま
る
ゝ
を
以
て
反

〔
か
え
つ
〕て

歓よ
ろ
こ
び喜

と
な
す
者
で
あ
る
」（
同
、
五
〇
頁
）
と
書
き
、
ア
メ

リ
カ
の
詩
人H

enry�W
adw

orth�Longfellow

（
一
八
〇
七
―
一
八
八
二
年
）
の
詩

を
掲
載
し
て
い
る
（「〔
其そ

は
五
十
年
前
な
り
し
〕」「
ヱ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ン
」、
参
照
）。
原

題
は
、「A

�Psalm
�of�Life

」（
一
、
二
連
の
翻
訳
）。
本
訳
詩
は
、『
信
仰
日
記
』
へ

の
再
録
に
あ
た
り
、
一
連
の
三
、
四
行
目
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
し
て
い
る
。「
寝ね

ぶ

れ
る
霊た

ま
し
ひ魂

は
死
せ
る
な
り
／
万
物
眼め

に
見
ゆ
る
が
如
く
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」（「
解

題
」、
同
、
五
一
二
頁
）。
人
の
「
人
生
」
は
、「
霊
魂
」
に
お
い
て
は
「
墓
」
に
終
ら

な
い
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
ル
ツ
の
死
の
翌
年
、「
人
生
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
六
〇

号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
一
月
一
〇
日
）
と
題
し
た
短
文
を
、
次
の
よ
う
に
結

ん
で
い
る
。「
永
生
に
終
ら
ざ
る
人
生
は
実
に
享う

く
る
の
価ね

う
ち値

な
き
も
の
で
あ
る
」

（
第
二
〇
巻
、
一
七
二
頁
）。
本
訳
詩
の
二
連
の
最
初
の
二
行
は
、「
人
生
は
真ま

こ
とな

り
、

人
生
は
真ま

面じ

目め

な
り
／
墓
は
其
終
極
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
の
訳
と
原
詩
と
と
も
に
、

「
十
字
架
へ
の
道
」
第
二
九
回
（『
聖
書
之
研
究
』
三
一
一
号
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）

年
六
月
一
〇
日
、
第
二
九
巻
、
二
一
二
頁
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

万
物
悉
く
可
な
り
（
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
）

年
は
春
な
り
、

日
は
朝
な
り
、



― 56 ―

朝
は
七
時
な
り
、

山
側
は
露
に
輝
き
、

雲ひ
ば
り雀

は
空
に
舞
ひ
、

蝸
牛
は
叢く

さ

林む
ら

に
戯
る
、

神
は
天
に
在
り
、

此
世
の
万
物
可
な
り
、

（『
聖
書
之
研
究
』
一
四
七
号
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第

一
九
巻
、
二
五
四
頁
）

○『
聖
書
之
研
究
』
一
四
七
号
の
「
新
約
聖
書
の
組
成
（
暗
誦
す
べ
き
事
）」
の
余
白
に
、

本
訳
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。「
万
物
悉
く
可
な
り
」
は
、
著
者
の
信
仰
的
生
涯
で
も

あ
る
。
同
誌
一
〇
三
号
「
所
感
」
に
は
、
同
名
の
「
万
物
悉
く
可
な
り
」
と
い
う
、

次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。「
星
は
音
信
を
伝
へ
て
曰

〔
い
わ
〕く

万
物
悉

〔
こ
と
ご
と
〕く

可
な
り
と
、
地

は
洪
声
を
放
て
曰
く
万
物
悉
く
可
な
り
と　

歴
史
は
其
教
訓
を
伝
へ
て
曰
く
万
物
悉

く
可
な
り
と
、
信
仰
は
其
実
験
を
宣
べ
て
曰
く
万
物
悉
く
可
な
り
と
、
神
其
造
り
給

4

4

4

4

4

へ
る
す
べ
て
の
物
を
視
給
ひ
け
る
に
甚
だ
善
か
り
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
、
宇
宙
と
人
生
の
事
物
に
し

て
何

〔
い
ず
〕れ

か
善
且〔

か
〕つ

可
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
創
世
記
一
章
三
十
一
節
」（
第
一
六
巻
、
七
五

頁
）。
星
、
地
、
歴
史
、
信
仰
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
春
、
朝
、
露
、
雲
雀
、
蝸
牛
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
が
「
万
物
悉
く
可
な
り
」
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
著
者
の
信
仰
宇

宙
で
あ
る
。
世
界
は
神
と
と
も
に
あ
り
、
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
は
臨き

た

り
つ
つ
あ
る
。
そ

れ
は
著
者
最
期
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
、
重
篤
の
な
か
で
、
著
者
は
今
井
館
で
行
わ
れ
る
二
日
後
の
三
月
二
六
日

の
内
村
鑑
三
古
稀
祝
賀
感
謝
の
会
の
参
加
者
に
向
け
て
、
長
男
・
祐
之
に
、
以
下
の

よ
う
な
言
葉
を
託
し
た
。「「
萬
歳
、
感
謝
、
滿
足
、
希
望
、
進
歩
、
正
義
、
凡
て
の

善
き
事
」
と
云
ふ
短
い
言
葉
を
以
て
此
時
の
心
持
を
表
し
た
。
尚
附
け
加
へ
て
言
つ

た
。「
聖
旨
に
か
な
は
ゞ
生
延
び
て
更
に
働
く
。
然
し
如
何
な
る
時
に
も
惡あ

し

き
事
は

吾
々
及
び
諸
君
の
上
に
未
來
永
久
に
決
し
て
來
な
い
。
宇
宙
萬
物
人
生
悉
く
可
な
り
。

言
は
ん
と
欲
す
る
事
盡
き
ず
。
人
類
の
幸
福
と
日
本
國
の
隆
盛
と
宇
宙
の
完
成
を
祈

る
」（
内
村
祐
之
「
父
の
臨
終
の
記
」、『
聖
書
之
研
究
』
三
五
七
・
終
刊
号
、
一
九
三
〇
年

四
月
二
五
日
、
五
七
頁
）。
本
訳
詩
の
原
題
は
、「Pippa�Passes

」（
一
節
）。
作
者
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
詩
壇
の
詩
人
で
理
想
主
義
を
表
現
し
たRobert�

Brow
ning

（
一
八
一
二
―
一
八
八
九
年
）。

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
詩
集
に
於
け
る
基
督
の
再
来
（
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
）

　

欠け
つ

如じ
よ

す
る
者
あ
り
―
何

〔
な
に

乎か
〕

？

　

初
夏
に
葉
緑
滴し

た
ゝり

、

　

蒼
穹
に
日
光
漲み

な
ぎる

、

　

―
汚を

点て
ん

何い
づ
こ処

に
か
あ
る
？

天
地
は
光
明
に
満
つ
れ
ど
も
空
白
な
り
、

聖
像
を
迎
ふ
る
殿
堂
た
る
に
過
ぎ
ず
、

葉
緑
何
か
あ
る
花〔

か

綵さ
い
〕何

か
あ
る
？

花
冠
あ
り
て
之
を
戴
く
者
あ
る
な
し
、

然さ

ら
ば
来
り
給
へ
来
る
べ
き
者
よ
、

来
り
て
此
不
完
全
を
完
成
し
給
へ
、

碧
空
を
充
実
し
緑
野
を
完
美
し
給
へ
、

此
の
花
園
に
生
気
を
吹ふ

き

入い

れ
給
へ
、

　

然さ

ら
ば
死
せ
る
万
物
は

　

生
命
を
受
け
て
起
き
愛
を
以
て
栄
え
ん
、

　

然
り
愛
を
以
て
栄
え
ん
。

（『
聖
書
之
研
究
』
二
一
三
号
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
一
〇
日
、
第
二

四
巻
、
一
一
四
―
一
一
五
頁
）

○
本
訳
詩
は
、
著
者
が
再
臨
信
仰
に
よ
る
再
臨
運
動
を
始
め
た
一
九
一
八
（
大
正
七
）
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年
、『
聖
書
之
研
究
』
一
一
三
号
の
巻
頭
に
、「（
訳
者
曰〔

い
〕ふ

、
自
由
に
し
て
大
胆
な
り

し
詩
人
は
余
輩
の
此
自
由
に
し
て
大
胆
な
る
意
訳
を
許
す
で
あ
ら
う
）」
と
付
記
し
て
、

原
詩
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
、『
英
和
独
語
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
）
に
再
録

さ
れ
た
。「
訳
文
は
『
基
督
再
臨
問
題
講
演
集
』
の
「
天
然
的
現
象
と
し
て
見
た
る

基
督
の
再
臨
」
の
末
尾
余
白
に
も
再
録
。
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
詩
は
、
一
八
八
三
年
に

刊
行
さ
れ
た
詩
集JO

CO
SERIA

に
収
め
ら
れ
、
や
は
りʻJocoseriaʼ

と
題
さ
れ

た
も
の
」（「
解
題
」、
第
二
四
巻
、
六
三
七
頁
）。「
然さ

ら
ば
来
り
給
へ
来
る
べ
き
者
よ
」、

そ
れ
は
著
者
の
信
仰
的
待
望
に
し
て
、
旧
新
約
聖
書
の
奥
義
で
あ
る
。
原
詩
は
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。「T

H
E�LO

RD
ʼS�RET

U
RN

�IN
�BRO

W
N

IN
G./W

anting�
is

―w
hat?/Sum

m
er�

redundant,/Blueness�
abundant,/

―W
here�

is�
the�

blot?/Beam
y�the�w

orld,�yet�a�blank�all�the�sam
e,/

―Fram
ew

ork�w
hich�

w
aits�for�a�picture�to�fram

e:/W
hat�of�the�leafage,�w

hat�of�the�flow
er?/

Roses�em
bow

ering�w
ith�naught�they�em

bow
er!/Com

e�then,com
plete�

incom
pletion,�O

�Com
er,/Pant�throʼ�the�blueness,�perfect�the�sum

m
er!/

Breathe�but�one�breath/Rose-beauty�above,/A
nd�all�that�w

as�death/
Grow

s�life,�grow
s�love,/Grow

s�love!

」（
第
二
四
巻
、
一
一
三
―
一
一
四
頁
）。
作

者
は
、Robert�Brow

ning

（「
万
物
悉
く
可
な
り
」、
参
照
）。

詩
人
カ
ウ
パ
ー
の
再
臨
歌
（
カ
ウ
パ
ー
）

然さ

ら
ば
臨き

た

り
給
へ
、
而

〔
し
か
〕し

て
爾な

ん
じの

戴
き
給
ふ
多
く
の
冠か

ん
む
り冕

の
上
に
更
に
一ひ

と
つ個

を
加
へ
給

へ
、
全
地
の
王
た
る
の
冠か

ん
む
り冕

を
戴
き
給
へ
、
爾
の
み
此
冠か

ん
む
り冕

を
戴
く
の
資
格
を
有
し
給

ふ
、
是
れ
固も

と

よ
り
爾
に
属
す
る
者
、
天
地
の
成
り
し
前さ

き

よ
り
古
き
契け

い

約や
く

に
由
り
て
爾
に

属
す
る
者
な
り
、
爾
は
其
後
爾
の
血
を
以
て
再
び
之
を
己お

の
れに

贖あ
が
なひ

給
へ
り
、
其
価
値
以

上
の
代
価
を
払
ひ
給
へ
り
、
爾
の
聖
徒
は
王
と
し
て
爾
を
迎
へ
ま
つ
る
、
爾
の
尊
号
は

無
窮
の
愛
の
泉
に
浸ひ

た

さ
れ
た
る
鉄
筆
を
以
て
彼
等
の
心
に
深
く
刻き

ざ

ま
る
、
然

〔
し
か
〕り

爾
の
聖

徒
は
王
と
し
て
爾
を
迎
へ
ま
つ
る
、
而
し
て
爾
の
臨き

た

り
給
ふ
こ
と
遅
き
が
故
に
爾
の
敵

は
勇
気
を
得
て
誇
る
、
然
れ
ど
も
若〔

も
〕し

彼
等
に
し
て
我
等
の
永
く
待
望
み
し
爾
の
再
臨

の
光ひ

か
りに

接
せ
ん
乎〔

か
〕、

彼
等
は
爾
の
稜み

い

威づ

を
恐
れ
て
、
或
ひ
は
小
山
の
懐

ふ
と
こ
ろに

潜ひ
そ

み
、
或
ひ

は
巌い

は
ほの

洞ほ
ら

に
逃の

が

れ
て
、
其
屈か

ゞ

め
る
身
を
隠か

く

さ
ん
。

（『
聖
書
之
研
究
』
二
一
九
号
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第

二
四
巻
、
三
三
六
頁
）

○
本
訳
詩
は
、『
聖
書
之
研
究
』
二
一
九
号
に
、「
内
村
鑑
三
訳
」
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
付
記
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。「
英
国
詩
人
カ
ウ
パ
ー
は
贖

〔
し
よ
く

罪ざ
い
〕と

再
臨
の
信
仰
を

歌
ひ
て
有
名
で
あ
る
、
左
に
彼
の
有
名
な
るCom

e�then,�and,�added�to�T
hy�

m
any�

crow
ns

の
一
節
を
抄
訳
す
る
」（
第
二
四
巻
、
三
三
六
頁
）。
作
者
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
詩
人W

illiam
�Cow

per

（
一
七
三
一
―
一
八
〇
〇
年
）。
讃
美
歌
集
『O

lney�
H

ym
ns

（
一
七
七
九
年
、John�N

ew
ton

と
の
共
編
）
が
あ
る
。「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」

は
、「
御み

霊た
ま

」
や
「
新は

な

婦よ
め

」
の
「『
来き

た

り
た
ま
へ
』」
の
声
の
あ
と
、
黙
示
録
の
証
言

者
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「『
然し

か

り
、
わ
れ
速す

み
や

か
に
到い

た

ら
ん
』（
第
二
二

章
二
〇
節
）」。
二
〇
節
は
、
こ
う
続
い
て
い
る
。「
ア
ァ
メ
ン
、
主し

ゅ

イ
エ
ス
よ
、
来き

た

り
た
ま
へ
」。「
マ
ラ
ナ
・
タ
（
わ
れ
ら
の
主し

ゅ

よ
、
き
た
り
ま
せ
）」（「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の

第
一
の
手
紙
」
第
一
六
章
二
二
節
）
と
「
然し

か

り
、
わ
れ
速す

み
やか

に
到い

た

ら
ん
」
―
こ
の
待

望
と
約
束
に
、
著
者
の
再
臨
信
仰
の
希
望
の
源
が
あ
る
。

〔
我
は
汝
は
我
を
離
れ
て
〕（
ヰ
ツ
チ
ヤ
ー
）

我
は
汝
は
我
を
離
れ
て
在
り
と
は
信
ず
る
能
は
ず

危
き
場
合
に
援
け
ん
為
に
天
使
は
我
側
に
在
る
に
非
ず
耶〔

や
〕

（『
聖
書
之
研
究
』
三
三
五
―
三
三
六
号
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
六
月
一
〇

日
、
七
月
一
〇
日
、
第
三
一
巻
一
八
四
頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
来
世
問
題
の
研
究
」
の
「
其
五　

活
動
の
来
世
」
に
、「
詩
人
ヰ
ツ
チ
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ヤ
ー
の
『
雪
籠
り
』
に
彼
の
去
り
に
し
妻
を
想
ふ
一
句
が
あ
る
」
と
し
て
最
後
の
部

分
に
引
用
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
一
行
で
「
其
五
」
は
結
ば
れ
て
い
る
。「
天
に
在
り

て
相
互
を
助
け
、
亦
地
に
在
る
者
を
も
助
く
る
事
が
出
来
る
。
そ
れ
が
真
の
死
後
生

命
で
あ
る
」（
第
三
一
巻
、
一
八
四
頁
）。
作
者
は
、John�

Greenleaf�
W

hittier

（「〔
我
も
は
や
懼お

そ

れ
ず
〕」
等
、
参
照
）。

〔
路
傍
に
花は

な
咲さ

く
〕（
ウ
オ
ル
ヅ
オ
ス
）

路
傍
に
花は

な

咲さ

く
最
も
卑い

や
しき

花
も
、

万
感
湧
い
て
尽
ざ
る
深
遠
の
思
想
を
促
す

（「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月
七
日
、
第
三
三
巻
、
二
六
六
頁
）

○
著
者
の
日
記
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
八
月
二
六
日
か
ら
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）

年
三
月
二
二
日
ま
で
、
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
日
記
は
、『
聖
書
之
研
究
』
二

一
九
号
（
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
〇
月
一
〇
日
）
か
ら
終
刊
号
三
五
七
号
（
一
九

三
〇
（
昭
和
五
）
年
四
月
二
五
日
）
ま
で
、「
日
々
の
生
涯
」（
二
一
九
号
―
二
六
五
号
、

二
七
四
号
―
三
五
七
号
）、「
一
日
一
生
」（
二
六
六
号
―
二
七
三
号
）
と
し
て
同
誌
に
掲

載
さ
れ
た
。
日
記
は
、
三
月
二
八
日
の
死
の
七
日
前
三
月
二
二
日
で
終
っ
て
い
る
が
、

そ
の
前
日
の
二
一
日
に
は
、
一
行
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。「
引
続
き
希
望
の
内
に
在

る
」（
第
三
五
巻
、
五
六
一
頁
）。
本
訳
詩
が
引
用
さ
れ
た
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
七
月

七
日
の
日
記
に
は
、「
雑
誌
校
正
を
終
わ
つ
た
」（
第
三
三
巻
、
二
六
六
頁
）
と
書
き
、

「
今
か
ら
が
本
当
の
夏
休
暇
で
あ
る
、
ウ
オ
ル
ヅ
オ
ス
を
思
い
出
し
た
、
狭せ

ま

い
、
冷つ

め

た
い
疑う

た

念が
い

深ぶ
か

い
斯こ

の

世よ

の
人
を
離
れ
て
直
に
天
然
と
天
然
の
神
に
接
す
る
快
楽
を
思
ふ

た
」（
同
前
）
と
い
い
、
本
訳
詩
を
原
詩
と
と
も
に
記
し
て
い
る
。
原
詩
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。「
“The�m

eanest�flow
er�that�blow

s�can�give/T
houghts�

that�do�often�lie�too�deep�for�tears.

”」。
作
者
は
、W

illiam
�W

ordsw
orth

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

〔
大
い
な
る
神
よ
〕（
ウ
オ
ル
ヅ
ヲ
ス
）

大
い
な
る
神
よ
、
余
は
所
謂
基ク

リ
ス
チ
ヤ
ン

督
者
た
ら
ん
よ
り
は

寧む
し

ろ
廃す

た

れ
し
信
仰
に
養
は
れ
し
異
教
徒
た
ら
ん

（「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月
九
日
、
第
三
三
巻
、
二
六
七
頁
）

○
日
記
に
は
、
Ｆ
・
Ｗ
・
Ｈ
・
マ
イ
ヤ
ー
ス
著
『
詩
人
ウ
オ
ル
ヅ
ヲ
ス
』
を
読
み
、

「
之
は
余
が
一
八
八
五
年
五
月
米
国
ペ
ン
シ
ル
ヷ
ニ
ヤ
洲
エ
ル
ヰ
ン
に
於
て
白
痴
院

看
護
夫
を
務
め
居
り
し
時
に
購

〔
あ
が
な
〕ふ

た
る
一
冊
で
あ
つ
て
甚
だ
懐な

つ

か
し
き
者
で
あ
る
」

（
第
三
三
巻
、
二
六
七
頁
）
と
書
き
、
本
訳
詩
を
原
詩
と
と
も
に
引
用
し
、
こ
う
結
ん

で
い
る
。「
実
に
青
年
時
代
に
於
て
ウ
オ
ル
ヅ
ヲ
ス
と
親
し
む
の
利
益
は
終
生
尽
き

ざ
る
者
で
あ
る
」（
同
、
二
六
八
頁
）。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「Great�

God!�Iʼd�rather�be/A
�pagan�suckled�in�a�creed�outw

orn

」（
同
、
二
六
七

頁
）。
作
者
は
、W

illiam
�W

ordsw
orth

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

〔
天
然
の
堅
き
〕（
ウ
オ
ル
ヅ
オ
ス
）

天
然
の
堅
き
基
礎
の
上
に

永
久
に
変
ら
ざ
る
思
想
は
築
か
る
。

（「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
一
月
二
六
日
、
第
三
三
巻
、
三
一
八
―

三
一
九
頁
）

○
日
記
に
は
、
星
之
友
会
で
毎
回
三
〇
分
程
度
「
聖
書
の
天
文
学
」
に
つ
い
て
講
じ
る

こ
と
に
な
り
、
同
日
は
「
創
世
記
」
第
一
章
一
節
、
一
四
―
一
九
節
に
つ
い
て
話
し

た
と
書
き
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「「
元は

じ
め始

に
神
天
と
地
と
を
創つ

造く

り
給
へ

り
」
と
あ
り
て
聖
書
は
天
文
学
と
地
理
学
と
を
以
て
始
つ
て
居
る
、
而

〔
し
か
〕し

て
黙
示
録
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は
新
し
き
天
と
新
し
き
地
と
の
出
現
を
以
て
結
ん
で
居
る
の
を
見
れ
ば
、
聖
書
は
天

文
地
理
を
以
て
始し

終じ
う

し
て
居
る
事
が
解わ

か

る
」（
第
三
三
巻
、
三
一
八
頁
）。
著
書
は
、

確
固
と
し
た
天
文
と
地
理
の
上
に
築
か
れ
る
こ
と
の
な
い
信
仰
は
頼
む
に
足
り
な
い

と
い
い
、
本
訳
詩
を
原
詩
と
と
も
に
引
用
し
て
い
る
。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。「T

o�the�solid�ground�of�N
ature/T

rusts�the�m
ind�that�builds�for�

aye.

」（
同
前
）。
作
者
は
、W

illiam
�W

ordsw
orth

（
前
掲
詩
、
参
照
）。
同
じ
原
詩

に
よ
る
翻
訳
は
、「
理
想
的
伝
道
師
」（『
基
督
教
新
聞
』
四
五
一
―
四
五
五
号
、
一
八
九

二
（
明
治
二
五
）
年
三
月
一
八
日
―
四
月
一
五
日
）
に
、
以
下
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。「
永え

い

久き
う

ニ
築き

づ

カ
ン
ト
ス
ル
ノ
人
ハ
／
万ば

ん

有い
う

ノ
堅け

ん

固ご

ナ
ル
土ど

台だ
い

に
頼よ

ル
」（
第
一

巻
、
二
六
八
頁
）。

〔
地
球
上
に
我
が
属
す
べ
き
〕（
ワ
ル
ヅ
ワ
ス
）

地
球
上
我
が
属
す
べ
き
唯
一
の
団
体
あ
る
あ
り
、

高ノ
ー
ブ
ル潔

な
る
生
者
と
高ノ

ー
ブ
ル潔

な
る
死
者
と
よ
り
成
る
。

（「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
二
月
二
四
日
、
第
三
三
巻
、
三
二
九

頁
）

○
一
二
月
二
三
日
、
今
井
館
で
五
八
名
が
会
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
晩
餐
会
が
開
か
れ
た
。

「
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
と
は
異
な
り
聖
劇
も
音
楽
礼
拝
も
な
い
、
余
は
ワ
ル
ヅ
ワ
ス

の
左
の
一
句
を
引
い
て
一
同
に
対む

か

ひ
高
潔
と
勇
気
の
必
要
と
に
就
て
勧
む
る
所
が
あ

つ
た
」。
作
者
は
、W

illiam
�W

ordsw
orth

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

〔
突つ

つ
立た

つ
山
の
曝さ

ら
せ
る
胸
に
〕（
ミ
ル
ト
ン
）

突つ
つ

立た

つ
山
の
曝さ

ら

せ
る
胸
に

悶も
だ

え
る
雲
は
屢し

ば

々〳
〵

靠も
た

る

（「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
九
月
一
二
日
、
第
三
三
巻
、
四
二
六

頁
）

○
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
七
月
六
日
―
九
月
一
五
日
、
沓
掛
（
一
〇
日
よ
り
星
野
温

泉
）
に
滞
在
し
た
。
夏
期
休
業
中
の
日
々
で
、
九
月
一
一
日
の
日
記
に
は
、
以
下
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
基ク

リ
ス
チ
ヤ
ン

督
者
に
取
り
て
は
休
養
と
称
し
て
単
に
仕
事
を
休
み

天
然
に
接
す
る
丈
で
は
な
い
、
神
に
接
し
其
聖
霊
の
注
入
に
与
る
事

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
そ
れ
が
真
正

9

9

9

9

9

の9

、
積
極
的
の
休
養
で
あ
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」（
第
三
三
巻
、
四
二
五
頁
）。
翌
一
二
日
は
雨
、
唯
一

の
友
は
「
浅
間
の
雄
峯
」（
同
、
四
二
六
頁
）
で
、
著
者
は
「
詩
人
ミ
ル
ト
ン
の
『
ア

ル
レ
グ
ロ
ー
』
に
於
け
る
左
の
一
句
を
諳そ

ら
んん

じ
な
が
ら
屢

〔
し
ば

々し
ば
〕

其
勇
姿
を
仰
ぐ
は
多

大
の
感
興
で
あ
る
」（
同
前
）
と
、
原
詩
と
と
も
に
本
訳
詩
を
記
し
て
い
る
。
原
詩

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「M

ountains�on�w
hose�barren�breast,/T

he�la-
bouring�clouds�do�often�rest.

」（
同
、
四
二
六
頁
）。
作
者
は
、John�M

ilton

（「〔
噫

〔
あ
あ
〕聖せ
い

霊れ
い

よ
、
爾

〔
な
ん
じ
〕は

諸す
べ

て
の
宮み

殿や

に
勝ま

さ

り
〕」、
参
照
）。

〔
真
実
に
し
て
〕〔
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ト
〕

真
実
に
し
て
変
ら
ざ
る
神
は
、

誓ち
か
ひと

約
束
と
血
と
を
以
て
、

我
が
希
望
の
土
台
を
置
き
給
ふ

（「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
二
月
一
三
日
、
第
三
四
巻
、
一
四
五

頁
）

○
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
二
月
一
二
日
の
日
記
に
は
、「
朝
ボ
ー
ガ
ツ
キ
ー
著

『
金
言
の
庫
』
に
「
我
れ
此
死
す
べ
き
生
命
を
去
る
時
に
、
罪
は
永
久
に
廃や

む
べ
し
」

と
の
言
を
読
み
て
思
は
せ
ら
れ
た
、
死
は
実
は
人
生
に
最
も
善
き
事
で
は
な
い
乎
と
。

罪
は
死
を
以
て
止
む
な
ら
ば
、
死
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
」（
第
三
四
巻
、
一
四
五
頁
、
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以
下
同
じ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
翌
日
の
日
記
に
は
、「
今
日
も
亦
朝
の
日
課

と
し
て
ボ
ー
ガ
ツ
キ
ー
に
左
の
一
句
を
読
ん
で
我
眼
は
感
謝
の
涙
に
潤う

る

ん
だ
」
と
書

き
、
本
訳
詩
が
原
詩
と
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
原
詩
は
、
ド
イ
ツ
の
讃
美
歌
作

家
ボ
ー
ガ
ツ
キ
ー
『
金
言
の
庫
』（
英
訳
、A

�Golden�T
reasury�for�the�Children�

of�God,�1859
）
の
な
か
に
収
め
ら
れ
た
詩
（H

ope�in�the�Covenant

）
の
一
節
で
、

作
者
はIsaac�W

atts
（「
天
国
を
望
む
」、
参
照
）
で
、
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。「A

�faithful�and�unchanging�God/Lays�the�foundation�of�m
y�hope/

In�oaths,�and�prom
ises,�and�blood.

」。『
金
言
の
庫
』
は
、
著
者
に
よ
っ
て

『
寶
の
櫃
』（『
一
日
一
生
』
角
川
文
庫
版
、
第
三
版
、
一
九
五
二
年
、『
金
言
集
』、
第
三

四
巻
、
一
八
二
頁
）
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

〔
汝
は
暴
風
吹
き
荒
れ
し
〕（
ホ
ヰ
ツ
チ
ヤ
ー
）

汝
は
暴
風
吹
き
荒
れ
し
或
る
週
間
の
後
に

　

楽
し
き
安
息
日
が
麗う

る
はし

き
日
と
し
て
現
は
れ

雲
と
影
と
が
太
陽
の
光
を
受
け
て

　

祈
禱
の
天
幕
の
覆お

ほ
ひと

し
て
輝
く
を
見
ざ
り
し
や

（「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
六
月
一
四
日
、
第
三
四
巻
、
一
八
八
―

一
八
九
頁
）

○
日
記
に
は
、「
朝
ホ
ヰ
ツ
チ
ヤ
ー
詩
集
にV

ボ
イ
セ
ス

oices

の
一
篇
を
読
ん
だ
。
其
内
の
左
の

一
節
が
特
に
余
の
注
意
を
惹
い
た
」（
第
三
四
巻
、
一
八
八
頁
）
と
い
い
、
本
訳
詩
が

原
詩
と
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
詩
に
続
け
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。「
之
に
対
し
て
余
は
心
の
内
に
「
然
り
、
然
り
、
見
た
り
」
と
云
ひ
て
答
へ
た
」

（
同
、
一
八
九
頁
）。
原
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「H

ast�thou�not,�on�som
e�

w
eek�of�storm

,/Seen�the�sw
eet�Sabbath�breaking�fair,/A

nd�cloud�and�
shadow

,�sunlit,�form
/T

he�curtains�of�its�tent�of�prayer?

」（
同
、
一
八
八

頁
）。
作
者
は
、John�Greenleaf�W

hittier

（
前
掲
詩
、
参
照
）。
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三
　『
愛
吟
』（
抜
粋
）・
解
題

愛
吟

詩
は
英
雄
の
朝
の
夢
な
り
（
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
ー
、
ラ
マ
ー
テ
イ
ン
）

詩
の
正
当
な
る
反
対
は
散
文
に
非
ず
し
て
科
学
な
り
（
コ
レ
リ
ッ
ヂ
）

そ
は
大
な
る
思
想
が

ア
ヽ
我
が
兄
弟
よ
大
い
な
る
思
想
が
詩
人
の
天
職
な
り
（
ワ
ル
ト
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
）

（『
愛
吟
』、
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、
第
四
巻
、
三
一
六

頁
）

○
本
訳
詩
は
、「
愛
吟
」
と
題
し
て
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
作
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ロ
マ
ン
派
の
詩
人A

lphonse�M
arie�Louis�de�Prat�de�Lam

artine

（
一
七
九
〇

―
一
八
六
九
年
）、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人Sam

uel�T
aylor�Coleridge

（
一
七
七
二
―
一

八
三
四
年
）、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人W

alt�
W

hitm
an

（
一
八
一
九
―
一
八
九
二
年
）。
こ

こ
に
著
者
の
詩
・
詩
人
観
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

詩
人
の
胸
中
（
ロ
バ
ー
ト
、
ラ
ブ
マ
ン
）

彼
の
胸
中
に
囀さ

へ

づ
る
鳥
あ
り

宝ほ
う

玉ぎ
よ
くの

思
想
と
黄こ

が
ね金

の
語こ

と
ば言

と

山
と
牧ま

き

場ば

と
家か

畜ち
く

の
群む

れ

と
は

　

皆
彼
の
胸
中
に
あ
り

喜
よ
ろ
こ
び

と
悲

か
な
し
みと

闇
く
ら
や
み

と
明あ

か
りと

日ひ
な
た向

と
日ひ

陰か
げ

と
昼ひ

る

と
夜よ

る

と

悪
を
憎
む
心
と
義
を
愛
す
る
念
と

不ふ

朽き
う

の
事
業
を
遂と

げ
ん
と
す
る

永
久
不
抜
の
志
望
と

癒い
や

す
べ
か
ら
ざ
る
飢
渇
と
は

　

皆
彼
の
胸
中
に
あ
り

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
一
六
―
三
一
七
頁
）
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○
本
訳
詩
の
原
題
は
、「T

H
E�PO

ET
ʼS�SO

U
L.

」
で
、
著
者
は
「
詩
人
の
胸
中
」
と

訳
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
囀さ

へ

づ
る
鳥
」「
宝ほ

う

玉ぎ
よ
く

の
思
想
と
黄こ

が
ね金

の
語こ

と
ば言

」「
山
と

牧ま
き

場ば

と
家か

畜ち
く

の
群む

れ

」
が
あ
り
、「
喜

よ
ろ
こ
び

と
悲

か
な
し
みと

闇
く
ら
や
み

と
明あ

か
り」「

日ひ
な
た向

と
日ひ

陰か
げ

と
昼ひ

る

と
夜よ

る

…
…
」
な
ど
の
信
仰
宇
宙
（
＝SO

U
L

）
が
あ
る
。
作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人

Robert�Lovem
an

（
一
八
六
四
―
一
九
二
三
年
）。

カ
ン
ゾ
ー
ナ
（
小
歌
）（
サ
ボ
ナ
ロ
ー
ラ
）

今
や
賢
と
良
と
は
翼つ

ば
さを

収
め

　

無
智
は
戯
れ
、
衆
愚
は
叫
ぶ

奢
侈
は
淫
歌
を
唱
へ
て
耻
ず

　

哲
理
は
怪
訝
を
説
て
誇
る

　
　

作
偽
権
柄
を
恣

〔
ほ
し
い
ま
ま
〕に

し

　
　

陋
猥
勝
利
に
栄
ふ

我
之
を
見
て
冀
望
裏う

ち

に
沈
む

　

惟
〔
た
だ
〕知

る
メ
シ
ヤ
の
来
て
世
を
治
る
時
は

　

強
圧
悉
く
息〔

や
〕ん

で
正
義
の
悦
ば
ん
事
を

ア
ヽ
我
の
霊
よ
、
汝
の
未
だ
覓

〔
も
と
〕め

ざ
る

　

紫
衣
の
栄
を
汝
の
念
頭
よ
り
絶
て
よ

綺
羅
縉
紳
の
交

ま
じ
は
りを

避
け

　

権
門
勢
家
の
寵
を
避
け

　
　

阿
世
の
学
を
斥
け

　
　

卑
見
の
人
を
敵
と
し

汝
の
心
奥
に
聖
想
の
守
衛
た
れ

　

ア
ヽ
我
の
霊
よ
、
汝
天
涯
に
高
く
翔か

け

る
時

　

何
者
も
汝
の
無
垢
の
翼つ

ば
さを

穢け
が

す
べ
か
ら
ず

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
一
七
―
三
一
八
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
伊
国
愛
国
者
サ
ボ
ナ
ロ
ー

ラ
廿
歳
の
時
の
作
な
り
と
伝
ふ
、
蓋

〔
け
だ
〕し

彼
未
だ
フ
エ
レ
ラ
に
於
け
る
祖
父
の
家
に
あ

り
し
頃
、
時
の
貴
族
幷

〔
な
ら
び
〕に

紳
商
社
会
の
淫
風
乱
俗
を
目
撃
せ
し
時
の
感
を
述
べ
し
者

な
る
べ
し
、
後
、
彼
終

〔
つ
い
〕に

意
を
決
し
て
ボ
ロ
グ
ナ
の
寺
院
に
退
隠
せ
ん
と
し
て
家
を

出
で
ん
と
す
る
前
夜
、
彼
の
腰
笛
に
合
し
て
悲
曲
を
奏
し
、
彼
の
慈
母
を
し
て
哀
悼

措〔
お
〕く

能
は
ざ
る
に
至
ら
し
め
し
と
い
へ
る
は
或
は
此
小
歌
を
奏
せ
し
こ
と
な
る
や
も

知
れ
ず
、
ア
ヽ
一
四〔

五
〕世

紀
の
伊〔

イ
タ
リ
ア
〕

太
利
、
ア
ヽ
今
日
の
日
本
」（
第
四
巻
、
三
一
八
頁
）。

原
題
は
、「T

H
E�

CA
N

ZO
N

A
.

」。
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「Com
posed�by�Savonarola�in�1472�at�his�tw

entieth�age.�T
w

o�verses�
translated�by�R.�R.�M

adden.

」（
同
、
三
六
八
頁
）。
作
者
は
、
フ
ェ
レ
ー
ラ
生
ま

れ
の
ド
ミ
ニ
コ
修
道
士
で
神
権
政
治
を
行
い
、
最
後
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
公
開
処
刑

さ
れ
たGirolam

o�
Savonarola

（
一
四
五
二
―
一
四
九
八
年
）。
著
者
は
、『
余
は
い

か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
な
り
し
か
』（
大
内
三
郎
訳
）
に
、「
四
百
年
の
む
か
し
、

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
で
こ
の
よ
う
な
聖
な
る
謝
肉
祭
を
始
め
、
修
道

僧
た
ち
は
歌
い
踊
っ
た
の
だ
」（
四
九
頁
）
と
書
き
、
以
下
の
よ
う
な
詩
句
を
記
し

て
い
る
。「
あ
つ
き
愛
と
も
ゆ
る
心
を
も
て
／
キ
リ
ス
ト
の
聖
き
狂
気
を
か
き
い
だ

く
／
か
く
も
う
ま
し
き
喜
び
、
／
か
く
も
清
く
は
げ
し
き
喜
び
か
つ
て
な
し
／
叫
べ

よ
、
わ
れ
と
と
も
に
、
わ
が
叫
ぶ
ご
と
／
狂
気
よ
、
狂
気
よ
、
聖
き
狂
気
よ
」（
同

前
）。無

限
大
（
テ
ニ
ソ
ン
）

　
　
　

一

暗
き
此
世
に
幾
多
の
庵い

ほ

は
、
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失
せ
に
し
人
の
迹あ

と

を
悲
む
、

遠
き
宇
宙
に
幾
多
の
星
は

　

消き
え

に
し
民
の
墓
も
て
廻ま

転わ

る
、

　
　
　

二

此
世
の
常
の
歴
史
な
る
、

　

絶
ゆ
る
時
な
き
政
治
論
、

億
々
万
の
日
の
面ま

前へ

に
、

　

群む
ら
がり

騒さ
は

ぐ
蟻あ

り

の
音お

と

、

　
　
　

三

詐
偽
は
此こ

所ち

に
も
彼か

し
こ所

に
も
、

　

智
者
の
悲
む
不
信
実
、

一ひ
と
り人

の
詐
偽
を
掩
は
ん
た
め
、

　

幾
千
万
の
詐
偽
の
声
、

　
　
　

四

大
経
綸
や
大
勲
功
、

　

陸
海
軍
の
大
勝
利
、

正
義
の
為
に
死し

に

し
人
、

　

名
な
き
戦い

く
さ争

に
失
せ
し
人
、

　
　
　

五

生な
ま

血ち

に
煑に

ら
る
ゝ
無
辜
の
民
、

　

義
人
を
屠
る
「
正
義
論
」、

国
の
破
滅
を
意お

も

は
ざ
る
、

　

自
由
を
衒て

ら

ふ
大
束
縛
、

　
　
　

六

栄ゑ
い

華ぐ
わ

の
極
の
宗
教
家
、

　

疑
惑
に
迷
ふ
哲
学
者
、

奸
智
に
長た

く
る
妖
僧
は
、

　

幾
多
の
信
徒
を
引
き
寄
す
る
、

　
　
　

七

娯ご

楽ら
く

の
果は

て

の
廃す

た
れ

人び
と

、

　

昼
は
光ひ

か
りに

身
を
縮ち

ゞ

め
、

夜
は
汚
辱
の
魔
に
駆
ら
れ
、

　

罪
の
宴う

た
げ遊

に
意
気
昂た

か

し
、

　
　
　

八

酒
と
媱
婦
に
耽
け
る
富と

み

、

　

阿あ

諛ゆ

と
賄わ

い

賂ろ

に
頼た

よ

る
権け

ん

、

貧
よ
り
辛つ

ら

き
不
義
の
財ざ

い

、

　

骨
ま
で
潔き

よ

き
義
者
の
貧
、

　
　
　

九

慕
ひ
し
人
に
連
れ
添
ひ
て
、

　

思
残
れ
る
事
は
な
く
、

妹
脊
の
契
い
と
深
く
、

　

愛め

づ
る
孫
子
に
家
栄
え
、

　
　
　

十

名
利
を
競き

そ

ふ
国
と
国
、

　

小
事
に
鬩せ

め

ぐ
村
と
村
、

死
を
も
て
守
る
義
士
の
節

　

火
花
の
如
く
消
ゆ
る
約や

く

、

　
　
　

十
一

瞬ま
た
たく

間ひ
ま

の
逸た

の

楽し
み

に
、

　

肉
と
霊
と
を
蕩つ

尽く

す
人
、

愛
に
私
慾
を
打
消
し
て

　

十
字
に
身
を
ば
釘つ

け
し
彼か

れ

　
　
　

十
二
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春
と
夏
と
秋
と
冬
と
、

　

果
つ
る
こ
と
な
き
世
の
輪り

ん

廻ゑ

、

国
の
盛
衰
、
汐
の
変
、

　

合
せ
て
何
の
価ね

う
ちあ

る
、

　
　
　

十
三

凡
て
の
哲
理
、
詩
歌
、
科
学
、

　

人
の
心
の
種
々
の
状さ

ま

、

卑い
や

し
き
物
も
高
き
物
も
、

　

穢き
た
なき

物
も
清き

よ

き
物
も
、

　
　
　

十
四

渾す
べ
てが

墓
に
終
る
と
な
ら
ば
、

　

人
の
世
に
在
る
何
故
乎
、

無む

限げ
ん

に
吸す

は
れ
死し

に
呑の

ま
れ
、

　

意い

味み

な
き
過か

去こ

と
消
ん
為
に
乎
、

　
　
　

十
五

軒の
き

端ば

に
呻う

吟な

る
蚊か

の
群む

れ

乎
、

　

箱は
こ

巣す

に
怒
る
蜜み

つ

蜂ば
ち

乎
、

ア
ヽ
言

〔
ゆ
う
〕を

休〔
や
〕め

よ
、
我
は
彼
を
愛
せ
り
、

　

死
者
は
死
な
ず
し
て
生
け
り
、

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
一
九
―
三
二
三
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
末
節
幷
に
第
十
一
節
に
於

て
「
彼
」
と
言
て
「
人
」
或
は
「
者
」
と
言
は
ざ
る
は
勿
論
詩
人
の
崇
拝
物
を
指
し

て
言
へ
ば
な
り
、
是
れ
彼
がIn�

M
em

oriam

に
於
て
「
強
き
神
の
子
、
不
朽
の

愛
」
と
謳
ひ
し
ナ
ザ
レ
の
人
を
言
ひ
し
な
り
」（
同
、
三
二
三
頁
）。
原
題
は
、
作
者

が
八
〇
歳
の
と
き
に
出
版
さ
れ
た
「V

A
ST

N
ESS.

」。
作
者
は
、A

lfred�
Lord�

T
ennyson

（「〔
土
塀
の
上
に
生
ふ
花
よ
〕」
等
、
参
照
）。『In�M

em
oriam

』（
一
八
五

〇
年
）
に
は
、「
科
学
思
想
と
当
時
の
崩
れ
ゆ
く
信
仰
が
現
わ
れ
て
い
る
」（『
岩
波
小

事
典
西
洋
文
学
第
二
版
』）。

堅
き
城
は
我
等
の
神
な
り
（
ル
ー
テ
ル
）

堅
き
城
は
我
等
の
神
な
り
、

彼
は
拠
る
べ
き
塞と

り
で堡

な
り
、

我
等
に
臨
み
し
凡
て
の
悪
よ
り
、

彼
は
美
事
に
我
等
を
救
は
ん
、

　

夫〔
か
〕の

古
い
に
し
へよ

り
の
悪
し
き
者
は
、

　

今
は
猛
威
を
悉つ

く
し
て
立
て
り
、

　

政
権
を
以
て
装よ

そ
ほひ

、

　

邪
曲
の
計
を
施め

ぐ

ら
す
、

世
に
彼
に
当
る
者
な
し
。

若〔
も
〕し

我
等
の
力
に
頼
ら
ば

我
等
は
直
に
失
は
れ
む
、

然
れ
ど
一
人
の
聖
き
者
の

我
等
の
為
に
戦
ふ
あ
り
、

　

彼か
れ

何
人
と
尋
ぬ
る
乎
、

　

イ
ェ
ス
キ
リ
ス
ト
其
人
な
り
、

　

サ
バ
オ
ス
の
神
に
在
し
て
、

　

彼
の
他
に
神
あ
る
な
し
、

　

彼
我
等
と
共
に
戦
ふ
。

た
と
へ
悪
魔
は
世
界
に
充
ち
て
、

我
等
を
呑
ま
ん
と
企
つ
る
も
、
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我
等
は
少
し
も
心
に
留
め
じ
、

彼
は
我
等
に
勝
つ
能
は
ず
、

　

此
地
に
権
を
握
る
者
は
、

　

如
何
に
苛い

ら

立だ
ち

騒さ
わ

ぐ
と
も
、

　

我
等
に
害
を
加
ふ
る
を
得
じ
、

　

彼
の
運
命
は
已

〔
す
で
〕に

定
ま
れ
り
、

　

一
言
以
て
彼
を
殺
す
べ
し
、

神
の
勅み

の
り命

は
已
に
降
れ
り
、

是
を
毀

〔
こ
ぼ
〕つ

の
権ち

か
ら威

あ
る
な
し
、

彼
は
我
等
の
味
方
な
り
、

力
と
霊
と
を
我
等
に
給
ふ
、

　

我
等
の
生い

の
ち命

を
奪
ふ
も
可よ

し
、

　

我
等
の
名
誉
を
毀
つ
も
可よ

し

　

財た
か
らも

妻
も
子
も
与
へ
ん
、

　

然
れ
ど
彼
等
は
何
も
得
じ
、

　

神
の
聖み

国く
に

は
竟

〔
つ
い
〕に

仆
〔
た
お
〕れ

ず
、

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
二
四
―
三
二
七
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
連
の
間
に
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「「
夫
の
古
よ
り

の
悪
し
き
者
」D

er�alte�böse�Feind

、
悪
魔
な
り
、
政
権
に
頼
り
、
邪
計
を
施
ら

し
、
志
士
を
強
圧
す
、
古
今
東
西
変
る
こ
と
な
し
」（
第
四
巻
、
三
二
四
頁
）。「「
サ

バ
オ
ス
の
神
」（D

er�H
erre�Zebaoth

）、「
万
軍
の
主
」
の
意
、
キ
リ
ス
ト
崇
拝
、

「
新
神
学
者
」
の
嘲
弄
物
、
貧
叟
博
士
の
哲
学
的
（
？
）
戯
談
の
好
題
目
、
然
れ
ど

マ
ル
チ
ン
、
ル
ー
テ
ル
の
宗
教
」（
同
、
三
二
五
頁
）。「「
此
地
に
権
を
握
る
者
」、

D
er�Fürste�dieser�W

elt

、
魔
王
な
り
、
改
革
者
の
一
言
に
急
所
を
刺さ

さ
れ
て
憤

〔
ふ
ん

恚い
〕

す
る
の
族
」（
同
、
三
二
六
頁
）。「「
彼
等
」（Sie�habenʼs�kein�Gew

inn

）、
魔
族

を
云
ふ
、
義
人
を
殺
し
て
勝
て
り
と
信
ず
る
類た

ぐ
ひ」（

同
、
三
二
七
頁
）。
本
訳
詩
は
、

ド
イ
ツ
語
の
原
詩
「EIN

E�FEST
E�BU

RG�IST
�U

N
SER�GO

T
T

.

」
と
と
も
に
、

T
hom

as�
Carlyle

に
よ
る
英
訳
も
載
っ
て
い
る
。
作
者
は
、
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革

者M
artin�Luther

（
一
四
八
三
―
一
五
四
六
年
）。

ロ
イ
ド
、
ガ
リ
ソ
ン
（
ロ
ー
ヱ
ル
）

隘せ
ま

き
部へ

屋や

に
友
な
く
名
な
く
、

　

活か
つ

字じ

を
拾ひ

ろ

ふ
貧ま

づ

し
き
青
年
、

場ば

所し
よ

暗く
ら

く
し
て
装か

ざ
り飾

な
し
、

　

然さ

れ
ど
自じ

由ゆ
ふ

は
此こ

所ゝ
に
醸か

も

せ
り
。

賛
助
の
来
る
目め

あ
て的

な
く
、

　

双さ
う

手し
ゆ

に
世せ

界か
い

の
任に

ん

を
負お

ふ
、

彼か
れ

は
植し

よ
く字じ

の
術じ

ゆ
つを

知し

れ
り
、

　

勇い
ふ

気き

と
印い

ん

刷さ
つ

機き

械か
ひ

と
あ
り
。

彼か
れ

の
如ご

と

き
は
燃も

ゆ

る
髄ず

い

、

　

統と
ふ

系け
い

造つ
く

る
中な

か

の
真し

ん

、

週し
ふ

囲い

の
冷れ

い

躰た
い

彼か
れ

に
化か

し
、

　

燃も
ゆ

る
焰ほ

の
ふの

熱ね
つ

に
湧わ

く
、

ア
ヽ
真し

ん

理り

よ
、
ア
ヽ
自じ

由ゆ
ふ

よ
、
汝な

ん
じは

昔む
か
しも

今い
ま

も
尚な

ほ

　

馬ま

槽ぶ
ね

の
牀と

こ

に
は
ご
く
ま
る
、（
路〔

ル

可カ
〕

伝
二
章
七
節
）

夜よ
る

の
関く

わ
んの

木き

砕く
だ

く
手て

は
、

　

賤し
づ

の
伏ふ

し

屋や

に
人ひ

と

と
成な

る
。
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渓た
に

河が
は

を
源

み
な
も
と

近ち
か

く
過よ

ぎ
る
時と

き

、

　

其そ
の

行ゆ
く

末す
ゑ

を
推は

量か

り
難が

た

し
、

貢み
つ
ぎを

数あ
ま

多た

の
小を

川が
は

に
受う

け
て

　

潮う
し
ほの

如ご
と

く
に
海う

み

に
臨の

ぞ

む
。

ア
ヽ
小し

や
うな

る
端た

ん

緒ち
よ

よ
、
至し

誠せ
い

に
拠よ

り
、

　

不ふ

撓ぎ
や
うに

築き
づ

き
て
汝な

ん
ぢは

大だ
い

に
し
て
強つ

よ

し
、

　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

汝な
ん
ぢは

不ふ

義ぎ

に
勝か

ち
楽ら

く

土ど

を
拓ひ

ら

き
、

　

王わ
う

冠か
ん

を
得え

て
之こ

れ

を
戴

い
た
ゞ
いて

耻は

ぢ
ず
。

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
二
七
―
三
二
九
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
ウ
イ
リ
ヤ
ム
、
ロ
イ
ド
、

ガ
リ
ソ
ン
、
は
黒
奴
廃
止
運
動
卒
先
者
の
一
人
な
り
、
千
八
百
二
十
六
年
、
即
ち
彼

の
二
十
二
歳
の
頃
よ
り
頻

〔
し
き
〕り

に
時
の
政
権
金
権
に
逆
ら
ひ
、
独
力
を
持
て
痛
く
黒
奴

使
役
制
度
を
攻
撃
せ
り
、
彼
の
発
行
に
か
ゝ
り
し
、「
リ
ベ
レ
ー
ト
ル
」（
放
免

0

0

）
な

る
雑
誌
は
南
方
諸
州
の
忌
み
嫌
ふ
処
と
な
り
、
ジ
ヨ
ル
ジ
ヤ
洲
の
如
き
は
五
千
弗

〔
ド
ル
〕の

賞
を
賭
け
て
法
律
上
此
雑
誌
の
禁
圧
を
企
つ
る
に
至
れ
り
、
然
れ
ど
も
勇
敢
独
歩
の

ガ
リ
ソ
ン
な
に
か
臆
す
べ
き
、
彼
は
発
行
を
続
け
て
益
々
広
く
之
を
散
布
し
、
終
に

千
八
百
六
十
年
の
国
民
的
大
運
動
を
見
る
に
至
れ
り
、
雑
誌
を
発
行
す
る
な
ら
ば

如
〔
か
く
の

此ご
と
〕き

企
計
と
精
神
と
を
以
て
す
べ
し
、
貴
顕
の
補
助
金
を
頼
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
俗
論
の
賛
助

0

0

0

0

0

を
待
つ
の
雑
誌
記
者
は
大
に
此
米
人
に
学
ぶ
処
あ
り
て
可
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
同
、
三
二
九
頁
）。

原
題
は
、「W
ILLIA

M
�LLO

Y
D

�GA
RRISO

N
.

」。W
illiam

�Lloyd�Garrison

（
一
八
〇
五
―
一
八
七
九
年
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
制
度
廃
止
運
動
家
で
、
ア
メ
リ

カ
反
奴
隷
制
度
協
会
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
。
作
者
は
、Jam

es�Russell�Low
-

ell

（
前
掲
詩
、
参
照
）。

急
が
ず
に
、
休
ま
ず
に
（
ゲ
ー
テ
）

「
急い

そ

が
ず
に
、
休や

す

ま
ず
に
」、

是
ぞ
汝
の
胸む

な

飾か
ざ
り　

心
の
底
の
奥
に
留と

め
、

浪な
み

風か
ぜ

荒
く
吹
き
捲
く
も
、

花
咲
く
小こ

径み
ち

た
ど
る
に
も
、

世
を
去
る
ま
で
の
旗は

た

章じ
る
し。

急
が
ず
、
心
し
て
、

心
の
駒
の
手た

綱づ
な

取
れ
、

静
に
思
ひ
、
能
く
計
り
、

決き

め
て
全
力
も
て
進
め
、

急
が
ず
に
、
歳
を
経
て
、

思
慮
な
き
行わ

為ざ

に
悔く

や

み
す
な
。

休
ま
ず
に
、
よ
く
励
め
、

過す

ぎ
行
く
年
の
足
早
し
、

何
か
に
朽く

ち

ざ
る
善よ

き
仕
事
、

浮
世
の
旅
の
紀
念
物
、

遺の
こ

し
て
我
の
身
は
果
つ
も
、

世
々
に
長な

が
ら生

ふ
そ
の
栄
誉
。

急
が
ず
に
、
休
ま
ず
に
、

静
に
天
の
命
を
待
て
、

義ぎ

務む

は
汝
の
指し

南な
ん

軍ぐ
ん

、
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何
は
と
も
あ
れ
正
を
践ふ

め
、

急
が
ず
に
、
休
ま
ず
に
、

闘
た
ゝ
か
い

終
へ
て
後
の
冕

か
ん
む
り。

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
三
〇
―
三
三
二
頁
）

○
本
訳
詩
の
あ
と
に
、
徳
川
家
康
の
以
下
の
言
葉
を
置
い
て
い
る
。「
惰

〔
お
こ
た
〕ら

ず
行
か
ば

千
里
の
外
も
見
ん
、
／
牛
の
歩あ

ゆ
みの

よ
し
遅
く
と
も
」（
第
四
巻
、
三
三
二
頁
）。
作
者

は
、Johann�W

olfgang�von�Goethe

（
前
掲
詩
、
参
照
）。
本
詩
は
、
英
文
の
翻
訳

「H
A

ST
E�N

O
T

!�RSEST
�N

O
T

!
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

今
日
（
ト
マ
ス
、
カ
ー
ラ
イ
ル
）

茲
〔
こ
こ
〕に

白
日
又
来
り
け
り

消
費
せ
ざ
ら
ん
事
を
勉
め
よ

此
日
永
遠
よ
り
来
り

夜
と
共
に
永
遠
に
去
る
。

人
未
だ
曾

〔
か
つ
〕て

此
日
を
見
ず
、

逝
〔
ゆ
き
〕て

再
び
之
を
見
る
者
な
し
、

茲
に
白
天
又
来
り
け
り
、

消
費
せ
ざ
ら
ん
事
を
勉
め
よ
。

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
三
二
―
三
三
三
頁
）

○
著
者
は
、「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」（『
国
民
之
友
』
二
五
六
号
（
一
八
九
五

（
明
治
二
八
）
年
七
月
一
三
日
）
に
、「
カ
ー
ラ
イ
ル
曰
へ
る
あ
り
「
雄
編
大
作
は
常

に
憂
鬱
の
気
を
帯
ぶ
と
」（
第
三
巻
、
一
八
一
頁
）
述
べ
、
ユ
ー
ゴ
、
イ
プ
セ
ン
、

レ
ッ
シ
ン
グ
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、

「
カ
ー
ラ
イ
ル
を
学
ぶ
利
と
害
」（『
月
曜
講
演
』、
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
八
年
、
所
収
）、

「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
言
」（『
東
京
独
立
雑
誌
』
二
五
号
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
）、

「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
葬
式
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
一
〇
号
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
六

月
一
〇
日
）、「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
婦
人
観
」（『
東
京
独
立
雑
誌
』
二
八
―
二
九
号
、
一
八

九
九
（
明
治
三
二
）
年
四
月
一
五
、
二
五
日
）
な
ど
の
著
述
が
あ
る
。
ま
た
、『
夏
期

演
説　

後
世
へ
の
最
大
遺
物
』（
便
利
堂
書
店
、
一
八
九
七
年
）
で
は
、
カ
ー
ラ
イ
ル

が
二
〇
年
か
け
て
完
成
し
た
大
著
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
の
原
稿
焼
失
に
よ
る
書
き

直
し
に
言
及
し
た
。
原
題
は
、「T

O
-D

A
Y

.

」
で
、
作
者
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生

ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
家
・
歴
史
家
で
あ
るT

hom
as�Carlyle

（
一
七
九
五
―
一

八
八
一
年
）。
本
訳
詩
の
あ
と
に
、
佐
久
間
象
山
の
以
下
の
言
葉
を
置
い
て
い
る
。

「
日
晷
一
移
千
載
無
再
来
之
今
、
形
神
既
離
万
古
無
再
生
之
我
、
学
芸
事
業
豈
可

悠
々
」（
第
四
巻
、
三
五
三
頁
）。

夕
暮
（
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
レ
ツ
ケ
ル
ト
）

天
の
雲
に
浸ひ

た

さ
れ
て

　

地
は
静せ

い

穏お
ん

に
帰き

せ
り
、

晩い
り
あ
ひ鐘

の
音ね

に
伴と

も
なは

れ
て

　

自
然
は
眠
に
就
け
り
。

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
三
三
―
三
三
四
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
日
本
語
の
題
名
「
夕
暮
」
に
対
応
す
る
ド
イ
ツ
語
の
原
題
は
付
さ
れ

て
い
な
い
。
作
者
は
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
、
東
洋
学
者
のFriedrich�

Rückert

（
一

七
八
八
―
一
八
六
六
年
）。
天
の
雲
、
晩
鐘
の
音
の
な
か
で
、
自
然
も
、
大
地
も
、
万

物
悉
く
可
な
り
の
夕
暮
の
静
け
さ
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
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ヱ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ン
（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
）

登
る
月
に
星
か
く
れ

金こ
が
ねの

如
き
そ
の
ひ
か
り

彼あ
ち
ら所

此こ
ち
ら所

に
影か

げ

撒ま

き
て

青
き
野
原
の
上
に
輝
る

斯
く
も
静し

づ

け
き
宵よ

い

の
間
に

小
森
の
陰か

げ

に
独ひ

と
り寝ね

て

夢
に
も
遭
わ
ぬ
婀あ

娜だ

神か
み

の

接す
ゝ
り吻

に
触
れ
し
ヱ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ン

デ
イ
ヤ
ナ
の
接す

ゝ
り吻

は
人
の
愛

求も
と

め
ぬ
時
の
贈お

く
り

物も
の

言
は
ず
語
ら
ず
、
知
ら
ぬ
間ま

に

深
き
情な

さ
けの

一ひ
と

凝み
つ
め視

ア
ヽ
憂う

れ
ひに

沈
む
も
の
よ

ア
ヽ
患な

や
み難

と
恐お

そ
れ怖

の
下も

と

に

疲つ
か

れ
し
頭か

う
べを

低た
る

る
も
の
よ

汝
も
愛
せ
ら
る
ゝ
な
り

如い

何か

に
運
命
拙つ

た

な
き
も

如
何
に
此
世
は
淋さ

び

し
き
も

知
ら
ぬ
情な

さ
けの

友
あ
り
て

此
身
の
憂う

き

に
応こ

た

ふ
ら
ん

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
三
四
―
三
三
五
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
希

〔
ギ
リ
シ
ア
〕

臘
神
話
に
曰
ふ
、
牧
者

ヱ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ン
、
主
神
ジ
ュ
ピ
タ
ー
に
乞
ふ
に
紅
顔
を
保
ち
な
が
ら
終
生
を
睡
眠

の
中
に
過す

ご

さ
ん
事
を
以
て
す
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
之
を
容
し
、
彼
を
し
て
ラ
ト
モ
ス
山
頂

に
登
り
、
独ひ

と

り
眠
に
就
か
し
む
、
女
神
デ
イ
ヤ
ナ
之
を
見
て
夜
々
降
り
来
て
彼
を
接

吻
す
、
デ
イ
ヤ
ナ
は
月
神
な
り
」（
第
四
巻
、
三
三
五
頁
）、「
嗚〔

あ

呼あ
〕

此
淋
し
き
世
の
中
、

此
無
情
な
る
社
界
、
今
や
清
士
友
を
得
る
に
難
し
、
然
れ
ど
も
世
は
未
だ
全
く
魔
族

の
も
の
に
非
ず
、
同
情
者
は
存
す
る
な
り
、
慰
め
よ
」（
同
、
三
三
六
頁
）。
原
題
は
、

「EN
D

Y
M

IO
N

.

」
で
、
作
者
はH

enry�W
adsw

orth�Longfellow

（
前
掲
詩
、
参

照
）。汝

の
恐
怖
を
風
に
任
か
せ
よ
（
ゲ
ヤ
ハ
ー
ト
）

汝
の
恐
怖
を
風
に
任ま

か
せ
よ

望
ん
で
狼ふ

た
め狽

く
な
か
れ

神
は
汝
の
悲
鳴
を
聞
け
り

神
は
汝
の
頭
を
擡も

た

げ
ん

暗
き
雨
夜
の
波
路
の
中
に

神
は
汝
の
道
を
開
か
ん

彼
の
時
を
俟〔

ま
〕て

よ
然
ら
ば

夜
は
喜
楽
の
昼ひ

る

と
終
ら
ん

彼
の
支
配
は
宇
宙
に
亙

〔
わ
た
〕り

万
物
皆
彼
に
従
ふ

彼
れ
為
し
て
恵め

ぐ
みな

ら
ざ
る
は
な
し

彼
れ
導
き
て
光
な
ら
ざ
る
は
な
し
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汝
は
未
だ
彼
を
解
せ
ず

然
れ
ど
天
と
地
と
は
告
ぐ

神
は
天
上
に
主
権
を
握
り

能
く
万
物
を
治
め
給
ふ
と

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
三
八
―
三
三
九
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
パ
ウ
ル
、
ゲ
ヤ
ハ
ー
ト
は

独〔
ド
イ
ツ
〕逸

国
伯

〔
ベ
ル

林リ
ン
〕朝

廷
に
事

〔
つ
か
〕へ

、
其
宮
中
の
説
教
師
と
し
て
長
く
職
を
奉
ぜ
し
人
な
り
、

然
る
に
終

〔
つ
い
〕に

讒
〔
ざ
ん
〕に

遇
ひ
都
外
に
逐
放
せ
ら
る
ゝ
に
至
れ
り
、
彼
れ
冤
を
訴
ふ
る
に
所

な
く
、
亦
歩
を
向
く
る
の
目
的
地
な
し
、
一
夜
僻

〔
へ
き

陬す
う
〕の

旅
館
に
宿
し
、
夫
人
の
愁
歎

其
極
に
達
す
、
ゲ
ヤ
ハ
ー
ト
彼
女
を
慰
む
る
に
術
な
く
、
此
の
詩
を
作
て
彼
女
に
示

す
、
而
し
て
慰
諭
の
言
未
だ
終
ら
ざ
る
に
二
人
の
紳
士
の
刺
を
通
し
て
彼
を
見
ん
と

欲
す
る
者
あ
る
に
会
す
、
出
て
彼
等
に
接
す
れ
ば
サ
ク
ソ
ニ
ー
国
の
撰
侯
よ
り
特
に

彼
を
迎
へ
ん
為
に
送
り
し
使
者
な
り
き
、
曰
ふ
侯
彼
の
不
遇
を
聞
て
迎
へ
て
サ
ク
ソ

ニ
ー
朝
廷
の
説
教
師
と
な
さ
ん
と
す
と
、
彼
れ
直
に
走
て
夫
人
に
告
げ
、
真
神
の
教

導
の
驚
く
べ
き
を
示
す
」（
第
四
巻
、
三
三
九
頁
）。
原
題
は
、「GIV

E�
T

O
�

T
H

E�
W

IN
D

S�T
H

Y
�FEA

RS.

」
で
、
作
者
は
ド
イ
ツ
の
ル
タ
ー
派
神
学
者
・
讃
美
歌
詩

人Paul�Gerhardt

（
一
六
〇
七
―
一
六
七
六
年
）。

吼
よ
夜
の
風
（
ヘ
ン
リ
ー
、
キ
ル
ク
、
ホ
ワ
イ
ト
）

吼ほ
え

よ
夜
の
風
、
汝
の
力
を
合あ

は

せ
よ

　

神
の
大
命
な
し
に

汝
は
山
の
松
の
樹
に

　

雀
の
ね
ぐ
ら
を
乱
す
能
わ
ず

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
四
〇
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
余
は
未
だ
多
く
此
青
年
詩

人
（
彼
は
二
十
一
歳
を
一
期
と
し
て
逝
け
り
）
の
作
を
読
ま
ず
、
然
れ
ど
簡
短
な
る
彼

の
伝
記
と
此
一
小
篇
と
は
彼
を
し
て
余
の
永
久
の
友
人
た
ら
し
め
た
り
、
是
れ
馬〔

マ
タ
イ
〕太

伝
第
十
章
二
十
九
節
に
於
け
る
／
二
羽
の
雀
は
一
銭
に
て
售う

る

に
非
ず
や
然
る
に
爾

〔
な
ん
じ
ら
〕

等

の
父
の
許
な
く
ば
其
一
羽
も
地
に
隕

〔
お
つ
〕る

こ
と
有

〔
あ
ら
〕じ

／
と
の
基
督
の
言
を
歌
ひ
し
者
な

り
、
彼
れ
ホ
ワ
イ
ト
少
時
よ
り
懐
疑
の
風
に
襲
は
れ
、
信
仰
上
彼
の
立
脚
の
地
を
失

は
ん
と
せ
し
時
此
述
懐
あ
り
大
に
安
寧
を
得
た
り
と
云
ふ
、
哲
理
的
に
神
を
疑
ひ

つ
ゝ
心
霊
的
に
彼
に
頼
る
の
状
を
綴
り
し
も
の
と
し
て
は
余
は
他
に
未
だ
此
の
如
き

を
識
ら
ず
」（
第
四
巻
、
三
四
〇
頁
）。
原
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
作
者
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
詩
人H

enry�K
irk�W

hite

（
一
七
八
五
―
一
八
〇
六
年
）。

美
は
し
き
ジ
オ
ン

天
上
の
美う

る

は
し
き
ジ
オ
ン

我
の
愛あ

い

す
る
美
は
し
き
城し

ろ

真し
ん

珠じ
ゆ

の
如
き
美
は
し
き
門も

ん

神
の
在い

ま

す
美
は
し
き
宮み

や

ク
ラ
ニ
オ
ン
に
失う

せ
し
者
が　
（
路〔

ル

可カ
〕

伝
三〔

二
〕十

三
章
三
十
三
）

我
が
為
に
其
門
を
開
か
ん

　

ジ
オ
ン
よ
、
美
は
し
き
ジ
オ
ン
よ

　

神
の
城し

ろ

な
る
美
は
し
き
ジ
オ
ン
よ

光
り
輝
く
美
は
し
き
天く

国に

白
き
を
纏ま

と

ふ
美
は
し
き
天つ

か
ひ使

絶た
え

間ま

な
き
美
は
し
き
歌う

た

響ひ
ゞ

き
渡わ

た

る
美
は
し
き
琴こ

と



― 70 ―

我
も
賛さ

ん

美び

の
群む

れ

に
ま
じ
り

そ
こ
に
救き

う

主し
ゆ

の
聖み

名な

を
た
ゝ
え
ん

　

ジ
オ
ン
よ
、
美
は
し
き
ジ
オ
ン
よ

　

神
の
城
な
る
美
は
し
き
ジ
オ
ン
よ

王
キ
リ
ス
ト
の
美
は
し
き
帝み

座ざ

天
使
の
歌
ふ
美
は
し
き
歌う

た

、

漂へ
う

流り
や
う止や

ん
で
美
は
し
き
休や

す
み、

平へ
い

和わ

の
充み

つ

る
美う

る

は
し
き
家い

へ

。

我
が
眼め

は
そ
こ
に
イ
ェ
ス
を
見
ん

我
は
救き

う

主し
ゆ

の
家い

へ

に
急い

そ

が
ん

　

ジ
オ
ン
よ
、
美
は
し
き
ジ
オ
ン
よ

　

神
の
城
な
る
美
は
し
き
ジ
オ
ン
よ

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
四
二
―
三
四
四
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
作
者
名
は
な
く
、「
無
名
氏
」
と
も
記
さ
れ
ず
に
、
註
も
付
さ
れ
て

い
な
い
。「Shion,�Zion

」
は
、「
は
じ
め
は
エ
ル
サ
レ
ム
南
東
部
の
丘
を
さ
し
た
。

エ
ブ
ス
び
と
の
要
害
で
あ
っ
た
の
を
、
ダ
ビ
デ
が
占
領
し
て
「
ダ
ビ
デ
の
町
」
と
名

づ
け
た
。
そ
し
て
契
約
の
箱
が
こ
こ
に
移
さ
れ
、
祭
壇
が
き
ず
か
れ
て
以
来
、
こ
の

丘
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
聖
な
る
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
エ
ル
サ
レ
ム
の
町
全

体
の
呼
び
名
と
し
て
も
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
」「
同
じ
よ
う
に
し
て
〈
シ
オ
ン

の
娘
〉
と
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
市
民
の
こ
と
で
あ
る
」（『
聖
書
事
典
』、
三
二
版
、
日
本

基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
一
年
、
四
七
五
頁
）。
原
題
は
、「BEA

U
T

IFU
L�ZIO

N

」。

著
者
は
、「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰

―
希
伯
来
書
第
十
一
章
の
研
究
」（『
聖
書
之
研

究
』
一
五
九
―
一
六
一
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
月
一
〇
日
―
一
二
月
一
〇
日
）

の
第
一
一
章
一
四
節
「
此〔

か
〕く

言
ふ
は
家ふ

る
さ
と郷

を
尋
ぬ
る
事
を
表
は
す
也
」
の
注
解
の
な

か
で
、「
ホ
ー
ム
（
家
郷
）」
を
見
出
し
た
喜
び
と
し
て
、
第
三
連
「
王
キ
リ
ス
ト
の

美
は
し
き
宝み

座ざ

」
か
ら
「
神
の
城
な
る
美
は
し
き
ジ
オ
ン
よ
」
を
「『
愛
吟
』
よ
り
」

と
し
て
引
用
し
て
い
る
（
第
二
〇
巻
、
一
三
〇
―
一
三
一
頁
）。

世
々
の
岩
な
る
神
よ　
（
詩
篇
九
十
編
に
依
る
）（
エ
ド
ワ
ー
ド
、
エ
イ

チ
、
ビ
カ
ス
テ
ス
）

世
々
の
岩い

は

な
る
神
よ

　

爾な
ん
ぢは

と
こ
し
な
へ
に

　
　

我
の
安や

す

き
隠か

く
れ家が

な
り
き

天て
ん

地ち

の
始は

じ
めよ

り

　

今
も
尚
ほ
同
じ

　
　

世
は
終
る
と
も

　
　
　

変か
わ

わ
ら
ざ
る
君き

み

よ

我
の
命い

の
ちは

小を
や
ま山

の
面お

も

に

　

映う
つ

り
て
消き

ゆ
る
影か

げ

の
如
し

或あ
る
ひは

牧ま
き

場ば

の
朝あ

さ

の
露つ

ゆ

に

　

咲さ

き
て
直す

ぐ
散ち

る
花
の
如
し

寝ね
む

る
間ま

の
夢ゆ

め

、
旅た

び

人び
と

の

　

一ひ
と

夜や

語が
た

り
の
話は

な
し

種ぐ
さ

う
つ
ろ
ひ
易や

す

き
花は

な

衣こ
ろ
もの

　

失う

せ
て
迹あ

と

な
き
栄さ

か
えな

り

寝ね
む

る
こ
と
な
き
我わ

が

神か
み

　

虧か
く

る
こ
と
な
き
光ひ

か
り　

我わ
が

歳さ
い

月げ
つ

の
尽つ

く

る
前ま

え

に

　

我
の
命め

い

数す
う

を
悟さ

と

ら
し
め
よ
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爾
の
矜あ

は

恤れ
み

を
垂た

れ

　

爾
の
慈い

つ
く
し
み愛

を
降く

だ

し

爾
の
常
に
恵め

ぐ

み
給た

ま

ひ
に
し

此
心
を
し
て
淋さ

び

し
か
ら
ざ
ら
し
め
よ

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
四
四
―
三
四
六
頁
）

○
本
訳
詩
の
原
詩
は
、「O

�GO
D

,�T
H

E�RO
CK

�O
F�A

GES.

」
で
、
最
後
に
「Rev.�

Edw
ard�

H
.�

Bickersteth.
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、Edw

ard�
H

enry�
Bickersteth

（
一
八
二
五
―
一
九
〇
六
年
）。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
司
教
で
、
讃

美
歌
を
編
集
し
た
詩
人
。
本
訳
詩
の
原
文
に
は
、「（
詩
篇
九
十
編
に
依
る
）」（
詩
篇

九
〇
篇
は
、「
神か

み

の
人ひ

と

モ
ー
セ
の
祈い

の
り禱

」）
は
な
く
、
訳
詩
に
著
者
が
付
記
し
た
も
の
で

あ
る
。涙な

み
だ（

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
夫
人
）

神
に
謝
せ
よ
、
神
を
祝
せ
よ
、

汝
泣
く
よ
り
以
上
の
苦
痛
を
感
ぜ
ざ
る
者
よ
、

泣
く
は
善
し
、
是
れ
軽
き
苦
痛
な
り
、

ア
ダ
ム
楽
園
を
遂
は
れ
し
以
来

是
よ
り
軽
き
苦
痛
あ
る
な
し
。

涙
？　

涙
何
物
ぞ
？

母
の
守も

り

歌う
た

聞
き
な
が
ら
嬰あ

か
ご児

は
籃か

ご

の
中
に
泣
く
、

祝し
う

儀ぎ

の
鐘か

ね

の
響ひ

ゞ

く
時と

き

涙
に
咽む

せ

ぶ
花は

な

嫁よ
め

子ご

、

天
の
美び

想さ
う

の
降く

だ

る
時と

き

詩し

人じ
ん

の
頰ほ

う

に
垂た

る
雫し

づ
く、

神
に
謝
せ
よ
、
汝
た
ゞ
泣
く
者
よ
、

若
し
涙
に
暗く

ら

み
て
汝
の
墓は

か

を
覓も

と

め
つ
ゝ

荒あ
れ

野の

に
独
り
遑ま

よ

ふ
時と

き

天て
ん

上じ
や
うを

仰あ
ほ

ぎ
見
よ
、
湛た

ゝ

へ
る
涙
は
河か

わ

と
な
り
て
、

擡も
た

げ
し
汝
の
面お

も

を
下く

だ

り
、

天
に
輝か

ゞ
やく

日ひ

と
星ほ

し

と
は
、

清
き
汝
の
眼
に
映う

つ

ら
ん
、

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
四
八
―
三
四
九
頁
）

○
本
訳
詩
の
作
者
は
、「
万
物
悉
く
可
な
り
」
の
作
者Robert�Brow

ning

の
夫
人
で
、

イ
ギ
リ
ス
の
詩
人Elizabeth�Barrett�Brow

ning

（
一
八
〇
六
―
一
八
六
一
年
）。

原
題
は
、「T

EA
RS.

」。

更
に
高
き
信
仰
（
ジ
エ
ー
ム
ス
、
バ
ッ
カ
ム
）

嗚
呼
神
よ
、
悲ひ

惨さ
ん

の
道み

ち

は

　

余
が
爾

〔
な
ん
じ
〕に

到
る
の
経け

い

路ろ

な
り
き

而
し
て
今
も
尚
ほ
暗
黒
の
裏う

ち

に
在
て

　

余
は
目
を
閉
て
惟た

ゞ

爾
に
従
ふ

幽ゆ
う

陰い
ん

日に
つ

光か
う

単
に
爾
の
聖
旨
に
任
す

悲
喜
哀
楽
唯た

ゞ

爾
の
命
に
従
は
ん

　

爾
の
大た

い

図と

に
則の

つ
とり

て

　

余
の
生
涯
は
聖
な
ら
ざ
る
を
得
ず

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
五
一
―
三
五
二
頁
）

○
本
訳
詩
の
原
題
は
「T

H
E�H

IGH
ER�FA

IT
H

.

」、
作
者
はJam

es�Buckham

。
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春
の
日
は
琥
珀
の
光
を
放
ち
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
）

春
の
日
は
琥こ

珀は
く

の
光
を
放
ち

　

若わ
か

芽め

発ふ

く
木き

と
真ま

草く
さ

を
輝て

ら

す

春
に
も
優ま

さ

る
笑え

み

を
以
て

　

萌も
ゆ

る
青あ

を

葉ば

を
迎む

か

へ
し
者
は

　
　

今
は
彼
女
の
墓は

か

に
あ
り

　
　

彼
女
の
墓
の
底そ

こ

に
あ
り

嬋あ
で
や
か姸

な
る
白
き
花
は

　

森
の
小こ

径み
ち

に
添そ

ふ
て
咲さ

く

花
に
も
優ま

さ

る
手て

を
以
て

　

そ
を
摘つ

み
取
り
し
手た

よ
や
め

弱
女
は

　
　

今
は
彼
女
の
墓
に
あ
り

　
　

彼
女
の
墓
の
底
に
あ
り

茂し
げ

れ
る
森も

り

に
朝
早
く

　

小こ

鳥と
り

群む
ら
がり

謡う
た

ふ
時

鳥
に
も
優
る
声こ

ゑ

を
以
て

　

我
に
そ
の
音ね

を
伝つ

た

へ
来き

し

　
　

彼
女
は
今
は
墓
に
あ
り

　
　

彼
女
の
墓
の
底そ

こ

に
あ
り

は
や
き
頃こ

ろ

の
そ
の
音お

と

に

　

我
が
眼め

に
浮う

か

ぶ
血ち

の
涙な

み
だ　

張は

り
裂さ

く
ば
か
り
我
が
胸む

ね

に

　

花
咲さ

く
毎
に
思お

も

出ひ
づ

る

　
　

彼
女
は
今
は
墓
に
あ
り

　
　

彼
女
の
墓
の
底
に
あ
り

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
五
二
―
三
五
三
頁
）

○
本
訳
詩
の
原
題
は
、「
“TH

E�M
A

Y
�SU

N
�SH

ED
S�A

N
�A

M
BER�LIH

GT
.

”」
で
、

作
者
はW

illiam
�Cullen�Bryant

。
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
「
米

国
詩
人
」（『
福
音
新
報
』
一
〇
九
号
、
一
八
九
七
年
七
月
三
〇
日
）
の
な
か
で
、
重
要

な
詩
人
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
（
前
掲
詩
、
参
照
）。
ま
た
、『
月
曜
講
演
』（
警
醒

社
書
店
、
一
八
九
八
年
）
の
第
三
章
「
米
国
詩
人
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。「
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
米
国
の
平
原
を
歌
へ
る
事
あ
り
。
此
は
デ
ン
バ
ー
よ
り
ミ
ス

シ
ツ
ピ
イ
ま
で
急
行
滊
車
に
て
二
昼
夜
を
費
さ
ゞ
る
可
ら
ざ
る
平
原
に
し
て
、
野
犬
、

蛇
、
梟

〔
ふ
く
ろ
う
〕の

共
に
棲
め
る
を
見
る
の
外
、
更
に
目
を
歓
ば
し
、
耳
を
楽
し
ま
し
む
る
風

光
な
し
、
ウ
オ
ル
ヅ
ウ
オ
ル
ス
を
携
へ
来
り
て
此
風
景
に
対
せ
し
め
ば
、
其
の
無
風

流
な
る
に
厭
き
て
一
日
も
留
ま
る
事
を
喜
ば
ざ
る
べ
し
と
思
は
る
。
然
る
に
ブ
ラ
イ

ア
ン
ト
は
此
の
一
目
千
里
、
雲
煙
渺

〔
び
よ
う

茫ぼ
う
〕た

る
平
原
を
歌
ふ
て
曰
く
、『
漠
々
涯

〔
は
て
〕な

き
天
空
に
適

〔
ふ
さ
〕は

し
き
床
な
り
』
と
。
三
十
六
峰
に
月
の
懸
か
れ
る
を
喜
ぶ
風
流
詩
人

の
夢
に
だ
も
見
る
能
は
ざ
る
奇
想
に
非
ず
や
」（
第
五
巻
、
三
六
一
―
三
六
二
頁
）。
著

者
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
亀
井
俊
介
『
ア
メ
リ
カ
文
学
史
講
義
』（
南
雲
堂
、

一
九
九
七
年
）
第
一
巻
の
「
3
ア
メ
リ
カ
詩
の
発
展
」
で
ふ
れ
て
い
る
（
一
四
七
頁
）。

志
望
（
マ
リ
ヤ
ン
、
エ
バ
ン
ス
婦
「
ジ
ョ
ー
ジ
、
エ
リ
オ
ッ
ト
」）

我
も
夫〔

か
〕の

純
潔
の
域
に
達
し

憂
に
沈
む
者
の
力ち

か
らの

盃
さ
か
づ
きと

な
り

熱
き
情
を
伝
へ
、
清
き
愛
を
授
け

悪
意
を
交ま

じ

へ
ざ
る
微
笑
を
咲
か
せ



― 73 ―

至
る
所
に
温
良
の
香
を
放
ち

放
て
益
々
心
に
芳

か
む
ば
しか

ら
ん
こ
と
を

斯
く
て
世
に
喜

よ
ろ
こ
びの

音
を
奏
す
る

天
上
の
楽が

く

に
我
も
和
せ
ん
事
を

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
五
四
頁
）

○
本
訳
詩
の
原
題
は
「A

�W
ISH

.

」
で
、
作
者
はGeorge�Elliot

。
本
訳
詩
は
、「
雨

中
閑
話
」（『
新
希
望
』
六
五
号
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
七
月
一
〇
日
、
第
一
三
巻
、

二
一
五
―
二
一
六
頁
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

汝
の
友
（「
イ
ン
ヂ
ヤ
ナ
ポ
リ
ス
、
ジ
ヤ
ア
ー
ナ
ル
」
の
載
す
る
処
）

汝
の
友
は
覓も

と

め
ず
し
て
汝
に
来
る
べ
し
、

世
に
彼
の
愛
を
購
ふ
の
価あ

た
へあ

る
な
し
、

汝
は
一
見
し
て
彼
の
汝
の
友
た
る
を
識
る
を
得
べ
し
、

汝
は
直
に
心
を
開
放
し
て
彼
と
共
に
語
る
を
得
べ
し
、

健け
な

気げ

に
彼
を
迎
へ
よ
、
善
く
彼
を
愛
せ
よ
、

篤
く
彼
を
信
ぜ
よ
、
永
久
に
彼
に
任ま

か

せ
よ
、

真
正
の
友
は
只
一
回
汝
の
生せ

い

路ろ

に
来
る
。

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
五
四
―
三
五
五
頁
）

○
本
訳
詩
の
原
題
は
、「T

H
Y

�FRIEN
D

.

」。
冒
頭
に
、「From

�Indianapolis Jour-
nal.

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

偉
大
な
る
人
（
ア
デ
レ
イ
ド
、
プ
ロ
ク
ト
ル
夫
人
）

愛
の
為
に
至ま

こ
と誠

の
心
を
以
て

　

惜
ま
ず
与
ふ
る
人
は
大
な
り

然
れ
ど
愛
の
為
に
、
臆
せ
ず
物
を
受
く
る
人
は

　

更
に
大
な
る
人
と
称た

ゝ

へ
ん

我
は
自
由
に
大
過
を
赦
す

　

気け

高だ
か

き
人
の
前
に
平ひ

れ

伏ふ

す

然
れ
ど
赦
さ
れ
て
、
能
く
其
責
に
堪
ふ
る
人
は

　

更
に
気
高
き
人
と
称
へ
ん

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
五
五
―
三
五
六
頁
）

○
本
訳
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
天
の
与
ふ
る
を
取
ら
ざ
る

者
は
却
て
其
咎と

が
め

を
受
く
」。
本
訳
詩
の
原
題
は
、「GREA

T
.

」
で
、
作
者
はA

de-
laide�A

.�Proctor

。

我
の
要

〔
も
と
〕む

る
も
の

円
満
無
謬
の
哲
理
に
非
ず

森
厳
偉
大
の
教
義
に
非
ず

山
な
す
ば
か
り
の
富
に
非
ず

誘い
ざ
なふ

笑ゑ
み

の
力
に
非
ず

亦
鋭
利
の
筆
に
非
ず

　
　
　
　

人
な
り

5

5

5

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
五
六
頁
）

○
本
訳
詩
の
原
題
は
、「W

A
N

T
ED

.

」
で
、
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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善よ

き
術す

べ

此こ
の

世
は
実
に
憂う

き
世
な
り

　

人
の
好こ

の
み意

に
合あ

ふ
難
し

巧た
く
みに

鼓こ

弓き
う

弾ひ

く
人
は

　

笛ふ
え

吹ふ

く
人
の
邪じ

や

魔ま

を
な
す

我
の
度た

び

々〳
〵

思
ふ
に
は

　

如
何
に
此
世
は
喜よ

き
ぞ
か
し

若
し
も
我わ

が

知
る
人
毎
に

　

我
の
心
を
受
く
る
な
ら
ば

然
れ
ど
此
事
叶か

な

は
ね
ば

　

世
を
経ふ

る
我
の
善
き
術す

べ

は

人
の
言
ふ
事
気
に
留
め
で

　

義つ
と
め務

の
ま
ゝ
を
な
す
に
あ
り

（『
愛
吟
』、
第
四
巻
、
三
六
四
―
三
六
五
頁
）

○
本
訳
詩
の
原
題
は
、「T

H
E�BEST

�W
A

Y
.

」
で
、
訳
詩
に
は
「
よ
む
人
し
ら
ず
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
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四
　
短
歌
・
解
題

【
短
歌
】

春
の
日
に
栄
の
花
の
衣
き
て

　
　

心
う
れ
し
く
帰
る
故
郷

（「
妻
の
柩
を
送
り
て
詠
め
る
」『
基
督
教
新
聞
』
四
〇
五
号
、
一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
五
月
一
日
、
第
一
巻
、
一
九
五
頁
）

○
著
者
は
、
三
年
間
に
お
よ
ぶ
流
竄
の
よ
う
な
渡
米
後
、
ア
マ
ス
ト
大
学
で
贖
罪
の
回

心
を
体
験
し
た
あ
と
、「
二
つ
の
Ｊ
」（Jesus

とJapan
）
に
生
き
る
こ
と
、
日
本
を

新
キ
リ
ス
ト
教
国
に
す
る
夢
を
抱
い
て
帰
国
す
る
が
、
そ
の
前
途
に
立
ち
塞
が
っ
た

の
が
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
月
九
日
、
第
一
高
等
中
学
校
嘱
託
教
員
と
し
て
、

教
育
勅
語
奉
読
式
で
の
「
奉
拝
」
の
問
題
で
、
そ
れ
は
教
員
、
学
生
、
社
会
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
非
難
を
受
け
る
「
不
敬
事
件
」
へ
と
発
展
し
た
。
そ
の
心
痛
、

疲
労
の
な
か
で
、
妻
か
ず
も
夫
同
様
に
病
気
と
な
り
、
三
カ
月
後
の
四
月
一
九
日
死

去
す
る
に
至
る
。
結
婚
生
活
は
、
わ
ず
か
一
年
九
カ
月
で
あ
っ
た
。
死
の
五
日
前
に

洗
礼
を
受
け
た
妻
に
、
著
者
は
こ
の
歌
を
送
っ
た
の
で
あ
る
（〔
如い

何か

な
れ
ば
艱か

ん

難な
ん

に

を
る
者
に
光
を
賜た

ま

ひ
〕、
解
題
、
参
照
）。

三
芳
野
の
花
は
昔
に
変
は
ら
ね
ど

　
　

い
と
朽
ち
果
て
し
大
和
魂

（〔
三
芳
野
の
…
〕『
世
界
之
日
本
』
一
八
号
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
八

月
一
日
、
第
五
巻
、
八
頁
）

○
「
胆
汁
余
滴
」
と
題
し
て
、「
平
和
好
き
の
民

4

4

4

4

4

4

」
か
ら
「
吉
野
参
詣

4

4

4

4

」
ま
で
、
六
つ

の
見
出
し
を
つ
け
て
時
勢
に
対
す
る
批
評
を
述
べ
、
そ
の
な
か
の
隣
室
か
ら
聞
こ
え

た
「
安
眠
妨
害
の
理
を
弁

〔
わ
き
ま
〕へ

ず
」
夜
半
ま
で
語
る
「
金
儲
け
問
題
」
に
耳
を
そ
ば
だ

て
、「
是
を
聞
き
し
余
の
愛
国
心
は
全
く
冷
却
し
た
れ
ば
、
余
は
一
首
の
歌
を
宿
坊

に
止
め
置
き
、
翌
朝
早
々
山
を
下
れ
り
」
と
記
し
、
本
短
歌
で
全
体
の
文
章
を
結
ん

で
い
る
。

来
て
見
ん
と
我
を
待
ち
し
か
梅
の
花

　
　

弥
生
の
枝
に
香
を
ば
留
め
て

（〔
来
て
見
ん
…
〕『
東
京
独
立
雑
誌
』
二
七
号
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年

四
月
五
日
、
第
七
巻
、
一
二
頁
）

○
本
短
歌
は
、「
近
県
歩
行
」
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、「
偶

〔
た
ま
〕に

は

郊
外
の
空
気
を
呼
吸
す
る
も
思
想
養
成
の
為
め
の
利
益
な
ら
ん
と
思
ひ
、
彼
岸
の
中

日
と
申
す
に
社
員
一
名
と
共
に
近
県
歩4

行
に
出
か
け
ぬ
」（
第
七
巻
、
九
頁
）
と
、
川

崎
、
横
浜
と
歩
く
。
能
見
山
、
八
景
、
杉
田
の
梅
林
、
妙
法
寺
内
の
良
木
を
見
て
、

「
余
り
に
嘻

〔
う
れ
〕し

か
り
け
れ
ば
、
左
の
悪
歌
一
首
を
賦
し
ぬ
」（
同
、
一
二
頁
）。

い
た
づ
ら
に
過
ご
す
月
日
は
多
け
れ
ど

　
　

花
見
て
暮
ら
す
時
ぞ
す
く
な
き



― 76 ―

（〔
い
た
づ
ら
に
…
〕『
東
京
独
立
雑
誌
』
四
〇
―
四
二
号
、
一
八
九
九
（
明
治

三
二
）
年
八
月
一
五
日
、
二
五
日
、
九
月
五
日
、
第
七
巻
、
二
二
四
頁
）

三
年
経
し
心
の
傷
は
癒
え
や
ら
で

　
　

花
咲
く
毎
に
痛
み
つ
る
か
な

（〔
三
年
経
し
…
〕、
同
前
、
第
七
巻
、
二
二
四
頁
）

○「
過
去
の
夏
」
と
題
し
て
、「
上
州
の
夏
」「
北
海
道
の
夏
」「
米
国
の
夏
」
か
ら
な
る

「
実
験
録
」
に
、
故
郷
「
上
州
の
夏
」
の
冒
頭
に
、「
人
生
五
十
、
多
く
は
是
れ
悲
惨

歎
痛
の
経
歴
談
、
渺

〔
び
よ
う

茫ぼ
う
〕た

る
砂
漠
に
点
々
の
青
所
を
認
む
る
の
み
」（
第
七
巻
、
二

二
四
頁
）
と
い
う
文
章
と
と
も
に
、
こ
の
二
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
き
人
の
煙
と
な
り
し
夕
よ
り

　
　

い
と
な
つ
か
し
き
塩

〔
し
お

竈が
ま
〕の

浦

（〔
な
き
人
の
…
〕『
宗
教
座
談
』、
東
京
独
立
雑
誌
社
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三

三
）
年
、
第
八
巻
、
一
七
二
頁
）

○『
宗
教
座
談
』
は
、
著
者
に
よ
る
講
話
で
あ
る
。
冒
頭
、「
口
啓
き
」
が
置
か
れ
、
著

者
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
教
師
で
も
牧
師
で
も
神
学
者
で
も
何
ん

で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
私
は
唯

〔
た
だ
〕の

普
通
の
信
者
で
あ
り
ま
す
、（
中
略
）
私
は
私
の
信

仰
有

〔
あ
り
〕の

儘
〔
ま
ま
〕を

御
話
し
致
そ
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」（
第
八
巻
、
一
一
七
頁
）。
本

書
は
、
第
一
回
「
教
会
の
事
」
か
ら
「
天
国
の
事
」
ま
で
一
〇
回
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
第
七
回
「
復
活
の
事
」
の
な
か
に
、
復
活
を
信
じ
な
い
人
と
信
じ
る
人
の

死
に
つ
い
て
、
本
短
歌
が
対
比
さ
れ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
短
歌
は
、「
是
は
復

活
を
信
じ
な
い
人
の
其

〔
そ
の
〕

夫
を
荼〔

だ

毘び
〕

に
附
し
た
後
の
感
で
あ
り
ま
し
た
」（
同
、
一
七

二
頁
）
と
記
し
、
次
に
「
妻
の
柩
を
送
り
て
詠
め
る
」
の
短
歌
を
置
き
、「
是
は
即

ち
復
活
を
信
ず
る
者
が
其
妻
を
春
の
日
に
城
北
の
青
山
に
葬
り
し
時
に
彼
女
の
心
も

斯
く
あ
り
し
な
ら
ん
と
独
り
唱
へ
し
詞

〔
こ
と
ば
〕で

あ
り
ま
す
、
復
活
を
信
ず
る
と
信
ぜ
ざ
る

と
に
依
て
人
々
の
生
涯
は
非
常
に
違
つ
て
来
ま
す
」（
同
、
一
七
二
―
一
七
三
頁
）。

寒さ
む

風か
ぜ

に
蕾つ

ぼ
み

綻ほ
こ
ろび

か
ぬ
る
と
き

　
　

花
も
見み

頃ご
ろ

の
花
に
ぞ
あ
り
け
る

（「
花
を
見
て
感
あ
り
」『
聖
書
之
研
究
』
六
三
号
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）

年
四
月
二
〇
日
、
第
一
三
巻
、
一
三
四
頁
）

○
本
短
歌
は
、
日
露
戦
争
中
に
、『
聖
書
之
研
究
』
が
『
新
希
望
』
に
改
題
す
る
最
後

の
六
三
号
の
冒
頭
に
あ
る
「
所
感
」
に
、「
不
自
由
な
身
」「
聖
書
と
科
学
の
調
和
」

な
ど
の
短
文
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「『
聖
書
之
研
究
』
の
名5

と
別
る
」
の
次
に
記
さ

れ
て
い
る
。「『
聖
書
之
研
究
』
の
名5

と
別
る
」
に
は
、
五
年
間
の
『
聖
書
之
研
究
』

を
経
て
、
新
誌
名
に
改
め
る
に
あ
た
っ
て
、「
余
は
汝
の
名
を
愛
す
る
も
汝
の
光
輝

の
下
に
永
く
安
静
を
貪

〔
む
さ
ぼ
〕る

を
好
ま
ず
、
余
は
今
よ
り
更
ら
に
暗
中
に
入
り
て
暗
中
の

物
を
探
り
来
ら
ん
と
欲
す
」（
第
一
三
巻
、
一
三
四
頁
）
と
書
き
、
以
下
の
よ
う
に
結

ん
で
い
る
。「
余
は
今
汝
の
名9

を
去
る
べ
し
、
然
れ
ど
も
余
は
終
生
汝
の
実5

を
離
れ

ざ
る
べ
し
、『
新
希
望
』
は
汝
の
変
名
な
り
、
即
ち
汝
の
粋
を
歌
ふ
者
な
り
、
誰
か

汝
の
実
を
去
り
て
其
身
安
か
ら
ん
、
聖
書
の
研
究
は
余
が
余
の
墓
に
下
る
時
ま
で
続

け
ら
る
べ
し
、
余
は
再
び
俗
文
学
に
帰
ら
ざ
る
べ
し
、
余
は
今
汝
と
別
か
る
ゝ
に
及

ん
で
神
の
聖
前
に
此
事
を
汝
に
誓
ふ
」（
同
前
）。
そ
の
あ
と
「
花
を
見
て
感
あ
り
」

と
題
名
を
付
し
、『
新
希
望
』
へ
の
思
い
を
込
め
て
、
本
短
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

『
新
希
望
』
は
、
七
五
号
か
ら
題
名
を
『
聖
書
之
研
究
』
に
復
す
る
の
で
あ
る
。

雪ゆ
き

の
間ま

を
病や

ま
ひの

床と
こ

に
打う

ち

臥ふ

し
て

　
　

覚さ

む
れ
ば
嬉う

れ

し
愛あ

い

の
春は

る

雨さ
め

（「
病
後
の
歓
喜
」『
新
希
望
』
七
三
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
三
月
一

〇
日
、
第
一
四
巻
、
五
五
頁
）
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○「
病
後
の
歓
喜
」
の
題
名
の
あ
と
、「
明
治
三
十
九
年
冬
病
に
罹
り
、
其
癒
ゆ
る
や
我

が
信
仰
に
一
大
進
歩
の
あ
り
し
を
覚
り
け
れ
ば
喜
ん
で
詠
め
る
」
と
記
し
、
本
短
歌

が
掲
載
さ
れ
、『
信
仰
日
記
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、「
無
為
の
五
週
間
」

（『
新
希
望
』、
同
号
）
に
、「
余
は
病
の
た
め
に
五
週
間
の
長
日
月
を
無
為
の
間
に
過

ご
せ
り
」（
第
一
四
巻
、
五
〇
頁
）
と
書
い
た
よ
う
に
、
一
カ
月
以
上
病
気
と
な
り
、

友
人
医
師
、
教
友
か
ら
多
く
の
愛
を
受
け
取
り
、
こ
う
文
章
を
結
ん
で
い
る
。「
無

為
の
五
週
間
は
ま
た
黙
示
の
五
週
間
な
り
き
、
余
は
病
癒
え
て
後
に
目
に
天
国
を
見

し
の
感
を
懐
け
り
」（
同
前
）。
こ
の
短
歌
も
、
同
誌
の
載
っ
た
詩
「
春
は
来
り
つ
ゝ

あ
る
」
と
と
も
に
、
病
気
回
復
後
の
「
愛あ

い

の
春は

る

雨さ
め

」
を
感
じ
る
喜
び
を
詠
ん
で
い
る
。

思
ひ
や
る
姥を

ば

捨す
て

山や
ま

の
秋
の
月

　
　

千ち
く
ま曲

の
岸き

し

の
実み

の
りい

か
に
と

（〔
思
ひ
や
る
…
〕『
聖
書
之
研
究
』
八
一
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一

一
月
一
〇
日
、
第
一
四
巻
、
三
五
六
頁
）

紅も
み
ぢ葉

せ
る
妙め

う

義ぎ

の
山
の
秋あ

き

の
暮く

れ

　
　

鳥と
り

鳴な

く
下し

た

の
祈い

の
り禱

忘わ
す

る
な（〔

紅も
み
ぢ葉

せ
る
…
〕、
同
前
、
第
一
四
巻
、
三
五
八
―
三
五
九
頁
）

○
秋
が
半
ば
過
ぎ
た
頃
、
角
筈
を
出
て
秋
の
伝
道
へ
と
行
く
。
一
〇
月
一
二
日
宇
都
宮
、

一
三
日
岩
代
国
本
宮
町
、
一
四
日
磐
井
の
清
水
、
一
六
日
信
州
へ
、
一
七
日
小
諸
懐

古
園
、「
友
人
何
某
」（
小
山
英
助
）
か
ら
頼
ま
れ
、
旧
作
「〔
思
ひ
や
る
…
〕」
を
揮

毫
し
、
一
九
日
に
は
磯
部
に
至
り
、
そ
こ
で
同
行
し
た
「
越
後
な
る
余
の
教
友
」

（
木
村
孝
三
郎
）
と
別
れ
、
東
京
に
帰
り
、「〔
紅も

み
ぢ葉

せ
る
…
〕」
を
書
き
送
る
。

我わ
が

家い
へ

の
庭に

は

の
白し

百ら

合ゆ

花り

散ち

り
て
よ
り

　
　

一ひ
と

層し
ほ

淋さ
び

し
秋あ

き

の
夕ゆ

ふ

暮ぐ
れ

（「
今
年
の
秋
」『
聖
書
之
研
究
』
一
四
八
号
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
一

月
一
〇
日
、
第
一
九
巻
、
二
七
三
頁
）

○
本
短
歌
は
、
ル
ツ
の
死
去
し
た
そ
の
年
の
秋
に
、「
艦
隊
と
し
て
見
た
る
新
約
聖
書

（
札
幌
講
演
の
一
節
）」
の
あ
と
に
、「
今
年
の
秋
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
著

者
は
、
一
〇
月
一
一
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
札
幌
伝
道
を
行
い
、
札
幌
独
立
基
督
教
会

な
ど
で
講
演
を
行
っ
た
。「
庭に

わ

の
白し

百ら

合ゆ

花り

」
は
、
娘
ル
ツ
の
こ
と
で
も
あ
る
。

我
心
は
り
ま
が
灘な

だ

や
茅ち

渟ぬ

の
海

　
　

め
ぐ
み
に
光
る
淡
路
し
ま
山

（〔
我
心
は
り
ま
が
灘
や
…
〕『
聖
書
之
研
究
』
一
四
九
号
、
一
九
一
二
（
大
正

元
）
年
一
二
月
一
〇
日
、
第
一
九
巻
、
三
一
五
頁
）

○
本
短
歌
の
前
に
は
、「
津
山
よ
り
の
帰
途
明
石
な
る
人
丸
神
社
の
丘
上
よ
り
海
を
隔

て
ゝ
淡
路
島
を
眺
め
て
詠
め
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一

一
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
、
津
山
で
聖
書
講
演
会
を
開
催
し
、
帰
途
、
明
石
、
京
都
、

静
岡
に
寄
っ
た
。

杖つ
え

を
曳ひ

き
垂た

る
穂ほ

の
圃は

た

の
畔あ

ぜ

道み
ち

に

　
　

天み
く
に国

を
偲し

の

ぶ
秋あ

き

の
夕ゆ

う

暮ぐ
れ

（「
秋
日
曳
杖
」『
聖
書
之
研
究
』
一
五
九
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇

月
一
〇
日
、
第
二
〇
巻
、
一
五
二
頁
）

○
本
短
歌
「
秋
日
曳
杖
」
は
、「
盛
岡　

賤
が
女
」
の
「
秋
夜
讀
書
」
と
題
さ
れ
た

「
心
あ
へ
る
友
と
か
た
ら
ふ
百も

ゝ

時と
き

も
比く

ら

ふ
べ
き
か
は
聖み

ふ
み書

よ
む
と
き
」
と
対
に
な
る

よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。
二
つ
の
短
歌
は
、「
猶
太
の
農
業
（
下
）」（
研
究
生
編
）
の

あ
と
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
四
九
頁
）。「
柏
木
生
」
の
署
名
に
よ
る
「
市
外
生
活
」

（『
聖
書
之
研
究
』
一
六
〇
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
一
月
一
〇
日
）
と
い
う
、
以
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下
の
よ
う
に
始
ま
る
短
文
が
あ
る
。「
余
は
東
京
に
居
る
、
市
外
に
居
る
、
市
内
に

居
ら
な
い
、
余
の
家
に
接
し
て
畑
が
あ
る
、
一
町
以
内
に
幽く

ら
き
森
が
あ
る
、
森
を

超
ゆ
れ
ば
稲い

な

田だ

の
谷
が
あ
る
、
丘
が
あ
る
、
小
川
が
あ
る
、
富
士
は
西
に
筑
波
は
東

に
高
く
見
へ
る
」（
第
二
〇
巻
、
一
七
四
頁
）。
森
を
超
え
た
稲
田
の
谷
の
実
り
の
風

景
は
、「
天み

く
に国

を
偲し

の

ぶ
秋あ

き

の
夕ゆ

う

暮ぐ
れ

」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

其
一

霜し
も

枯が
れ

に
錦に

し
き繡

は
消き

え
て
男を

と
こ体

山や
ま

　
　

常と
き

葉は

に
添そ

ふ
て
積つ

も

る
初は

つ

雪ゆ
き

　
　
　
　
　

其
二

仰あ
ほ

ぎ
見み

る
裏う

ら

見み

が
滝た

き

の
川か

わ

下し
も

に

　
　

天あ
め

よ
り
落お

つ

る
白し

ら

雪ゆ
き

の
滝た

き

（「
晩
秋
日
光
山
中
の
探
勝
」『
聖
書
之
研
究
』
一
六
〇
号
、
一
九
一
三
（
大
正

二
）
年
一
一
月
一
〇
日
、
第
二
〇
巻
、
一
七
六
頁
）

○
本
短
歌
「
晩
秋
日
光
山
中
の
探
勝
」「
其
一
、
二
」
は
、
最
後
の
頁
に
、「
曳
杖
生
」

の
署
名
で
掲
載
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
、
一
〇
月
二
八
日
献
堂
式
の
行
わ
れ
た
今
井
館

附
属
柏
木
聖
書
講
堂
で
の
「
聖
書
講
演
公
開
」
の
一
二
月
分
の
演
目
「
馬
太
傳
第
一
、

第
二
章
の
研
究
」
の
予
告
が
載
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
晩
秋
の
日
光
山
中
の
「
常と

き

葉は

に
添そ

ふ
て
積つ

も

る
初は

つ

雪ゆ
き

」
に
、
裏
見
の
瀧
の
川
下
に
落
ち
る
「
白し

ら

雪ゆ
き

の
滝た

き

」
の
風
景
に
、

「
天み

く
に国

」
を
想
う
。

彩い
ろ
どれ

る
榎え

の
き、

椋
む
く
の
き、

楢な
ら

、
楓か

へ
で、

　
　

か
ぎ
り
な
き
野の

を
覆お

ほ

ふ
蒼あ

を

穹ぞ
ら

（「
関
東
平
原
の
小
春
」『
聖
書
之
研
究
』
一
六
一
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
一
二
月
一
〇
日
、
第
二
〇
巻
、
一
九
二
頁
）

○「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰
（
下
）」
の
あ
と
に
、「
関
東
平
原
の
小
春
」
と
題
し
て
、「
十

一
月
十
三
日
講
堂
の
工
事
竣お

は

り
、
十
一
月
分
の
雑
誌
出
で
、
天
気
麗う

ら

ら
か
に
し
て
心

静
か
な
り
け
れ
ば
詠
め
る
」
と
付
記
さ
れ
、
本
短
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
蒼あ

を

穹ぞ
ら

」

の
も
と
、
野
に
あ
る
「
彩い

ろ
どれ

る
榎え

の
き、

椋
む
く
の
き、

楢な
ら

、
楓か

え
で」、

こ
れ
ら
は
天
然
の
無
教
会
の

教
会
で
あ
る
。

天あ
め

地つ
ち

も
揺ゆ

ら

ぐ
ラ
ツ
パ
の
一ひ

と

声こ
え

に

　
　

更よ
み
が生

へ
る
ら
む
春は

る

の
曙

あ
け
ぼ
の

　

　
　
　
　
　
　
　
（
テ
サ
ロ
ニ
ケ
前
書
四
章
十
六
節
）

（「
春
の
曙
」『
聖
書
之
研
究
』
一
七
七
号
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
四
月
一

〇
日
、
第
二
一
巻
、
二
四
八
頁
）

○
本
短
歌
は
、
冒
頭
の
「
信
仰
の
時
」
と
い
う
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
の
あ
と
、「
春

の
曙
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
。「
神
は
愛
で
あ
る
、
然

〔
し
か
〕し
彼
は
今
は
愛
で
無
い
や

う
に
見
え
る
、
然
し
我
等
は
彼
は
愛
で
あ
る
と
信
ず
る
、
而

〔
し
か
〕し

て
キ
リ
ス
ト
の
顕あ

ら

は

れ
給
は
ん
時
に
彼
が
愛
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
の
で
あ
る
、
今
は
信
仰
の
時
で

あ
る
、
待た

い

望ぼ
う

の
時
で
あ
る
、
忍
耐
の
時
で
あ
る
、
愛
な
ら
ざ
る
が
如

〔
ご
と
〕く

に
見
ゆ
る
神

を
愛
な
り
と
信
じ
て
、
其
信
念
の
実
現
を
待ま

ち

望の
ぞ

む
時
で
あ
る
、
主
イ
エ
ス
よ
速は
や

く
臨き
た

り
給
へ
（
黙

〔
も
く

示し

録ろ
く
〕廿

二
の
廿
）」（
第
二
一
巻
、
二
四
七
頁
）。
短
歌
に
は
、「（
テ
サ
ロ
ニ

ケ
前
書
四
章
十
六
節
）」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
そ
れ
主し

ゆ

は
、
号が

う

令れ
い

と
御み

使つ
か
ひ

の

長を
さ

の
声こ

ゑ

と
神か

み

の
ラ
ッ
パ
と
共と

も

に
、
み
づ
か
ら
天て

ん

よ
り
降く

だ

り
給た

ま

は
ん
。」（『
文
語
訳
新

約
聖
書
』）
と
、「
信
仰
の
時
」
の
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
第
二
二
章
二
〇
節
の

「『
然し

か

り
、
わ
れ
速す

み
やや

か
に
至い

た

ら
ん
』
ア
ァ
メ
ン
、
主し

ゆ

イ
エ
ス
よ
、
来き

た

り
た
ま
へ
」
を

受
け
て
い
る
。
著
者
は
、
再
臨
の
希
望
へ
と
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

箒は
ゝ
き

川が
は

岸き
し

を
彩い

ろ
どる

紅も
み
じ葉

よ
り

　
　

は
る
か
に
勝ま

さ

る
聖み

ふ
み書

な
る
か
な
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（〔
箒は

ゝ
き

川が
は

岸ぎ
し

を
…
〕『
聖
書
之
研
究
』
一
九
六
号
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一

一
月
一
〇
日
、
第
二
三
巻
、
二
八
頁
）

○
本
短
歌
は
、「
曳
杖
生
」
の
署
名
で
掲
載
さ
れ
た
「
今
年
の
秋
」（
同
号
）
の
結
び
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。「
今
年
の
秋
」
は
、
九
年
前
の
「
秋
酣
な
り
」（
前
掲
詩
、
参
照
）

に
つ
い
て
顧
み
て
、
当
時
は
ル
ツ
も
い
た
一
家
四
人
の
生
活
を
想
い
、「
我
心
を
歓

ば
す
に
清
き
少
女
の
讃
美
歌
が
あ
つ
た
、
年
々
歳
々
花
は
同
じ
け
れ
ど
も
年
々
歳
々

人
は
同
じ
く
な
い
」（
第
二
三
巻
、
二
七
頁
、
以
下
同
じ
）。
だ
が
、
今
年
の
秋
も
恵
み

の
秋
で
、「
天み

く
に国

の
光ひ

か
りの

愈い
よ

々〳
〵

明
か
に
我
眼
に
映う

つ

る
を
覚お

ぼ

ゆ
」「
聖
書
一
冊
が
尽
き
ざ

る
生い

の
ち命

の
泉
で
あ
る
」、「
今
日
ま
で
臨き

た

り
し
幾
多
の
秋
の
中
で
今
年
の
秋
は
殊こ

と

に
楽

し
き
秋
で
あ
る
」（
同
、
二
八
頁
）
と
書
き
、
こ
の
短
歌
を
記
し
て
い
る
。

う
ち
む
ら
を
困こ

ま

ら
せ
に
け
り
野の

付つ
け

牛う
し

　
　

え
ん
が
軽か

る

く
て
早は

速や

く
足あ

ば
し走

り

（「
北
海
道
訪
問
日
記
」『
聖
書
之
研
究
』
二
一
七
―
二
一
八
号
、
一
九
一
八

（
大
正
七
）
年
八
月
一
〇
日
、
九
月
一
〇
日
、
第
二
四
巻
、
三
〇
五
頁
）

蝦え

夷ぞ

ケが

島し
ま

悪あ
く

魔ま

の
子こ

輩ら

の
手て

を
脱は

な

れ

　
　

神か
み

の
栄さ

か
えに

光ひ
か

る
日ひ

を
待ま

つ

（
同
前
、
第
二
四
巻
、
三
〇
六
頁
）

石い
し

狩か
り

や
十と

勝か
ち

の
森も

林り

の
跡あ

と

絶た

え
て

　
　

残の
こ

り
し
友と

も

の
心
貴と

う
とし

（
同
前
、
第
二
四
巻
、
三
〇
六
頁
）

○
本
短
歌
三
首
は
、「
北
海
道
訪
問
日
記
」
の
な
か
に
、
日
録
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い

る
。
著
者
は
、
再
臨
運
動
の
な
か
、
六
月
二
六
日
か
ら
七
月
二
三
日
ま
で
、
北
海
道

伝
道
を
実
施
し
た
。
六
月
三
〇
日
、
札
幌
独
立
基
督
教
会
で
「
基
督
再
臨
の
聖
書
的

根
拠
」
の
講
演
を
行
い
、
以
後
、
同
教
会
で
四
回
の
講
演
を
行
う
。
七
月
八
日
は
旭

川
、
一
二
日
は
網
走
、
一
三
日
、
一
四
日
は
野
付
牛
、
二
〇
日
、
二
一
日
は
函
館
で

講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
間
、
著
者
は
旧
知
の
石
狩
川
、
教
友
と
の
祈
禱
、
天
然
の
な

か
の
逍
遥
な
ど
を
行
っ
た
。
北
見
で
は
、「「
遠ゑ

ん

軽が
る

に
来こ

い
」、「
往い

か

な
い
」、
其
問
題

を
以
て
終
日
困く

る

し
め
ら
れ
た
、
大
切
な
演
説
は
妨
げ
ら
れ
た
、
余
は
一
首
の
歌
を
遺の

こ

し
て
匆

〔
そ
う

々そ
う
〕北

見
を
去
る
に
決
し
た
」（
第
二
四
巻
、
三
〇
五
頁
）
と
記
し
、「〔
う
ち
む

ら
の
…
〕」
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
一
八
日
、
軍
艦
用
巨
砲
所
が

建
設
さ
れ
て
、
悪
魔
が
誇
る
繁
盛
の
な
か
に
あ
る
室
蘭
に
到
り
、「〔
蝦え

夷ぞ

ケが

島し
ま

…
〕」

を
詠
む
。
二
〇
日
、
明
治
一
〇
年
札
幌
農
学
校
へ
入
っ
た
秋
か
ら
四
一
年
、「
薬
師

山
の
麓
よ
り
北
面
し
て
遥
か
に
思お

も
ひ想

を
北
海
全
道
に
馳
せ
て
一
首
の
歌
を
禁
じ
得
な

か
つ
た
」（
同
、
三
〇
六
頁
）
と
書
き
、「〔
石い

し

狩か
り

や
…
〕」
の
短
歌
を
日
録
に
残
し
て

い
る
。

人ひ
と

の
子こ

の
智ち

慧ゑ

も
才ち

か
ら能

も
な
に
か
せ
ん

　
　

神か
み

を
棄す

つ

れ
ば
死し

ぬ
ば
か
り
な
り
。

（「
背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏
」『
万
朝
報
』
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年

七
月
一
九
日
―
二
一
日
、
第
二
七
巻
、
五
三
一
頁
）

○
著
者
が
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
一
人
に
、
有
島
武
郎
（
一
八
七
八
―
一
九
二
三
年
）

が
い
る
。
彼
は
札
幌
農
学
校
に
入
学
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受
け
、
札
幌
独
立

基
督
教
会
に
も
入
退
会
す
る
が
、
最
後
は
女
性
記
者
と
と
も
に
、
一
九
二
三
（
大
正

一
二
）
年
六
月
九
日
、
四
五
歳
で
自
ら
死
を
選
ん
だ
。
著
者
は
、「
背
教
者
と
し
て

の
有
島
武
郎
氏
」
を
、
以
下
の
よ
う
に
書
き
は
じ
め
て
い
る
。「
私わ

た
しは

有あ
り

島し
ま

君く
ん

に
基き

り

督す
と

教け
う

を
伝つ

た

へ
た
者も

の

の
一
人に

ん

で
あ
る
。
彼か

れ

は
一
時じ

は
誠せ

い

実じ
つ

熱ね
つ

心し
ん

な
る
基き

り

督す
と

信し
ん

者じ
や

で
あ
つ

た
。
私わ

た
しは

彼か
れ

の
顔か

ほ

に
天て

ん

国ご
く

の
希き

望ぼ
う

が
輝か

ゞ
やい

て
居ゐ

た
時と

き

を
知し

つ
て
居ゐ

る
。（
中
略
）
有あ

り

島し
ま

君く
ん

は
た
し
か
に
一
度ど

は
、
信し

ん

仰か
う

の
エ
デ
ン
の
園そ

の

に
神か

み

と
共と

も

に
歩あ

ゆ

ん
だ
人ひ

と

で
あ
つ

た
」（
第
二
七
巻
、
五
二
六
頁
）。
以
下
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
て
い
る
。
明
治
四
一

年
、
札
幌
で
会
っ
た
と
き
に
は
、
彼
は
別
人
と
な
り
、
ペ
シ
ミ
ス
ト
と
し
て
す
で
に
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信
仰
者
で
は
な
く
、
小
説
も
楽
園
を
失
っ
た
ア
ダ
ム
の
楽
園
回
復
の
努
力
の
試
み
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
。
第
三
回
目
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

「
有あ

り

島し
ま

君く
ん

に
大お

ほ
いな

る
苦く

悶も
ん

が
あ
つ
た
。
此こ

の

苦く

悶も
ん

が
あ
つ
た
ら
ば
こ
そ
彼か

れ

は
自じ

殺さ
つ

し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
此こ

の

苦く

悶も
ん

は
一
婦ふ

人じ
ん

の
愛あ

い

を
得え

ん
と
欲ほ

つ

す
る
苦く

悶も
ん

で
は
な
か
つ
た 

　

此こ
れ

は
哲て

つ

学が
く

者し
や

の
称し

よ
うす

る
コ
ス
ミ
ツ
ク
ソ
ロ
ー
（
宇う

宙ち
う

の
苦く

悶も
ん

）
で
あ
つ
た
。
有あ

り

島し
ま

君く
ん

の
棄き

教け
う

の
結け

つ

果く
わ

と
し
て
、
彼か

れ

の
心し

ん

中ち
う

深ふ
か

き
所と

こ
ろに

大お
ほ
いな

る
空く

う

虚き
よ

が
出で

来き

た
。
彼か

れ

は
此こ

の

空く
う

虚き
よ

を
充み

た

す
べ
く
苦く

心し
ん

し
た
」（
同
、
五
二
九
―
五
三
〇
頁
）。「
コ
ス
ミ
ツ
ク
ソ

ロ
ー
」（
宇
宙
の
苦
悶
）
は
、
作
家
有
島
武
郎
の
苦
悩
の
根
源
で
あ
っ
た
。
本
短
歌
で
、

「
背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏
」
を
結
ん
で
い
る
。

身み

を
浚さ

ら

ふ
誘ま

ど
い惑

の
浪な

み

は
荒あ

ら

く
と
も

　
　

頼た
の

む
誓ち

か
い約

の
磐い

わ

は
動ゆ

る

が
じ
。

（「
誘
惑
に
勝
つ
の
途
」『
聖
書
之
研
究
』
二
八
四
号
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）

年
三
月
一
〇
日
、
第
二
八
巻
、
一
九
三
頁
）

○
本
短
歌
は
、「
誘
惑
に
勝
つ
の
途
」
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「（
去
年
八
月
廿
六

日
軽
井
沢
に
於
て
）」
と
付
記
さ
れ
た
「
誘
惑
に
勝
つ
の
途
」
は
、
ヤ
コ
ブ
書
第
一
章

一
三
、
一
四
節
の
引
用
の
あ
と
、
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。「
人
は
何
人
も
誘

惑
に
遇あ

ひ
ま
す
、
そ
し
て
之
に
勝
つ
と
負
け
る
と
に
由
て
彼
の
運
命
は
定
ま
り
ま

す
」（
第
二
八
巻
、
一
八
八
頁
）。
以
後
、
誘
惑
は
、
霊
に
対
す
る
肉
、
義
に
対
す
る

美
、
道
徳
に
対
す
る
快
楽
、
未
来
に
対
す
る
現
在
、
高
き
者
に
対
す
る
低
き
者
の
要

求
で
あ
り
、「
私
共
は
世
に
勝
ち
給
ひ
し
者
を
主
と
し
て
仰
ぎ
ま
す
が
故
に
安
心
で

あ
り
ま
す
」（
同
、
一
九
三
頁
）
と
述
べ
、
こ
の
短
歌
で
文
章
を
結
ん
で
い
る
。

我
国
は
天
山
以
東
揚
子
江

　
　

秋
津
島
根
を
濤な

み

洗
ふ
ま
で
。

（「
支
那
と
日
本
」『
聖
書
之
研
究
』
二
八
五
号
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年

四
月
一
〇
日
、
第
二
八
巻
、
一
九
九
頁
）

○
本
短
歌
は
、『
聖
書
之
研
究
』
二
八
五
号
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
「CH

IN
A

 
A

N
D

 
JA

PA
N

. 

支
那
と
日
本
」
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
地
理
学
的
に
観〔

み
〕て

支
那

と
日
本
と
は
一
国
を
形
成
す
る
。
後
者
は
太
平
洋
に
見み

張は
り

す
る
前
者
の
前

〔
ぜ
ん

哨し
ょ
う
〕で

あ

る
。
二
者
の
関
係
は
幹
が
枝
に
対
す
る
関
係
で
あ
る
。
…
」
と
記
し
、
こ
の
短
歌
で

文
章
を
結
ん
で
い
る
。

百も
も

年と
せ

の
半
ば
を
共
に
過す

ご

し
来
て

　
　

う
れ
し
涙
に
咽

〔
む
せ
〕ぶ

け
ふ
か
な
。

（〔
百も

も

年と
せ

の
…
〕『
聖
書
之
研
究
』
三
一
八
号
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
月

一
〇
日
、
第
三
〇
巻
、
二
〇
八
頁
）

○
本
短
歌
は
、「
岩
崎
行
親
君
と
私
」
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
に
つ
い

て
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
一
月
一
八
日
付
日
記
に
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。「
同
窓
同
級
の
友
な
る
麑

〔
か
ご

島し
ま
〕第

七
高
等
学
校
前
校
長
岩
崎
行
親
君

が
来
る
二
十
三
日
古
稀
の
齢
に
達
す
る
の
で
祝
賀
の
会
が
催
さ
る
ゝ
由
に
就
き
、
自

分
も
麑
島
ま
で
往
い
て
之
に
列
席
せ
ん
と
思
ひ
し
が
、
健
康
と
仕
事
と
が
之
を
許
さ

ず
、
依
て
今
日
演
説
の
原
稿
を
草
し
て
同
君
の
許

〔
も
と
〕に

送
つ
た
」（
第
三
五
巻
、
一
一
九

頁
）。「
岩
崎
行
親
君
」
と
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
、
大
学
予
備
門
の
「
最
高

級
」
で
ア
メ
リ
カ
人
ス
コ
ッ
ト
（M

arion M
cCarrell Scott

、
一
八
四
三
―
一
九
二
二

年
）
か
ら
と
も
に
教
育
を
受
け
、
札
幌
農
学
校
で
も
青
年
時
代
の
四
年
を
過
ご
し
た
。

以
後
、
五
〇
年
、「
死
し
て
死
な
ざ
る
も
の
は
正
義
に
由
て
生
き
た
生
涯
で
あ
り
ま

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

す9

」（
第
三
〇
巻
、
二
〇
七
頁
）
と
述
べ
、
こ
の
一
首
で
「
演
説
」
を
結
ん
で
い
る
。

現う
つ

世し
よ

の
闇や

み

を
破
り
て
照て

り

出い
づ

る

　
　

義
の
太
陽
を
仰
ぐ
今け

日ふ

か
な
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（〔
現う

つ

世し
よ

の
…
〕『
聖
書
之
研
究
』
三
五
四
号
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月

一
〇
日
、
第
三
二
巻
、
二
九
四
頁
）

○
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
二
八
日
の
死
の
三
カ
月
前
、「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」

第
二
一
章
一
、
五
節
の
「
我
れ
新
ら
し
き
天
と
地
を
見
た
り
…
…
」（
第
三
二
巻
、
二

八
九
頁
）
を
冒
頭
に
掲
げ
、「
ア
ー
メ
ン
主
イ
エ
ス
よ
来
り
給
へ
」（
同
、
二
九
三
頁
）

な
ど
と
述
べ
た
「
新
年
の
希
望
」
の
最
後
に
記
さ
れ
た
一
首
で
あ
る
。

【
短
歌
・
日
記
】

来
り
観
よ
那
須
野
ケ
原
の
夏
の
月

　
　

深サ

青ピ

玉ヲ

の
海
に
浮
ぶ
神み

か

鏡が
み

（〔
来
り
観
よ
…
〕「
日
記
」
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
五
日
、
第
三
三
巻
、

一
四
二
頁
）

○
昨
夜
来
の
暴
風
、
朝
八
時
に
夫
婦
で
那
須
へ
向
か
う
。
宇
都
宮
で
下
車
、
三
時
黒
磯
、

四
時
過
ぎ
那
須
に
着
く
。
空
気
清
涼
で
、
東
京
と
は
別
世
界
、
夜
は
空
が
晴
れ
、
濃

藍
色
の
蒼
穹
に
半
月
が
懸
り
、
星
々
は
碧
玉
に
金
剛
石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
に
見
え

る
。「
神
の
宇
宙
は
元
来
斯
の
如
き
者
で
あ
る
」（
第
三
三
巻
、
一
四
二
頁
、
以
下
日
記

の
日
付
、
全
集
収
録
巻
、
頁
数
が
同
一
の
場
合
に
は
、
巻
数
、
頁
数
を
略
）。

喜
び
も
悲
し
み
も
み
な
恵め

ぐ
みか

な
、
ふ
み
来き

し
道み

ち

の
跡あ

と

見み

返か
へ

れ
ば
。

（〔
喜
び
も
悲
し
み
も
…
〕「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
一
日
、
第

三
三
巻
、
一
九
五
頁
）

我わ

が
前ま

え

に
置お

か
れ
し
栄さ

か

え
望の

ぞ

み
つ
ゝ
、
ふ
み
来き

し
道み

ち

を
見み

返か
へ

り
も
せ
ず
。

（〔
我わ

が
前ま

え

に
…
〕、
同
前
、
第
三
三
巻
、
一
九
五
頁
）

○
日
記
に
は
、「
気
持
好
き
は
主
の
再
臨
を
信
ず
る
聖
書
学
者
達
の
人
生
観
で
あ
る
」

「
余
の
信
仰
は
内な

い

省せ
い

で
も
な
け
れ
ば
悔
改
で
も
な
い
、
唯
感
謝
と
希
望
で
あ
る
」
と

記
し
て
い
る
。
本
短
歌
二
首
は
、「
或
る
旧
き
友
人
よ
り
の
年
賀
は
が
き
に
「
直す

ぐ

な

る
も
曲ま

が

る
も
己お

の

の
心
か
な
、
ふ
み
来き

し
道み

ち

の
跡あ

と

見み

返か
へ

れ
ば
」
と
の
一
首
を
書か

き

加く
は

へ
ら

れ
た
れ
ば
、
余
は
返
歌
と
し
て
左
の
二
首
を
彼
に
書か

き

送お
く

つ
た
」。

聖み
ふ
み書

も
て
い
く
た
び
か
経へ

し
利
根
の
橋

　
　

溢あ
ふ
るる

め
ぐ
み　

な
が
れ
尽
き
ざ
れ

（〔
聖み

ふ
み書

も
て
…
〕「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
一
九
日
、
第
三
三

巻
、
二
二
四
頁
）

○
三
月
一
八
日
、
午
後
宇
都
宮
に
着
き
、
市
の
旭
館
で
演
説
会
「
改
造
と
解
放
」
を
開

き
、
翌
日
一
〇
時
発
の
汽
車
で
岐
路
に
つ
く
。
本
短
歌
は
、
利
根
川
を
渡
っ
た
と
き

の
所
感
で
あ
る
。

我わ
れ

は
た
ゞ
寝ね

覚ざ
め

の
床と

こ

に
看み

護と

り
す
る

　
　

人ひ
と

を
神か

み

へ
と
渡わ

た

す
桟

か
け
は
し。

（〔
我わ

れ

は
た
ゞ
…
〕「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
九
月
七
日
、
第
三
三
巻
、

二
九
〇
頁
）

木き

曾そ

山や
ま

の
檜ひ

の
きの

柱は
し
ら

基も
と

堅か
た

く

　
　

立た

ち
し
心こ

ゝ
ろ霊

の
神か

み

の
殿み

や

か
な
。

（〔
木き

曾そ

山や
ま

の
…
〕、
同
前
、
第
三
三
巻
、
二
九
〇
頁
）

○
木
曾
上
松
の
「
松
島
縫
治
郎
君
」
か
ら
「
余
等
過
日
の
彼
地
訪
問
」
の
礼
状
に
、

「
恩よ

き

師ひ
と

と
遊あ

そ

び
し
霧き

り

の
桟

か
け
は
しや

寝ね

覚ざ
め

の
床と

こ

よ
夢ゆ

め

心こ
ゝ
ち地

す
る
」「
木き

曾そ

山や
ま

の
檜ひ

の
きの

緑み
ど
り

栄さ
か

ふ
ご

と
君
が
真ま

心こ
と

の
永と

久は

に
光は

栄え

あ
れ
」
の
二
首
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
。「
余
は
之

を
読
ん
で
歓よ

ろ
こ
び喜

の
涙な

み
だを

禁
じ
得
な
か
つ
た
、
依
て
左
の
返
歌
を
送
つ
て
感
謝
の
辞
に
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代
え
た
」。

湯ゆ

河が

原は
ら

や
賽さ

い

の
河か

原は
ら

の
赤あ

か

ん
坊ぼ

う

　
　

寝ね

る
よ
り
外ほ

か

に
為す

る
事こ

と

は
な
し

（〔
湯ゆ

河が

原は
ら

や
…
〕「
日
記
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
一
月
一
六
日
、
第
三

三
巻
、
三
一
六
頁
）

○
一
一
月
一
五
日
、
朝
九
時
に
家
を
出
て
、
相
州
湯
河
原
に
湯
治
に
行
く
。
柑
橘
類
の

林
が
茂
り
、
黄
金
色
の
果
実
が
枝
に
む
ら
が
る
。
翌
日
、
一
〇
年
の
疲
労
が
で
た
よ

う
に
、
終
日
を
床
で
休
み
、
東
京
の
友
人
に
本
短
歌
を
書
き
送
る
。

上あ
が

り
下お

り
多
き
六む

十そ

路ぢ

の
坂
越
え
て

　
　

初
め
て
成
り
ぬ
幼を

さ

な
心
に

（〔
上あ

が

り
下お

り
多
き
…
〕「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
一
月
一
日
、
第

三
三
巻
、
第
三
三
三
頁
）

○
今
年
で
満
六
〇
歳
、
還
暦
を
迎
え
る
。「
然
し
乍

〔
な
が
〕ら

キ
リ
ス
ト
に
在
り
て
余
は
今
日

新
た
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
、
彼
の
十
字
架
を
仰
い
で
余
は
日
に
日
に
新
た
に
生
ま

れ
つ
ゝ
あ
る
」。

今い
ま

頃ご
ろ

は
父ち

ゝ

の
御み

園そ
の

に
讃た

ゝ

美へ

歌う
た

　
　

地ち

上じ
よ
うの

万ば
ん

事じ

善よ

し
と
知し

り
つ
ゝ

（〔
今い

ま

頃ご
ろ

は
…
〕「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
一
月
五
日
、
第
三
三
巻
、

三
三
五
頁
）

○「
在
摂
津
蘆
屋
住
友
社
員
法
学
士
黒
崎
幸
吉
夫
人
寿
美
子
永
眠
の
報
に
接
し
て
甚い

た

く

悲
ん
だ
」。
永
眠
の
電
報
を
手
に
、
一
首
を
書
い
て
黒
崎
幸
吉
に
送
っ
た
。「
然
し
永

久
に
失
ふ
た
の
で
は
な
い
、
只
暫
時
の
別
れ
で
あ
る
、
今
度
は
「
先
生
」
と
言
は
れ

て
彼
女
に
迎
へ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
」。

泊
る
べ
き
湊
は
た
し
か

9

9

9

今
日
も
ま
た

　
　
　

世
の
海う

な

原ば
ら

の
沖
に
主
を
待
つ

9

9

9

9

（〔
泊
る
べ
き
…
〕「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
五
月
七
日
、
第
三
三

巻
、
三
八
〇
頁
）

○「
而
し
て
日
本
の
如
き
不
信
国
に
在
り
て
は
信
仰
を
維
持
す
る
事
が
一
大
事
業
で
あ

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

る7

」
と
書
き
、
愛
す
る
古
歌
「
泊と

ま

る
べ
き
湊み

な
とは

い
づ
こ
今け

日ふ

も
ま
た
青あ

を

海う
な

原ば
ら

の
沖お

き

に

漂た
ゞ
よふ

」
の
あ
と
、
字
句
を
改
め
て
本
短
歌
を
記
し
て
い
る
。

戦
は
一
先
づ
止
ん
で
骨
休
め

　
　

伊
香
保
の
山
に
鶯

う
ぐ
い
すを

聞
く
。

（〔
戦
は
一
先
づ
止
ん
で
…
〕「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
六
月
一
五

日
、
第
三
三
巻
、
三
九
三
頁
）

故ふ
る

郷さ
と

の
山
と
川
と
に
抱い

だ

か
れ
て

　
　

眠
り
は
安
し
母
の
ふ
と
こ
ろ
。

（〔
故ふ

る

郷さ
と

の
山
と
川
…
〕、
同
前
、
第
三
三
巻
、
三
九
四
頁
）

○
六
月
一
四
日
朝
八
時
、
雨
の
な
か
柏
木
を
出
て
、
高
崎
か
ら
伊
香
保
へ
と
来
る
。

「
上
州
は
余
の
祖
先
の
墳
墓
の
地
で
あ
る
。
其
山
川
は
余
の
幼
時
を
孚は

ぐ
ゝみ

し
者
で
あ

る
、
榛は

る

名な

山
の
中
腹
に
宿
り
て
余
の
母
に
懐だ

か

れ
て
眠
む
る
が
如
き
気
持
が
す
る
」

（
第
三
三
巻
、
三
九
三
頁
）。
翌
日
、
こ
の
二
首
を
友
人
に
絵
は
が
き
で
送
る
。

火
に
怒
る
山
も
今
年
は
和や

わ

ら
ぎ
て

　
　

寝
り
は
安
し
千ち

ケが

滝た
き

の
里
。
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（〔
火
に
怒
る
山
も
…
〕「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
七
月
六
日
、
第

三
三
巻
、
四
〇
一
頁
）

○
浅
間
山
麓
、
落か

葉ら

松ま
つ

の
繁
る
、
休
養
地
と
し
て
信
州
沓
掛
千
ヶ
滝
の
地
に
来
る
。

「
此
地
に
来
り
て
第
二
の
故
郷
に
帰
り
来
り
し
が
如
く
に
感
ず
る
、
左
の
一
首
の
駄

句
を
作
り
て
東
京
の
友
人
に
送
つ
た
」。

霧き
り

凝こ

り
て
露つ

ゆ

と
滴し

た
ゝる

松
ケ
枝
の

　
　

下
に
彳た

ゝ
ずむ

神
の
祈い

の
り禱

子ご

（〔
霧き

り

凝こ

り
て
…
〕「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
七
月
八
日
、
第
三
三

巻
、
四
〇
二
頁
）

○
落
葉
松
の
下
の
祈
禱
を
楽
し
み
、
Ａ
・
Ｊ
・
ゴ
ル
ド
ン
の
聖
書
神
言
論
に
勇
気
づ
け

ら
れ
、「
聖
書
は
神
の
言
な
り
と
云
ふ
方
が
神
の
言
は
聖
書
の
内
に
在
り
と
云
ふ
よ

り
も
遥
に
深
い
見み

方か
た

で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

人
は
去
り
山
は
静
に
水
清
く

　
　

聖
書
我
手
に
独
り
天
国

（〔
人
は
去
り
…
〕「
日
記
」
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
八
月
三
一
日
、
第
三

三
巻
、
四
二
一
頁
）

○
こ
の
年
の
一
月
一
六
日
、
ロ
マ
書
の
講
義
を
始
め
る
。
七
月
六
日
か
ら
九
月
一
五
日

ま
で
は
、
沓
掛
に
滞
在
し
、
八
月
三
一
日
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
『
羅
馬
書
註

解
』
を
読
む
。
近
く
の
清
水
の
辺
に
は
、
秋
の
雑
草
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。

吹
く
風
を
勿な

こ
そ来

の
関せ

き

と
祈
る
か
な

　
　

道み
ち

践ふ

み
は
づ
す
人
多
き
世
に

（〔
吹
く
風
を
…
〕「
日
記
」
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
四
月
六
日
、
第
三
四

巻
、
三
五
頁
）

○
冒
頭
に
、「
花
は
桜
、
人
は
武
士
、
而
し
て
桜
は
山
桜
に
武
者
は
古
武
士
に
限
る
、

山
桜
に
古
武
士
が
対
す
る
所
に
日
本
国
の
エ
ッ
セ
ン
ス
（
精
）
が
あ
る
」
と
書
き
、

源
義
家
の
「
吹
く
風
を
勿な

こ
そ来

の
関
と
思
へ
ど
も
道
も
狭せ

に
散
る
山
桜
か
な
」
の
「
名

歌
」
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
日
、
朝
五
時
に
柏
木
を
出
て
、
沿
線
桜
が
満
開
の
な
か

勿
来
の
関
に
向
か
っ
た
。
こ
の
「
名
歌
」
に
対
し
て
、「
我
が
花
は
人
で
あ
る
、
然

り
彼
の
信
仰
で
あ
る
」、「
余
も
亦
義
家
に
傚

〔
な
ろ
〕ふ

て
一
首
な
き
能
は
ず
で
あ
る
」
と
、

本
短
歌
を
記
し
て
い
る
。

千ち
く
ま曲

川が
は

岸
に
湧わ

き

出づ

る
岩い

は

清し

水み
ず

　
　

世
々
に
流
れ
て
に
ご
り
潔き

よ

め
よ

（〔
千ち

く
ま曲

川が
は

岸
に
…
〕「
日
記
」
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
九
月
二
日
、
第
三

四
巻
、
八
六
頁
）

○
八
月
二
一
日
か
ら
九
月
一
四
日
ま
で
、
沓
掛
星
野
温
泉
に
滞
在
す
る
。
八
月
二
六
日
、

二
七
日
に
は
、『
聖
書
之
研
究
』
の
読
者
会
で
講
演
す
る
。
九
月
二
日
、
千
曲
川
の

激
流
に
沿
っ
た
奇
巌
絶
壁
の
間
に
建
て
ら
れ
た
小
諸
町
郊
外
に
あ
る
、
一
二
〇
〇
年

前
の
布ぬ

の

引び
き

山
釈
尊
寺
に
遊
ぶ
。
二
〇
年
前
の
信
州
伝
道
を
想
う
。「
自
分
が
曾

〔
か
つ
〕て

千

曲
川
の
沿
岸
に
蒔
き
し
福
音
の
種
も
亦
、
今
人
は
多
く
は
之
を
棄
て
し
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

、
神

の
恩
恵
に
由
り
何
等
か
の
形
を
以
て
千
百
年
の
後
に
ま
で
存の

こ

つ
て
実み

を
結
ぶ
で
あ
ら

う
」。

温
か
き
足
と
冷
た
き
頭あ

た
まに

て

　
　

聖み
ふ
み書

説
か
な
ん
来
る
年
に
も
。

（〔
温
か
き
足
と
…
〕「
日
記
」
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
〇
月
二
八
日
、
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第
三
四
巻
、
一
〇
六
頁
）

○
日
曜
日
ご
と
に
聖
書
講
演
を
聞
く
若
き
婦
人
か
ら
手
編
み
の
靴
下
が
贈
ら
れ
る
。
本

短
歌
で
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
翌
日
か
ら
聖
書
研
究
会
で
、「
キ
リ
ス
ト
伝
研
究
」

を
始
め
る
（
一
九
二
四
年
六
月
二
二
日
ま
で
）。

我
子
を
ば
遠
き
コ
ン
ゴ
の
河か

わ

辺べ
り

に

　
　

住
む
ニ
グ
ロ
ー
の
内
に
求
め
ん
。

（〔
我
子
を
ば
…
〕「
日
記
」
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
〇
月
三
〇
日
、
第

三
四
巻
、
一
〇
六
頁
）

○『
米
国
地
理
学
雑
誌
』
一
〇
月
号
が
届
き
、
そ
の
「
阿〔

ア

弗フ

利リ

加カ
〕

号
」
の
タ
ン
ガ
ニ
カ

湖
上
英
独
海
戦
記
な
ど
を
終
日
耽
読
す
る
。「
コ
ン
ゴ
河
上
流
の
沿
岸
に
住
む
黒
人

の
一
基
督
者
と
成
り
し
者
に
関
す
る
記
事
を
読
み
て
は
強
く
我
意
を
惹〔

ひ
〕か

れ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
」。

メ
キ
シ
コ
や
ポ
ポ
カ
テ
ピ
テ
ル
、
ソ
コ
ヌ
ス
コ

　
　

旗
風
高
く
揚
が
る
十
字
架

（〔
メ
キ
シ
コ
や
…
〕「
日
記
」
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
一
月
三
日
、
第

三
四
巻
、
一
〇
八
頁
）

○
一
一
月
三
日
、
英
国
よ
り
帰
朝
し
た
「
好
本
督
君
」
の
訪
問
が
あ
り
、「
余
の
信
仰

の
友
の
内
よ
り
斯
か
る
平
信
徒
伝
道
者
の
起
り
し
事
を
天
父
に
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
書
く
。
ま
た
、
近
日
メ
キ
シ
コ
国
エ
ス
キ
ン
ト
ラ
に
出
立
す
る
「
清
水
夫
人

サ
ヘ
子
」
と
そ
の
三
人
の
友
人
を
招
い
て
送
別
の
夕
飯
を
と
も
に
す
る
。

我
が
友
に
や
ど
る
生い

の
ち命

の
結
ぶ
果
の

　
　

香か
ほ
りは

た
か
し
沼
沢
の
里
。

（〔
我
が
友
に
…
〕「
日
記
」
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
一
月
一
四
日
、
第

三
四
巻
、
一
一
二
頁
）

○
ミ
ル
ト
ン
を
読
む
日
々
の
な
か
、
山
形
県
北
村
山
郡
東
郷
村
沼
沢
生
香
園
主
「
奥
山

吉
治
君
」
よ
り
、
例
年
通
り
の
林
檎
一
箱
が
届
く
。「
一
首
を
賦
し
て
君
の
変
ら
ざ

る
友
誼
に
酬

〔
む
く
〕ゐ

た
」。

ヘ
ル
モ
ン
の
山
を
映う

つ

し
て
水み

づ

鏡か
ゞ
み　

　
　

み
教
へ
清
し
ガ
リ
ラ
ヤ
の
湖う

み

（〔
ヘ
ル
モ
ン
の
山
を
…
〕「
日
記
」
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
二
月
二
〇

日
、
三
四
巻
、
一
二
四
頁
）

○
二
五
年
間
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
て
く
れ
た
友
人
が
訪
ね
て
来
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
と
も
に
、
今
年
の
「
祝
詞
」
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
願
ふ
こ
の
冬

休
に
先
生
が
御
好
み
の
御
本
か
又
は
日
本
の
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
の
御
逍
遥
費
に
当
て
給

は
ら
ば
と
…
…
」。
こ
の
一
首
を
贈
っ
て
感
謝
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

日
に
日
に
と
か
は
る
財た

か
らの

砂す
な

の
山や

ま

　
　

昨き
の
ふ日

の
嶺み

ね

は
今け

日ふ

の
瀬せ

と
な
る
。

（〔
日
に
日
に
と
か
は
る
…
〕「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
六
月
二
日
、

第
三
四
巻
、
一
八
四
頁
）

○
下
野
銀
行
の
破
綻
を
聞
き
、「
一
首
を
作
り
て
彼
地
の
教
友
に
送
つ
た
」（
第
三
四
巻
、

一
八
三
―
一
八
四
頁
）。
教
友
は
、
銀
行
業
者
で
あ
っ
た
。

西
の
う
み
教を

し
への

友
の
音
づ
れ
に
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我
が
霊た

ま
し
ひ魂

は
飛と

び

立た

ち
に
け
り
。

（〔
西
の
う
み
…
〕「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
六
月
二
日
、
第
三
四

巻
、
一
八
四
頁
）

○
宮
崎
県
の
読
者
よ
り
、
世
界
伝
道
協
賛
会
へ
の
寄
附
金
に
、
以
下
の
よ
う
な
二
首
が

添
え
ら
れ
て
い
た
。「
見
上
ぐ
れ
ば
心
に
か
ゝ
る
雲
も
な
し
た
ゞ
眼
に
た
ゝ
ふ
熱
き

涙
を
。
見
下
ぐ
れ
ば
心
に
満
つ
る
黒
雲
に
迷
ひ
に
迷
ふ
憐
れ
な
る
吾
れ
」。
そ
れ
に

対
し
て
、
一
首
送
っ
た
の
で
あ
る
。

文ぶ
ん

明め
い

の
音お

と

と
光ひ

か
りに

騒さ
わ

ぐ
世よ

に

　
　

忍し
の
ぶケが

岡お
か

の
昔む

か
しな

つ
か
し
。

（〔
文ぶ

ん

明め
い

の
音お

と

と
…
〕「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
六
月
一
二
日
、
第

三
四
巻
、
一
八
八
頁
）

○「
耶〔

エ

利レ

米ミ

亜ヤ
〕

記
第
二
十
九
章
十
節
以
下
の
言
を
示
さ
れ
て
慰な

ぐ
さ
め安

を
得
た
」（
第
三
四
巻
、

一
八
七
頁
）
と
書
き
、
夕
方
上
野
の
杜
と
不
忍
の
池
に
遊
び
、
古
き
昔
を
偲
ん
だ
が
、

四
囲
の
電
燈
の
眩
さ
に
嫌
気
を
催
す
の
で
あ
る
。

人
の
子
の
智ち

慧ゑ

も
能ち

か
ら力

も
何
か
あ
ら
ん

　
　

神
に
叛そ

む

け
ば
死
ぬ
ば
か
り
な
り
。

（〔
人
の
子
の
…
〕「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
八
日
、
第
三
四

巻
、
一
九
八
頁
）

○
一
カ
月
前
の
六
月
九
日
の
有
島
武
郎
の
自
殺
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。「
氏
は
旧
札
幌
農
学
校
の
卒
業
生
に
し
て
、
一
時
は
札
幌
独
立
教
会
の
熱
心
な

る
信
者
で
あ
つ
た
。
然
る
に
中
途
に
し
て
信
仰
を
棄す

て

、
現
代
の
日
本
に
沢
山
に
あ
る

背
教
文
士
の
一
人
と
成
つ
た
。
自
分
に
対
し
て
終
り
ま
で
尊
敬
を
持
つ
て
居
て
呉
れ

た
ら
し
く
、
自
分
も
亦
終
り
ま
で
氏
の
正
直
を
愛
し
、
背
教
後
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

人
と
し
て
の

尊
敬
を
払
ひ
つ
ゝ
来
つ
た
」（
第
三
四
巻
、
一
九
七
―
一
九
八
頁
）。
ま
た
、
今
井
館
の

聖
会
の
と
き
の
讃
美
歌
に
ふ
れ
、「
嗚
呼
も
し
有
島
君
が
我
等
と
共
に
此
讃
美
歌
を

歌
ひ
得
し
な
ら
ば
、
君
は
あ
ん
な
死し

に

方か
た

を
為
さ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
に
！
」（
同
前
）。

「
背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏
」（『
万
朝
報
』
一
九
二
三
年
七
月
一
九
日
―
二
一
日
）

に
は
、「
人ひ

と

の
子こ

の
智ち

慧え

も
才ち

か
ら能

も
な
に
か
せ
ん
神か

み

を
棄す

つ

れ
ば
死し

ぬ
ば
か
り
な
り
」

（
第
二
七
巻
、
五
三
一
頁
）
の
短
歌
を
掲
載
し
た
（
解
題
、
参
照
）。

故ふ
る
さ
と国

は
悪あ

く

魔ま

の
息い

き

に
腐く

さ

れ
た
り

　
　

築き
づ

け
其そ

の

地ち

に
神か

み

の
聖み

国く
に

を
。

（〔
故ふ

る
さ
と国

は
悪あ

く

魔ま

の
…
〕「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
一
二
日
、

第
三
四
巻
、
二
〇
〇
頁
）

○「
久
振
り
に
て
バ
ビ
ロ
ン
（
東
京
市
）
に
行
い
た
。
堪
へ
ら
れ
ぬ
程
厭い

や

な
所
で
あ
る
。

こ
ん
な
所
よ
り
自
殺
者
が
続
々
と
出
る
は
決
し
て
無
理
で
な
い
」
と
書
き
、
そ
れ
に

対
し
、
メ
キ
シ
コ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
農
場
（「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
」、
参
照
）
か
ら
の
婦

人
の
音
信
を
紹
介
し
、「
一
首
を
賦
し
て
彼
女
を
励
ま
し
て
や
つ
た
」。

三
笠
山
人
の
心
は
狂く

る

ふ
と
も

　
　

松
風
清
く
ほ
と
ゝ
ぎ
す
鳴
く
。

（〔
三
笠
山
人
の
心
は
…
〕「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
一
四
日
、

第
三
四
巻
、
二
〇
一
頁
）

○
軽
井
沢
の
友
人
か
ら
、
早
く
来
て
、
清
き
風
や
青
き
草
で
疲
れ
た
身
体
を
癒
す
よ
う

に
と
の
手
紙
が
届
き
、「
依
て
一
首
を
送
つ
て
預

〔
あ
ら
か
じ
〕め

彼
の
地
を
清
め
て
置
い
た
」。

義ぎ

務む

終を

へ
て
独ひ

と

り
心
も
軽か

る

井ゐ

沢ざ
わ
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鹿か

島じ
ま

の
森も

り

に
鶯

う
ぐ
い
すを

き
く
。

（〔
義ぎ

務む

終を

へ
て
…
〕「
日
記
」
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
二
八
日
、
第

三
四
巻
、
二
〇
五
頁
）

○
七
月
二
〇
日
、
午
後
軽
井
沢
に
来
る
。
樅
木
の
下
の
日
陰
で
、
カ
ケ
ス
と
ウ
グ
イ
ス

の
声
を
聞
き
つ
つ
使
徒
行
伝
を
研
究
す
る
。
パ
ウ
ロ
へ
の
同
情
、「
樅も

み

の
青
葉
を
通

し
て
碧あ

を

空ぞ
ら

を
眺
め
な
が
ら
一
首
詠
じ
た
」。

縦〔
よ
〕し

種
は
秋
津
島
根
に
絶
ゆ
る
と
も

　
　

戈ゴ

壁ビ

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
裾

〔
す
そ
〕に

実み
の

ら
む
。

（〔
縦〔

よ
〕し

種
は
…
〕「
日
記
」
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
二
月
一
四
日
、
第
三

四
巻
、
二
七
八
頁
）

○
世
界
地
図
を
眺
め
な
が
ら
、
日
本
伝
道
は
日
本
の
た
め
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
大
陸
、

世
界
の
た
め
に
行
う
こ
と
に
気
づ
く
。「
唯
福
音
の
種
さ
へ
播
い
て
置
け
ば
、
そ
れ

が
世
界
の
何ど

処こ

か
で
実み

の

る
の
で
あ
る
」。

荒
れ
果
つ
る
武
蔵
の
原
に
声
揚
げ
て

　
　

亜
細
亜
の
陸く

が

に
聖み

を
し
へ教

を
説
く
。

（〔
荒
れ
果
つ
る
…
〕「
日
記
」
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
二
月
一
六
日
、
第

三
四
巻
、
二
七
九
頁
）

○「
今
日
も
引
続
き
亜
細
亜
伝
道
に
就
い
て
考
へ
た
」
と
書
か
れ
、
感
想
を
こ
の
短
歌

に
詠
ん
で
い
る
。

木き

曾そ

山や
ま

の
同お

な

じ
齢よ

は
ひの

老お
ひ

檜ひ
の
き　

　
　

共と
も

に
守ま

も

ら
む
神か

み

の
聖み

殿と
の

を

（〔
木き

曾そ

山や
ま

の
同お

な

じ
…
〕「
日
記
」
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
二
月
二
八
日
、

第
三
四
巻
、
二
八
四
頁
）

○「
信
仰
は
神
に
始
ま
り
神
に
依
り
神
に
終
る
。
栄
光
は
す
べ
て
神
に
帰
す
べ
き
で
あ

る
」（
第
三
四
巻
、
二
八
三
頁
）
と
書
い
た
あ
と
、
木
曾
の
教
友
一
団
が
改
築
す
る
聖

書
講
堂
の
門
柱
に
と
、
檜
丸
太
三
本
を
汽
車
に
積
み
込
ん
だ
と
の
知
ら
せ
が
届
く
。

教
友
の
一
人
で
あ
る
「
松
島
縫
治
郎
君
」
は
、「
門
柱
樹
齢
約
六
十
年
」
と
題
し
て
、

「
木き

曾そ

山や
ま

の
六む

十そ

路ぢ

を
越こ

え
て
も
だ
し
つ
ゝ
今け

日ふ

神か
み

の
家へ

の
門か

ど

守も
り

と
立た

つ
」
と
い
う

短
歌
を
寄
せ
、
本
短
歌
は
そ
の
返
歌
で
あ
る
。

暑あ
つ

さ
こ
そ
厳き

び

し
か
れ
ど
も
心こ

こ

地ち

好よ

し

　
　

近き
ん

代だ
い

人じ
ん

の
居を

ら
ぬ
東と

う

京き
や
う　

（〔
暑あ

つ

さ
こ
そ
…
〕「
日
記
」
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
八
月
五
日
、
第
三
四

巻
、
三
三
五
頁
）

○「
暑
中
の
東
京
に
善
き
も
の
が
随
分
あ
る
」
と
書
き
、
軽
井
沢
に
避
暑
に
行
く
友
人

に
送
っ
た
一
首
で
あ
る
。

待ま
ち

望の
ぞ

む
恩め

ぐ
み恵

の
雨あ

め

に
潤う

る
ほひ

て

　
　

万よ
ろ
づの

人ひ
と

と
祝い

は

ふ
嬉う

れ

し
さ

（〔
待ま

ち

望の
ぞ

む
…
〕「
日
記
」
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
八
月
六
日
、
第
三
四
巻
、

三
三
六
頁
）

○
慈
雨
。「
降
る
雨
を
眺
め
つ
ゝ
歌
心
の
我
心
に
頻

〔
し
き
〕り

に
動
く
を
覚
ゆ
」。

日
に
日
に
と
廃す

た

れ
行
く
世
の
状さ

ま

を
見
て

　
　

沈
む
心
を
興
す
み
こ
と
ば
。
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（〔
日
に
日
に
と
廃す

た

れ
行
く
…
…
〕「
日
記
」
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
九
月

三
〇
日
、
第
三
四
巻
、
三
五
六
頁
）

○
京
都
建
仁
寺
の
若
い
女
性
僧
侶
の
失
恋
に
よ
る
放
火
事
件
が
報
じ
ら
れ
た
。「
有
島

事
件
に
劣
ら
ざ
る
風
教
上
の
大
問
題
で
あ
る
。
思
へ
ば
内
も
外
も
真
暗
闇
で
あ
る
。

「
新
聞
紙
と
聖
書
」
と
題
し
て
電
車
中
で
一
首
が
成
つ
た
」
の
で
あ
る
。

行ゆ
き

詰つ
ま

る
騒さ

は
がが

し
き
世
に
我
心

　
　

い
と
も
静
け
き
歳
の
暮
か
な
。

（〔
行ゆ

き

詰つ
ま

る
…
〕「
日
記
」
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
二
月
三
一
日
、
第
三

四
巻
、
三
九
〇
頁
）

○
大
晦
日
、
若
い
文
学
士
の
訪
問
を
受
け
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
の
比
較
を
論
じ

た
あ
と
、
鸚お

う
む鵡

の
世
話
、
紙
屑
の
焼
却
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
掃
除
、
外
国
と
国
内
へ

一
通
ず
つ
手
紙
を
書
く
な
ど
、「
実
に
静
か
な
る
歳
の
暮
で
あ
つ
た
」。

有あ
り

難が
た

し
縦よ

し
天あ

め

地つ
ち

は
消き

ゆ

る
と
も

　
　

神か
み

の
真ま

こ
と理

は
動う

ご

か
ざ
る
と
は
。

（〔
有あ

り

難が
た

し
…
〕「
日
記
」
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
五
月
一
九
日
、
第
三
四

巻
、
四
四
一
頁
）

○
午
前
は
エ
レ
ミ
ヤ
書
、
午
後
は
Ｔ
・
Ｋ
・
ア
ボ
ッ
ト
の
カ
ン
ト
伝
を
読
む
。「
人
の

霊
魂
の
宇
宙
の
大
よ
り
も
大
な
る
を
唱
ふ
る
カ
ン
ト
の
言
を
読
ん
で
、
人
と
し
て
生

ま
れ
し
責
任
の
如
何
に
大
な
る
乎
を
思
は
し
め
ら
れ
た
」。

近
代
人
居
ら
ぬ
皐さ

つ
き月

の
軽
井
沢

　
　

忘
れ
な
草
に
森
の
鶯

〔
う
ぐ
い
す
〕

　

（〔
近
代
人
居
ら
ぬ
…
〕「
日
記
」
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
六
月
一
〇
日
、

第
三
四
巻
、
四
四
八
頁
）

○
六
月
九
日
か
ら
一
一
日
ま
で
、
沓
掛
へ
行
く
。
一
〇
日
は
、
宿
の
主
人
と
軽
井
沢
に

遊
ぶ
。
都
会
人
の
姿
を
見
か
け
ず
、
天
然
は
高
原
を
占
領
し
、
忘
れ
な
草
が
咲
き
誇

る
。

来
て
見
れ
ば
昔
し
な
が
ら
の
花は

な

巻ま
き

や

　
　

嘗あ
ま

き
苺い

ち
ごに

友と
も

の
真ま

心ご
こ
ろ　

（〔
来
て
見
れ
ば
…
〕「
日
記
」
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
六
月
二
七
日
、
第

三
四
巻
、
四
五
五
頁
）

○
明
治
四
四
年
以
来
の
花
巻
訪
問
。
朝
四
時
、
青
森
、
七
時
間
の
汽
車
旅
で
陸
中
花
巻

着
、
教
友
の
大
歓
迎
を
受
け
る
。
旧
城
内
の
斎
藤
宗
次
郎
の
苺
畑
で
感
謝
祈
禱
会
を

開
く
。「
終
つ
て
畑
よ
り
直
に
摘
取
り
し
赤
い
、
甘
い
、
大
粒
の
苺
の
豊
か
な
る
饗

応
に
与

〔
あ
ず
か
〕つ

た
」。

此
夏
は
カ
ン
ト　

ヘ
ー
ゲ
ル　

使
徒
ヤ
コ
ブ

　
　

福
音
は
な
れ
道ど

う

徳と
く

の
道み

ち

（〔
此
夏
は
…
〕「
日
記
」
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
七
月
二
四
日
、
第
三
四

巻
、
四
六
五
頁
）

○
信
州
沓
掛
。
七
月
一
〇
日
『
聖
書
之
研
究
』
三
〇
〇
号
の
発
行
を
終
え
、「
三
百
号

済
ん
で
浅
間
の
骨
休
み
」
と
口
を
つ
い
て
で
る
。「
今
年
の
鎖
夏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
左
の
如
く
に
定
め
た
」
と
し
て
、
こ
の
短
歌
を
記
し
て
い
る
。

夏
過
ぎ
て
カ
ン
ト　

ヘ
ー
ゲ
ル
何
か
あ
ら
ん
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頼た
よ

る
は
旧ふ

る

き
十
字
架
の
道

（〔
夏
過
ぎ
て
…
〕「
日
記
」
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
九
月
一
〇
日
、
第
三

四
巻
、
四
八
一
頁
）

○
九
月
一
日
、『
ガ
リ
ラ
ヤ
の
道
』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
し
、
秋
の
仕
事
に
取
り
か

か
る
。
本
短
歌
は
、「
秋
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
。

神
の
座
の
平
和
の
星
は
地
に
下お

り
て

　
　

柏
の
里
に
花
と
咲
き
け
り
。

（〔
神
の
座
の
…
〕「
日
記
」
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
二
月
一
二
日
、
第

三
四
巻
、
五
一
五
頁
）

○
空
の
星
を
覗
き
、
天
文
熱
が
蘇
り
、
天
文
書
を
復
読
す
る
。「
然
し
興
味
の
中
心
は

家
の
赤
ん
坊
〔
孫
〕
に
於
て
あ
る
。
星
と
彼
女
と
を
咏〔

よ
〕み

合
せ
て
左
の
如
き
者
が
出

来
た
」（
補
記
、
筆
者
）。

カ
ス
ピ
ヤ
ン　

ア
ラ
ル　

オ
ク
ザ
ス　

シ
ル
ダ
リ
ヤ

　
　

砂
の
都
の
跡
ぞ
恋
し
き
。

（〔
カ
ス
ピ
ヤ
ン
…
〕「
日
記
」
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月
三
日
、
第
三

五
巻
、
二
五
頁
）

○
三
月
五
日
、
英
文
雑
誌
『T

he Japan Christian Intelligencer

』（
～
一
九
二
八
年

二
月
）
を
創
刊
す
る
。
三
日
、
ロ
シ
ア
（
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
）
か
ら
帰
国
し
た
「
金
井

清
君
」
が
訪
問
し
、
ロ
シ
ア
革
命
後
の
ロ
シ
ア
の
実
状
と
南
露
旅
行
談
を
聞
く
。

「
労
農
露
国
は
人
類
の
歴
史
に
於
け
る
未
曾
有
の
冒
険
的
大
試
験
で
あ
る
。
多
分
遠

か
ら
ず
し
て
大
失
敗
と
し
て
終
る
で
あ
ら
う
。
然
し
一
度
は
行
つ
て
見
る
価
値
の
あ

る
試
験
で
あ
る
。
共
産
党
の
誠
意
に
対
し
て
は
尊
敬
を
払
は
ざ
る
を
得
な
い
」。

愛い
と
し子ご

を
尻し

つ

尾ぽ

の
は
し
と
罵の

ゝ
しり

て

　
　

責
め
ね
ば
な
ら
ぬ
親お

や

の
苦
し
さ
。

（〔
愛い

と
し子ご

を
…
〕「
日
記
」
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
六
月
一
七
日
、
第
三
五

巻
、
六
三
頁
）

○「「
東
北
を
日
本
の
尻し

つ

尾ぽ

」
と
罵

〔
の
の
し
〕り

た
り
と
て
、
東
北
の
友
人
よ
り
小
言
が
来
た
」。

そ
れ
に
対
す
る
弁
解
で
あ
る
。

我
家
に
を
さ
な
き
者
の
生で

き

て
よ
り

　
　

天
下
の
幼え

う

児じ

は
悉

〔
こ
と
ご
と
〕く

我
が
孫
と
し
て
見
ゆ
。

（〔
我
家
に
…
〕「
日
記
」
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
九
月
二
二
日
、
第
三
五

巻
、
九
八
頁
）

○
孫
正
子
の
第
一
回
の
誕
生
日
、
少
額
の
金
を
保
育
者
の
な
い
孤
児
の
た
め
に
鎌
倉
保

育
園
に
送
る
。「
孫
を
愛
す
る
の
愛
は
此
国
を
善
く
為
さ
ん
と
す
る
の
努
力
に
終
ら

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ね
ば
な
ら
ぬ

9

9

9

9

9

。
是
等
の
愛
す
べ
き
幼
児
の
為
に
善
き
国
を
遺
し
て
逝
か
ね
ば
な
ら

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ぬ9

」。

植9

さ
り
し
田9

面お
も

に
秋
の
風
吹
き
て

　
　

み
ど
り
は
深
し
内9

の
松9

ケ
枝

（〔
植9

さ
り
し
…
〕「
日
記
」
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
〇
月
一
六
日
、
第

三
五
巻
、
一
〇
八
頁
）

○
ホ
リ
ネ
ス
教
会
監
督
中
田
重
治
が
訪
れ
、
彼
が
作
っ
た
、
植
村
正
久
、
田
村
直
臣
、

松
村
介
石
、
内
村
鑑
三
の
「
基
督
教
界
の
四
村
」
を
読
み
込
ん
だ
、
以
下
の
よ
う
な

「
大
和
歌
一
首
」
を
紹
介
す
る
。「
植9

替か
へ

は
過
ぎ
て
田9

は
刈
り
お
さ
め
ら
れ
松9

は
み
ど
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り
に
内9

は
有
福
」（
第
三
五
巻
、
一
〇
七
頁
）。
そ
れ
に
対
す
る
返
歌
で
あ
る
。

そ
の
霊た

ま

は
神
の
御
国
に
安
し
と
は

　
　

知
れ
ど
も
尽
き
ぬ
我
涙
か
な

（〔
そ
の
霊た

ま

は
…
〕「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
月
一
二
日
、
第
三
五

巻
、
一
四
一
―
一
四
二
頁
）

○
一
月
一
二
日
は
「
ル
ツ
子
デ
ー
」
で
、
彼
女
が
こ
の
世
を
去
っ
て
「
満
十
五
年
」。

夫
婦
で
、
雑
司
ヶ
谷
の
「
再〔

ま
〕た

会
ふ
日
ま
で
」
の
碑
を
訪
れ
、
墓
前
で
祈
る
。

梅
が
香
に
憂
へ
は
失
せ
て
身
は
軽
く

　
　

利
根
川
渡
る
春
の
夕
暮

（〔
梅
が
香
に
…
〕「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
三
月
二
一
日
、
第
三
五

巻
、
一
六
六
頁
）

○
農
商
務
省
高
等
官
に
伴
わ
れ
て
、
友
人
一
団
と
茨
城
県
友
部
に
あ
る
日
本
高
等
国
民

学
校
を
訪
れ
、
校
長
加
藤
完
治
の
案
内
で
視
察
し
た
あ
と
、
常
磐
公
園
で
梅
花
を
観

賞
す
る
。
帰
り
に
、「
夕
暮
に
利
根
川
の
鉄
橋
を
渡
り
た
れ
ば
一
首
を
作
つ
た
」。

火
と
水
と
西
の
文
化
に
荒
れ
は
て
し

　
　

園
の
昔
の
跡
ぞ
恋
し
き

（〔
火
と
水
と
…
〕「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
七
日
、
第
三
五
巻
、

一
七
三
頁
）

○
滋
賀
重
昂
（
一
八
六
三
―
一
九
二
七
年
）
の
死
を
知
り
、
悲
し
む
と
と
も
に
、
家
族

の
者
に
伴
わ
れ
て
上
野
向
島
へ
と
行
く
。
上
野
の
桜
の
花
は
見
頃
で
、
向
島
は
荒
れ

果
て
て
い
た
。
百
花
園
を
訪
れ
る
と
、
洪
水
、
震
災
、
煤
煙
に
禍
い
さ
れ
て
い
る
。

「
一
首
を
園
の
主
人
に
書
置
い
て
帰
つ
た
」。

香か
ぐ

は
し
き
我
が
故ふ

る

郷さ
と

の
音お

と

信づ
れ

に

　
　

堅
き
心
の
融
け
し
今け

日ふ

か
な
。

（〔
香か

ぐ

は
し
き
…
〕「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
二
六
日
、
第
三
五

巻
、
一
八
〇
頁
）

○
北
海
道
の
信
仰
の
姉
妹
が
訪
問
し
、
心
の
暖
か
さ
に
堅
き
心
も
融
け
、
ま
た
北
海
道

に
は
熱
き
信
仰
の
兄
弟
姉
妹
が
少
な
か
ら
ず
い
る
と
聞
か
さ
れ
て
、
以
下
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。「
信
仰
的
に
見
た
る
北
海
道
は
日
本
の
尻し

つ

尾ぽ

で
あ
る
と
の
自
分
の
悪

口
は
茲
に
取
り
消
さ
ゞ
る
を
得
な
い
」（
第
三
五
巻
、
一
七
九
頁
）。

我
が
家
の
天
の
使
は
舞
ひ
去
り
て

　
　

祖ヂ

父ー

ヂ々

ー々

御マ
ム
マ飯

と
呼
ぶ
声
は
な
し

（〔
我
が
家
の
…
〕「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
八
月
二
七
日
、
第
三
五

巻
、
二
二
五
頁
）

○
七
月
二
〇
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
、
葉
山
に
滞
在
す
る
。
朝
食
前
に
葉
山
別
荘
地

を
歩
く
が
、
大
別
荘
を
与
え
ら
れ
る
よ
り
も
、
神
の
人
イ
ザ
ヤ
の
預
言
を
解
す
る
方

が
遥
か
に
幸
福
で
あ
る
と
、
案
内
を
し
て
く
れ
た
「
山
桝
船
長
」
に
語
る
。
孫
娘
は
、

母
と
祖
母
に
連
れ
ら
れ
て
柏
木
に
帰
る
。「
老
人
一
人
海
浜
の
借
家
に
残
さ
れ
、
復

〔
ふ
た
た
〕

び
元
の
哲
学
者
に
成
つ
た
」。

あ
れ
る
な
よ
竜た

つ

飛ぴ

、
白し

ら

神か
み

、
中な

か

の
潮し

ほ

　
　

我
が
い
と
し
孫
海
渡
る
な
り
。

（「
正
子
の
北
海
道
行
を
送
る
」「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
九
月
六
日
、

第
三
五
巻
、
二
二
九
頁
）
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○
息
子
祐
之
一
家
が
札
幌
に
向
け
て
出
発
す
る
。「
小
な
る
正
子
と
別
れ
る
の
が
非
常

に
厭い

や

で
あ
つ
た
」「
老
夫
婦
は
勿
論
の
こ
と
、
女
中
家
僕
に
至
る
ま
で
此
小
な
る
霊

魂
の
愛
に
牽〔

ひ
〕か

れ
た
」。
孫
の
「「
正
子
の
北
海
道
行
を
送
る
」
と
題
し
て
左
の
一
首

が
迸

〔
ほ
と
ば
し
〕つ

た
」
の
で
あ
る
。

空そ
ら

は
澄
み
平ひ

ら

野の

は
遠
し
家
安
し

　
　

思
ふ
こ
と
な
き
北
海
の
秋

9

9

9

9

（〔
空そ

ら

は
澄
み
…
〕「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第
三

五
巻
、
二
四
一
頁
）

孫
去
り
て
家
は
淋
し
く
な
り
に
け
り

　
　

い
ざ
奮
起
せ
ん
東
海
の
秋

9

9

9

9

（〔
孫
去
り
て
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
二
四
一
頁
）

○
札
幌
の
「
嫁
」
か
ら
「
思
ふ
事
な
き
北
海
の
秋
」
の
句
が
届
き
、
上
の
句
を
頼
ま
れ

る
、「
依
て
目
下
の
石
狩
平
野
に
於
け
る
彼
女
の
楽
し
き
新
家
庭
を
思
ひ
や
り
、
左

の
如
く
に
作
り
直
し
て
返
し
て
や
つ
た
」。
そ
れ
に
「
孫
去
り
て
…
」
の
一
首
を
加

え
た
。「
こ
ん
な
事
で
札
幌
柏
木
間
の
通
信
が
賑

〔
に
ぎ
わ
〕つ

て
居
る
」。

荷
は
重
し
我
に
代
り
て
負
ひ
給
ふ

　
　

主ぬ
し

あ
り
と
知
れ
ば
我
は
恐
れ
ず
。

（〔
荷
は
重
し
…
〕「
日
記
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
〇
月
一
三
日
、
第
三

五
巻
、
二
四
二
頁
）

○
淋
し
い
秋
の
小
雨
の
日
。
孫
は
北
海
道
、
甥
は
学
校
の
遠
足
、
姪
は
親
戚
へ
と
泊
ま

り
に
行
き
、「
老
夫
婦
二
人
」
で
、
多
く
は
語
る
こ
と
が
な
い
。「
三
谷
民
子
女
子
明

日
女
子
学
院
校
長
と
し
て
就
任
す
る
と
の
事
な
れ
ば
彼
女
を
励
ま
し
自
分
を
も
慰
め

ん
た
め
に
左
の
一
首
を
書
き
送
つ
た
」。

上
は
空そ

ら

、
下
は
際は

て

な
き
太
平
洋

　
　

カ
ナ
ダ
の
原げ

ん

野や

指
し
て
我
れ
往
く
。

（〔
上
は
空そ

ら

…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
二
月
二
七
日
、
第
三
五
巻
、

二
九
一
頁
）

オ
リ
オ
ン
の
帯お

び

に
引
か
る
ゝ
シ
リ
ヤ
ス
を

　
　

目し
る
べ標

に
渡
る
暗あ

ん

黒こ
く

の
淵わ

だ

。

（〔
オ
リ
オ
ン
の
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
二
九
一
頁
）

ア
ラ
ス
カ
や
ア
リ
ユ
ー
ト
島
を
吹ふ

き

捲ま

く
る

　
　

風
に
船ふ

な

舷ば
た

打
た
せ
つ
ゝ
進
む
。（〔

ア
ラ
ス
カ
や
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
二
九
一
頁
）

○
若
き
信
者
の
船
員
よ
り
、
北
太
平
洋
上
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
音
信
が
届
く
。
非
常

に
寒
く
、
風
は
激
し
く
、
波
は
山
の
ご
と
く
に
高
い
。
し
か
し
、「
私
の
魂
は
深
く

救
主
に
錨
を
下
し
て
動
き
ま
せ
ん
、
感
謝
の
歌
は
常
に
上
り
ま
す
」。
夜
の
空
は
壮

大
で
美
し
く
、
オ
リ
オ
ン
星
座
は
慰
め
を
、
シ
リ
ウ
ス
と
キ
ャ
ペ
ラ
は
希
望
を
与
え

て
く
れ
ま
す
、
と
。「
広
い
広
い
神
の
国
に
行
く
前
に
広
い
世
界
が
あ
る
、
有
難
い

事
で
あ
る
。
三
首
が
浮
ん
だ
」
の
で
あ
る
。

い
と
し
孫
摘
み
取
る
春
の
初
花
は

　
　

昔
し
な
が
ら
の
我
が
友
と
知
れ
。

（「
札
幌
の
春
を
想
ふ
て
」「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
二
五
日
、

第
三
五
巻
、
三
〇
一
頁
）

○
午
前
、
午
後
の
講
演
に
、
合
わ
せ
て
三
〇
〇
人
以
上
集
ま
る
。
春
が
訪
れ
、「
札
幌

の
春
を
想
ふ
て
」
と
題
し
た
一
首
を
札
幌
の
家
族
に
送
っ
た
。
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忘
る
な
よ
黄こ

が
ね金

花
咲
く
ア
メ
リ
カ
に

　
　

無
き
故ふ

る

郷さ
と

の
大
和
心
を

（〔
忘
る
な
よ
…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
五
月
二
八
日
、
第
三
五

巻
、
三
二
四
頁
）

○「
米
国
通
信
」
に
、
宗
教
的
趨
勢
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
た
。
長

老
派
九
二
九
九
教
会
中
三
二
六
九
の
教
会
で
一
人
の
悔
改
者
が
な
く
、
バ
プ
テ
ス
ト

八
七
六
五
の
教
会
の
三
四
七
四
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
一
六
五
八
一
の
四
六
五
一
の
教
会

も
、
一
人
の
悔
改
者
も
な
か
っ
た
、
と
。「
是
れ
が
も
し
二
三
十
年
続
け
ば
、
米
国

に
於
て
新
教
主
義
の
教
会
は
全
滅
で
あ
る
」「
今
日
も
米
国
某
地
に
開
か
れ
し
或
る

宗
教
大
会
に
日
本
代
表
者
と
し
て
出
席
せ
る
某
婦
人
に
左
の
一
首
を
書
き
送
つ
た
」。

世
の
幸さ

福ち

に
恩め

ぐ
み恵

読
み
こ
む
ア
メ
リ
カ
の

　
　

を
し
へ
に
我
は
厭あ

き
果は

て

に
け
り

（〔
世
の
幸さ

福ち

に
…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
六
月
一
八
日
、
第
三

五
巻
、
三
三
二
頁
）

○
六
月
一
七
日
の
日
記
の
最
後
に
、「
日
本
の
危
険
は
神
の
言
の
欠
乏
に
在
る
。
外
国

人
宣
教
師
に
倚〔

よ
〕ら

ざ
る
基
督
教
の
宣
伝
は
我
国
目
下
の
最
大
要
求
で
あ
る
」（
第
三

五
巻
、
三
三
二
頁
）
と
書
い
た
。
朝
、「
床
よ
り
躍
り
出
づ
る
や
左
の
一
首
が
口
よ
り

迸
〔
ほ
と
ば
し
〕つ

た
」。
就
寝
前
に
は
、
カ
ン
ト
の
「
倫
理
の
基
礎
」
を
数
頁
読
む
。

日
に
日
に
と
亡
び
行
く
世
の
状さ

ま

を
見
る

　
　

心
の
痛
み
堪
え
難
き
か
な

（〔
日
に
日
に
と
亡
び
行
く
…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
六
月
二
七

日
、
第
三
五
巻
、
三
三
五
頁
）

○
世
間
の
俗
事
に
追
わ
れ
、「
無
意
義
」
な
一
日
と
な
る
。「
何
人
も
生
き
ん
と
欲
し
て

悶も
だ

ゆ
。「
此
世
な
が
ら
の
地
獄
」
で
は
な
い
、
此
世
が
実
に
地
獄
で
あ
る
」。
子
孫
に

「
借
金
」
を
償
わ
せ
る
、
そ
れ
が
「
不
信
国
」
の
運
命
で
あ
る
。

北
の
海
野
山
い
ろ
ど
る
桂か

つ
ら

花ば
な

　
　

幹み
き

は
天そ

ら

ま
で
根ね

は
巌い

は
ほま

で

（「
桂
子
を
迎
ふ
」「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
七
月
一
三
日
、
第
三
五

巻
、
三
四
〇
頁
）

○
札
幌
の
息
子
夫
婦
か
ら
、「
第
二
の
孫
女
」
が
産
ま
れ
た
電
報
が
来
る
。
女
子
で
あ

れ
ば
「
桂
子
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
決
め
て
い
た
た
め
、「
桂
子
を
迎
ふ
」
と
題
し

た
一
首
を
「
産
褥
の
母
」
に
書
き
贈
っ
た
。
北
海
道
の
名
木
で
あ
る
「
か
つ
ら
」
は
、

幹
は
長
く
太
く
、
花
は
「
温
雅
」
で
、
山
野
を
彩
り
、「
能〔

よ
〕く

我
家
の
理
想
を
表
は

す
も
の
で
あ
る
」。

石い
し

狩か
り

の
河
を
渡
り
て
知
り
に
け
り

　
　

蝦え

夷ぞ

は
開
け
て
殺
さ
れ
に
け
り

（〔
石い

し

狩か
り

の
河
を
…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
三
日
、
第
三
五

巻
、
三
五
九
―
三
六
〇
頁
）

○
七
月
二
五
日
、
札
幌
に
向
か
っ
て
出
発
し
、
二
七
日
か
ら
九
月
二
五
日
ま
で
札
幌
伝

道
。
こ
の
日
、「
旧
友
石
狩
河
」
を
訪
れ
た
。
昔
の
雄
大
な
大
河
は
泥
の
流
れ
と
変

り
、
樹
木
は
切
り
払
わ
れ
て
「
荒
寥
の
状
態
」
と
な
り
、「
神
が
人
類
の
良
友
と
し

て
造
り
給
ひ
し
河
流
は
人
の
罪
悪
に
因
り
其
讐

〔
し
ゆ
う

敵て
き
〕に

化
し
た
」。
神
を
畏
れ
ず
、
天

然
を
愛
す
る
こ
と
の
な
い
開
拓
を
想
い
、
憤
慨
に
満
ち
て
家
に
帰
っ
た
。
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温
あ
た
ゝ
かき

愛
の
褥し

と
ねに

老
い
の
身
を

　
　

夜よ
る

昼ひ
る

と
な
く
包
む
嬉
し
さ
。

（〔
温

あ
た
ゝ
かき

愛
の
褥し

と
ねに

…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
〇
月
二
六
日
、

第
三
五
巻
、
三
七
八
頁
）

○
九
州
の
あ
る
「
老
姉
妹
」
か
ら
真
綿
入
り
の
布
団
一
枚
が
届
く
。
昨
年
か
ら
二
枚
目

で
あ
る
。
夜
昼
と
も
に
用
い
、
そ
の
「
彼
女
の
愛
心
に
報
ふ
べ
き
何
物
を
も
持
た
ざ

れ
ば
、
左
の
一
首
を
送
り
て
我
が
心
よ
り
の
感
謝
を
表
し
た
」「
世
に
名
誉
は
色
々

あ
る
が
、
貧
し
き
友
に
斯
く
恵
ま
る
ゝ
名
誉
は
又
特
別
で
あ
る
」。

喜
び
を
共
に
す
る
人
な
き
国
に

　
　

独
り
歓
ぶ
福
音
の
勝
。

（〔
喜
び
を
共
に
…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
〇
月
一
二
日
、
第

三
五
巻
、
三
八
四
頁
）

一
日
に
酒
と
羅
馬
を
葬
り
し

　
　

我
が
隣
国
の
壮さ

か
んな

る
哉

〔
か
な
〕。

（〔
一
日
に
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
三
八
四
頁
）

縦〔
よ
〕し

身
に
は
不
平
数か

ず

々
あ
り
と
す
る
も

　
　

世
界
は
挙
げ
て
我
が
主
義
の
国

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9（〔
縦〔

よ
〕し

身
に
は
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
三
八
四
頁
）

○
一
一
月
六
日
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
で
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
ハ
ー

バ
ー
ト
・
フ
ー
バ
ー
が
大
差
で
勝
利
し
た
。「
米
国
に
於
け
る
今
回
の
共
和
党
の
大

勝
利
が
我
が
大
な
る
喜
び
又
慰
め
で
あ
つ
た
」「
彼
等
が
投
票
箱
に
対
す
る
時
に
真

剣
真〔

ま

面じ

目め
〕

の
民
と
な
る
」。
日
記
に
、
こ
の
三
首
を
記
し
た
。

限
り
な
き
真
理
楽
し
む
老
い
の
身
の

　
　

生
く
る
興
味
の
絶
ゆ
る
暇
な
し

（〔
限
り
な
き
…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
一
月
一
七
日
、
第
三

五
巻
、
三
八
六
頁
）

○
Ｈ
・
Ｓ
・
Ｃ
の
『
プ
ラ
ト
ー
、
カ
ン
ト
比
較
』
を
数
十
頁
読
む
。「
如
何
な
る
大
饗

宴
も
之
に
は
優
さ
る
ま
い
と
思
う
た
」。
興
味
津
々
尽
き
ざ
る
を
覚
え
、
一
首
を
詠

ん
だ
。

第
五
十
回
独
り
迎
ふ
る
ク
リ
ス
マ
ス

　
　

楽
し
く
も
あ
り
悲
し
く
も
あ
り
。

（〔
第
五
十
回
独
り
…
〕「
日
記
」
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
二
月
二
五
日
、

第
三
五
巻
、
四
〇
〇
頁
）

元
日
や
先
づ
正ま

ー

ち
や
ん
と
叫
ぶ
声

　
　

今こ

年と
し

も
去こ

年ぞ

と
変
る
こ
と
な
し

（〔
元
日
や
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
四
〇
〇
頁
）

○「
我
が
信
仰
生
涯
に
於
け
る
第
五
十
回
ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
る
。（
中
略
）
人
生
、
之
を

顧
み
れ
ば
詰つ

ま

ら
な
い
事
極
ま
り
な
し
。
然
れ
ど
も
前
を
望
め
ば
希
望
満
々
、
栄
光
の

主
は
我
を
待
ち
給
ふ
」。
前
号
（『
聖
書
之
研
究
』
三
四
一
号
）
の
「
日
々
の
生
涯
」

に
お
け
る
「
二
十
五
日
」
の
「〔
第
五
十
回
独
り
…
〕」
の
短
歌
は
、
誤
植
の
た
め
に

訂
正
し
て
掲
載
し
た
。
そ
れ
に
「
今
年
の
元
旦
」
と
題
す
る
一
首
を
加
え
て
い
る
。

我
家
の
紋も

ん

所ど
こ
ろな

る
藤
の
花

　
　

咲
い
て
我
が
身
の
幸
を
知
ら
す
る
。

（〔
我
家
の
…
〕「
日
記
」
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
二
八
日
、
第
三
五
巻
、

四
四
五
―
四
四
六
頁
）
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○
一
月
二
日
、
逗
子
に
静
養
の
た
め
に
滞
在
中
、
心
臓
の
肥
大
を
指
摘
さ
れ
た
。
四
月

八
日
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
で
診
察
を
受
け
て
、
心
臓
に
大
き
な
異
常
が
あ
る
た
め

に
療
養
生
活
に
入
る
。
講
演
も
休
む
。「
数
年
の
間
庭
に
植
附
け
し
藤
が
今
年
初
め

て
花
を
持
ち
、
九
房
咲
い
た
。
一
首
が
浮
ん
だ
」。

山
高
し
水
清
ら
か
に
し
て
風
涼
し

　
　

然
れ
ど
及
ば
ず
孫
の
笑
顔
に
。

（〔
山
高
し
…
〕「
日
記
」
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
七
月
二
五
日
、
第
三
五
巻
、

四
七
七
頁
）

○「
北
海
道
に
孫
を
見
ん
と
欲
し
て
能
は
ず
」、
三
年
ぶ
り
に
信
州
浅
間
の
沓
掛
に
来
る
。

「
然
し
そ
ん
な
弱
音
を
吐
い
て
は
な
ら
な
い
。
我
が
生
涯
の
最
後
の
事
業
に
取
掛
ら

ね
ば
な
ら
な
い
」。

天あ
め

地つ
ち

を
劈つ

ん
ざく

ば
か
り
鳴
る
神
の

　
　

あ
と
は
空
井
に
か
ゝ
る
明
月

（〔
天あ

め

地つ
ち

を
劈つ

ん
ざく

…
〕「
日
記
」
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
八
月
二
三
日
、
第
三

五
巻
、
四
八
八
頁
）

○
七
月
二
五
日
日
か
ら
九
月
一
六
日
ま
で
、
信
州
浅
間
山
の
南
麓
の
沓
掛
に
滞
在
す
る
。

沓
掛
か
ら
遠
か
ら
ぬ
上
州
富
岡
の
信
仰
の
友
で
、
漢
学
者
の
住
谷
天
来
に
、「
高
崎

城
を
過
ぎ
て
」
と
題
す
る
「
無
声
無
韻
の
詩
一
首

7

7

7

7

7

7

7

7

」（「
光
陰
如
矢
七
十
年　

世
変
時
移

今
昔
感　

不
棄
上
州
武
士
魂　

独
拠
聖
書
守
福
音
」、
第
三
五
巻
、
四
八
八
頁
）
を
送
る

と
、「
本
当
の
詩

7

7

7

7

」
が
届
く
。「
縦〔

た
と
え
〕令

一
人
た
り
と
も
武
士
魂
を
解
し
得
る
教
会
の
牧

師
の
我
国
に
存
在
す
る
を
感
謝
す
る
。
序

〔
つ
い
で
〕に

「
上
州
気
質
」
と
題
す
る
駄
句
を
一
首

載
す
」。

浅
間
山
麓
の
風
は
清
け
れ
ど

　
　

虻
と
蟻
と
に
螫
さ
る
苦
し
さ
。

（〔
浅
間
山
麓
の
…
〕「
日
記
」
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
八
月
二
六
日
、
第
三

五
巻
、
四
八
九
頁
）

○
浅
間
山
麓
は
、
す
で
に
秋
景
色
に
な
る
。
外
か
ら
見
た
天
然
は
美
し
い
が
、
そ
の
裏

の
昆
虫
界
の
生
存
競
争
は
惨
憺
た
る
も
の
が
あ
る
。「
蜘く

蛛も

、
蟻
、
虻
、
蜂
、
蛾
、

蝶
、
蜻と

ん
ぼ蛉

、
其
他
種
々
様
々
の
虫
類
が
互
に
相
欺
き
、
相
殺
し
、
相
食
む
の
状
は
実

に
地
獄
其
物
で
あ
る
」。
人
間
世
界
も
同
様
で
、
文
明
文
化
の
表
面
を
剝
げ
ば
、
悪
、

妬
み
、
奪
い
、
殺
す
な
ど
、
昆
虫
と
多
く
変
ら
な
い
。
日
記
を
書
き
つ
つ
、
浅
間
蟻

が
足
を
刺
す
。「
一
首
あ
り
」。

パ
ム
パ
ス
の
草
よ
り
出
て
草
に
入
る

　
　

十
字
架
星
や
我
が
生
命
な
る
。

（〔
パ
ム
パ
ス
の
…
〕「
日
記
」
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
〇
月
二
六
日
、
第

三
五
巻
、
五
一
一
頁
）

○
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
在
住
の
読
者
「
井
出
三
郎
君
」
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
書
簡
が

届
き
、
終
日
心
が
広
が
り
、
南
米
原
野
の
住
民
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。「
先
生

に
深
き
真
理
を
教
へ
ら
る
ゝ
事
二
十
年
、
小
生
の
天
へ
の
梯

〔
は
し

子ご
〕

は
慥

〔
た
し
か
〕か

に
此

P

パ

ム

パ

am
ppa

の
平
原
に
骨
を
埋
め
る
事
で
あ
り
ま
す
」「
自
分
共
は
静
に
祈
と
信
仰
で

此
旅
路
を
過
ぎ
行
く
斗

〔
ば
か
〕り

で
あ
る
事
が
判

〔
わ
か

明り
〕

り
ま
し
て
感
謝
で
あ
り
ま
す
」。「
一
首

浮
ん
だ
」。

雪
国
に
孫
見
る
こ
と
は
叶
は
ず
も

　
　

他よ
そ

国ぐ
に

の
児こ

に
貢み

つ

ぐ
嬉う

れ

し
さ

（〔
雪
国
に
…
〕「
日
記
」
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
二
月
二
七
日
、
第
三
五
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巻
、
五
三
三
頁
）

○
床
に
就
き
休
む
。
少
し
読
書
欲
が
起
こ
り
、
カ
ノ
ン
・
リ
ド
ン
の
『
キ
リ
ス
ト
神
性

論
』
第
二
章
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
博
い
知
識
と
深
い
信
仰
が
あ
る
。「
札
幌
へ
往

き
て
孫
を
見
る
能
は
ざ
る
悲
し
み
に
対
し
、
ド
ク
ト
ル
・
シ
ユ
ワ
イ
ツ
エ
ル
の
阿〔

ア

弗フ

利リ

加カ
〕

病
院
に
送
り
し
寄
附
金
の
礼
状
に
接
し
、
一
首
を
禁
じ
得
な
か
つ
た
」。

限
り
な
き
生
命
賜
は
る
我
な
れ
ば

　
　

古
稀
も
八
十
路
も
神
の
を
さ
な
ご
。

（〔
限
り
な
き
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
一
日
、
第
三
五
巻
、

五
三
七
頁
）

○
元
旦
に
札
幌
の
息
子
夫
婦
に
「
第
三
の
孫
女
」
が
産
ま
れ
る
。
東
京
で
は
、
昨
年
一

二
月
二
二
日
に
は
、
塚
本
虎
二
が
聖
書
研
究
会
か
ら
独
立
し
、
畔
上
賢
造
の
『
日
本

聖
書
雑
誌
』
が
生
れ
る
。
読
者
の
年
賀
の
辞
「
古
稀
の
春
迎
へ
給
ひ
て
若
が
へ
り

も
ゝ
の
喜
び
重
ね
ま
す
ら
む
」
に
答
え
て
、「
自
分
も
老
人
に
な
つ
た
者
で
あ
る
」

と
書
き
、
こ
の
一
首
を
記
し
て
い
る
。

荒
ぶ
世
の
高
浪
た
け
く
寄
せ
来
る
も

　
　

砕
け
て
越
え
じ
法の

度り

の
巌
を
。

（〔
荒
ぶ
世
の
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
五
日
、
第
三
五
巻
、

五
三
八
頁
）

○
今
年
の
第
一
聖
日
、
静
養
の
な
か
で
、
石
原
兵
永
に
よ
る
礼
拝
説
教
が
行
わ
れ
た
。

「
石
原
に
畔
上
の
文
才
な
く
、
塚
本
の
博
識
は
な
い
、
然
し
彼
に
強
い
福
音
的
実
験

が
あ
る
。
そ
し
て
其
実
験
が
彼
を
し
て
前
二
者
以
上
に
有
効
な
る
自
分
の
援
助
者
た

ら
し
む
る
で
あ
ら
う
」。「
座
古
愛
子
女
史
」
の
年
賀
状
に
、「
そ
ゝ
り
た
つ
磯
の
巌

や
動
き
無
き
や
ま
と
島
根
の
姿
な
り
け
り
」
が
記
さ
れ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
ヨ
ブ
記

第
三
八
章
一
〇
、
一
一
節
か
ら
、「
左
の
一
首
を
駄
句
つ
て
彼
女
に
返
し
た
」。

内
村
は
博
く
愛
し
て
博
く
知
る

　
　

柾ま
さ

目め

正た
ゞ

し
き
桂か

つ
ら木ぎ

の
家い

え

（〔
内
村
は
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
七
日
、
第
三
五
巻
、

五
三
九
頁
）

○
札
幌
の
息
子
夫
婦
の
三
女
に
博
子
と
命
名
し
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。「
之
を
聞

い
て
床
中
の
老
先
生
大
い
に
元
気
づ
き
、
例
の
通
り
一
首
を
駄
句
つ
た
」。
孫
の
第

一
女
正
子
、
二
女
桂
子
、
三
女
博
子
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

古
稀
な
ど
ゝ
情
け
な
き
こ
と
言
ひ
給た

も

な

　
　

限
り
な
き
生い

の
ち命

賜
ふ
身
な
れ
ば

（〔
古
稀
な
ど
ゝ
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
一
一
日
、
第
三

五
巻
、
五
四
一
頁
）

○
古
稀
を
祝
す
る
年
賀
状
に
、
好
意
を
謝
し
つ
つ
も
、「
七
十
は
古
来
稀
れ
な
り
と
云

ふ
は
余
り
有
難
く
な
い
」
と
、「
駄
句
一
首
彼
等
に
酬

〔
む
く
〕い

て
言
ふ
」。「
肉
は
古
稀
で

も
八
十
路
で
も
、
心
は
希
望
の
神
に
在
り
て
恒

〔
つ
ね
〕に

青
年
で
あ
る
」。

後
志
や
渡
島
津
軽
と
急
ぐ
な
る

　
　

見
舞
の
足
の
美
は
し
き
か
な
。

（〔
後
志
や
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
二
〇
日
、
第
三
五
巻
、

五
四
三
頁
）

○
極
め
て
少
し
で
は
あ
る
が
、
病
は
快
方
に
向
か
う
。「
何
か
此
上
に
一
撃
を
加
へ
ら
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る
れ
ば
そ
れ
で
此
世
の
万
事
終
る
の
で
あ
る
」。
多
数
の
人
が
祈
っ
て
い
る
の
で
、

も
う
一
度
難
関
を
切
り
抜
け
る
で
あ
ろ
う
。
札
幌
か
ら
愛
す
る
者
が
見
舞
い
に
来
る

と
聞
い
て
、
こ
の
一
首
を
詠
む
。

夜
を
こ
め
て
看み

と
り護

す
る
友
、
身
を
以
つ
て

　
　

代
ら
ん
と
す
る
僕
、
有う

る
は難

し
。

（〔
夜
を
こ
め
て
…
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
二
一
日
、
第

三
五
巻
、
五
四
三
頁
）

古
稀
の
春
病
の
床
に
打
臥
し
て

　
　

更
に
大
な
る
夢
を
見
に
け
り
。

（〔
古
稀
の
春
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
五
四
四
頁
）

○
昨
夜
、「
藤
本
重
太
郎
君
」
不
眠
の
看
護
を
、「
僕
音
吉
」
は
隣
室
で
祈
っ
て
い
て
く

れ
た
。
そ
れ
は
第
一
首
「〔
夜
を
こ
め
て
…
〕」
に
詠
ま
れ
た
。「
札
幌
よ
り
の
壮わ

か

者も
の

来
訪
の
途
に
在
る
と
聞
き
万
事
一
変
し
た
」。
第
二
首
「〔
古
稀
の
春
…
〕」
に
は
、

そ
の
大
き
な
喜
び
が
あ
る
。

夜
毎
に
襲
来
り
し
悪あ

く

魔ま

奴め

も

　
　

壮わ
か

者も
の

故
に
逃
去
り
に
け
り
。

（〔
夜
毎
に
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
二
二
日
、
第
三
五
巻
、

五
四
四
頁
）

○「
早
朝
内
村
医
博
札
幌
よ
り
達
す
」。
昨
夜
、
澄
尿
が
一
〇
〇
〇
グ
ラ
ム
で
て
「
一
安

心
」
で
あ
る
。

柏
木
に
動
揺
あ
り
と
聞
き
し
か
ど

　
　

先
生
病
み
て
愈
々
安
泰
。

（〔
柏
木
に
動
揺
あ
り
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
二
月
八
日
、
第

三
五
巻
、
五
四
八
頁
）

柏
木
に
あ
り
し
と
聞
き
し
動
揺
は

　
　

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
そ
れ
に
て
あ
り
け
り
。

（〔
柏
木
に
あ
り
し
…
〕、
同
前
、
第
三
五
巻
、
五
四
八
頁
）

○
近
頃
に
な
く
気
分
の
よ
い
日
。
柏
木
の
平
安
の
宿
る
と
こ
ろ
で
、
不
安
や
動
揺
は
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、
時
々
こ
の
世
の
「
不
安
の
子
」
が
入
り
、「
不
安
不
安
」
と
囁
き
、

「
本
当
の
不
安
」
を
起
す
の
で
あ
る
。「
聖
霊
の
在

〔
い
ま
〕す

所
に
真

〔
ほ
ん

個と
う
〕の

平
安
が
在
る
の
で

あ
る
。
柏
木
は
こ
の
二
三
年
何
ん
と
な
く
不
安
の
所
と
化
し
た
。
今
や
復
び
元
の
平

安
に
帰
り
つ
ゝ
あ
る
。
有
難
い
事
で
あ
る
」。

到
る
べ
き
都
は
遠
し
今
日
も
ま
た

　
　

忍
ぶ
が
岡
に
独
り
漂
ふ

（〔
到
る
べ
き
…
〕「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
一
八
日
、
第
三
五

巻
、
五
六
〇
頁
）

○
病
中
に
も
歓
喜
が
あ
る
。「
何
を
学
ば
ざ
る
日
は
あ
り
と
も
、
忍
耐
の
美
徳
を
学
び

得
ざ
る
日
と
て
は
な
い
。
病
の
床
に
在
り
て
、
此
機
会
の
充
分
に
与
へ
ら
る
ゝ
は
、

感
謝
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
」。
そ
の
三
日
後
の
日
記
に
は
、「
晴　

引
続
き
希
望
の
内

に
在
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
六
日
に
は
、
今
井
館
で
内
村
鑑
三
古
稀
感
謝
祝
賀

会
が
開
か
れ
る
。
そ
の
二
日
前
、
参
加
者
へ
の
最
期
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
息
子
祐
之

に
託
し
た
の
で
あ
る
（
詩
「〔
秋
は
秋
と
し
て
善
し
〕」、
解
題
、
参
照
）。
こ
の
短
歌
は
、

三
月
二
八
日
の
死
の
一
〇
日
前
に
詠
ま
れ
た
最
後
の
一
首
で
あ
る
。
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五　

解
説

内
村
鑑
三
の
信
仰
詩
・
訳
詩
・
短
歌
と
信
仰
宇コ

ス
モ
ス宙　

―
　

神
の
言こ

と
ばの
交
響
楽

1
　
信
仰
詩

　

内
村
鑑
三
の
信
仰
詩
・
訳
詩
・
短
歌
に
は
、
神
の
言こ

と
ばや

天
然
の
き
ら
め
き
を
映
す
、

霊
的
言
語
の
片
々
が
響
き
合
い
、
相
互
に
奏
で
る
交
響
楽
の
世
界
が
あ
る
。
そ
れ
は
内

村
鑑
三
の
聖
書
講
解
や
注
解
、
福
音
的
著
述
と
も
共
鳴
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰

宇コ
ス
モ
ス宙

を
形
成
し
つ
つ
、
相
互
に
影
響
し
合
い
、
移
ろ
い
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
宇
宙
、

万
物
、
人
生
、
悉

こ
と
ご
とく

可
な
り
、
あ
る
い
は
、
歓
喜
と
希
望
の
木こ

霊だ
ま

す
る
世
界
で
も
あ
る
。

　

内
村
鑑
三
の
死
の
四
年
前
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
一
月
三
〇
日
の
日
記
に

は
、
題
名
も
な
く
、
詩
の
形
式
も
と
ら
な
い
「〔
秋
は
秋
と
し
て
善
し
〕」（『
聖
書
之
研

究
』
三
一
八
号
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
月
一
〇
日
）
と
い
う
、
次
の
よ
う
な
「
詩
」

が
あ
る
。

秋
は
秋
と
し
て
善
し
、
冬
は
冬
と
し
て
善
し
。
春
は
春
と
し
て
善
し
、
夏
は
夏
と
し

て
善
し
。
貧
は
貧
と
し
て
善
し
、
富
は
富
と
し
て
善
し
。
老
は
老
と
し
て
善
し
、
若に

や
く

は
若
と
し
て
善
し
。
神
に
依
り
頼
み
て
如〔

い

何か
〕

な
る
時
期
も
如
何
な
る
境
遇
も
善
か
ら

ざ
る
は
な
し
。
多
分
死
は
生
丈〔

だ
〕け

善
く
、
或

〔
あ
る
い
〕は

生
以
上
に
善
く
あ
ら
ん（

（
（

。

　

秋
は
秋
と
し
て
、
冬
は
冬
、
春
は
春
、
夏
は
夏
と
し
て
、
こ
の
天
然
宇
宙
は
す
べ
て

「
善
し
」、
ま
た
、
こ
の
世
に
あ
る
人
生
は
、
貧
は
貧
と
し
て
、
富
は
富
、
老
は
老
、
若

は
若
と
し
て
す
べ
て
「
善
し
」、
ま
さ
に
悉
く
可
な
り
の
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ギ

リ
ス
の
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
訳
詩
「
万
物
悉
く
可
な
り
」（
解
題
、
参

照
）
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
畢
竟
、
死
は
生
と
同
じ
だ
け
、
あ
る
い
は
生
以
上
に

「
善
く
」、
神
に
依
り
頼
む
、
あ
ら
ゆ
る
人
生
の
時
期
も
境
遇
も
、
す
べ
て
「
善
か
ら
ざ

る
は
な
し
」。

　

内
村
は
、
詩
「
楽
し
き
生
涯
（
韻
な
き
紀
律
な
き
一
片
の
真
情
）」（
一
八
九
六
（
明
治

二
九
）
年
）
で
は
、
こ
う
謳
う
。「
我
の
諂

〔
へ
つ
ら
〕ふ

べ
き
人
な
し
／
我
の
組
す
べ
き
党
派
な

し
／
我
の
戴
く
べ
き
僧
侶
な
し
／
我
の
維
持
す
べ
き
爵
位
な
し
（
中
略
）⊘
感
謝
し
て

日
光
を
迎
へ
／
感
謝
し
て
麁〔

そ

膳ぜ
ん
〕に

対
し
／
感
謝
し
て
天
職
を
執
り
／
感
謝
し
て
眠
に
就

く
⊘
生
を
得
る
何
ぞ
楽
し
き
／
讃
歌
絶
ゆ
る
間
な
し
」（
解
題
、
参
照
）。
こ
れ
が
内
村

鑑
三
の
信
仰
詩
の
魂
の
宇
宙
な
の
で
あ
る
。

　
『
聖
書
之
研
究
』
一
六
〇
号
（
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
一
月
一
〇
日
）
に
は
、「
人

生
」
と
題
し
た
、
以
下
の
よ
う
な
短
い
文
章
が
あ
る
。「
人
生
は
楽
し
く
あ
る
、
甚

〔
は
な
は
〕だ

楽
し
く
あ
る
、
然
り
、
然
れ
ど
も
人
生
は
短み

じ

か
く
あ
る
、
甚
だ
短
か
く
あ
る
、
而

〔
し
か
〕し

て

短
か
き
此
人
生
は
死
を
以
て
終
る
、
而
し
て
其
中
に
死し

に
類
し
た
る
、
而
し
て
死
よ
り

も
更
ら
に
苦
し
き
多
く
の
苦
痛
が
あ
る
。
／
斯〔

か
〕く

も
短み

じ

か
き
且
つ
苦
る
し
き
人
生
の
後

に
楽
し
く
し
て
窮

〔
か
ぎ
〕り

な
く
生い

の
ち命

が
獲
ら
れ
な
い
な
ら
ば
楽
し
き
人
生
は
決
し
て
楽
し
き

も
の
で
は
な
い
、
永
生
に
終
ら
ざ
る
人
生
は
実
に
享う

く
る
の
価ね

う
ち値

な
き
も
の
で
あ
る（

（
（

」。
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人
生
は
楽
し
く
、
だ
が
人
生
は
短
く
、
死
に
類
す
る
、
そ
れ
以
上
の
多
く
の
苦
が
あ

る
。
そ
の
短
く
、
悲
嘆
に
満
ち
た
人
生
に
、
永
遠
の
生
命
が
得
ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら

ば
、
永
生
に
終
ら
な
い
人
生
は
、「
享う

く
る
の
価ね

う
ち値

な
き
も
の
で
あ
る
」。
旧
約
で
喩
え

ら
れ
た
風
の
吹
き
去
る
籾も

み

殻が
ら

の
よ
う
な
人
生
と
は
、
コ
ー
ヘ
レ
ス
の
い
う
よ
う
に
、

「
み
な
空く

う

で
あ
っ
て
風か

ぜ

を
捕と

ら

え
る
よ
う
で
あ
る
」（「
伝
道
の
書
」
第
一
章
一
四
節
）
の
だ

ろ
う
か
。「
人ひ

と

は
一い

っ

生し
ょ
う、

暗く
ら

や
み
と
、
悲か

な

し
み
と
、
多お

お

く
の
悩な

や

み
と
、
病や

ま
いと

、
憤

い
き
ど
おり

の

中な
か

に
あ
る
」（
同
、
第
五
章
一
七
節
）
の
か
。

　

だ
が
、
人
生
に
は
慰
め
が
あ
る
。
春
夏
秋
冬
に
た
く
し
た
「
寒
中
の
木
の
芽
」（
一

八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
春
の
枝
に
は
花
が
、
夏
の
枝
に
は
葉

が
、
そ
し
て
花
が
散
り
、
実
が
失
せ
た
あ
と
に
芽
が
顕
わ
れ
る
。「
三
、
嗚〔

あ

呼あ
〕

憂
に
沈

む
も
の
よ
／
嗚
呼
不
幸
を
か
こ
つ
も
の
よ
／
嗚
呼
冀
望
の
失
せ
し
も
の
よ
／
春
陽
の
期

近
し
⊘
四
、
春
の
枝
に
花
あ
り
／
夏
の
枝
に
葉
あ
り
／
秋
の
枝
に
果
あ
り
／
冬
の
枝
に

慰
あ
り
」（
解
題
、
参
照
）。
ま
た
、
内
村
は
、
山
上
の
垂
訓
の
「
祝
福
の
辞
」（
第
五
章

三
、
四
節
）
を
、
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。「（
一
）
福
さ
い
は
ひな
り
心
の
貧ま

づ
しき

者
は
、
天
国

は
即
ち
其
人
の
有

〔
も
の
〕な

れ
ば
也
。
／（
二
）
福
な
り
哀か

な
しむ

者
は
、
其
人
は
安な

ぐ

慰さ
め

を
得
べ
け

れ
ば
也
。
…
…（

（
（

」
と
。「
慰
め
」＝「
安な

ぐ

慰さ
め

」
は
、
福
音
か
ら
、
愛
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

内
村
鑑
三
の
生
涯
を
概
観
す
る
と
き
、
明
治
と
い
う
日
本
近
代
の
歴
史
の
転
換
点
と

困
難
の
な
か
で
、
最
初
の
若
き
結
婚
の
破
綻
、
流
竄
の
よ
う
な
渡
米
、
帰
国
後
の
宣
教

師
と
の
軋
轢
、
教
会
へ
の
不
信
、
不
敬
事
件
、
二
度
目
の
結
婚
に
よ
る
妻
の
死
、
一
九

歳
の
愛
娘
ル
ツ
の
死
…
…
、
時
代
は
日
清
・
日
露
、
世
界
大
戦
争
と
呼
ば
れ
た
第
一
次

世
界
大
戦
へ
、
昭
和
初
期
の
動
揺
す
る
社
会
へ
と
、「
苦
し
き
多
く
の
苦
痛
」
と
と
も

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
略
年
譜
、
参
照
）。

　

も
し
、
こ
の
人
生
が
、
そ
の
一
回
性
の
生
が
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
る
な
ら
は
、「
楽

し
き
人
生
」
と
は
果は

敢か

な
い
夢
物
語
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
人
の
「
後
世
へ

の
最
大
遺
物（

（
（

」
と
し
て
の
固
有
の
人
生
は
、「
来
世
」
へ
、「
永
生
」
へ
と
つ
づ
く
の
で

あ
る
。「
宗
教
の
本
領
は
来
世
で
あ
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」（「
来
世
獲
得
の
必
要（

（
（

」）。
旧
約
の
「
創
世
記
」

の
楽パ

ラ
ダ
イ
ス
・
ロ
ス
ト

園
喪
失
は
、
そ
の
ま
ま
新
約
と
イ
エ
ス
の
誕
生
と
贖
罪
の
十
字
架
に
よ
る

楽パ
ラ
ダ
イ
ス
・
リ
ゲ
イ
ン
ド

園
回
復
へ
の
途
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
の
楽
園
完
成
へ
の
希

望
、
イ
エ
ス
の
再
臨
の
約
束
と
信
者
の
待
望
へ
、
永
遠
の
現い

在ま

を
臨き

た

り
つ
つ
あ
る
イ
エ

ス
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く（

（
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
「W

e 
are 

Seven

」
か
ら
影
響
を
受
け
た

「
我
等
は
四
人
で
あ
る
」（
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
）
は
、
ル
ツ
の
死
の
悲
し
み
と

再
臨
と
い
う
「
大
い
な
る
日
」
の
待
望
を
、
再
臨
信
仰
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。「
然
し

我
等
は
何い

時つ

ま
で
も
斯〔

か
〕く

あ
る
の
で
は
な
い
、
／
我
等
は
後
に
又
前
の
如
く
四
人
に
成

る
の
で
あ
る
、
／
神
の
菰ら

つ
ぱの

鳴な

り
響ひ

ゞ

く
時
、
／
寝ね

ぶ

れ
る
者
が
皆
な
起お

き
上あ

が

る
時
、
／
主

が
再
た
び
此
地
に
臨き

た

り
給
ふ
時
、
／
新
ら
し
き
エ
ル
サ
レ
ム
が
天
よ
り
降
る
時
、
／
我

等
は
再
た
び
四
人
に
成
る
の
で
あ
る
」（
解
題
、
参
照
）。

　

ま
た
、
再
会
を
待
望
す
る
ル
ツ
の
建
碑
に
は
、「
再ま

た
会あ

ふ
日ひ

ま
で
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。
内
村
は
、
詩
「
建
碑
」（
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
）
に
、
そ
の
想
い
を
た
く
し

た
。「
武む

さ
し
の

蔵
野
の
真ま

中な
か

、
／
女を

み
な
へ
し

郎
花
の
咲さ

く
所と

こ
ろ、

／
雑ぞ

う

司し

ヶが

谷や

の
森も

り

に
、
／
我わ

が
ル
ツ

子こ

は
眠ね

む

る
。（
中
略
）
残の

こ

る
は
父ふ

た

母お
や

と
弟

を
と
う
と、

／
静し

づ

か
に
眠ね

む

る
地ち

下か

の
彼か

の

女ぢ
よ

、
／
祈い

の

る
天て

ん

上じ
や
うの

祝し
ゆ
く

福ふ
く

、
／
望の

ぞ

む
再さ

い

会く
わ
いの

歓よ
ろ
こ
び喜

」（
解
題
、
参
照
）。

　

死
は
再
会
へ
の
入
口
に
し
て
、「
新
ら
し
き
エ
ル
サ
レ
ム
が
天
よ
り
降
る
時
」＝

再
セ
カ
ン
ド
・
カ
ミ
ン
グ

臨
は
、
未
来
社
会
の
希
望
と
な
る
。

　
『
聖
書
之
研
究
』
創
刊
号
（
一
九
〇
〇
年
九
月
三
〇
日
）
の
「
宣
言
」
に
、
主
筆
内
村

鑑
三
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

聖
書
に
曰
く
生
命
の
水
の
河
あ
り
、
其
水
澄
く〔

き
〕徹

り
て
水
晶
の
如
し
、
神
と
羔

こ
ひ
つ
じの

宝〔
く
ら
い
〕坐

よ
り
出
づ
、
河
の
左
右
に
生
命
の
樹
あ
り
、
其
樹
の
葉
は
万
国
の
民
を
医

〔
い
や
〕す

べ

し
と
、（
黙
示
録
廿〔

廿

三二
〕

章
一
二
節
）、
余
輩
は
天
上
天
下
此
福

〔
ふ
く

音い
ん
〕を

除
い
て
国
民
を
医

す
者
の
他
に
あ
る
を
知
ら
ず
、
此
誌
豈

〔
あ
に
〕今

日
に
於
て
出
で
ざ
る
べ
け
ん
や（

7
（

。

　

神
と
羔
の
御み

く
ら座

を
水
源
と
し
た
、
水
晶
の
よ
う
に
透
き
通
る
生
命
の
水
の
河
―
そ

の
左
右
の
両
岸
に
は
、
元は

じ
め始

の
楽
園
エ
デ
ン
の
よ
う
に
生
命
の
樹
が
風
に
揺
れ
、
そ
の

〔
一
、
二
〕
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繁
る
葉
は
す
べ
て
の
人
を
癒
し
、
都
の
大
路
の
真
ん
中
を
流
れ
て
い
る
。
そ
の
生
命
の

河
は
、
こ
の
無
教
会
の
教
会
で
あ
る
天
然
宇
宙
を
、
社
会
を
、
人
を
、
傷
つ
い
た
魂
を
、

木
々
を
、
路
傍
の
草
花
の
い
の
ち
を
潤
し
、
涸
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
内

村
鑑
三
の
信
仰
詩
を
静
か
に
底
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

内
村
鑑
三
は
、
日
本
近
代
の
戦
争
の
影
が
蔽
う
社
会
に
対
し
て
は
、
膨
張
国
家
へ
と

向
か
う
政
治
へ
の
批
判
詩
「〔
正
義
は
口
に
あ
り
〕」（
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
）
や
、

日
清
戦
争
後
、
非
戦
論
へ
と
つ
な
が
る
「
寡
婦
の
除
夜
」（
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）

年
）
な
ど
で
、
苦
し
む
民
と
、
悲
し
む
寡
婦
と
と
も
に
い
る
。「
正
義
は
口
に
あ
り
、

／
攻
略
は
腹
に
あ
り
、
／
義
は
名
の
為
に
求
め
、
／
名
は
利
の
為
に
貴
ぶ
。
⊘
身
は
党

則
に
縛
ら
れ
て
自
由
を
唱
へ
、
／
心
は
利
慾
に
駆
ら
れ
て
愛
国
を
叫
ぶ
、
／
衆
愚
の
声

に
震
へ
、
／
寡
婦
の
涙
に
動
か
ず
」（
解
題
、
参
照
）。「
月つ

き

清ゝ
よ

し
、
星ほ

し

白ゝ
ろ

し
、
／
霜し

も

深ふ
か

し
、
夜よ

る

寒さ
む

し
、
／
家い

え

貧ま
づ

し
、
友と

も

尠す
く
な

し
、
／
歳と

し

尽つ
き

て
人ひ

と

帰か
へ

ら
ず
」（「
寡
婦
の
除
夜
」、
解

題
、
参
照
）。

　

生
涯
、
二
つ
の
「
Ｊ
」（Jesus

とJapan

）
に
生
き
た
内
村
鑑
三
に
は
、
い
つ
も
イ

エ
ス
が
い
た
。「
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
」（
一
九
一
二
（
明
治
四
五
・
大
正
元
）
年
）
は
、
次

の
よ
う
な
詩
で
あ
る
（
解
題
、
参
照
）。「
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は
」、
そ
の
貧
し
き
を
悲

し
ま
ず
、
富
め
る
を
羨
ま
ず
、
感
謝
溢
れ
る
の
み
…
…
「
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は
／
身

の
患わ

づ

難ら
ひ

も
苦く

る

し
か
ら
ず
／
其
の
幸さ

い

福は
ひ

も
慕し

た

は
し
か
ら
ず
／
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
に
／
唯

平や

康す
き

と
満ま

ん

足ぞ
く

と
の
み
有
り
。
⊘
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は
／
事こ

と

の
失し

つ

敗ぱ
い

に
失し

つ

望ぼ
う

せ
ず
／
其

の
成せ

い

功こ
う

に
雀じ

や
く

躍や
く

せ
ず
／
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
我
は
／
永え

い

久き
う

の
勝し

よ
う利り

者し
や

た
る
な
り
」。
イ
エ

ス
を
信
仰
に
お
い
て
思
う
人
、
そ
れ
は
「
永え

い

久き
う

の
勝し

よ
う利り

者し
や

た
る
な
り
」。

　

内
村
鑑
三
の
信
仰
詩
二
一
篇
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
万
物

悉
く
可
な
り
の
世
界
を
表
現
し
た
「
楽
し
き
生
涯
」「
新
詠
」「
天
地
の
花
な
る
薔
薇
」、

慰
め
と
愛
の
存
在
を
告
げ
る
「
寒
中
の
木
の
芽
」「
春
は
来
た
り
つ
ゝ
あ
る
」「
春
の
到

来
」「
秋
酣
な
り
」「
二
月
中
旬
」「
秋
の
夕ゆ

う

べ
」「〔
秋
は
秋
と
し
て
善
し
〕」、
社
会
へ

の
義
憤
と
な
る
「〔
正
義
は
口
に
あ
り
〕」「
寡
婦
の
除
夜
」、
神
と
イ
エ
ス
を
讃
え
る

「
陸
中
花
巻
の
十
二
月
廿
日
」「
イ
エ
ス
を
思
ふ
て
」「
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
」、
再
臨
信

仰
を
あ
ら
わ
す
「
我
等
は
四
人
で
あ
る
」「『
某
日
某
時
』」「
建
碑
」、
天
職
を
詠
ん
だ

「
桶
職
」、
希
望
を
謳
う
「
海
」「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
」
等
、
と
。

　

そ
れ
ら
は
神
の
言こ

と
ばの

交
響
楽
と
し
て
、
旧
約
一
〇
〇
〇
年
の
歴
史
へ
、
預
言
者
た
ち

へ
、
イ
エ
ス
と
そ
の
時
代
の
人
々
と
ユ
ダ
ヤ
の
地
へ
、
時
と
所
を
超
え
て
響
き
合
う
と

と
も
に
、
神
と
と
も
に
あ
る
希
望
、
福
音
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る（

8
（

。

2
　
訳
詩

　

七
〇
篇
近
い
英
米
独
語
な
ど
か
ら
の
内
村
鑑
三
の
訳
詩
は
、
文
学
の
翻
訳
詩
か
ら
、

文
語
調
の
言
語
を
磨
い
た
「
信
仰
訳
詩
」
へ
、
信
仰
宇
宙
の
表
現
へ
と
そ
の
姿
を
変
え

て
い
る
。
札
幌
農
学
校
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
訳
詩
に
、
次
の
よ
う
な

「
夕
暮
の
歌
」（Evening O

de

）
が
あ
る
。

我
が
肩
上
の
羽
翼
の
動
く
を
感
ず
、
然
れ
ど
も
我
れ
尚
ほ
此
処
に
止
て
遠
く
望
め
ば
、

玲れ
い

瓏ろ
う

た
る
階
段
の
天
に
ま
で
達
し
て
、
之
に
到
る
の
途
を
示
す
を
見
る（

9
（

。

　
『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
（
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
〇
月
一
五
日
）
の
「
問
答
」

の
な
か
の
「
来
世
は
有
耶
無
耶
」
と
い
う
文
章
で
、
来
世
に
関
す
る
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の

証
明
は
晩
年
の
「
夕
暮
の
歌
」
で
あ
る
と
い
い
、
原
詩
「W

ings on m
y shoulder 

seem
 to play:/But, rooted here, I stand and gaze,/O

n those bright steps 
that heavenw

ard raise/T
heir practicable w

ay.

」（
第
一
一
巻
、
四
五
三
頁
）
を

取
り
上
げ
、「
天
」
に
上
る
道
が
見
え
る
か
の
よ
う
に
霊
的
な
信
仰
訳
を
し
て
い
る

（
解
題
、
参
照
）。

　

内
村
に
と
っ
て
「
詩
人
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
人
で
あ
る
。「
詩
人
は
ポ
エ
テ
ー
ス

な
り
、
ポ
エ
テ
ー
ス
は
為
人

0

0

な
り
、
事
を
為〔

な
〕す

人
、
是
れ
詩
人
た
る
な
り
、
詩
は
風
景

を
眺
め
て
成
ら
ず
、
文
を
練
て
成
ら
ず
、
神
を
信
じ
、
己
に
克
ち
、
世
に
勝
て
成
る
な

り
、
小
説
家
を
賤
め
よ
、
然
れ
ど
も
詩
人
を
賤
む
る
勿

〔
な
か
〕れ

、
そ
は
彼
は
夢ゆ

め
みる

者
に
非
ず
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し
て
、
闘
て
勝
つ
者
な
れ
ば
な
り
」（「
詩
人
」、
第
一
五
巻
、
四
五
三
頁
）。
そ
の
一
人
は
、

内
村
が
渡
米
中
に
「
エ
レ
ミ
ヤ
書
」
を
読
ん
で
感
動
し
、
以
後
も
っ
と
も
愛
し
た
預
言

者
、
天
然
詩
人
に
し
て
祖
国
を
想
う
「
人
類
の
友
」「
涙
の
預
言
者
」
と
呼
ん
だ
エ
レ

ミ
ヤ
で
あ
る（

（1
（

。
エ
レ
ミ
ヤ
は
、
南
ユ
ダ
王
国
最
後
の
預
言
者
で
、
神
を
信
じ
、
自
分
に

克
ち
、
世
に
勝
っ
た
「
為
人

0

0

」＝「
詩
人
」
で
あ
っ
た
。

　

内
村
鑑
三
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
に
つ
い
て
講
じ
た
文
章
と
し
て
は
、「
米
国
詩

人
」（『
福
音
新
報
』
一
〇
九
号
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
七
月
三
〇
日
、
第
四
巻
、
所

収
）、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
月
一
〇
日
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
、
彼
が
愛
読
し

た
文
学
に
つ
い
て
の
講
演
録
『
月
曜
講
演
』（
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
八
年
）
所
収
の
第

三
章
「
米
国
詩
人
」（
一
月
三
一
日
講
演
）、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
つ
い
て
論
じ
た
「
詩
人

ワ
ル
ト　

ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン　

W
A

LT
 

W
H

IT
M

A
N

」（『
櫟
林
集　

第
壱
輯
』、
聖
書
研

究
社
、
一
九
〇
九
年
）、『
平
民
詩
人
』（
畔
上
賢
造
合
著
、
警
醒
社
書
店
、
一
九
一
四
年
、

増
補
改
版
、
一
九
二
四
年
、
再
録
）
な
ど
が
あ
る
。

　
「
米
国
詩
人
」
は
、
記
者
に
内
村
が
答
え
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
米
国
詩
人
に

つ
い
て
は
、
こ
う
い
う
。「
米べ

い

国こ
く

詩し

人じ
ん

は
英ゑ

い

国こ
く

詩し

人じ
ん

よ
り
も
遙は

る

か
に
偉い

大だ
い

な
り
と
」（
第

四
巻
、
三
八
五
頁
）。
そ
の
理
由
を
、
英
国
詩
人
は
山
紫
水
明
に
隠
遁
す
る
趣
き
が
あ
る

が
、
米
国
詩
人
は
社
会
と
事
業
に
活
き
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
詩
人
の
例
を
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
近
世
語
学
・
美
文
学
の
教
授
の
ロ
ン
グ

フ
ェ
ロ
ー
（
一
八
〇
七
―
一
八
八
二
年
）、
法
体
系
に
通
暁
し
た
新
聞
記
者
の
ブ
ラ
イ
ア

ン
ト
（
一
七
九
四
―
一
八
七
八
年
）、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
家
庭
で
育
ち
、
奴
隷
制
廃
止

論
者
と
し
て
活
躍
し
た
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ア
（
一
八
〇
七
―
一
八
九
二
年
）、
外
交
官
と
し
て

ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
に
赴
い
た
ロ
ー
ウ
エ
ル
（
一
八
一
九
―
一
八
九
一
年
）、
労
働
者

と
し
て
生
き
た
平
民
詩
人
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
（
一
八
一
九
―
一
八
九
二
年
）
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

　
「
米
国
詩
人
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。
日
本
国
民
は
、
い
ま
だ
に
米

国
詩
人
の
真
価
を
知
ら
ず
に
、
風
流
、
悲
観
的
厭
世
家
が
生
活
を
貴
ば
な
い
傾
向
に
あ

る
と
い
い
、「
米べ

い

国こ
く

詩し

人じ
ん

の
如
く
人じ

ん

生せ
い

に
近ち

か
づき

、
普ふ

通つ
う

の
生せ

い

活か
つ

に
稗ひ

益え
き

あ
る
詩し

い

歌か

を
紹し

よ
う

介か
い

し
て
、
健け

ん

全ぜ
ん

な
る
詩し

風ふ
う

の
行お

こ
なは

れ
ん
事こ

と

を
希き

望ぼ
う

す
る
切せ

つ

な
り
」（
同
、
三
八
七
頁
）。

日
本
近
代
に
お
い
て
、
英
文
学
、
英
国
詩
人
へ
の
関
心
が
向
く
な
か
で
、
内
村
鑑
三
は

日
本
で
の
米
国
詩
人
の
真
価
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
と
と
も

に
あ
る
社
会
、
生
活
の
な
か
の
信
仰
詩
で
も
あ
ろ
う
。

　

翻
訳
詩
集
『
愛
吟
』
に
収
録
さ
れ
る
詩
も
多
い
が
、
内
村
が
訳
し
た
ア
メ
リ
カ
詩
人

の
主
な
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（『
愛
吟
』（
抜
粋
）
所
収
詩
を
除
い
て
本
書
に
収
録

順
、
詳
細
は
解
題
、
参
照
）。
ロ
ー
ウ
エ
ル
は
、「
ラ
ウ
ン
フ
ホ
ー
ル
公
の
夢
」「
真
人
の

祖
国
」、
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ア
「〔
我
も
は
や
懼お

そ

れ
ず
〕」「
充み

た

た
さ
れ
し
希き

望ぼ
う

」「〔
我
は
汝
は

我
を
離
れ
て
〕」「〔
汝
は
暴
風
吹
き
荒
れ
し
〕」、
エ
ラ
・
フ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
「
航
海
中
」、

エ
マ
ソ
ン
「〔
我
は
世
界
の
持
主
な
り
〕」、
バ
ウ
ル
・
ダ
ン
パ
ー
「
戦
士
の
祈
禱
」、
ホ

イ
ッ
ト
マ
ン
「
死
に
臨
ん
で
余
の
霊
魂
に
告
ぐ
」「〔
嗚〔

あ

呼あ
〕

、
何
れ
の
僧
侶
よ
り
も
〕」

「〔
小
児
あ
り
、
其
手
を
拡
げ
〕」、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
「
二
基
の
墓
」「
紫

む
ら
さ
き

竜り
ん

胆だ
う

に
贈
る
」、

フ
ラ
ン
セ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
ア
ル
ス
タ
イ
ン
「
光
り
輝
く
讃
美
の
里
」、
ロ
ン
グ
フ
ェ

ロ
ー
「〔
其そ

は
五
十
年
前
な
り
し
〕」「
人
生
の
詩
」
な
ど
で
あ
る
。

　
『
月
曜
講
演
』
第
三
章
「
米
国
詩
人
」
で
は
、
英
国
詩
人
と
米
国
詩
人
を
そ
の
政
治

思
想
、
天
然
風
土
な
ど
か
ら
比
較
す
る
と
と
も
に
、「
英
国
は
詩
を
以
て
詩
人
の
為
に

用
ひ
た
れ
ど
も
、
米
国
は
一
歩
を
進
め
詩
を
以
て
人
民
の
為
に
用
ひ
、
政
治
の
為
に
用

ひ
た
り
き
」（
第
五
巻
、
三
六
四
頁
）
と
い
い
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ミ

ル
ト
ン
を
国
民
詩
人
と
呼
び
、
日
本
で
は
「
未
だ
一
人
の
国
民
詩
人
の
出
で
し
を
聞
か

ず
」（
同
前
）
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
米
国
詩
人
と
英
国
詩
人
を
対
照
し
つ
つ
も
、
世

界
の
大
詩
人
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
英
国
詩
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

―
イ
ス
パ
ニ
ア
に
は
カ
ル
デ
ロ
ン
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
モ
リ
エ
ー
ル
、

ラ
シ
ー
ヌ
、
ド
イ
ツ
に
は
ゲ
ー
テ
、
ハ
イ
ネ
、
イ
タ
リ
ア
に
は
ダ
ン
テ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

詩
界
の
「
豪
傑
」
が
い
る
。
だ
が
、「
燦

〔
さ
ん

然ぜ
ん
〕と

し
て
銀
河
の
天
に
懸
か
れ
る
如
く
、
夥〔

か

多た
〕

の
大
詩
人
群
り
起
て
、
其
文
学
史
上
に
大
光
芒
を
発

〔
は
な
〕て

る
に
至
て
は
、
未
だ
英
国
に

如〔
し
〕く

も
の
あ
る
を
見
ず
」（
同
、
三
六
〇
頁
、
以
下
同
じ
）、「
世
界
の
中
未
だ
英
人
ほ
ど

0

0

0

0

道
徳
的
に
宇
宙
を
歌
へ
る
者
あ
る
を
見
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」「
英
国
は
宛

〔
さ
な
〕が

ら
詩
神
が
特
別
の
恩
恵
を
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垂
れ
た
る
も
の
ゝ
如
く
然
り
」
と
。

　

イ
ギ
リ
ス
詩
人
の
主
な
詩
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
は
、

「〔
羽は

翼ね

あ
ら
ば
何い

づ
こ処

に
飛と

ば
ん
わ
が
魂た

ま

よ
〕」、
ミ
ル
ト
ン
は
、「〔
噫

〔
あ
あ
〕聖せ
い

霊れ
い

よ
、
爾

〔
な
ん
じ
〕は

諸す
べ

て
の
宮み

殿や

に
勝ま

さ

り
〕」「〔
突つ

つ

立た

つ
山
の
曝さ

ら

せ
る
胸
に
…
〕」、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
「〔
意

を
留
め
よ
〕」「〔
罪
に
枯
死
す
る
我
等
と
雖

〔
い
え
ど
〕も

〕」「
水
仙
花
」「
誠ま

こ

信と

な
る
主　

“Not 
seldom

, clad in radiant vest.

”」「
夕
暮
の
歌
」「〔
路
傍
に
花は

な

咲さ

く
〕」「〔
大
い
な
る

神
よ
〕」「〔
天
然
の
堅
き
〕」
な
ど
も
っ
と
も
多
く
、
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
「
短
命
」、

讃
美
歌
作
詞
家
の
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ト
「
天
国
を
望
む
」「〔
真
実
に
し
て
〕」
と
同

じ
く
ヒ
ー
バ
ー
「『
シ
ロ
ア
ム
の
細
流
』　

“By Cool Siloam
ʼs Shady Rill.

”」、
ブ
ラ

ウ
ニ
ン
グ
「
万
物
悉
く
可
な
り
」「
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
詩
集
に
於
け
る
基
督
の
再
来
」、
カ

ウ
パ
ー
「
詩
人
カ
ウ
パ
ー
の
再
臨
歌　

Com
e then, and, added to T

hy m
any 

crow
ns

」、
テ
ニ
ソ
ン
「〔
土
塀
の
上
に
生
ふ
花
よ
〕」「
同
盟
国

5

5

5

」
な
ど
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
詩
人
の
詩
は
、
ゲ
ー
テ
「〔
月
日
と
星ほ

し

の
巧こ

う

造ぞ
う

に
〕」（『
フ
ァ
ー
ス
ト
』）「〔
冬

已
〔
す
で
〕に

老
ひ
て
力
尽
き
〕」「〔
凡

〔
す
べ
〕て

変
り
易
き
も
の
は
〕」、
ウ
ー
ラ
ン
ト
「〔
冷
た
き
大

理
石
の
中
に
於
て
在
ら
ず
〕」
等
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
詩
は
ホ
レ
ー
シ
ャ

ス
・
ボ
ナ
ー
「
物
の
前
後
」
な
ど
が
訳
さ
れ
、
作
者
名
が
な
い
も
の
も
「〔
如い

何か

な
れ

ば
艱か

ん

難な
ん

に
を
る
者
に
光
を
賜た

ま

ひ
〕」「『
或
る
詩
』（
無
名
氏
）」「〔
然
ら
ば
我
は
何
な
る

か
〕」
な
ど
が
あ
る
。

　

英
国
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
「
万
物
悉
く
可
な
り
」
は
、
内
村
鑑
三
の

信
仰
宇
宙
を
も
っ
と
も
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

年
は
春
な
り
、

　

日
は
朝
な
り
、

　

朝
は
七
時
な
り
、

　

山
側
は
露
に
輝
き
、

　

雲ひ
ば
り雀

は
空
に
舞
ひ
、

　

蝸
牛
は
叢く

さ

林む
ら

に
戯
る
、

　

神
は
天
に
在
り
、

　

此
世
の
万
物
可
な
り（

（（
（

、

　

こ
の
天
然
宇
宙
の
す
べ
て
は
、「
万
物
悉
く
可
な
り
」
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
内
村

鑑
三
の
信
仰
宇
宙
で
も
あ
る
。「
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
詩
集
に
於
け
る
基
督
の
再
来
」
と
い

う
、
次
の
よ
う
な
訳
詩
が
あ
る
。「
欠け

つ

如じ
よ

す
る
者
あ
り
―
何

〔
な
に

乎か
〕

？
（
中
略
）
然さ

ら
ば
来

り
給
へ
来
る
べ
き
者
よ
、
／
来
り
て
此
不
完
全
を
完
成
し
給
へ
、
／
碧
空
を
充
実
し
緑

野
を
完
美
し
給
へ
、
／
此
の
花
園
に
生
気
を
吹ふ

き

入い

れ
給
へ
、
…
…
」（
解
題
、
参
照
）。

　

世
界
の
不
完
全
を
完
成
す
る
者
、
そ
れ
は
「
来
る
べ
き
者
」
で
あ
る
。
こ
の
世
界
は

神
と
と
も
に
あ
り
、
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
は
臨き

た

り
つ
つ
あ
る
。

3
　『
愛
吟
』（
抜
粋
）

　
『
愛
吟
』
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
七
月
二
五
日
、
警
醒
社
書
店
か
ら
発
行

さ
れ
た
「
内
村
鑑
三
纂
譯
」
書
で
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
同
盟
出
版
社
か
ら

「
内
村
鑑
三
譯
」、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、「
歓
喜
と
希
望
」
が
含
ま
れ
た
『
歓

喜
と
希
望
・
愛
吟
』
と
し
て
、
角
川
文
庫
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ
に
は
原
詩

は
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い
）。
角
川
文
庫
版
に
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
改
版
の

と
き
に
書
か
れ
た
、
以
下
の
よ
う
な
献
辞
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
余
を
愛
し
て
眠
り
し

人
／
余
の
缺
點
を
見
の
が
し
て
余
を
今
な
ほ
愛
し
て
く
れ
る
人
／
余
と
信
仰
を
共
に
し

て
か
は
ら
ざ
る
人
／
余
と
共
に
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
苦
し
ま
ん
と
欲
す
る
人
」。

　

ま
た
、
警
醒
社
書
店
版
『
愛
吟
』
の
巻
末
に
は
、
欧
文
欄
（
英
語
題
名A

I-GIN

（Fa-
vorite 

Singing

）.）
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
明
治
三
十
年
三
月　

東
京
青
山
寓
居
に
於

て
」
と
記
さ
れ
た
「
自
序
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
詩
は
直
訳

0

0

を
許

さ
ゞ
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
之
を
意
訳
9

9

に
附
す
る
も
甚
だ
難
し
、
故
に
之
を
訳
す
る
に
惟

精
神
訳

5

5

5

の
一
途
あ
る
の
み
（
中
略
）
余
の
訳
の
往
々
原
詩
の
精
神
だ
も
尽
す
能
は
ざ
る

は
余
の
深
く
耻
る
所
な
り
、
然
れ
ど
も
全
く
訳
せ
ざ
ら
ん
に
比
す
れ
ば
読
者
に
取
り
て
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多
少
の
利
益
な
り
と
信
ず
」（
第
四
巻
、
三
一
三
頁
）。「
精
神
訳

5

5

5

」
と
は
、『
愛
吟
』
以

外
の
訳
詩
も
同
様
に
、
内
村
鑑
三
の
キ
リ
ス
ト
教
「
信
仰
訳
詩
」
と
も
い
え
る
。『
愛

吟
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。

　

ま
た
、
内
村
は
「
詩
作
」
と
題
し
た
短
い
文
章
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
詩
は
成
る
、
作
る
べ
か
ら
ず
、
美よ

き
思
想
は
美
き
言こ

と
ば辞

と
共
に
臨き

た

る
、
文
を
練
る
を

要
せ
ず
、
高
く
思
ひ
て
潔
く
行
へ
ば
足
る
、
詩
は
勇
者
の
事
な
り
、
文
士
の
業
に
あ
ら

ず
、
敢

〔
か
ん

為い
〕

以
て
何
人
も
詩
人
た
る
を
得
る
な
り
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
一
二
号
、
一
九
〇

九
（
明
治
四
二
）
年
九
月
一
〇
日
、
第
一
六
巻
、
四
三
四
頁
）。

　

内
村
鑑
三
は
、「
読
書
余
録
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
一
三
―
一
一
四
号
、「
雑
録
」、
一
九

〇
九
（
明
治
四
二
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
一
一
月
一
〇
日
）
の
「
詩
歌
、
歴
史
、
伝
記
」

に
つ
い
て
述
べ
た
な
か
で
、「
詩
歌
熱

9

9

9

は
夙は

や

く
よ
り
余
を
襲
ふ
た
」
と
始
め
て
、
以
下

の
よ
う
に
つ
づ
け
て
い
る
。「
幼
年
時
代
に
は
唐
詩
撰
を
暗
誦
し
、
古
文
真
宝
を
朗
吟

し
た
、
後
に
英
文
を
読
み
得
る
に
至
つ
て
、
ホ
ヰ
ツ
チ
ヤ
先〔

ま
〕づ

余
を
虜と

り
こに

し
、
次
い
で

ヲ
ル
ヅ
ヲ
ス
、
ロ
ー
エ
ル
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
等
順
を
追
ふ
て
余
を
生い

け

捕ど

つ
た
、
ゲ
ー
テ

と
シ
ル
レ
ル
と
は
学
校
で
読
ん
だ
丈
け
で
あ
つ
て
、
其
感
化
は
今
に
尚
ほ
残
つ
て
居
る

が
、
其
言〔

こ
と
ば
〕辞

は
独〔

ド
イ
ツ
〕逸

語
と
共
に
忘
れ
て
了

〔
し
ま
〕つ

た
、
ダ
ン
テ
は
英
訳
を
以
て
少
し
く
読
ん

だ
、
其
地
獄
篇
を
読
み
し
時
に
恐こ

わ
く怖

つ
て
幾
夜
も
寐
ら
れ
な
か
つ
た
事
を
今
で
も
忘
れ

な
い
、
近
頃
に
至
て
ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
を
読
始
め
た
、
而
し
て
彼
は
今
余
の
特
愛
詩
人
で

あ
る
、
…
…
」（
第
一
六
巻
、
五
〇
七
―
五
〇
八
頁
）。『
愛
吟
』
に
は
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

（
冒
頭
の
言
葉
）、
ロ
ー
エ
ル
、
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ア
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
な
ど
の
詩
も
収
め
ら

れ
て
い
る
。

　
『
愛
吟
』
中
の
二
七
篇
の
訳
詩
の
な
か
で
、
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ブ
マ
ン
の
「
詩
人
の
胸
中
」
で
あ
る
。

　

彼
の
胸
中
に
囀さ

へ

づ
る
鳥
あ
り

　

宝ほ
う

玉ぎ
よ
くの

思
想
と
黄こ

が
ね金

の
語こ

と
ば言

と

　

山
と
牧ま

き

場ば

と
家か

畜ち
く

の
群む

れ

と
は

　
　

皆
彼
の
胸
中
に
あ
り

　

喜
よ
ろ
こ
び

と
悲

か
な
し
みと

闇
く
ら
や
み

と
明あ

か
りと

　

日ひ
な
た向

と
日ひ

陰か
げ

と
昼ひ

る

と
夜よ

る

と

　

悪
を
憎
む
心
と
義
を
愛
す
る
念
と

　

不ふ

朽き
う

の
事
業
を
遂と

げ
ん
と
す
る

　

永
久
不
抜
の
志
望
と

　

癒い
や

す
べ
か
ら
ざ
る
飢
渇
と
は

　
　

皆
彼
の
胸
中
に
あ
り（

（1
（

　
「
詩
人
の
胸
中
」
と
は
、「T

H
E PO

ET
ʼS SO

U
L

」
で
あ
り
、
詩
人
の
魂
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
奏
で
る
『
愛
吟
』
の
な
か
に
も
、
内
村
鑑
三
と
詩
人
の
信
仰
宇
宙
が
響
き

合
っ
て
い
る
。

4
　
短
歌

　

内
村
鑑
三
に
お
い
て
は
、
日
本
の
和
歌
と
キ
リ
ス
ト
教
が
、
天
然
と
信
仰
と
し
て
通

じ
合
っ
て
い
る
。
彼
が
残
し
た
一
〇
〇
首
を
超
え
る
短
歌
（
書
簡
を
除
く
）
に
は
、
日

本
的
心
性
と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が
溶
け
合
い
、
内
村
鑑
三
の
人
物
像
と
と
も
に
、
そ
の

信
仰
宇
宙
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

亀
井
俊
介
『
内
村
鑑
三

―
明
治
精
神
の
道
標
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）
に

よ
る
と
、
若
き
日
の
渡
米
に
さ
い
し
て
、
英
文
聖
書
、
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ブ
レ
ー
ス
『
ゲ

ス
タ
・
ク
リ
ス
チ
』、『
太
平
記
』、『
古
今
集
遠
鏡
』
が
そ
の
行
李
の
な
か
に
入
っ
て
い

た
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、「
二
つ
の
Ｊ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
去
る
明
治
十
七
年
の
秋
、
余
は
奇
異
な
る
目
的
を
以
て
米
国
に
赴
け
り
、
そ
は
他

な
し
、
余
は
不
幸
に
し
て
早
く
よ
り
基
督
教
を
信
じ
、
実
行
的
慈
善
事
業
に
顕
は
る
ゝ

基
督
教
の
結
果
を
其
本
国
に
於
て
見
ん
こ
と
を
欲
し
た
り
し
な
り
」（
第
三
巻
、
五
二
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頁
）
と
は
じ
ま
る
『
流
竄
録（

（1
（

』
の
冒
頭
、「
余
の
親
父
は
余
を
横
浜
埠
頭
に
送
り
て
左

の
国
詩
一
首
を
余
に
授
け
た
り
」
と
い
い
、
次
の
よ
う
な
短
歌
を
記
し
て
い
る
。「
聞

〔
き
き
〕

き
し
の
み
ま
だ
見
ぬ
国
に
神
し
あ
れ
ば
行

〔
ゆ
け
〕よ

我
子
よ
な
に
懼

〔
お
そ
〕る

べ
き
」（
同
前
）
と
。

『
余
は
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
な
り
し
か
』
に
よ
る
と
、
こ
の
餞

は
な
む
けの

歌
に
見
る

よ
う
に
、
父
は
教
養
が
あ
っ
て
「
見
事
な
詩
歌
」
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
異

教
」
と
い
う
曠
野
の
地
に
立
つ
、
彼
の
息
子
鑑
三
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

　

内
村
に
は
、「
古
歌
と
信
仰
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
九
号
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年

三
月
二
〇
日
）
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
平
安
前
期
の
歌
人
・
紀
貫
之
の

「
こ
と
し
よ
り
春
し
り
初そ

む
る
桜
花
散
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
ら
は
ざ
る
な
む
」（
第
一
〇

巻
、
九
九
頁
）、
よ
み
人
し
ら
ず
の
「
山
高
み
人
賞す

さ
め翫

ぬ
桜
花
甚い

た

く
な
詫わ

び
そ
我
れ
見

は
や
さ
む
」（
同
前
）、「
源
の
む
ね
ゆ
き
の
朝
臣
」
の
「
常と

き
は盤

な
る
松
の
緑み

ど
りも

春
来く

れ

ば　

今
一
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
」（
同
、
一
〇
〇
頁
）
の
三
首
が
引
用
さ
れ
、
そ
れ
を

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
お
い
て
解
釈
し
て
い
る
。「
こ
と
し
よ
り
…
」
は
、「
終を

は
り結

ま
で
汝

等
の
信
仰
を
維
持
せ
ん
こ
と
を
」
と
、「
山
高
み
…
」
は
「
キ
リ
ス
ト
は
汝
の
信
仰
の

花
を
賞め

で
給
ふ
」（
同
、
一
〇
一
頁
）、「
常と

き
は盤

な
る
…
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
千
林
百
草
春
を
歓
ぶ
は
一
な
り
と
雖
も
、
松
の
之
を
迎
ふ
る
や
、
彼

に
溢
る
ゝ
の
感
謝
あ
り
、
松
た
れ
よ
我
が
友
、
松
と
な
り
て
厳
冬
に
耐
え
よ
、
而
し
て

春
陽
若
し
汝
に
臨
む
こ
と
あ
ら
ば
万
物
に
優
る
の
光
輝
を
放
つ
て
天
に
在
す
汝
の
父
の

栄
光
を
顕
は
せ
」（
同
前
）
と
。
二
つ
の
「
Ｊ
」
の
一
つ
で
あ
る
「
日
本
」（Japan
）
の

「
心
」
は
、
古
歌
の
「
大
和
心
」
へ
、
そ
れ
は
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
」（Jesus
）
へ
と

通
じ
て
い
る
。

　

本
集
成
の
短
歌
に
は
、
二
六
首
の
さ
ま
ざ
ま
な
著
述
の
な
か
に
記
さ
れ
、
あ
る
い
は

独
自
の
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
、
日
記
の
な
か
に
記
さ
れ
た
短
歌
八
六
首
を

収
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
数
多
く
の
短
歌
の
底
を
流
れ
て
い
る
の
は
、
天
に
裏
づ
け
ら

れ
た
「
天
然
」
と
、
信
仰
詩
・
訳
詩
と
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
信
仰
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
短
歌
と
い
う
文
学
形
式
を
も
つ
信
仰
歌
な
の
で
あ
る
。

　
　

春
の
日
に
栄
の
花
の
衣
き
て

　
　
　
　

心
う
れ
し
く
帰
る
故
郷（

（1
（

　
　

天あ
め

地つ
ち

も
揺ゆ

ら

ぐ
ラ
ツ
パ
の
一ひ

と

声こ
え

に

　
　
　
　

更よ
み
が生

へ
る
ら
む
春は

る

の
曙

あ
け
ぼ
の

　

（
テ
サ
ロ
ニ
ケ
前
書
四
章
十
六
節（

（1
（

）

　
　

彩い
ろ
どれ

る
榎え

の
き、

椋
む
く
の
き、

楢な
ら

、
楓か

へ
で、

　
　
　
　

か
ぎ
り
な
き
野の

を
覆お

ほ

ふ
蒼あ

を
ぞ
ら穹
（
（1
（　

　
「
妻
の
柩
を
送
り
て
詠
め
る
」
と
題
さ
れ
た
「
春
の
日
に
…
」
は
、
不
敬
事
件
の
あ

と
心
労
の
果
て
に
た
お
れ
た
妻
を
天
へ
と
送
る
歌
で
あ
り
、「
天あ

め

地つ
ち

も
揺ゆ

ら

ぐ
…
」
は
再

臨
信
仰
の
「
大
い
な
る
日
」
を
、「
彩い

ろ
どれ

る
榎え

の
き…

」
は
、
万
物
悉
く
可
な
り
の
世
界
を

詠
ん
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
信
仰
短
歌
で
あ
る
。

　

内
村
鑑
三
の
日
記
は
、
全
集
に
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
八
月
二
六
日
か
ら
一
九

三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
二
二
日
ま
で
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
記
は
、『
聖
書

之
研
究
』
二
一
九
号
（
一
九
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日
）
か
ら
二
五
六
号
（
一
九
二
二
年
八

月
一
〇
日
）
ま
で
は
、「
日
々
の
生
涯
」
の
題
名
で
、
二
六
六
号
（
一
九
二
二
年
九
月
一

〇
日
）
か
ら
二
七
三
号
（
一
九
二
三
年
四
月
一
〇
日
）
ま
で
は
「
一
日
一
生
」
と
改
題
し
、

二
七
四
号
（
一
九
二
三
年
五
月
一
〇
日
）
か
ら
は
「
日
々
の
生
涯
」
に
戻
し
て
、
終
刊

号
三
五
七
号
（
一
九
三
〇
年
四
月
二
五
日
）
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

日
記
に
は
、
日
々
の
生
活
、
信
者
・
読
者
と
の
関
係
、
旅
行
、
静
養
の
記
録
、
孫
な

ど
家
族
の
こ
と
等
、「
日
々
の
生
涯
」「
一
日
一
生
」
が
書
き
と
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
に

短
歌
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
内
村
鑑
三
の
日
常
生
活
、
そ
の
人
と
な
り

も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
年
一
一
月
一
六
日
、
湯
河
原
に
湯
治
に
行
く
と
、
柑
橘
類

の
林
、
黄
金
の
実
が
風
景
を
彩
る
な
か
、
終
日
休
み
、
東
京
の
友
人
に
一
首
書
き
送
る
。
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「
湯ゆ

河が

原は
ら

や
賽さ

い

の
河か

原は
ら

の
赤あ

か

ん
坊ぼ

う

寝ね

る
よ
り
外ほ

か

に
為す

る
事こ

と

は
な
し
」（
第
三
三
巻
、
三
一

六
頁
）。
ロ
マ
書
講
義
を
は
じ
め
た
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
の
夏
、
二
カ
月
信
州
の

沓
掛
に
滞
在
す
る
。「
人
は
去
り
山
は
静
に
水
清
く
聖
書
我
手
に
独
り
天
国
」（
第
三
三

巻
、
四
二
一
頁
）。
友
人
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
祝
詞
へ
の
返
歌
。「
ヘ
ル
モ
ン

の
山
を
映う

つ

し
て
水み

づ

鏡か
ゞ
みみ

教
へ
清
し
ガ
リ
ラ
ヤ
の
湖う

み

」（
第
三
四
巻
、
一
二
四
頁
）。
一
九

二
三
年
六
月
九
日
の
有
島
武
郎
の
自
殺
を
知
っ
て
悲
し
み
と
と
も
に
詠
む
。「
人
の
子

の
智ち

慧ゑ

も
能ち

か
ら力

も
何
か
あ
ら
ん
神
に
叛そ

む

け
ば
死
ぬ
ば
か
り
な
り
」（
第
三
四
巻
、
一
九
八

頁
）。
一
九
二
七
年
の
あ
る
日
常
―
。「
我
が
家
の
天
の
使
は
舞
ひ
去
り
て
祖ヂ

父ー

ヂ々

ー々

御マ
ム
マ飯

と
呼
ぶ
声
は
な
し
」（
第
三
五
巻
、
二
二
五
頁
）、
な
ど
。

　

最
後
の
短
歌
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
二
八
日
の
死
の
一
〇
日
前
、「
何

を
学
ば
ざ
る
日
は
あ
り
と
も
、
忍
耐
の
美
徳
を
学
び
得
ざ
る
日
と
て
は
な
い
。
病
の
床

に
在
り
て
、
此
機
会
の
充
分
に
与
へ
ら
る
ゝ
は
、
感
謝
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う

文
章
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
一
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

到
る
べ
き
都
は
遠
し
今
日
も
ま
た

　
　
　
　

忍
ぶ
が
岡
に
独
り
漂
ふ（

（1
（

　

生
涯
一
基
督
者
・
内
村
鑑
三
の
到
る
べ
き
都
は
、
遠
く
、
さ
ら
に
近
い
…
…
。

　

内
村
鑑
三
は
、「
死
後
の
生
命
」（『
聖
書
之
研
究
』
二
二
七
号
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
六
月
一
〇
日
）
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
死
後
の
生
命
は
信
仰
を
以
て
す
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

冒
険
で
あ
る

9

9

9

9

9

」（
第
二
五
巻
、
二
二
頁
）、「
神
の
言
な
る
聖
書
の
教し

め
し示

に
由
ら
ず
し
て
来

世
を
語
る
事
は
出
来
な
い
」（
同
、
二
三
頁
）。
そ
の
希
望
の
中
心
に
、
再
臨
信
仰
が
あ

る
。

　
『
聖
書
之
研
究
』
の
一
六
三
号
（
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
二
月
一
〇
日
）
に
は
、

「〔LIFE A
N

D
 LIGH

T
 A

N
D

 LO
V

E.

生
命
と
光
と
愛
〕」
と
題
し
た
、
次
の
よ
う

な
文
章
が
あ
る
。「
神
は
生
命
で
あ
る
。
彼
は
又
光
で
あ
る
。
而

〔
し
か
〕し

て
同
時
に
生
命
で

あ
り
又
光
で
あ
る
が
故
に
彼
は
愛
で
あ
る
」（
第
二
〇
巻
、
二
四
八
頁
）
と
。

　

生
命
、
光
、
愛
―
そ
れ
は
内
村
鑑
三
の
信
仰
詩
・
訳
詩
・
短
歌
の
信
仰
宇コ

ス
モ
ス宙

で
あ

る
。注（

（
）　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
三
五
巻
、
一
二
四
頁
。

（
（
）　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
〇
巻
、
一
七
二
頁
。

（
（
）　
「〔
キ
リ
ス
ト
伝
研
究
（
ガ
リ
ラ
ヤ
の
道
）〕」（『
聖
書
之
研
究
』
二
六
九
―
二
九
一
号
、

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
二
月
一
〇
日
―
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
〇
月
一
〇

日
）。『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
七
巻
、
三
一
六
頁
。

（
（
）　

詩
「
桶
職
」
の
解
題
、
参
照
。

（
（
）　

コ
リ
ン
ト
後
書
の
四
、
五
章
に
つ
い
て
の
講
演
の
大
要
。『
聖
書
之
研
究
』
一
五
八
号
、

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
九
月
一
〇
日
。『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
〇
巻
、
八
九
頁
。

（
（
）　

小
林
孝
𠮷
『
内
村
鑑
三
の
聖
書
講
解
　

―
　

神
の
言
の
コ
ス
モ
ス
と
再
臨
信
仰
』（
教
文

館
、
二
〇
二
〇
年
）、
同
「
内
村
鑑
三
の
聖
書
講
解
と
再
臨
信
仰
　

―
　

臨
り
つ
つ
あ
る
イ
エ

ス
」（『
内
村
鑑
三
研
究
』
第
五
五
号
、
二
〇
二
二
年
四
月
）、
参
照
。

（
7
）　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
八
巻
、
二
八
二
頁
。

（
8
）　

内
村
鑑
三
の
信
仰
詩
の
世
界
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
詩
人
で
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
思

想
家
Ｊ
・
Ｇ
・
ハ
ー
マ
ン
（
一
七
三
〇
―
一
七
八
八
年
）
の
研
究
者
・
川
中
子
義
勝
氏
の

『
詩
学
講
義
　

―
　

「
詩
の
な
か
の
私
」
か
ら
「
二
人
称
の
詩
学
」
へ
』（
土
曜
美
術
社
出
版
販

売
、
二
〇
二
一
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
十
三
、「
呼
び
か
け
」
に
応
え
て
　

―
　

詩
人
内
村
鑑

三
」（
初
出
『
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
第
三
次
、
一
四
、
一
五
号
、
二
〇
二
〇
年
四
月
、
一
〇
月
）
と
い

う
論
考
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
被
造
物
の
声
を
聴
く
」「
詩
人
内
村
鑑
三
」
の
二
章
で
構
成

さ
れ
、
ハ
ー
マ
ン
の
詩
人
観
と
と
も
に
、
詩
人
内
村
鑑
三
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
信
仰
と
詩

の
霊
的
本
質
性
（
天
然
観
）
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
内
村
の
詩
は
、「
寡
婦
の
除
夜
」、

「
秋
酣
な
り
」（
所
感
の
一
文
を
散
文
、
詩
文
と
し
て
）、「
桶
職
」
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

内
村
鑑
三
に
と
っ
て
の
「「
詩
＝
詩
人
」
の
思
想
は
、『
櫟
林
輯
』
の
編
輯
の
特
徴
に
も
窺
え

る
」（
三
一
四
頁
）
と
し
て
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
論
と
と
も
に
、「
札
幌
県
鮑あ

わ
び魚

蕃
殖
取
調
復
命
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書
幷な

ら
びニ

潜
水
器
使
用
規
則
申
込
上
申
」
と
「
商
売
成
功
の
秘
訣
」
が
収
め
ら
れ
た
と
い
い
、

「
内
村
に
と
っ
て
詩
は
、
自
然
科
学
を
も
視
野
に
収
め
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
同

前
）
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、「
被
造
物
の
声
を
聴
く
」
の
最
後
に
、
川
中
子
氏
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。「
被
造
物
の
呻
き
に
耳
を
傾
け
つ
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
終
末
を
待
ち
望
ん
で
ゆ
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ

こ
に
彼
は
詩
人
の
使
命
を
見
た
。「
宇
宙
の
完
成
を
祈
る
」
と
結
ば
れ
た
内
村
鑑
三
の
辞
世

に
は
、
被
造
物
（
天
然
万
物
）
に
対
す
る
詩
人
の
言
葉
の
あ
り
方
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
内

村
鑑
三
は
世
界
に
、
そ
の
自
然
と
歴
史
と
社
会
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
そ
の
声0

を
聴
い

た
の
か
」（
三
〇
五
頁
、
傍
点
引
用
者
）
と
。
神
の
言こ

と
ばの

反
響
す
る
、
そ
の
「
声
」
は
、
天

然
詩
人
内
村
鑑
三
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
黙
示
的
な
深
い
森
に
再
臨
信
仰
の
響
き

0

0

0

0

0

0

0

と
と
も
に

木こ

霊だ
ま

し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
川
中
子
義
勝
氏
の
「
十
三
、「
呼
び
か
け
」
に
応
え
て
　

―
　

詩
人
内
村
鑑
三
」
は
、
天
然
詩
人
・
内
村
鑑
三
の
信
仰
的
姿
と
、
霊
的
声
を
闡
明
に
描
き
出

し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
聖
書
と
天
然
と
歴
史
　

―
　

ハ
ー
マ
ン
と
内
村
鑑
三
」（『
法
学
新
報
』

第
一
二
八
巻
第
七
・
八
号
）
で
も
論
じ
ら
れ
、
そ
の
論
文
を
こ
う
結
ん
で
い
る
。「
近
代
の

自
然
・
歴
史
の
進
歩
思
想
の
起
点
と
終
点
に
お
い
て
、
内
村
鑑
三
と
ハ
ー
マ
ン
、
二
人
の
人

物
と
思
想
は
「
信
の
類
比
」
に
お
い
て
形
を
等
し
く
す
る
」（
二
三
一
頁
）
と
。

（
9
）　
『
聖
書
之
研
究
』
四
五
号
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
〇
月
一
五
日
、『
内
村
鑑
三

全
集
』
第
一
一
巻
、
四
五
三
頁
。

（
（0
）　
「
耶
利
米
亜
記
感
想
（
余
の
古
き
聖
書
よ
り
）」（『
新
希
望
』
七
四
号
、『
聖
書
之
研
究
』

七
五
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
一
〇
日
―
五
月
一
〇
日
）、『
内
村
鑑
三
全
集
』

第
一
四
巻
、
一
〇
〇
頁
。『
平
民
詩
人
』
の
「
序
に
代
ふ
」（「
不
信
国
の
欠
乏
　

―
　

詩
と
詩

人
」『
聖
書
之
研
究
』
一
五
〇
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
月
一
五
日
、
第
一
九
巻
、

三
二
五
―
三
二
七
頁
）
の
な
か
で
、
不
信
国
に
欠
乏
す
る
も
の
、
そ
れ
は
「
高
遠
な
る
詩

歌
」「
預
言
者
」「
詩
人
」
の
存
在
で
あ
る
と
記
し
、
旧
約
の
預
言
者
・
詩
人
エ
レ
ミ
ヤ
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
国
に
一
人
の
ヱ
レ
ミ
ヤ
を
有〔

も
〕つ

こ
と
は
大
軍
隊
を
有

つ
に
勝
る
の
勢
力
で
あ
る
」（
第
一
九
巻
、
三
二
六
頁
）。

（
（（
）　
『
聖
書
之
研
究
』
一
四
七
号
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
第
一
九
巻
、

二
五
四
頁
、
解
題
、
参
照
。

（
（（
）　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
四
巻
、
三
一
六
―
三
一
七
頁
。

（
（（
）　
『
国
民
之
友
』
二
三
三
―
二
五
一
号
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
八
月
二
三
日
―
一

八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
二
三
日
。

（
（（
）　
「
妻
の
柩
を
送
り
て
詠
め
る
」『
基
督
教
新
聞
』
四
〇
五
号
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）

年
五
月
一
日
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
五
頁
、
解
題
、
参
照
。

（
（（
）　
「
春
の
曙
」『
聖
書
之
研
究
』
一
七
七
号
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
四
月
一
〇
日
、

『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
一
巻
、
二
四
八
頁
、
解
題
、
参
照
。

（
（（
）　
「
関
東
平
原
の
小
春
」『
聖
書
之
研
究
』
一
六
一
号
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
二
月

一
〇
日
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
〇
巻
、
一
九
二
頁
、
解
題
、
参
照
。

（
（7
）　
「
日
記
」
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
一
八
日
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
三
五
巻
、
五

六
〇
頁
、
解
題
、
参
照
。
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六
　
文
学
観

内
村
鑑
三
の
文
学
観
　

―
　

世
界
精
神
と
純
福
音
の
発
露

1
　「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」

　

内
村
鑑
三
に
は
、
日
清
戦
争
を
時
代
背
景
と
し
た
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」

（『
国
民
之
友
』
二
五
六
号
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
七
月
一
三
日
）
と
、「
如
何
に
し

て
大
文
学
を
得
ん
乎
」（
同
、
第
二
六
五
―
二
六
六
号
、
同
、
一
〇
月
一
二
、
一
九
日
）
と

い
う
二
つ
の
文
学
論
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
宗
教
思
想
家
・
内
村
鑑
三
の
文
学
観
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

二
年
前
、
内
村
は
最
初
の
宗
教
書
『
基
督
信
徒
の
慰
』『
求
安
録
』
を
世
に
問
い
、

以
後
、「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
の
講
演
、「
日
清
戦
争
の
義
（
訳
文
）」
の
公
表
、

『H
ow

 I Becam
e a Christian

』
の
刊
行
と
つ
づ
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

側
面
を
見
せ
つ
つ
、
は
じ
め
て
の
文
学
論
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」
を
、
徳
富

蘇
峰
を
主
筆
と
す
る
総
合
雑
誌
『
国
民
之
友
』
に
発
表
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
時
勢
」
と
な
る
明
治
二
〇
年
代
は
、
天
皇
制
に
よ
る
近
代
国
家
の
確
立
を
め
ざ
し
、

対
外
危
機
の
強
調
、
愛
国
心
の
高
揚
な
ど
を
計
り
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
創
設

を
含
む
欧
米
化
を
進
め
、
大
日
本
帝
国
憲
法
、
教
育
勅
語
の
発
布
、
近
代
の
国
家
戦
争

で
あ
る
日
清
戦
争
へ
と
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
近
代
日
本
の
大
き
な
歴
史
の
激
動
期
で

も
あ
っ
た
。

　

内
村
は
、『
伝
道
之
精
神
』（
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
四
年
）
の
「
如
何
に
し
て
宗
教

界
今
日
の
乱
麻
に
処
せ
ん
乎
」
に
は
、
冒
頭
部
分
に
「
余
輩
は
常つ

ね

に
思
へ
り
身
を
処
す

0

0

0

0

る
に
難
な
る
十
九
世
期
今
日
の
我
等
日
本
人
の
如
き
は
あ
ら
じ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
、
我
等
は
実
に
暗あ

ん

黒こ
く

を
歩あ

ゆ

み
つ
ゝ
あ
る
な
り
、
…
…
」（
第
二
巻
、
三
四
〇
頁
）
と
書
き
、
そ
の
「
混こ

ん

沌と
ん

た
る

時
代
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

今
や
乱ら

ん

麻ま

の
時
な
り
、
今
や
思し

想そ
う

界か
い

暗あ
ん

黒こ
く

時
代
な
り
、
然
れ
ど
も
暗
黒
時
代
亦

〔
ま
た
〕其

用
あ
る
に
あ
ら
ず
や
、
自し

然ぜ
ん

は
昼ひ

る

を
与
へ
て
亦
夜
を
給
せ
り
、
盛せ

い

夏か

に
植
生
の
繁は

ん

茂も

す
る
あ
り
て
厳げ

ん

冬と
う

に
草
木
の
凋し

ほ

れ
る
あ
り
、
暗
黒
と
厳
冬
と
は
休
養
の
為
め
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

我
等
が
外
に
伸の

び

る
能

〔
あ
た
〕は

ざ
る
時
は
内
に
強き

や
う固こ

な
る
を
得
べ
し
、
暗あ

ん

黒こ
く

宇
宙
を
掩お

ほ

ひ
鳥て

う

獣じ
ゅ
う巣す

に
就〔

つ
〕き

し
時
、
孤こ

燈と
う

の
下
、
煖だ

ん

炉ろ

の
辺へ

ん

、
一
家
の
団だ

ん

欒ら
ん

、
友
人
の
対た

い

座ざ

あ
る

に
あ
ら
ず
や
、
働
く
の
み
が
生
涯
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
厳
風
梢
を
払
ひ

9

9

9

9

9

9

、
霜
雪
寒

9

9

9

深
き
時

9

9

9

、
疎
林
9

9

凋9

零
し
て
紅
花
緑
葉
眼
を
歓
ば
さ
ゞ
る
時

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
是
れ
植
生
の
根
を
深
ふ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

す
る
時
な
ら
ず
や

9

9

9

9

9

9

9

、
冬
な
く
し
て
春
の
来
る
な
し
、
…
…（

1
（

　

だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
生
き
る
内
村
に
は
、
こ
の
「
乱
麻
9

9

」
の
状
況
は
、
そ
の

実
は
「
皮
相
9

9

」
で
あ
り
、「
心
霊
9

9

」
の
根
底
に
は
「
今
尚
ほ
太
古
の
静
か
な
る
あ
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、

其
処
に
永
遠
の
平
和
あ
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
其
処
に
永
遠
の
歓
喜
あ
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
永
遠
の
満
足
あ
り

9

9

9

9

9

9

9

、
永
遠
の

9

9

9

友
誼
9

9

…
…
」（
同
、
三
四
九
頁
）
が
あ
る
。

　
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」
は
、
冒
頭
に
『
国
民
新
聞
』
第
一
六
一
九
号
に
掲
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載
さ
れ
た
、「
時
勢
と
文
学

4

4

4

4

4

」
と
い
う
記
述
の
あ
と
、「
以〔

イ
タ
リ
ア
〕

太
利
復
活
の
大
風
雲
」
は
ダ

ン
テ
や
ア
リ
オ
ス
ト
、
タ
ツ
ス
を
産
ん
だ
が
、「
日
本
大
膨
張
の
下
一
の
大
文
豪
産
す

る
な
き
耶〔

や
〕」（

第
三
巻
、
一
七
七
頁
）
と
記
さ
れ
、
本
文
は
次
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
て
い

る
。

　

大
文
学
は
出

〔
い
で
〕ざ

る
乎〔

か
〕、

大
文
学
は
出
ざ
る
乎
、
吾
人
は
希

〔
ギ
リ
シ
ア
〕

臘
の
古
哲
に
傚

〔
な
ら
〕ひ

、
日

中
提

〔
ち
よ
う

灯ち
ん
〕を

燈
〔
と
も
〕し

て
都
の
大
路
を
廻
り
歩
く
も
大
文
学
者
に
接
せ
ざ
る
な
り
、
日
清

戦
争
始
て
大
文
学
出
で
ず
、
連
戦
連
勝
し
て
大
文
学
出
で
ず
、
戦
局
を
結
ん
で
大
文

学
出
で
ず
、
大
政
治
家
あ
り
（
？
）、
大
新
聞
記
者
あ
り
（
？
）、
大
山
師
あ
り
（
然

り
）、
大
法〔

ほ

螺ら
〕

吹
き
あ
り
（
然
り
）、
然
れ
ど
も
大
文
学
者
は
あ
ら
ざ
る
な
り（

（
（

。

　

内
村
鑑
三
は
日
本
の
文
学
界
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
「
三
十
銭
文
学
」
ど
こ

ろ
か
、「
二
十
銭
・
十
銭
・
六
銭
文
学
」
に
し
て
、「
掃

〔
は
き

溜だ
め
〕雑

誌
」「
法
螺
吹
き
雑
誌
」

「
理
屈
雑
誌
」
ば
か
り
で
、
大
文
学
ど
こ
ろ
か
中
文
学
も
小
文
学
も
な
い
と
、
激
烈
な

調
子
で
文
学
、
思
想
状
況
を
批
判
し
て
い
る
。
明
治
二
八
年
、
日
本
近
代
文
学
は
、
八

年
前
、
二
葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」
で
は
、
内
村
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
は
イ
プ
セ
ン
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
モ
ー
リ
ッ
ツ
、
ロ
シ
ア
に
は
プ
ー
シ
ュ
キ
ン
、
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
が

い
る
が
、
日
本
で
は
時
代
の
「
膨
張
論
者
」
た
ち
の
大
文
学
者
を
求
め
る
絶
叫
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
文
学
は
で
て
こ
な
い
と
い
い
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
此
国
民

に
向
て
世
界
的
大
文
豪
出
で
よ
と
叫
ぶ
、
オ
ヽ
日
本
膨
張
論
者
よ
、
汝
は
木
に
向
て
魚

を
出
せ
よ
と
叫
び
つ
ゝ
あ
る
な
り
、
蒺あ

ざ
み藜

に
向
て
無い

ち
ゞ
く

花
果
を
与
よ
と
叫
び
つ
ゝ
あ
る
な

り
、
日
本
国
は
世
界
的
精
神
を
養
は
ざ
り
し
な
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
故
に
世
界
的
大
文
学
は
彼
よ
り
出

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ざ
る
な
り

9

9

9

9

」（
同
、
一
八
〇
頁
）。

　

内
村
は
、
ゲ
ー
テ
、
ダ
ン
テ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ミ
ル
ト
ン
、
ユ
ー
ゴ
、
レ
ッ
シ

ン
グ
、
カ
ー
ラ
イ
ル
な
ど
の
名
前
を
挙
げ
、
日
本
に
は
大
文
豪
を
産
み
だ
す
思
想
も
、

そ
れ
を
迎
え
る
社
会
も
、
大
文
学
の
種
子
も
な
い
と
書
き
、
こ
の
論
文
を
「
大
文
学
の

地
質
9

9

吾
人
に
あ
り
、
確
か
に
あ
り

5

5

5

5

5

、
要
は
世
界
精
神
の
涵
養
と
注
入
と
に
あ
る
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

如〔
い

何か
〕

に
し
て
之
を
為
さ
ん
乎
、
是
れ
余
輩
の
次
回
の
論
題
な
る
べ
し
」（
同
、
一
八
四

頁
）
と
結
ん
で
い
る
。「
世
界
精
神
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

大
文
学
と
は
、「
理
想
の
産
」
に
し
て
、
高
尚
な
る
理
想
の
な
い
と
こ
ろ
に
文
学
は
な

い
の
で
あ
る
。

2
　「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」

　
「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
は
、
日
清
講
和
条
約
調
印
、
三
国
干
渉
の
行
わ

れ
た
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
、「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」
の
三
カ
月
後
に

『
国
民
之
友
』
に
発
表
さ
れ
た
。
冒
頭
、
日
清
戦
争
を
背
景
に
、「
武
力
の
及
ぼ
す
所
は

狭
く
し
て
短
し
、
文
力
の
及
ぼ
す
所
は
広
く
し
て
永
し
、
兵
を
増
さ
ん
乎〔

か
〕、

文
を
修
め

ん
乎
、
我
若〔

も
〕し

永
久
に
宇〔

う

内だ
い
〕を

斫〔
き
〕り

従
へ
ん
と
欲
す
れ
ば
我
は
文
を
修
め
ん
の
み
」

（
同
、
一
八
五
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
「
大
文
学
は
天
賜
」（
同
前
）
で

あ
り
、「
詩
人
は
神
の
特
賜
」
に
て
、「
宇
宙
は
皆
な
咸

〔
こ
と
ご
と
〕く

聖
楽
、
我
の
心
琴
一
た
び
天

の
美
音
に
触
れ
て
雅
韻
我
よ
り
流
れ
て
止
ま
ず
」（
同
、
一
八
六
頁
、
以
下
同
じ
）
と
つ

づ
け
、
ダ
ン
テ
の
い
う
よ
う
に
詩
人
は
「
愛
の
書
記

9

9

9

9

」
で
「
如
何
に
し
て
愛
の
書
記
た

る
の
資
格
を
得
ん
乎
、
是
れ
余
輩
の
実
際
の
問
題
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

　

以
後
、
内
村
は
「
文
躰
」「
世
界
文
学
の
攻
究
」「
自
然
の
観
察
」「
品
性
の
修
養

4

4

4

4

4

」

と
見
出
し
を
つ
け
て
、「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
を
書
き
進
め
て
い
る
。「
文

躰
」
で
は
、
社
会
は
「
文
飾
欠
乏
の
時
代
」（
同
、
一
八
六
頁
）
で
は
な
く
、「
言
語
の

下
痢
症
と
思
想
の
結
塞
症
」（
同
前
）
に
罹
っ
て
い
る
と
い
い
、「
世
界
文
学
の
攻
究
」

で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
聖
書
、
ダ
ン
テ
の
聖
劇
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
、
ゲ
ー
テ

『
フ
ァ
ー
ス
ト
』
な
ど
の
世
界
文
学
を
挙
げ
て
、
自
分
は
小
著
作
を
嫌
い
、
大
著
作
を

好
ん
で
読
む
と
い
う
。

　
「
自
然
の
観
察
」
に
お
い
て
は
、
大
詩
人
は
常
に
自
然
の
観
察
者
で
あ
り
、
詩
の
最

古
に
し
て
最
大
な
る
も
の
と
し
て
旧
約
聖
書
の
「
ヨ
ブ
記
」
を
挙
げ
、
最
後
に
「
未
来
5

5
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の
大
文
学
は
敬
虔
を
以
て
す
る
自
然
の
密
察
よ
り
来
る

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

」（
同
、
一
九
七
頁
、
以
下
同

じ
）
と
結
ん
で
い
る
。

　
「
品
性
の
修
養

4

4

4

4

4

」
は
、
万
巻
の
書
を
読
む
こ
と
で
人
は
大
文
学
者
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
問
い
、「
大
文
学
は
気
魄

5

5

5

5

5

5

」
で
あ
り
、
大
文
学
者
の
特
性
は
「
人
た
る
こ
と

4

4

4

4

4

な
り
4

4

、
人
の
面
を
怖
れ
ざ
る
こ
と
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
正
義
を
有
の
儘
に
実
行
す
る
こ
と
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
輿4

論
と
称
す
る
呶

4

4

4

4

4

4

久4

の
喃
に
耳
を
傾
け
ざ
る
こ
と
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
富
を
覓
め
ざ
る
こ
と
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
爵4

位
を
軽
ん
ず
る
こ
と
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
…
…
」
と
書
き
、
テ
ニ
ソ
ン
、
ゲ
ー
テ
、
カ
ー
ラ
イ
ル
、

プ
ー
シ
ュ
キ
ン
、
イ
プ
セ
ン
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
な
ど
大
文
学
者
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
「
品
性
の
修
養

4

4

4

4

4

」
の
最
後
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

古
人
の
大
著
を
究
む
る
に
あ
り
、
自
然
に
真
理
を
探
る
に
あ
り
、
自
己
を
清
ふ
し

て
天
来
の
思
想
に
接
す
る
に
あ
り
、
是
れ
余
輩
の
信
ず
る
大
文
学
を
得
る
の
途
な
り
、

余
輩
は
此
大
問
題
を
悉

〔
つ
く
〕せ

し
と
言
は
ず
、
然
も
余
輩
の
論
ぜ
し
所
の
全
く
無
益
な
ら

ざ
る
を
信
ず（

（
（

。

　

内
村
鑑
三
は
、
日
清
戦
争
直
後
に
、「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」「
如
何
に
し
て

大
文
学
を
得
ん
乎
」
に
よ
っ
て
、
言
語
や
思
想
の
「
下
痢
症
」「
結
塞
症
」
に
罹
っ
て

い
る
日
本
に
、「
世
界
精
神
」
の
発
露
と
し
て
の
大
文
学
が
で
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い

る
。
内
村
に
と
っ
て
、「
大
文
学
」
は
、
自
然
の
真
理
を
探
究
し
、
自
己
を
清
く
し
て

「
天
来
」
の
思
想
に
接
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。「
大
文
学
」
と
は
、「
時
勢
」

の
表
層
で
は
な
く
、
時
代
と
社
会
、
人
類
史
の
地
層
深
く
を
流
れ
る
「
世
界
精
神
」
＝

「
純
福
音
」
の
水
脈
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
者
の
詩
人
・
北
村
透

谷
の
「
自
由
」「
内
部
生
命
」「
心
の
秘
宮
」
と
も
通
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

3
　
文
学
者
と
文
学
観

　
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
か
ら
二
七
年
後
、

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
、
六
一
歳
の
内
村
鑑
三
は
、
四
月
二
五
日
付
「
日
記
」
に
、

社
会
で
は
多
数
の
「
小
悪
魔
」
が
弱
者
を
苦
し
め
て
い
る
と
書
い
た
あ
と
に
、
最
近
の

出
版
物
で
感
動
を
受
け
た
著
書
と
し
て
島
崎
藤
村
編
『
透
谷
全
集
』（
春
陽
堂
出
版
、
一

九
二
二
年
）
を
挙
げ
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

透
谷
は
近
代
日
本
に
於
け
る
真
詩
人
の
一
人
で
あ
る
、
彼
に
バ
イ
ロ
ン
の
熱
情
と
光
輝

と
が
あ
つ
た
、
而
し
て
英
詩
人
の
如
く
に
己
が
内
に
耀
く
光
に
幻
惑
さ
れ
て
終

〔
つ
い
〕に

其
の

生
命
を
縮
む
る
に
至
つ
た
、
惜
し
む
べ
き
の
限
り
で
あ
る
、
彼
に
若
し
和や

は
ら
ぎ平

の
福
音
あ

り
た
ら
ば
！

と
時
々
思
は
せ
ら
る
（
中
略
）
余
は
本
誌
の
読
者
に
此
書
を
推
薦
す
る

に
躊
躇
し
な
い
、
信
仰
の
書
で
は
な
い
が
た
し
か
に
誠
実
の
書
で
あ
る
、
而
し
て
誠
実

は
信
仰
を
作
る
為
の
第
一
の
要
素
で
あ
る（

（
（

。

　

内
村
は
、
透
谷
は
バ
イ
ロ
ン
の
「
熱
情
と
光
輝
」
が
あ
り
、
英
国
詩
人
の
よ
う
に
、

自
ら
の
内
な
る
「
光
」
を
見
つ
め
、
そ
れ
に
「
幻
惑
」
さ
れ
て
夭
折
し
た
キ
リ
ス
ト
者

の
「
真
詩
人
」＝
文
学
者
と
し
て
認
め
て
い
る
。
透
谷
の
詩
に
は
、
内
村
の
文
学
観
と

相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
精
神
と
理
想
で
も

あ
っ
た
。
だ
が
、
透
谷
に
は
つ
い
に
は
「
和や

は
ら
ぎ平

の
福
音
」（
＝
贖
罪
の
回
心
）
が
な
く
、

内
村
が
『
伝
道
之
精
神
』『
地
理
学
考
』
を
刊
行
し
、
娘
ル
ツ
が
生
れ
た
二
カ
月
後
の

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
五
月
一
六
日
未
明
に
、
二
五
歳
五
カ
月
で
自
ら
命
を
断
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
内
村
に
と
っ
て
、
有
島
武
郎
の
四
五
歳
の
死
と
は
異
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
「
背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏
」
と
題
し
て
、
内
村
は
次
の
よ
う
な
短
歌
を
発
表

し
た
。人ひ

と

の
子こ

の
智ち

慧ゑ

も
才ち

か
ら能

も
な
に
か
せ
ん

　
　

神か
み

を
棄す

つ

れ
ば
死し

ぬ
ば
か
り
な
り（

（
（

。
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内
村
鑑
三
に
お
け
る
文
学
と
は
、「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」
で
、「
深
く
憂
へ

5

5

5

5

ざ
る
民
は
大
文
学
を
有
つ
能
は
ず

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

」（
第
三
巻
、
一
八
一
頁
）
と
記
し
た
よ
う
に
、
世
界

精
神
と
福
音
の
純
粋
な
る
発
露
と
し
て
の
「
大
文
学
」
な
の
で
あ
る
。
内
村
に
と
っ
て
、

同
時
代
の
文
学
者
は
「
大
文
学
」（
＝
信
仰
）
か
ら
は
遠
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
大
文

学
」
と
は
、
コ
ー
ヘ
レ
ス
や
ヨ
ブ
の
「
憂
い
」
の
果
て
に
神
を
見
る
、
も
っ
と
も
低
き

信
仰
的
「
小
文
学
」
で
も
あ
る
。
日
清
戦
争
後
、
除
夜
、
月
清
く
、
星
白
く
、
人
帰
ら

ず
、
そ
ん
な
「
寡
婦
」
の
涙
…
…
。
あ
る
い
は
、
四
季
、
路
傍
の
草
花
、
散
る
木
の
葉
、

風
、
雨
な
ど
、
万
物
悉
く
可
な
り
の
宇
宙
の
よ
う
に
。

　
「
文
学
者
の
信
仰
」（『
聖
書
之
研
究
』
二
二
八
号
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
七
月
一
〇

日
）
と
い
う
、「
当あ

て

に
な
ら
ぬ
者
と
て
文
学
者
の
基
督
教
信
仰
の
如
き
は
な
い
」
と
い

う
一
行
か
ら
は
じ
ま
る
文
章
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
内
村
は
有
島
武
郎
、
正
宗
白
鳥
、

国
木
田
独
歩
、
志
賀
直
哉
、
小
山
内
薫
な
ど
、
自
ら
の
門
下
に
入
っ
て
は
去
っ
て
行
っ

た
文
学
者（

7
（

を
想
っ
て
か
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
―
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
に

接
し
、
歓
迎
し
、
そ
の
美
的
側
面
に
憧
れ
る
一
方
、
厳
格
な
道
徳
的
要
求
に
こ
れ
を
棄

て
去
る
、
文
学
者
が
キ
リ
ス
ト
の
「
僕し

も
べ

」
と
し
て
一
生
を
終
え
る
者
は
稀
で
あ
る
、

と
。
以
下
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

基
督
教
は
愛
の
宗
教
で
あ
る
、
義
に
基
く
愛

9

9

9

9

9

の
宗
教
で
あ
る
、
故
に
厳
格
な
る
義
の

要
求
に
応
ぜ
ず
し
て
基
督
教
の
愛
を
覚さ

と

る
こ
と
は
出
来
な
い
、
罪
を
罪
と
し
て
認
め
、

罪
の
価あ

た
ひは

死
な
り
と
信
じ
て
、
自
身
罪
の
子
た
る
以
上
、
死
の
刑
罰
を
価
ひ
す
る
者

な
る
を
承
認
し
て
の
み
初
め
て
基
督
教
の
有あ

り

難が
た

さ
が
解
か
る
の
で
あ
る
、
然
れ
ど
も

是
れ
大
抵
の
文
学
者
の
為
す
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
、
彼
等
は
夫〔

そ
〕れ

が
為
に
基
督
教
を

去
て
、
他
に
彼
等
の
都
合
好
き
人
生
哲
学
に
走
る
の
で
あ
る
（
中
略
）
文
学
者
は
批

評
家
、
劇
作
家
、
小
説
家
、
然
り
、
特
別
の
場
合
に
於
て
は
詩
人
と
成
る
事
が
出
来

る
、
然
れ
ど
も
十
字
架
を
負
ふ
て
キ
リ
ス
ト
に
従
は
ん
が
為
に
は
、
彼
等
は
余
り
に

も
繊
弱
で
あ
る
、
繊デ

リ
ケ
ー
ト美

で
あ
る
、
勇
気
が
足
り
な
い（

8
（

。

　

こ
こ
に
は
、「
文
学
は
基
督
教
を
解
せ
ん
と
欲
す
る
者
の
択

〔
え
ら
〕む

べ
き
最
悪
の
途

7

7

7

7

で
あ

る
」（
第
二
五
巻
、
五
一
頁
）
と
ま
で
書
い
て
い
る
。
彼
の
念
頭
に
は
、
世
界
文
学
と
し

て
の
「
聖
書
」、
ホ
メ
ロ
ス
の
二
大
叙
事
詩
、
ダ
ン
テ
『
神
曲
』、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

戯
曲
、
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ー
ス
ト
』、
さ
ら
に
は
ミ
ル
ト
ン
、
ユ
ー
ゴ
、
レ
ッ
シ
ン
グ
、

カ
ー
ラ
イ
ル
な
ど
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
文
学
は
「
大
文
学
」「
世
界

文
学
」
ば
か
り
で
は
な
く
、『
聖
書
之
研
究
』
の
読
者
の
実
験
録
の
よ
う
に
、
魂
の
偉

大
な
「
小
文
学
」
も
あ
る
。
内
村
鑑
三
が
も
っ
と
も
惹
か
れ
た
の
は
、
旧
約
の
預
言

者
・
詩
人
エ
レ
ミ
ヤ
の
よ
う
な
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
彼
が
ひ
そ
か
に
好
ん
だ

の
は
、「
大
劇
詩
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
ら
の
「
寒
中
の
木
の
芽
」「
我
等
は
四
人
で

あ
る
」「
桶
職
」
の
よ
う
な
「
小
詩
」
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

内
村
鑑
三
に
は
、「
雪ゆ

き

は
降ふ

り
つ
ゝ
あ
る
／
然し

か
し
春は

る

は
来き

た

り
つ
ゝ
あ
る
」
と
始
ま

る
「
春
は
来
り
つ
ゝ
あ
る
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。
以
下
は
、
最
後
の
連
で
あ
る
。

慰な
ぐ
さめ

よ
苦く

る

し
め
る
友
よ

汝
の
患な

や
み難

多お
ほ

き
に
も
拘
は
ら
ず

汝
の
苦い

た
み痛

強つ
よ

き
に
も
拘
は
ら
ず

春
は
汝
に
も
ま
た
来き

た

り
つ
ゝ
あ
る（

9
（

　

こ
の
戦
争
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
患
難
、
苦
痛
の
多
き
世
界
に
も
、
一
人
ひ
と
り

に
も
「
春
」
は
来
た
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
希
望
の
「
大
文
学
」
で
も
あ
る
。

　

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、『
早
稲
田
文
学
』（
七
年
三
号
）
に
発
表
さ
れ
た
「
文

学
局
外
観
」（『
小
憤
慨
錄
上
』
で
は
「
口
述
」
と
な
っ
て
い
る
）
と
い
う
文
学
時
評
が
あ

る
。
内
村
は
、
こ
こ
で
日
本
文
学
の
現
状
は
「
悲ペ

ス
ミ
ス
チ
ツ
ク

観
的
」
で
あ
る
と
い
い
、
文
学
は

常
に
二
つ
の
「
元
素
」
が
あ
り
、
一
つ
は
美
が
生
れ
る
も
と
と
な
る
「
沈サ

ッ
ド
ネ
ス痛

」
で
、

そ
れ
は
人
類
と
こ
の
世
の
「
悲
」
を
一
身
に
受
け
、
そ
れ
は
文
学
に
「
悲
憤
」「
慷
慨
」

「
義

イ
ン
デ
グ
ネ
ー
シ
ヨ
ン

怒
」（
第
五
巻
、
一
七
五
頁
）
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
彼
は
「
第
二
の
要
素

は
悲
観
に
伴
ふ
歓
喜
9

9

で
す
、
希
望
で
す
」（
同
、
一
七
六
頁
）
と
述
べ
る
。
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世
界
文
学
の
要
素
は
、
こ
の
二
つ
に
尽
き
、
ヘ
ン
デ
ル
の
譜
「
メ
サ
イ
ヤ
」、
地
獄

か
ら
煉
獄
、
天
国
へ
遍
歴
す
る
ダ
ン
テ
『
神
曲
』、
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ー
ス
ト
』、
レ
ッ
シ

ン
グ
『
賢
者
ナ
ー
タ
ン
』
も
、
悲
惨
か
ら
歓
喜
へ
と
至
る
物
語
で
あ
る
。
一
方
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』、
レ
ッ
シ
ン
グ
『
エ
ミ
リ
ア
＝
ガ
ロ
ッ

テ
ィ
』
な
ど
、
悲
惨
か
ら
悲
惨
に
終
る
「
悲
劇
」
も
あ
る
。
だ
が
、
悲
惨
は
歓
喜
へ
、

歓
喜
を
知
る
人
は
悲
劇
を
書
け
る
人
で
あ
り
、
日
本
文
学
に
は
幾
分
か
の
悲
惨
が
描
か

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。「「
此
の
悲
惨
の
人

生
は
や
は
り
歓
喜
の
人
生
で
あ
る
」、
と
い
ふ
観
念
を
強
く
人
類
に
与
へ
た
も
の
は
基

督
教
だ
と
思
ひ
ま
す
」（
同
、
一
七
八
頁
）
と
。

純
福
音
は
純
恩
恵
で
あ
る

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

、
律
法
の
痕
跡
だ
も

5

5

5

5

5

5

5

混ま
じ
へざ

る
神
の
恩
恵
の
宣
言
で
あ
る

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

、

…
…（

（1
（

　

内
村
鑑
三
に
と
っ
て
、
文
学
は
理
想
と
い
う
世
界
精
神
と
「
純
福
音

5

5

5

」＝「
純
恩
恵

5

5

5

」

の
発
露
で
あ
る
。
そ
れ
が
無
教
会
信
仰
の
キ
リ
ス
ト
者
・
内
村
鑑
三
の
文
学
観
で
あ
る
。

注（
1
）　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
巻
、
三
四
八
頁
。「
内
村
鑑
三
の
文
学
観
」
は
、
小
林
孝
𠮷

『
内
村
鑑
三
　

―
　

私
は
一
基
督
者
で
あ
る
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
の
「
一　

日

本
近
代
と
キ
リ
ス
ト
教
　

―
　

北
村
透
谷
と
内
村
鑑
三
」
に
お
け
る
文
学
観
、
文
学
論
に
あ
た

る
部
分
を
も
と
に
、
加
筆
等
も
含
め
再
構
成
し
た
。「
（　

文
学
者
と
文
学
観
」
は
、
新
た

に
加
え
た
。

（
（
）　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
三
巻
、
一
七
七
頁
。

（
（
）　

同
前
、
二
〇
一
頁
。

（
（
）　
『
聖
書
之
研
究
』
二
六
二
号
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
五
月
一
〇
日
、『
内
村
鑑
三

全
集
』
第
三
四
巻
、
四
一
―
四
二
頁
。

（
（
）　
『
万
朝
報
』
一
九
二
三
年
七
月
一
九
日
―
二
一
日
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
七
巻
、
五

三
一
頁
、
解
題
、
参
照
。

（
6
）　
「
背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏
」『
万
朝
報
』
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
一
九

日
―
二
一
日
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
七
巻
、
五
三
一
頁
、
解
題
、
参
照
。

（
7
）　

鈴
木
範
久
『
内
村
鑑
三
を
め
ぐ
る
作
家
た
ち
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）

で
は
、
主
に
国
木
田
独
歩
、
正
宗
白
鳥
、
魚
住
折
蘆
、
小
山
内
薫
、
有
島
武
郎
、
志
賀
直
哉
、

長
与
善
郎
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
田
中
浩
司
「
内
村
鑑
三
の
文
学
観
　

―
　

近
代
日

本
文
士
た
ち
の
憧
憬
と
絶
望
」（『
明
治
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
紀
要
』
第
四
一
号
、

二
〇
〇
八
年
一
二
月
）
は
、
内
村
の
文
学
観
と
離
れ
て
い
っ
た
作
家
、
劇
作
家
な
ど
、
近
代

の
文
学
者
た
ち
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
一ひ

と

度た
び

は
、
彼
ら
が
内
村
に
魅
せ
ら
れ
な
が
ら
離

反
し
て
い
っ
た
の
は
、
通
説
と
さ
れ
る
内
村
の
「
芸
術
・
文
学
蔑
視
」
で
は
な
く
、「
一
段

深
い
所
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
内
村
の
位
置
付
け
と
と
も
に
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
田
中
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼
ら
は
決
し
て
内
村
の
文
学

観
を
嫌
い
、
反
発
し
た
が
故
に
内
村
か
ら
離
反
し
た
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
の
文
士
た
ち
も

む
し
ろ
、
内
村
を
憧
憬
し
、
そ
の
文
学
観
に
も
積
極
的
に
感
化
を
被
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

憧
憬
・
感
化
の
故
に
、
む
し
ろ
文
士
た
ち
は
自
身
の
内
に
横
た
わ
る
弱
さ
、
醜
さ
、
罪
に
気

づ
い
て
し
ま
っ
た
。
憧
憬
故
に
、
自
身
に
絶
望
し
、
内
村
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
」（
一
九
七

頁
）。
そ
れ
が
自
然
主
義
文
学
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
、
と
。

（
8
）　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
五
巻
、
五
一
頁
。

（
9
）　
『
新
希
望
』
七
三
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
三
月
一
〇
日
、『
内
村
鑑
三
全
集
』

第
一
四
巻
、
六
一
頁
、
解
題
、
参
照
。

（
10
）　
「
純
福
音
」『
聖
書
之
研
究
』
一
七
六
号
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
三
月
一
〇
日
、

『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
一
巻
、
二
二
七
頁
。
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内
村
鑑
三
略
年
譜

一
八
六
一
（
万
延
二
）
年

　

三
月
二
三
日
（
陽
暦
）、
江
戸
小
石
川
鳶
坂
上
（
現
、
文
京
区
本
郷
）、
高
崎
藩
の
武

士
屋
敷
に
生
ま
れ
る
。
父
は
同
藩
藩
士
内
村
宜よ

し

之ゆ
き

、
母
は
ヤ
ソ
。

一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年　

四
歳

　

祖
父
の
死
去
に
よ
り
、
父
宜
之
、
禄
高
五
〇
石
御
馬
廻
格
の
家
督
を
継
ぐ
。

一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
年　

八
歳

　

父
陸
前
国
牡
鹿
・
桃
生
・
本
吉
三
郡
権
判
事
と
し
て
単
身
で
石
巻
に
赴
任
、
七
〇
年

陸
前
国
本
吉
郡
北
方
総
轄
に
任
じ
ら
れ
気
仙
沼
に
移
る
。

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年　

一
三
歳

　

三
月
、
東
京
外
国
語
学
校
英
語
学
下
等
第
四
級
に
編
入
。

一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年　

一
六
歳

　

七
月
二
七
日
、
開
拓
使
附
属
札
幌
農
学
校
第
二
期
生
と
し
て
入
学
許
可
、
九
月
三
日
、

札
幌
着
、
九
月
一
五
日
、
授
業
開
始
。
同
級
生
に
は
、
岩
崎
行
親
、
太
田
（
新
渡

戸
）
稲
造
、
宮
部
金
吾
な
ど
が
い
た
。
一
二
月
一
日
、
ク
ラ
ー
ク
の
残
し
た
「
イ
エ

ス
を
信
ず
る
者
の
契
約
」
に
署
名
。

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年　

一
七
歳

　

六
月
二
日
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
宣
教
師
Ｍ
・
Ｃ
・
ハ
リ
ス
よ
り
、
太
田
、
宮
部

ら
と
と
も
に
受
洗
。

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年　

一
九
歳

　

論
文
「
米
の
滋
養
分
」（『
農
業
叢
談
』
二
号
）
を
発
表
。

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年　

二
〇
歳

　

一
月
九
日
、
札
幌
独
立
基
督
教
会
の
建
設
委
員
と
な
る
。
七
月
九
日
、
札
幌
農
学
校

を
卒
業
、
七
月
二
七
日
、「
開
拓
使
御
用
係
准
判
任
」
の
辞
令
を
受
け
る
。
一
〇
月

二
三
日
、
札
幌
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
結
成
し
、
副
会
長
と
な
る
。
サ
ケ
漁
の
調
査
に
従
事
。

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年　

二
一
歳

　

二
月
八
日
、
開
拓
使
廃
止
に
伴
い
札
幌
県
御
用
係
と
な
り
、
開
拓
使
民
事
局
勧
業
課

に
勤
務
し
、
石
狩
川
の
漁
業
視
察
、
幌
別
地
方
、
祝
津
な
ど
に
調
査
出
張
す
る
。

「
千
歳
川
鮏
魚
減
少
の
源
因
」（『
大
日
本
水
産
会
報
告
』
一
号
）
を
発
表
。
九
月
、
祝

津
村
に
鮑
の
生
殖
実
験
所
を
開
設
し
、
一
〇
月
下
旬
鮑
の
卵
子
を
発
見
す
る
。

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年　

二
二
歳

　

四
月
二
二
日
、
病
気
療
養
を
理
由
に
札
幌
県
に
辞
表
を
提
出
。
五
月
九
日
、
浅
草
井

生
村
楼
で
「
空
ノ
鳥
ト
野
ノ
百
合
花
」
と
題
し
て
講
演
。
八
月
一
二
日
、
静
養
の
た

め
に
伊
香
保
に
向
か
う
途
中
、
安
中
教
会
（
海
老
名
弾
正
牧
師
）
に
出
席
、
八
月
一

五
日
、
同
教
会
で
講
演
し
、
こ
の
頃
同
教
会
の
会
員
で
、
新
島
襄
か
ら
洗
礼
を
受
け

た
浅
田
タ
ケ
を
知
る
。
八
月
、
将
来
の
進
む
べ
き
道
と
し
て
、
生
物
学
者
、
漁
業
・

水
産
学
者
、
伝
道
者
を
あ
げ
、
伝
道
者
は
望
ま
な
い
と
宮
部
金
吾
宛
書
簡
に
記
し
て

い
る
。
一
二
月
一
四
日
、
農
商
務
省
農
務
局
水
産
課
に
勤
務
し
、
水
産
慣
行
調
を
担

当
し
日
本
産
魚
類
目
録
の
作
成
に
従
事
。
タ
ケ
と
の
結
婚
は
母
親
の
反
対
な
ど
で
困

難
を
き
わ
め
苦
悩
す
る
。

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年　

二
三
歳

　

三
月
二
八
日
、
浅
田
タ
ケ
と
上
野
池
之
端
長
酡
亭
で
Ｍ
・
Ｃ
・
ハ
リ
ス
の
司
式
に
よ

り
結
婚
式
を
あ
げ
る
。
四
月
、
日
本
生
物
学
会
で
「
ダ
ル
ウ
イ
ン
氏
ノ
行
状
」
を
講

演
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
は
、
札
幌
農
学
校
の
頃
か
ら
影
響
を
受
け
、
そ
れ

が
進
化
論
と
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
一
〇
月
頃
、
タ
ケ
は
安
中
の
実
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家
に
別
居
し
、
一
八
八
九
年
に
正
式
に
離
婚
す
る
。
同
月
、
農
商
務
省
を
辞
職
。
こ

の
年
、
タ
ケ
と
の
間
に
は
「
重
大
な
る
危
機
」
が
あ
り
、
あ
る
と
き
ハ
リ
ス
に
託
さ

れ
た
数
冊
の
本
を
持
ち
、
熊
谷
へ
向
か
う
途
中
、
そ
の
な
か
の
一
冊
の
余
白
に
記
さ

れ
た
「
ホ
セ
ア
書
」
の
一
節
に
神
の
慰
安
の
言
を
聞
く
。
一
一
月
六
日
、
シ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
号
で
、
内
部
に
「
真
空
」
を
か
か
え
て
ア
メ
リ
カ
へ
向
け
て
出

航
、
一
一
月
二
四
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
着
。
一
二
月
五
日
、
鉄
道
で
ユ
タ
州
オ

グ
デ
ン
、
シ
カ
ゴ
を
経
て
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
イ
リ
ー
着
、
一
二
月
一
五
日

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
行
き
、
Ｗ
・
モ
リ
ス
を
訪
ね
、
同
一
八
日
、
エ
ル
ウ
ィ
ン
の

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
知
的
障
が
い
児
養
護
院
の
院
長
Ｉ
・
Ｎ
・
カ
ー
リ
ン
と
会
い
、

同
院
に
滞
在
。

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年　

二
四
歳

　

一
月
一
日
、
エ
ル
ウ
ィ
ン
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
知
的
障
が
い
児
養
護
院
の
看
護
人

に
な
り
、「
エ
レ
ミ
ヤ
書
」
を
読
み
感
動
す
る
。
四
月
一
五
日
、
タ
ケ
長
女
ノ
ブ
を

出
産
。
五
月
八
日
、
渡
米
中
の
新
島
襄
と
会
う
。
七
月
二
七
日
、
エ
ル
ウ
ィ
ン
を
去

り
、
新
島
襄
の
勧
め
で
、
ア
マ
ス
ト
大
学
入
学
を
決
意
す
る
。
九
月
七
日
、
ア
マ
ス

ト
着
、
ア
マ
ス
ト
大
学
シ
ー
リ
ー
総
長
を
訪
ね
、
同
大
学
に
二
年
間
学
費
が
無
料
で

寄
宿
舎
の
一
室
が
与
え
ら
れ
る
選
科
生
と
し
て
入
学
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年　

二
五
歳

　

三
月
八
日
、「
霊
魂
の
父
」
と
い
う
、
シ
ー
リ
ー
総
長
の
言
葉
で
贖
罪
の
回
心
（Con-

version

）
を
体
験
す
る
。

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年　

二
六
歳

　

六
月
二
九
日
、
ア
マ
ス
ト
大
学
を
卒
業
、
理
学
士
（Bachelor of Science

）
の
称
号

を
受
け
る
。
九
月
一
三
日
、
教
職
免
許
を
受
け
な
い
こ
と
を
決
め
て
、
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
に
入
学
す
る
た
め
に
ア
マ
ス
ト
を
去
る
。

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年　

二
七
歳

　

一
月
末
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
を
退
学
。
三
月
一
〇
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出

航
、
同
二
一
日
、
パ
ナ
マ
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
う
。
四
月
二
一
日
、
イ

ギ
リ
ス
船
パ
ー
シ
ャ
号
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
港
、
五
月
一
六
日
、「
二
つ

の
Ｊ
」（
イ
エ
スJesus

と
日
本Japan

）
の
も
と
、
日
本
を
新
キ
リ
ス
ト
教
国
に
す

る
夢
を
抱
い
て
帰
国
。
九
月
一
〇
日
、「
仮
教
頭
」
と
し
て
赴
任
し
た
北
越
学
館
始

業
式
で
就
任
演
説
、
一
〇
月
一
五
日
、
北
越
学
館
発
起
人
、
校
友
に
意
見
書
を
送
る
。

宣
教
師
が
教
派
か
ら
伝
道
費
を
受
け
、
学
校
で
は
無
給
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
反
対
し
、

一
二
月
一
八
日
、
北
越
学
館
を
辞
職
し
、
帰
京
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
エ
レ
ミ
ヤ
書
」、

儒
教
、
仏
教
も
教
え
た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年　

二
八
歳

　

三
月
、
カ
ナ
ダ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
が
開
校
し
た
東
洋
英
和
学
校
、
大
日
本
水
産
会
が

東
京
に
設
立
し
た
水
産
伝
習
所
の
動
植
物
学
科
の
教
師
と
な
る
。
五
月
一
四
日
、
タ

ケ
と
正
式
に
離
婚
し
、
七
月
三
一
日
、
高
崎
の
横
浜
か
ず
と
結
婚
す
る
。

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年　

二
九
歳

　

足
尾
銅
山
の
鉱
毒
で
渡
良
瀬
川
の
魚
類
が
多
数
死
滅
し
、
田
中
正
造
が
帝
国
議
会
で

質
問
す
る
。
そ
れ
に
共
感
し
、
後
に
「
鉱
毒
地
巡
遊
記
」（『
万
朝
報
』
一
九
〇
一
年

四
月
）
を
書
く
。
九
月
二
日
、
第
一
高
等
中
学
校
嘱
託
教
員
に
就
く
。

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年　

三
〇
歳

　

一
月
八
日
、
札
幌
教
会
を
退
会
通
告
、
九
日
、
第
一
高
等
中
学
校
教
育
勅
語
奉
読
式

で
の
奉
拝
の
低
頭
の
仕
方
が
「
不
敬
事
件
」
に
発
展
す
る
。
三
一
日
、
第
一
高
等
中

学
校
に
辞
表
提
出
、
二
月
三
日
、
依
頼
解
雇
。
四
月
一
四
日
、
妻
か
ず
病
床
で
受
洗

し
、
一
九
日
死
去
、
結
婚
生
活
は
一
年
九
カ
月
で
あ
っ
た
。

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年　

三
一
歳

　

一
〇
月
、『
未
来
観
念
の
現
世
に
於
け
る
事
業
に
及
ぼ
す
勢
力
』（
警
醒
社
書
店
）
を

刊
行
。
一
二
月
二
三
日
、
京
都
の
判
事
岡
田
透
の
娘
し
づ
と
結
婚
す
る
。

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年　

三
二
歳

　

二
月
、『
基
督
信
徒
の
慰
』（
警
醒
社
書
店
）、
四
月
下
旬
、
泰
西
学
館
を
辞
し
、
熊

本
英
学
校
に
教
師
と
し
て
七
月
一
一
日
ま
で
赴
任
。
八
月
、
熊
本
市
郊
外
の
託
摩
ケ

原
の
槙
樹
の
下
で
、
古
い
鞄
を
台
に
書
き
上
げ
た
『
求
安
録
』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
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行
、
京
都
へ
転
居
。
一
一
月
一
一
日
、『H

ow
 I Becam

e a Christian

』
を
脱
稿

す
る
。

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年　

三
三
歳

　

二
月
、『
伝
道
之
精
神
』（
警
醒
社
書
店
）、
三
月
一
九
日
、
娘
ル
ツ
生
ま
れ
る
。
五

月
、『
地
理
学
考
』（
警
醒
社
書
店
、
一
八
九
七
年
『
地
人
論
』
に
改
題
）、
詩
「
海
」

（『
地
理
学
考
』
所
収
）。
七
月
一
六
日
―
一
七
日
、
箱
根
山
中
で
開
か
れ
た
基
督
教
青

年
会
第
六
回
夏
期
学
校
で
「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
を
講
演
す
る
。
八
月
、「
流
鼠

録
」
を
『
国
民
之
友
』（
二
三
三
号
―
二
五
一
号
）
に
連
載
す
る
。
九
月
、「
日
清
戦

争
の
義
」（
訳
文
）（『
国
民
之
友
』
二
三
四
号
）、
一
〇
月
、「
日
清
戦
争
の
目
的
如
何
」

（『
国
民
之
友
』
二
三
七
号
）
を
発
表
し
、
日
清
戦
争
を
義
戦
と
意
味
づ
け
る
。
一
一

月
、『Japan and the Japanese

』（
民
友
社
、
一
九
〇
八
年Representative M

en 
of Japan

に
改
題
）
を
刊
行
。

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年　

三
四
歳

　

五
月
、『H

ow
 I Becam

e a　

Christian

』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。
七
月
、「
何

故
に
大
文
学
は
出
ざ
る
乎
」（『
国
民
之
友
』
二
五
六
号
）、
一
〇
月
、「
如
何
に
し
て

大
文
学
を
得
ん
乎
」（『
国
民
之
友
』
二
六
五
号
―
二
六
六
号
）
を
発
表
。

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年　

三
五
歳

　

一
月
、
詩
「
楽
し
き
生
涯
」（『
国
民
之
友
』
二
七
七
号
）、
二
月
、
詩
「
寒
中
の
木
の

芽
」（『
国
民
之
友
』
二
八
四
号
）、
八
月
、「
時
勢
の
観
察
」（『
国
民
之
友
』
三
〇
九
号
）、

一
二
月
、
詩
「
寡
婦
の
除
夜
」（『
福
音
新
報
』
七
八
号
）
な
ど
を
発
表
し
、
日
清
戦

争
を
義
戦
と
見
た
こ
と
を
恥
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
非
戦
論
・
戦
争
廃
止
論
へ
と
向
か

う
。

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年　

三
六
歳

　

一
月
、
黒
岩
周
六
（
涙
香
）
に
招
か
れ
、
朝
報
社
に
入
社
す
る
。
二
月
、『
万
朝
報
』

英
文
欄
主
筆
の
執
筆
を
開
始
。
七
月
、『
夏
期
演
説　

後
世
へ
の
最
大
遺
物
』（
便
利

堂
書
店
）、『
愛
吟
』（
内
村
鑑
三
纂
訳
、
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年　

三
七
歳

　

一
月
一
〇
日
―
二
月
七
日
、
東
京
基
督
教
青
年
会
館
で
文
学
講
演
。
五
月
、
朝
報
社

を
退
社
。
六
月
、『
東
京
独
立
雑
誌
』（
主
筆
・
内
村
鑑
三
）
を
創
刊
。

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年　

三
八
歳

　

七
月
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
角
筈
村
の
女
子
独
立
学
校
校
長
に
就
任
。
九
月
一
五
日
、

『
東
京
独
立
雑
誌
』（
四
三
号
―
七
一
号
）
に
「
興
国
史
談
」
を
連
載
。

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年　

三
九
歳

　

四
月
、『
宗
教
座
談
』（
東
京
独
立
雑
誌
社
）
を
刊
行
。
七
月
一
二
日
、『
東
京
独
立
雑

誌
』
七
二
号
で
廃
刊
。
九
月
三
〇
日
、
誌
上
の
エ
ク
レ
シ
ア
『
聖
書
之
研
究
』
を
創

刊
し
、
三
〇
年
間
三
五
七
号
ま
で
発
行
す
る
。
一
〇
月
、『
興
国
史
談
』（
警
醒
社
書

店
）
を
刊
行
。

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年　

四
〇
歳

　

二
月
、「
洗
礼
晩
餐
廃
止
論
」（『
聖
書
之
研
究
』
六
号
）
を
発
表
。
三
月
一
四
日
、

『
無
教
会
』
を
創
刊
し
、
同
誌
に
「
無
教
会
論
」
を
発
表
。
朝
報
社
の
黒
岩
周
六
、

幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
ら
と
と
も
に
理
想
団
を
結
成
。
六
月
、『
独
立
雑
談
』（
独
立
叢

書
第
一
編
、
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。
一
二
月
一
二
日
、
東
京
基
督
教
青
年
会
館
で

の
足
尾
鉱
毒
演
説
会
で
巌
本
善
治
、
黒
岩
周
六
ら
と
と
も
に
講
演
。

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年　

四
一
歳

　

四
月
二
日
、
東
京
基
督
教
青
年
会
館
で
開
か
れ
た
鉱
毒
問
題
解
決
演
説
会
で
、
巌
本

善
次
、
木
下
尚
江
ら
と
講
演
。
七
月
二
五
日
―
八
月
三
日
、
第
三
回
夏
期
講
談
会
を

精
華
女
学
校
（
前
角
筈
女
学
校
）
で
開
催
す
る
。
八
月
五
日
、『
無
教
会
』
第
一
八
号

を
も
っ
て
廃
刊
す
る
。
詩
「
新
詠
」（『
聖
書
之
研
究
』
二
四
号
）

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年　

四
二
歳

　

六
月
三
〇
日
、「
戦
争
廃
止
論
」（『
万
朝
報
』）
を
発
表
。
一
〇
月
九
日
、
日
露
戦
争

開
戦
論
の
な
か
で
非
戦
論
の
立
場
を
と
り
、
幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
ら
と
と
も
に
開
戦

論
へ
傾
く
朝
報
社
を
退
社
す
る
。

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年　

四
三
歳

　

一
月
、
詩
「
陸
中
花
巻
の
十
二
月
廿
日
」（『
聖
書
之
研
究
』
四
八
号
）、
二
月
、『
角
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筈
パ
ム
フ
レ
ッ
ト
第
五　

日
本
国
の
大
困
難
』（
聖
書
研
究
社
）、
四
月
、『
角
筈
パ

ム
フ
レ
ッ
ト
第
六　

聖
書
は
如
何
な
る
書
で
あ
る
乎
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
、
同

月
、「
戦
時
に
於
け
る
非
戦
主
義
者
の
態
度
」（『
聖
書
之
研
究
』
五
一
号
）
を
発
表
。

七
月
、
詩
「
天
地
の
花
な
る
薔
薇
」（『
聖
書
之
研
究
』
五
四
号
）、
八
月
、『
百
約
記
』

（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。
九
月
、「
余
が
非
戦
論
者
と
な
り
し
由
来
」（『
聖
書
之
研

究
』
五
六
号
）、
一
〇
月
、「
非
戦
主
義
者
の
戦
死
」（『
聖
書
之
研
究
』
五
七
号
）
を
発

表
。

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年　

四
四
歳

　

二
月
、『
基
督
教
問
答
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。
六
月
、『
聖
書
之
研
究
』
を
『
新

希
望
』
と
改
題
（
六
四
―
七
四
号
）。

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年　

四
五
歳

　

三
月
、
詩
「
春
は
来
り
つ
ゝ
あ
る
」（『
新
希
望
』
七
三
号
）、
四
月
、
詩
「
春
の
到

来
」（『
新
希
望
』
七
四
号
）
を
発
表
。
五
月
、『
新
希
望
』
を
『
聖
書
之
研
究
』
に
誌

名
を
戻
す
。

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年　

四
六
歳

　

二
月
、『
角
筈
パ
ム
フ
レ
ッ
ト
第
九　

基
督
教
と
社
会
主
義
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊

行
。
四
月
一
三
日
、
父
宜
之
七
五
歳
で
死
去
。

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年　

四
七
歳

　

六
月
、『
聖
書
之
研
究
』
一
〇
〇
号
を
迎
え
る
。
同
月
、
今
井
館
開
館
式
を
行
う
。

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年　

四
八
歳

　

一
月
、『
櫟
林
集
　
第
壱
輯
』（
聖
書
研
究
社
）
刊
行
。
一
〇
月
、
第
一
高
等
学
校
校

長
新
渡
戸
稲
造
の
読
書
グ
ル
ー
プ
聖
書
研
究
会
に
入
会
し
、
柏
会
と
名
づ
け
る
。
一

一
月
、『
歓
喜
と
希
望
』（
聖
書
研
究
社
）
刊
行
。

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年　

四
九
歳

　

三
月
、『
近
代
に
於
け
る
科
学
的
思
想
の
変
遷
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。
一
〇
月
、

福
島
県
本
宮
に
伝
道
、
長
野
県
の
研
成
義
塾
創
立
満
一
二
年
感
謝
記
念
会
で
「
教
育

の
基
礎
と
し
て
の
信
仰
」
を
講
演
。

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年　

五
〇
歳

　

二
月
、
詩
「
二
月
中
旬
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
二
八
号
）、
九
月
、「
世
界
の
平
和
は

如
何
に
し
て
来
る
乎
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
三
四
号
）、
一
一
月
、「
デ
ン
マ
ル
ク
国

の
話
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
三
六
号
）
を
発
表
。

一
九
一
二
（
明
治
四
五
／
大
正
元
）
年　

五
一
歳

　

一
月
一
二
日
、
娘
ル
ツ
死
去
、
再
臨
信
仰
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
二
月
、
詩

「
我
等
は
四
人
で
あ
る
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
三
九
号
）
を
発
表
。
三
月
七
日
、
大
森

で
「
基
督
教
と
そ
の
信
仰
」、
四
月
二
八
日
、
数
寄
屋
橋
教
会
で
「
地
上
の
教
会
に

関
す
る
イ
エ
ス
の
比
喩
的
予
言
」、
五
、
六
月
、
同
教
会
で
「
四
福
音
書
に
就
て
」

「
馬
太
伝
と
路
加
伝
」
を
講
演
。
六
月
、
詩
「『
其
日
其
時
』」（『
聖
書
之
研
究
』
一
四

三
号
）
を
発
表
。
一
〇
月
一
三
日
、
札
幌
独
立
基
督
教
会
で
「
我
は
福
音
を
恥
と
せ

ず
」、
一
五
―
一
八
日
、
新
約
聖
書
「
ロ
マ
書
」（
四
回
）
を
講
演
。
沼
田
、
伊
香
保
、

札
幌
、
津
山
な
ど
で
伝
道
、
講
演
、
説
教
を
行
う
。
一
二
月
、
詩
「
イ
エ
ス
を
思
ふ

て
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
四
九
号
）、
詩
「
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
」（
同
前
）
を
発
表
。

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年　

五
二
歳

　

二
月
、『
所
感
十
年
』（
聖
書
研
究
社
）、『
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
』（
聖
書
研
究
社
）
を

刊
行
。
七
月
、
詩
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
』（『
聖
書
之
研
究
』
一
五
六
号
）
を
発
表
。
一

〇
月
、「
天
職
発
見
の
途
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
五
九
号
）、
一
二
月
、『
研
究
十
年
』

（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年　

五
三
歳

　

一
月
、
詩
「
建
碑
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
六
二
号
）
を
発
表
。
二
月
、
三
浦
半
島
を

訪
れ
、
一
人
の
桶
職
人
の
姿
を
見
て
、「
桶
職
」
の
詩
を
書
く
。
二
月
一
日
―
三
月

二
二
日
、「
山
上
の
垂
訓
」
を
聖
書
研
究
会
で
講
義
、
四
月
、
詩
「
桶
職
」（『
聖
書

之
研
究
』
一
六
五
号
）
を
発
表
。『
平
民
詩
人
』（
畔
上
賢
造
合
著
、
警
醒
社
書
店
）
を

刊
行
。
五
月
八
日
―
一
二
日
、
第
四
高
等
学
校
基
督
教
青
年
会
の
招
き
で
、
九
日
、

「
宗
教
の
必
要
」、
一
一
日
、
日
本
基
督
教
金
沢
教
会
で
「
私
の
聖
書
」、
六
月
八
日
、

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
卒
業
式
で
「
永
遠
に
在
す
基
督
」
な
ど
を
講
演
。
七
月
、
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『
宗
教
と
現
世
』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
に
伴
う
失
望
と

と
も
に
、
非
戦
論
者
と
し
て
の
信
仰
の
試
練
を
受
け
、
再
臨
信
仰
へ
と
向
か
っ
て
い

く
。
一
〇
月
四
日
、
日
本
基
督
教
会
レ
バ
ノ
ン
教
会
で
「
欧
洲
の
戦
乱
と
基
督
教
」

を
講
演
。
一
二
月
、『
感
想
十
年
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年　

五
四
歳

　

一
月
、「
戦
争
の
止
む
時
」（『
聖
書
之
研
究
』
一
七
四
号
）
を
発
表
。
五
月
三
〇
日
―

六
月
二
七
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
ヨ
ブ
記
」、
一
〇
月
一
〇
日
―
一
一
月
一
四
日
、

「
伝
道
之
書
」
を
講
義
。
一
二
月
、『
旧
約
十
年
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年　

五
五
歳

　

八
月
、
Ｄ
・
Ｃ
・
ベ
ル
か
ら
『
日
曜
学
校
時
報
』（T

he 
Sunday 

School 
T

im
es, 

June 24 

）
が
届
き
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
Ｃ
・
Ｇ
・
ト
ラ
ン
ブ
ル
の
「
キ
リ
ス
ト
の

再
臨
は
果
し
て
実
際
的
問
題
な
ら
ざ
る
乎
」（Is the T

ruth of O
ur Lordʼs Return 

a Practical M
atter for T

o-D
ay?

）
を
読
み
、
悲
惨
な
世
界
大
戦
を
背
景
に
、
キ
リ

ス
ト
の
再
臨
に
希
望
を
も
つ
。
一
〇
月
、
詩
「
秋
の
夕ゆ
う
べ」（『

聖
書
之
研
究
』
一
九
五

号
）
を
発
表
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年　

五
六
歳

　

三
月
、『
聖
書
之
研
究
』
二
〇
〇
号
を
発
行
。
四
月
六
日
、
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
メ
リ

カ
の
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦
に
よ
り
、
世
界
平
和
に
希
望
を
失
い
、
キ
リ
ス
ト

再
臨
の
教
義
を
確
信
す
る
。
五
月
、「
米
国
の
参
戦
」（『
聖
書
之
研
究
』
二
〇
二
号
）、

七
月
、「
戦
争
廃
止
に
関
す
る
聖
書
の
明
示
」（『
聖
書
之
研
究
』
二
〇
四
号
）
を
発
表
。

八
月
、『
復
活
と
来
生
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。
一
一
月
一
五
日
、
神
奈
川
県
秦

野
町
の
『
聖
書
之
研
究
』
読
者
会
で
、「
信
仰
の
階
段
」
を
講
演
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年　

五
七
歳

　

一
月
六
日
、
東
京
基
督
教
青
年
会
館
で
聖
書
の
預
言
的
研
究
の
講
演
会
が
、
中
田
重

治
、
木
村
清
松
と
と
も
に
行
わ
れ
、
再
臨
論
を
内
容
と
し
た
「
聖
書
研
究
者
の
立
場

よ
り
見
た
る
基
督
の
再
来
」
を
講
演
し
、
そ
れ
が
再
臨
運
動
の
開
始
と
な
り
、
高
揚

の
な
か
で
一
年
半
ほ
ど
つ
づ
く
。
二
月
一
〇
日
、
第
二
回
聖
書
の
預
言
的
研
究
講
演

会
で
「
馬
太
伝
に
現
は
れ
た
る
基
督
の
再
来
」、
三
月
以
降
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
、

横
浜
で
、「
信
仰
の
三
階
段
」「
基
督
再
来
の
欲
求
」「
世
界
の
最
大
問
題
」「
基
督
の

復
活
と
再
臨
」「
世
界
戦
争
と
基
督
教
」、
七
月
三
〇
―
三
一
日
、
箱
根
で
開
か
れ
た

基
督
教
徒
修
養
会
で
「
再
臨
と
聖
書
研
究
」「
再
臨
宣
伝
の
注
意
」「
再
来
の
時
期
」

に
つ
い
て
講
演
。
八
月
二
六
日
、
日
記
「
日
々
の
生
涯
」
の
執
筆
を
始
め
、『
聖
書

之
研
究
』
二
一
九
号
か
ら
連
載
。
一
一
月
一
一
日
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る

と
、
再
臨
運
動
は
沈
静
化
し
て
い
く
。
一
一
月
、『
基
督
再
臨
問
題
講
演
集
』（
岩
波

書
店
）
を
刊
行
。
一
二
月
二
二
日
、
東
京
基
督
教
青
年
会
館
で
「
平
和
の
到
来
」
を

講
演
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年　

五
八
歳

　

一
月
一
七
日
―
一
九
日
、
大
阪
中
之
島
講
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
基
督
再
臨
研
究
大
阪

大
会
で
「
万
民
に
関
は
る
大
な
る
福
音
」「
伝
道
と
基
督
の
再
臨
」
を
講
演
。
三
月

二
三
日
―
四
月
二
〇
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
パ
ウ
ロ
の
復
活
論
」
の
講
義
。
五
月
、

『
内
村
全
集　

第
壱
巻
』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。
一
〇
月
二
三
日
、
千
葉
の
日
本

同
盟
基
督
協
会
で
「
世
界
の
現
状
と
基
督
の
再
臨
」
を
講
演
。
一
二
月
、『
信
仰
日

記
』（
岩
波
書
店
）
を
刊
行
。

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年　

五
九
歳

　

一
月
一
一
日
―
三
月
一
四
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
ダ
ニ
エ
ル
書
」
の
講
義
。
四
月
一

七
日
―
一
八
日
、
兵
庫
県
西
之
宮
で
『
聖
書
之
研
究
』
の
読
者
会
を
開
催
し
、「
聖

書
の
立
場
よ
り
見
た
る
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
」「
人
生
の
実
験
と
し
て
見
た
る
キ
リ
ス

ト
の
再
臨
」
を
講
演
。
四
月
二
五
日
―
一
二
月
一
九
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
ヨ
ブ

記
」
の
講
義
。
七
月
、『
研
究
第
二
之
十
年
』（
聖
書
研
究
社
）、
八
月
、『
山
上
の
垂

訓
に
関
す
る
研
究
』（
聖
書
研
究
社
）
を
刊
行
。

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年　

六
〇
歳

　

一
月
一
六
日
―
一
九
二
二
年
一
〇
月
二
二
日
、「
余
自
身
の
信
仰
」
を
語
っ
た
全
六

〇
講
の
「
ロ
マ
書
」
講
義
。
三
月
、
六
〇
歳
を
記
念
し
、
今
井
館
で
毎
日
曜
日
午
後

に
日
曜
学
校
を
始
め
る
。
六
月
、『
ル
ー
テ
ル
伝
講
演
集
』（
岩
波
書
店
）
を
刊
行
。
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一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年　

六
一
歳

　

一
月
一
二
日
、
ル
ツ
永
眠
一
〇
周
年
記
念
会
を
今
井
館
で
開
催
。
三
月
、『
約
百
記

講
演
』（
十
字
架
書
房
）
を
刊
行
。
八
月
二
〇
日
、
箱
根
で
開
か
れ
た
基
督
教
平
信
徒

夏
期
修
養
会
で
「
罪
の
贖
主
と
し
て
の
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
」
を
講
演
。

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年　

六
二
歳

　

二
月
、『
世
界
伝
道
の
特
権
』（
世
界
伝
道
協
賛
会
）
を
刊
行
。
七
月
一
九
日
―
二
一

日
、
六
月
九
日
の
有
島
武
郎
の
自
殺
に
つ
い
て
「
背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏
」

（『
万
朝
報
』）
を
発
表
。

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年　

六
三
歳

　

三
月
、『
苦
痛
の
福
音
』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。
五
月
一
一
日
―
一
二
日
、
聖
書

研
究
会
で
旧
約
聖
書
「
箴
言
」
の
講
義
。
九
月
、『
羅
馬
書
の
研
究
』（
向
山
堂
書

房
）、
一
〇
月
、『
平
民
詩
人
増
補
改
版
』（
畔
上
賢
造
合
著
、
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年　

六
四
歳

　

二
月
一
日
―
一
九
二
六
年
三
月
二
一
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
十
字
架
の
道
」
と
い
う

キ
リ
ス
ト
伝
の
講
義
。
二
月
一
二
日
、
日
本
バ
プ
チ
ス
ト
神
学
校
で
「
余
の
観
た
る

使
徒
パ
ウ
ロ
」
を
講
演
。
七
月
一
二
日
、『
聖
書
之
研
究
』
三
〇
〇
号
記
念
感
謝
会

を
開
催
。
九
月
、『
ガ
リ
ラ
ヤ
の
道
』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。
一
二
月
、「
ク
リ
ス

マ
ス
夜
話
＝
私
の
信
仰
の
先
生
」（『
聖
書
之
研
究
』
三
〇
五
号
）
を
発
表
。

一
九
二
六
（
大
正
一
五
／
昭
和
元
）
年　

六
五
歳

　

三
月
五
日
、
月
刊
英
文
雑
誌
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

サ
ー
』（T

he Japan Christian Intelligencer

）
を
創
刊
（
主
筆
・
内
村
鑑
三
）
し
、

一
九
二
八
年
二
月
一
〇
日
、
第
二
巻
第
一
二
号
で
廃
刊
す
る
。
一
〇
月
、『
一
日
一

生
』（
警
醒
社
書
店
）
を
刊
行
。

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年　

六
六
歳

　

四
月
一
〇
日
―
五
月
二
二
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
エ
ス
テ
ル
記
」
を
講
義
。
一
〇
月

二
日
―
一
九
二
八
年
四
月
二
九
日
、
日
本
青
年
館
、
今
井
館
附
属
聖
書
講
堂
を
会
場

に
、
聖
書
研
究
会
で
「
イ
ザ
ヤ
書
」
を
講
義
。
一
一
月
、『
空
の
空
な
る
か
哉
』（
向

山
堂
書
店
）
を
刊
行
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年　

六
七
歳

　

四
月
二
二
日
―
六
月
二
四
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
ホ
セ
ア
書
」
の
講
義
。
六
月
、

『
内
村
鑑
三
先
生
信
仰
五
十
年
記
念
基
督
教
論
文
集
』
を
刊
行
。
七
月
二
七
日
―
九

月
一
五
日
、
札
幌
に
伝
道
。
一
二
月
、『
十
字
架
の
道
』（
向
山
堂
書
店
）
を
刊
行
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年　

六
八
歳

　

四
月
八
日
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
で
診
察
を
受
け
、
心
臓
の
異
常
と
診
断
さ
れ
静
養

生
活
に
入
る
。
一
一
月
三
日
―
一
二
月
二
二
日
、
聖
書
研
究
会
で
「
創
世
記
」
を
講

義
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年　

六
九
歳

　

三
月
二
六
日
、
内
村
鑑
三
古
稀
祝
賀
感
謝
の
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
に
「
人
類
の
幸

福
と
日
本
國
の
隆
盛
と
宇
宙
の
完
成
を
祈
る
」
と
結
ば
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
、

そ
れ
が
遺
言
と
な
る
。
三
月
二
八
日
午
前
八
時
五
一
分
死
去
す
る
。
三
月
三
〇
日
、

今
井
館
附
属
聖
書
講
堂
で
葬
儀
が
行
わ
れ
る
。
四
月
二
五
日
、『
聖
書
之
研
究
』
三

五
七
号
を
も
っ
て
終
刊
と
な
る
。

○
本
略
年
譜
は
、『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
四
〇
巻
所
収
の
「
年
譜
」（
鈴
木
範
久
編
）

と
同
『
内
村
鑑
三
の
人
と
思
想
』（
岩
波
書
店
）
の
「
内
村
鑑
三
年
譜
」、
同
『
道

を
ひ
ら
く

―
内
村
鑑
三
の
こ
と
ば
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
）
の
「
内
村
鑑
三
略
年

譜
」、
別
冊
『
環
』（
藤
原
書
店
）
の
「
内
村
鑑
三
年
譜
（1861-1930

）」
等
を
参

考
に
作
成
し
、『
内
村
鑑
三

―
私
は
一
基
督
者
で
あ
る
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二

〇
一
六
年
）
に
収
め
た
。
本
書
で
は
、
そ
の
一
部
を
改
め
た
。
な
お
、
内
村
鑑
三

に
よ
る
自
作
の
詩
等
に
つ
い
て
は
、
題
名
が
付
さ
れ
た
主
な
作
品
を
新
た
に
本
年

譜
に
太
字
で
収
め
た
。
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あ
と
が
き

　

日
本
近
代
の
平
和
主
義
の
詩
人
で
キ
リ
ス
ト
者
・
北
村
透
谷
は
、「
塵ぢ

ん

戦せ
ん

又
た
塵ぢ

ん

戦せ
ん

、

都
市
を
荒
野
に
變
ず
る
ま
で
は
止や

ま
じ
」（「「
平
和
」
發
行
の
辭こ

と
ば」、

一
八
九
二
年
三
月
）

と
予
言
し
、
戦
争
は
「
人
類
の
正せ

い

心し
ん

の
曇
れ
る
に
因よ

つ
て
な
る
こ
と
を
記
憶
せ
ら
れ

よ
」（
同
前
）
と
警
告
し
た
。

　

そ
の
一
三
〇
年
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
も
、
日
本
社
会
も
、
戦
争
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

環
境
危
機
と
気
象
変
動
な
ど
、
人
が
地
球
の
命
運
を
左
右
す
る
「
人ひ

と

新し
ん

世せ
い

」
と
呼
ば
れ

る
「
人
類
の
時
代
」
を
迎
え
て
も
、
共
通
の
未
来
を
描
け
ず
に
世
紀
の
大
き
な
困
難
の

な
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。
と
き
に
人
の
無
辜
な
生
命
は
、
旧
約
の
風
前
の
籾も

み

殻が
ら

の
よ

う
に
吹
き
散
ら
さ
れ
、
イ
ザ
ヤ
の
終
り
の
日
の
預
言
の
よ
う
に
、
も
は
や
剣つ

る
ぎを

鋤す
き

に
、

槍や
り

を
鎌か

ま

に
打
ち
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

旧
約
「
哀
歌
」
は
、「
あ
あ
、
む
か
し
は
、
民た

み

の
満み

ち
て
い
た
こ
の
都み

や
こ、

国く
に

々ぐ
に

の
民た

み

の
う
ち
で
大お

お

い
な
る
者も

の

で
あ
っ
た
こ
の
町ま

ち

…
…
」（
第
一
章
一
節
）
と
、
人
々
の
嘆
き
の

歌
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
都
市
、
町
、
村
々
で
あ
ろ
う

か
。

　

そ
ん
な
終
末
的
な
時
代
風
景
の
な
か
に
、
明
治
維
新
前
の
一
八
六
一
（
万
延
二
）
年

に
生
れ
、
明
治
・
大
正
か
ら
、
日
清
・
日
露
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
へ
と
向
か
う
昭
和
初
期
の
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
ま
で
、
近
代
の
激
動

の
時
代
を
ど
こ
ま
で
も
一
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
た
内
村
鑑
三
の
伝
道
的
生
涯
と
、

そ
の
福
音
的
な
無
教
会
信
仰
と
、
旧
新
約
聖
書
の
奥
義
と
し
た
再
臨
信
仰
、
さ
ら
に
は

キ
リ
ス
ト
教
的
非
戦
論
、
戦
争
絶
対
廃
止
論
は
、
後
世
へ
、
未
来
へ
の
人
類
の
希
望
、

社
会
の
闇
に
輝
く
光
と
し
て
き
わ
だ
っ
て
見
え
て
く
る
。

　

内
村
鑑
三
は
、
若
き
日
の
箱
根
山
上
で
の
講
演
「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
の
な
か
で
、

「
天〔

て
ん
ち
し
じ
ゆ
う
な
く

地
無
始
終
、
人じ

ん
せ
い
せ
い
し
あ
り
〕

生
有
生
死
」（
頼
山
陽
の
一
三
歳
の
と
き
の
漢
詩
の
一
部
、
詩
「
桶
職
」、

解
題
、
参
照
）
の
生
涯
に
、
だ
れ
も
が
遺
す
こ
と
の
で
き
る
「
紀
念
物
」
に
つ
い
て
、

こ
う
語
っ
た
。

即
ち
此
世
の
中
は
是
は
決
し
て
悪
魔
が
支
配
す
る
世
の
中
に
あ
ら
ず
し
て
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、
神
の

世
の
中
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
信
ず
る
事
で
あ
る
。
失
望
の
世
の
中
に
あ
ら
ず
し
て
、

望
み
の
世
の
中
で
あ
る
こ
と
を
信
ず
る
事
で
あ
る
、
此
世
の
中
は
悲
み
の
世
の
中

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
な
く
し
て

0
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0

、
喜
び
の
世
の
中

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
我
々
の
生
涯
に
実
行
し
て

0

0

0

0

其
生
涯
を
世
の
中
の
贈
物
と
し
て
此
世
を
去
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
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。
其
遺

物
は
誰
に
も
出
来
る
遺
物
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。（『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
四
巻
、
二

八
一
頁
、
口
絵
参
照
）

　

美
し
い
地
球
に
、
社
会
に
、
私
た
ち
を
育
ん
だ
山
や
河
に
遺
す
、
こ
の
「
後
世
へ
の

最
大
遺
物
」（
＝
「M

メ

メ

ン

ト

em
ento

」）
は
、
内
村
鑑
三
の
信
仰
的
生
涯
、
全
著
述
を
希
望
の

地
下
水
脈
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。

　

内
村
鑑
三
に
は
、
主
に
信
仰
の
エ
ク
レ
シ
ア
『
聖
書
之
研
究
』（
全
三
五
七
号
）
に
発

表
さ
れ
た
旧
新
約
聖
書
六
六
書
の
講
解
、
注
解
、
神
学
、
宗
教
的
著
作
、
時
勢
へ
の
評

論
な
ど
、
英
文
も
含
め
て
厖
大
な
著
述
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
天
然
宇
宙
を
伝
え
る

独
自
な
信
仰
詩
、
英
米
詩
人
の
「
精
神
訳
」
と
呼
ん
だ
訳
詩
、「
一
日
一
生
」
の
心
の

風
景
を
垣
間
見
せ
る
短
歌
な
ど
、
そ
の
文
学
叙
述
は
、
こ
れ
ま
で
形
づ
く
ら
れ
て
き
た

内
村
鑑
三
の
別
な
側
面
に
、
そ
の
信
仰
、
思
想
に
新
た
な
光
を
あ
て
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
然
詩
人
内
村
鑑
三
と
そ
の
天
然
思
想
で
あ
り
、
宇
宙
、
万
物
、

人
生
、
悉

こ
と
ご
とく

可
な
り
の
福
音
的
宇コ

ス
モ
ス宙

で
も
あ
る
。

　

本
書
『
内
村
鑑
三
の
信
仰
詩
・
訳
詩
・
短
歌
等
集
成
―
附
、
解
題
、
解
説
、
文
学

論
、
略
年
譜
』
は
、
こ
れ
ま
で
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
内
村
鑑
三
の
詩
的
世

界
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
内
村
の
信
仰
、
評
伝
、
時
代
を
背
景
と
し
た
解

題
、
信
仰
詩
、
訳
詩
、
短
歌
の
解
説
、
日
本
近
代
の
文
学
者
に
影
響
を
与
え
た
内
村
鑑
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三
と
そ
の
文
学
観
、
略
年
譜
を
収
め
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
私
は
当
時
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
長
で
あ
っ
た
橋
本
茂
教
授
が

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
作
家
・
椎
名
麟
三
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
と
き
、
本

研
究
所
の
協
力
研
究
員
と
し
て
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
椎
名
麟
三
を
中
心
と

し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
文
学
研
究
に
携
わ
り
、
す
で
に
二
〇
年
以
上
と
な
る
。
協
力
研
究

員
と
し
て
一
〇
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
私
は
人
生
の
懐
疑
の
な
か
で
、
内
村
鑑
三
と
出
会

い
、『
内
村
鑑
三
―
私
は
一
基
督
者
で
あ
る
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
六
年
）、『
内

村
鑑
三
の
聖
書
講
解

―
神
の
言
の
コ
ス
モ
ス
と
再
臨
信
仰
』（
教
文
館
、
二
〇
二
〇

年
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
天
然
詩
人
と
し
て
の
内
村
鑑
三
に
惹
か
れ
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
著
述
を
集
成
す
る
研
究
意
義
が
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

今
年
度
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
の
伝
統
あ
る
研
究
誌
オ
ケ
イ
ジ
ョ
ナ
ル
・
ペ
ー
パ
ー

と
い
う
、
本
研
究
に
と
っ
て
も
っ
と
も
適
し
た
形
で
発
行
で
き
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

橋
本
茂
元
所
長
、
徐
正
敏
前
所
長
、
久
保
田
浩
所
長
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
・
芸
術
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
齊
藤
栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
を
は
じ
め
と
し
た
諸
先
生
、
キ
リ
ス
ト

教
研
究
所
の
所
員
の
先
生
方
に
、
こ
こ
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
集
成
を

発
行
ま
で
事
務
手
続
き
を
丁
寧
に
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
教
学
補
佐
の
髙
橋
英
里
さ
ん
、

訳
詩
の
資
料
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
神
奈
川
大
学
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
、
口
絵
資
料
等
の
使
用
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
今
井
館
教
友

会
に
、
こ
こ
に
併
せ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
書
が
半
世
紀
前
の
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
、
私
が
文
学
部
英
文
学
科
の
一
学
生
と

し
て
学
ん
だ
、
こ
の
明
治
学
院
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
か
ら
発
行
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
、
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
本
書
が
内
村
鑑
三
研
究
の
一
端
に
資
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

�

二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
〇
日
（
初
秋
の
日
に
）

�

小
林
孝
𠮷
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